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　頭の中で走馬灯のように巡る元の世界での思い……思い出？　どうやら記憶には無いようだ。

「忘れてしまった同級生クラスメイトのなんとか君、君のことはもう覚えてないんだけど忘れるまで忘れないよ。多分？」

「くそっ、なんで。こうなったら奥の手はいくらでも有るんだからなっ、解放すればお前なんかに！　お前みたいな無能にっ！」

　俺を殺すのに貴重な回数制限のある効果スキルは勿もつ体たいなくて出し惜しみした、その良過ぎる頭脳で俺を殺すために最低限必要な効果スキル構成を組み上げてきた。非常用も考え緊急時も見越して任意発動の大技のとっておき効果スキルを用意していたんだろうけどそれももう尽きた。

　だって俺もお前も異世界こんなせかいの主役でもなんでもないのに……それなのに同級生しゆやくたちに成り代わろうとした。名も無き脇役モブ同士の意味も無い殺し合いなのに主人公さんみたいに振舞おうとするから計算を間違える、求める数値の解が最初から間違っているから途中の計算が合わなくなるんだよ？

　これはお前が最強になる途中式プロローグなんかじゃない、ここが終焉おわり、これが解。

「さようなら。なんとか君……」

　ありとあらゆるスキルをコピーし続け無敵を目指した同級生殺し。喚わめき散らしながら突き出される剣と発せられる効果スキルと今撃てるありったけの魔法が俺の身体からだを刻み破壊し続ける、それでも決められない焦りに狂ったように叫ぶ。

「なんでだよ！　おかしい、こんなのは間違ってる。どう計算したって何度も殺したはずだっ！　ちゃんと死ねよおおおおっ！」

　剣と魔法の世界で数学的に計算され尽くした着実で堅実な攻撃スキル、高確率で止とどめを刺せる攻撃を有効に組み合わせて回避不能に組み立てて連撃する。だから駄目なんだよ、それこそが計算違い。まあ運が悪かったんだよ。

「お前の残り物の外れスキルなんていらないんだよ、消えろよ！　ふざけんなああっ！」

　俺を１００％確定的に殺せるだけのスキルの物量を持ちながら様子見して出し惜しんだ、確率論で最も無駄無く効果的な攻撃を徹底し続けた。全部撃てば良かったんだよ、そうすれば少なくとも今だけは死なずに済んだのに、そうすれば俺だけは殺せたのに。

　飽きもせずに延々と減る心配の無い自身の身体操作の効果スキルでこっちの身体を狂わせようと足あ搔がいている、とっくに俺の身体は狂ってるよ？　もうずっと感覚も無いし自意識では動かせない、そもそもこれだけぼろぼろの身体が動くわけ無いじゃん？　だから無駄なのに、無意味に喚き散らしながら斬りかかって来る。

　じっと振り上げられた木の棒を眺めている、納得いかないのだろう。チート装備な剣でも斬れずにご自慢の魔法盾を斬り裂かれた、放ち続けた魔法も斬られて無効化された。その木の棒が振り下ろされるのを見つめている、こんなわけのわからない世界に来て出で鱈たら目めな物を見せ付けられて尚なお計算しようなんて思うから意味がわからなくなる。異世界なんて出鱈目に決まってる、ならば計算よりもいかさま勝負だよ？　なんとか君。

　取って置きだった必殺の連撃スキルを俺に向かって放つ、「くっ」と呻うめきながら悔しそうに俺の身体を破壊していく。損だから、奪う物も無い外れスキルしか持たない俺を殺すのに貴重なスキルが減って行くなんて大損だろう。これでチート持ちの同級生を殺し奪うためのチート技がまた一つ無くなった、そしてそこまでしてもまた殺しそこなった、大損だ。

　左手は手首から先が無くなり、肘も砕かれてぶらぶらとぶら下がっている、顔も半分焼かれて消し炭なんだろう、そして今も技で足を切断したのに歩いて来る俺を見て茫ぼう然ぜんと目を見開いたまま呟つぶやいた。

「この化け物……」

　理解不能になったみたいだ、なにせ化け物。御自慢の計算高い演算能力で答えが出せていない、つまりいかさまの意味が理解できていない。

　数学的天才１＋１が２じゃない世界ではただの馬鹿だった、確率論なんて破綻するに決まってる。この世界で賽子サイコロの目は「Ｍ」だったよ？　１００％以外は０、有り得なくても確率が０以上ならなんでも起こり得る。

　計算高く瞬間的に正しい答えが導き出せる天才、だから序盤は可能性を削り合う。手を打ち、手を潰し、布石を打ち、罠わなを張り、騙だまし、欺く、中盤に向かうほど確率はカオスで終盤になるほどシンプルになる。そして終盤で殺しにかかり簡単な計算が合わなくなった。終盤には魔物が居る、増えすぎた可能性の思考能力の限界だ。

　無限に増える計算、それを解ききろうとすれば計算式は崩壊する、オーバーフロー。読む、研ぎ澄まされる勘で類推する。数字がわからない賽子ダイスの出目なんて計算できるはずが無いのに、１＋１が２になるように成立させるための絶対条件が理解できていない、１自体を定義できていないのに計算し演算するから意味の無い答えに振り回される。

　そうして木の棒は振り下ろされる、きっとその計算だけは合っているよ。お前のＨＰは０になる、魔法壁もチートな鎧よろいももう意味はない、それが何な故ぜかわからないんだろう。

　ズルしてるに決まってるじゃん？
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　１日目　教室






　本を読む。いつもの昼休みライフ。ぼっちとか言うな！　まあ、違うとは言わない。

　しかし、よくも絶え間なくずっと喋しやべることが延々とあるものだと感心するくらい喋り続けている。もう高２だと言うのに聞こえて来るのは下らない話ばかり。それでも未いまだ繫つながり足りないのか携帯を弄いじる奴やつまで居る。教室の真ん中の席だと３６０度雑音ノイズで落ち着いて本も読めない。

　どう組み分けしたかは知らないが問題があるか問題を起こしやすい、もしくは問題が起こると困る生徒たちを一堂に集めた学級クラス編成で、窓際にはスポーツエリートの男子が集まり廊下側には女子たちが集まる。その全員がＴＶに出るほどの有名人たち。

　真ん中あたりには成績優秀な男女や美術で有名らしい女子に政治家の息子に俳優の息子とややこしいのが犇ひしめき合い、前のほうには問題児の不良グループが目立ちたいかのように大声で騒ぎ、窓際にはギャルい読モグループがこれまたでかい声で囀さえずっている。

　そして後ろには虐いじめられているオタたちが集まり小さくなってぼそぼそと話をしていると言うある意味での隔離クラス。なにを考えて不良君たちといじめられっ子を同じ組に入れるかもわからない。騒がしい。だからウザい。

　本を読む。子供の頃から読み続けていると言って良いだろう、絵本からエンドレスで読書中だ。これだけ読み続けると相当眼めが悪くなりそうなものだが眼鏡が必要なほどじゃない。その分目付きだけ凄すごく悪くなったってホットケ！

　しかし喧やかましい。全く本に集中できない。この問題有りなクラスにどうして俺のような普通の生徒が入らなきゃならんのだ？　喧しや、あ～喧しや、喧しや。

　ん？　なにかが来た？……来る！ってなんだこの感じは？って。えっ！

　突如、教室の床が輝き始める。重なり合う円盤と謎文字で記しるされた幾何学的な図形が組み合わさった発光するアレ……って言うか魔法陣！　あーっ……これアレだわ？　まあここまで正統べタ展開ならば間違いは無いだろう。寧むしろこれが数学の抜き打ちテストで幾何学の図形問題とかだったらそっちのほうが吃驚びつくりだよ、出した数学教師に！

　そう思ったときには身体が動いていた。後ろのドア、開かない。蹴る、壊れない。側そばにあった椅子を窓に投げつける。割れもしないよ。うん、ここまでは定番だ。教室の後ろにあるロッカーに飛び乗り、その勢いで背の高い掃除道具用のロッカーに駆け上がる。この真上には目立たないが天井点検用のハッチがある。駆け上がった勢いのままハッチに身体をぶつける。よっし、そのまま天井裏に身体ごと飛び込む。セーフ！

　後ろでは魔法陣の輝きは更に強まり、最後には教室の中が真っ白になっていた。屋根裏を這はうように少しでも離れるように。いや？　だってさ～、今さら異世界転移ってどうよ？　ラノベもアニメも漫画も異世界転移ばかり、これでリアルまで異世界転移とか無いだろう。もう日本全部異世界転移で良いんじゃねー？　そんなこんなで屋根裏を進む。ここまで離れればもう……うえぇぇぇ～。




　うわ～っ、やっちまったよ！　ベタに！　真っ白い部屋です。

　ここまでベタベタに来た以上は流石さすがに剣と魔法の世界とかは言わないだろう。ここはひねって宇宙戦争とか近未来のＳＦ方向か？　精神世界とかホラーっぽいのは嫌だなー。でも魔法陣まで出してＳＦもどうよ？　やっぱ魔法繫がりで来るのだろうか？　いやいやそれはないだろう。もう巷ちまたに溢あふれまくった昨今で「異世界転移しちゃった」とか恥ずかしくて黒歴史間違いなしの展開だ。このベタベタの中「神様です。剣と魔法の世界に行ってもらいます（笑）」とか恥ずかしくて言えないだろう。ここは魔法陣と見せかけて実は幾何学的ななにか……それってどんな世界なんだ？　数学世界？　めっちゃ転移したくない!!　もうそれ最初の強敵の素因数分解あたりで勝てる気がしない。

　って言うかなんで誰もいないの？　留守なの？　じゃー招くなよ！　大体お出迎えと言うものは古来よりおもてなしの心が…………（以下長文）




　暇だ。どうせなら本屋も召喚しろよ、密林Am○zonここまで配達してくれるのか？

　あれ、お爺じいさんがいる？　こっち見てる。徘はい徊かいしてるの？　お家わからないからって異世界行っちゃ駄目でしょ？　まさか異世界痴ち呆ほう老人徘徊物語が始まっちゃうの!?
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『なんでこんな所におるんじゃ？』

　お爺ちゃん、ご飯はさっき食べたで『食べとらんわい!!』考えてること読まれた!?

　これはあれだ、白い部屋に呼ばれて現れる――神様――と自称する痴呆老人？

『なんでじゃー！　最後のいらんじゃろうがぁ！』

　キレやすい老人だ。あ～ボケるとやたら怒鳴るようになるって『ボケとらん！　真面目に話を聞かんか！』ボケた人はみんな自分はボケてないって言うんですよ？　まあ、ボケてない人も言うけど。

『もういい！　もう突っ込まん！　何故ここにおる？』

　うわ～自分で勝手に召喚して何故って痴呆老人確定だよ。しかも勝手に人の頭の中を覗のぞいて怒鳴りまくっといて『もう突っ込まん！』って逆切れだよ。

　まさかの異世界痴呆老人徘徊老害物語、サブタイトルは「魔王さん飯はまだかいのう？」。うん、「絶賛発禁中！」って感じだな。

『は～真面目に聞かんか。他の者はもう異世界に転移したぞ？　何故お主は呼ばれた部屋におらん？』

　いや～自分で呼んどいて部屋違うからわかんなかったとか。

『お前たち一人一人ではなく一つの集団として呼んだのじゃ。全員に会ってなんか足りんと思ったらお主だけ呼んだ場所と全然違う所におるんじゃ』

　え～、人のせいって勝手にここに連れて来られましたけど～？　心当たりはあるが。

『あるんかい！　一体なにを……隔離空間から逃げたのか!?　なんで屋根に扉が!?』

　ぷっ。全知全能だ天上天下唯我独尊とか言って整備用扉ハツチ見逃してやんの（笑）

『知るかー！　わしが言ったんじゃないし、あの部屋の天井にあんな扉があると知っているほうがおかしいわい！』

　って言うか、あそこまで逃げたらセーフじゃん。見失ってたんだしズルくない？

『言ったじゃろ、お主ら全員の総量と波長が適合したから呼ばれたのじゃ。１人でも逃げたら合わんくなるわい。挙句に結界の端っこにギリギリ引っ掛かって１人だけとんでもない所に来て……』

　遂ついに意識まで読んだのか？　密林Am○zonさんだめか～。大型書店召喚しかないのか～。

『勝手にそんなデカイものを召喚するでない。しかも新刊出るたびに１軒ずつ召喚だとお主の国から本屋がなくなるぞ？　店員の迷惑も考えい！』

　駄目出しだ。しかも深層心理まで読まれている。だが俺の迷惑をお前が考えろ！　全く本屋の店員ばっか優遇して。なにか特典でも貰もらったの？　俺も欲しいよ！

『申し訳ないが、お主の世界から特定の総量と波長が合った集団か個人が異世界に送られるのは世界の摂理なんじゃ。お主らを選んだのはわしではないのじゃ』

　くそっ。総量がなんの総量かわからないが、これからもう本が読めないとか最悪だ！　あいつら読書の邪魔だけじゃ飽き足らずうじゃうじゃとたむろしやがって。そうか俺はあいつらを倒すために異世界に呼ばれたのか！

『違うわい！　勝手に決めて学友を倒すでない。それ完全に個人的恨みじゃ』

　恨み晴らさでおくべき……『話を聞けー！』あ～もうさっさと進めてよ？　老人は話長いんだから。どーせ「神様（自称）です。剣と魔法の世界に行ってもらいまーす（笑）」とか言うんだろう？

『……（笑）は言わん。あと自称じゃないわい！　とにかく他の者はもう準備も済ませて行ってしもうた。早くせんと１人で異世界に行くことになるぞ？　先に行った者たちが移動するまでに合流できんぞ？　早く準備せんと置いてけぼりじゃぞ』

　あ～。他は合ってるんだ。ベタベタじゃん（笑）。っていうことは中世か～本ないな、大型書店も。やはり密林Am○zonで飛脚召喚しかないな。

『飛脚帰れんじゃろうが！　異世界が飛脚だらけになるぞ！　本屋の店員と飛脚だらけの異世界でなにをする気じゃ！』

　いやなにする気って本が読みたいんだが？　店員と飛脚だけじゃ駄目だ!?　小説家の人たちを１ヶ所に集めて集団召喚を行な『止やめんかー！　というか、させん！』

　さて、爺じじいの説明は長いので聞き飛ばした。ありきたりな説明だ。王国だの異世界言語だの魔物だのと説明していた。話長いんだから紙にでも書いてくれれば良いんじゃね？　読むもの欲しいし、爺に文才はなさそうだが。

『あとは準備じゃ』

　準備ってなにがあるんだ？　おやつはいくらまでとか、バナナ問題が勃発するのか？

『スキルを選ぶんじゃよ……早いもん順じゃ』


「爺―――っ！」



『神だって言っとるじゃろうが！　誰が爺じゃー、初めてちゃんと声を出して喋ったかと思ったら第一声が爺かい!?』

　43人いて早い者順とかチートスキル残ってないじゃん。良いのはもう取られてるだろう。最悪だ。爺決定だ。とにもかくにも見てみないことには……

『スキルを選ぶのじゃ。早うせい、まさか神になって疲れる日が来るとは……』

　ついにツッコミを諦めて勝手に話を進め始めた。我わが儘ままだな～。おおぉ～、多い……いな……あぁ？　目の前に浮かぶ黒い板状の物に、大量の文字が浮かぶ。これってタブレットで良くない？　やはりご老人に最新の機械は『突っ込まんぞ～もう突っ込まんぞ～』なにか呻うめいている。詩し吟ぎんでも始めたのだろうか？　老人のボケはほっといて大量の文字を読む。一気に読みきる。凄い量だ。凄い量だが……殆ほとんど全て消失グレイアウトしている。取れないってこと？

　一番上に『ステータスへのポイント割り振り／「１ポイントずつ」または「ダイス（10Ｐでダイスは２個）」』と書かれている。俺が持っているのは50Ｐ。運だけは上げといたほうが良いのが定番だが元が10。ポイントを全振りしても60。微妙だろう。上限がいくらでレベルアップで増えるのかもわからない。『１ポイントずつ』の部分だけが灰色で書かれている。ダイスは……無いな。10Ｐ必要なのにダイスは二個だと最大12で最悪２では掛け率があまりに悪すぎる。

　二番目は『武器・防具・アイテム／５Ｐ～50Ｐ』。単品消耗品である傷薬とか毒消しとかは５Ｐ。それから武器防具が５Ｐ～30Ｐ。それらのセットが50Ｐ。薬は欲しいがポイントを使うのは効率が悪い。回復魔法を狙うべきだろう。いきなり武器がないままスタートは怖いが、単品の武器も防具も残っていない。他の奴らがみな取っていったのだろう。俺が最後ってズルくない？

　１００以上のアイテムが選べたというのに残っているのは『アイテム詰め合わせ（村人Ａ）50Ｐ』だけだ。もう残ってないけど『聖騎士』でも『大賢者』でも『重戦士』でも50Ｐ。お得なセット価格だ。俺が取れるのは『村人Ａ　50Ｐ』だけ。価格破壊すぎるよ！　中身、木の棒とか布の服とかだ。あげくに村人の日記付き。無いな。あとの残りものは『コンタクト：【瞳が良くなる】30Ｐ』。確かにコンタクトは欲しい。眼が悪いのは不利だろう。５Ｐなら余裕があれば取る、瞳が良くなるのだ、目付きの悪さにも効果があるかもしれない。が、30Ｐって高すぎだろう！　いや、かなり眼が悪ければ必要かもしれない？　眼鏡がない世界の可能性が高いのだから。だが30Ｐは無理だな。20Ｐしか残らない。

　三番目に『武技／10Ｐ』。お手頃だ、良心的だ。分割手数料も負担してくれるかもしれないくらい、良心的プライスだ。『剣術』『刀術』『槍そう術じゆつ』『楯たて術じゆつ』『弓術』『鞭べん術じゆつ』なんてのもある、って言うかあったらしい。売り切れです。

　残っているものは『杖じよう術じゆつ：【棒・杖つえを上手に扱える】10Ｐ』……戦う技は必要だし10Ｐもお手頃だ。杖術って棒で叩たたく、それ異世界で戦えんの？　海辺で亀苛いじめてる子供じゃないんだから？　亀倒せてなかったし？　いや倒したら拙まずいんだけど。

　そうしてついに四番目『スキル／10Ｐ～30Ｐ』。お高いが、これぞＴＨＥ異世界。これがチートだ！　大本命の『獲得経験値アップ』。定番の『魔導』。うわっ『強奪』やベーなー。『千里眼』なんていうのも。安いなら目移りするほどの素敵な異世界スキルたちが……えっ、なにも残ってない！　残っているものは、えーと……おいっ！

　まず『健康：【病にかかりにくくなる】30Ｐ』。うん、これはあって良い。むしろ欲しい！　きっと病院ないだろうし。でも30Ｐだ。異世界で健康に暮らして終わりそうだ。平和な世界ならありだ、しかしそうではないだろう。これだけ戦闘スキルがあるのだ、健康だけでは生きていけないだろう。30Ｐは高いな、だから残ったのか。

　そして『歩行：【歩くのが上手になる】30Ｐ』。あっても良いのかもしれないが、誰がこれを30Ｐで欲しがるの？　『獲得経験値アップ』たちと同価値ってどんだけ歩行大事なの？　ヨチヨチ歩き召喚してるの？　保育園召喚？　魔王に勇者たちがハイハイで突っ込むのか？　魔王びびるだろうな～。しかしそれがましなほう……って。

　さらに『体操：【体操が上手になる】30Ｐ』。異世界で体操のお兄さんデビュー？　みんな～っ？　終わってるよ～っ！　マジで。

　そして最後の恐ろしいスキル。それは『敏感：【体が敏感になる】30Ｐ』。いや～ん。ってふざけんな！　敏感で感じやすい男子高校生って誰得だよ！　ＢＬなの、腐ってるの？　絶対いらない！　だが召喚された半分は女子高生、ＪＫだ。それならありだ？　まあ自分で取る奴やつはいないと思うが、いたら教えてください。お願いします。

　四番目、これがないならわざわざ異世界転移しないで中世にタイムスリップで良いよねってツッコミまくるよ。

『魔法／10Ｐ～30Ｐ』。キタコレ！　狙いは『四大魔法』『雷』『治癒』。うんわかってた、残ってないんだよね？　あれっ、異世界召喚のスキル選びってもっと胸熱な展開じゃなかった？　なんで俺泣きそうなの？　なんで神の爺は目を逸そらしてるの？

　残った魔法は四つ。『温度：【温度を上下させる】30Ｐ』あー便利だね、異世界で自販機目指すのか～「当たりだよ、もう一本！」とか？……ジョブあるの？

『梱こん包ぽう：【魔力で包む】30Ｐ』。包んでどうするの？　飛脚呼ぶの？

『斤量：【重さを上下させる】30Ｐ』。軽くして送料下げるの？　もう飛脚呼ぶ？

『移動：【移動時の補助】30Ｐ』……。ちょっとだけまとも？　『歩行』とどう違うんだろう？　両方取ると飛脚のジョブが貰えそうだ。俺が配達すんのかよ！

　五番目は『特殊／20Ｐ～50Ｐ』。特殊系能力、特殊スキル、剣の才、魔法の才……必要経験値ダウン。あーここで『獲得経験値アップ』とコンビで成長チートになるのか～。どっちもないけど……なんにもないけど……。

『報連相：【報告、連絡、相談が上う手まくなる】』。誰に!?　異世界で上司待ってんの？　サラリーマンな異世界なの？　レベル上がると巨大企業の社長とかになるの？

『器用貧乏：【レベルの上がりが遅くなる】』。バッドステータス来たー！　誰も取らないよ！　罠わななの？　クリックミスするとコレみたいな？

『木で偶くの坊：【レベルの上がりが悪くなる】』。バッドステータス来たー！ってまたかよ。遅くなったり悪くなったり人を異世界召喚までしといてどうしたいんだよ？

　穿うがって見れば、『器用貧乏』はレベルが上がりにくくなるが、器用だからスキル獲得やアップの補助があるかもしれない。

　だが『木偶の坊』の意味はなに？　レベルが上がりにくくなるだけで役に立たないのか？　気がきかないのか？　それとも人の言いなりになるの？　最悪はこれで間違いなしだろ。

　最後は『称号』。10Ｐと安いが即効性はなさそうだ。効果はジョブ補正効果だな。

　しかしすぐに使えなくとも成長やスキルに係かかわるなら長期的にはこちらのほうが有利――『剣聖』『守護者』『魔導師』……うあああぁっぁぁああぁぁああ～！　これが売り切れとかないだろう！　この中二魂を揺さぶる称号がって……高二だけどさ～？　異世界だし？　良いじゃん剣聖とか？　自分で名乗るのは無理かも？　まあ取った奴頑張れ。そんな風に考えていた時期が俺にもありましたとさ。恥ずかしくても痛くても中二でも良いじゃないか！　この二つの称号よりは！

　一つ『ひきこもり：【ひきこもる・住すみ処かが守られる】』。自宅警備員ＮＥＥＴキター。住処から異世界に連れ去られたんだけど？　自宅なくなったよ？　異世界行ってひきこもったって本ないしな～。飛脚さえ来てくれれば行けるか？　行かないよ！

　そして最後の一つは『にーと：【無職・ジョブが無効化する】』。働いたら負けより先に、魔物に負けるだろう、これって？

　これで終わり？……スキルリストが終わっていると言うか、俺が終わったと言うか？　この爺、余生終わらしたろーか？　いったい異世界でなにさせたいんだろー？

「ねーねーさっきから目を逸らしているお爺じいさん。僕になにか言うことはないかな～？　ちゃんと目を見て言ってごらん？」

　あれだけ絡んで来ていたのに、黒い板状の物に書いてある文字を見た瞬間からず～っと目を逸らしているよね？




　あれからどれくらい経たったろう。目の前の正座している爺に懇々と説き続けている、お前はなにをしたいのかと？

　普通に暮らしている高校生をどんな理由があるのか知らないが無理矢理連れて来た。それが神の意思であろうとも、世界の摂理であろうともだ。そこまでするからにはなにか理由があり、必要なことなのだろう。どうしようも無いのかもしれない。それでもいきなり連れ去られる人間には納得なんてできない、それ以上にただ異世界に放り込まれてもなにもできないだろう。だからこそ特別なスキルを渡す。そうだよね？

　なにかをする必要がないなら異世界転移させる意味がない。それが事故みたいなものなら、せめてそこで生きていく力を渡すのが神の役目で、それがスキルだ。

　そして事故ではなくなんらかの理由があり、そのために召喚されたなら、生き延びる力、それを成す力、その可能性こそがスキルだ。

　そう、それを――お前はなにをしたいのかと？　スキルのリストを爺によく見せる。これが生き延びる力か？　これがなにかを成す力か？　これが神の役目か？　よく視みて答えろ――なにをしたいのか？

　言い訳をしようとしたら睨にらむ。足を崩そうとしても睨み、怒りを眼めに込めて睨む。

　爺は涙目になりながら、プルプル震えつつ弁解する。

『今まで多くても30人ほどの召喚じゃった。充分にスキルも選べた。自分だけが取ると後の者が困ると譲る者も多かった。だが今回は43人も来て、後の者が困ると止めても我先にと取って行くんじゃ。

　１人だけ違う界にいて見つからないなんてことも無かったのじゃ。ここにあるスキルの全ては、今までに神が認めるなにかを成し遂げた者の残ざん滓しじゃ。スキルとは神が認めた者。神となった者。神を超えた者。その魂の残滓じゃ。スキルとは魂であり、生き様であり、思いなのじゃよ。そして、神を超えた者のそれは神にすら理解の及ばぬものなのじゃ。そのスキルを得て、魂を感じ、生き様を知り、思いを受けて発現する力なのじゃ。また、今ここに存在するスキルが発現し、なにかを成し遂げたものなのじゃ。その記憶と思いを理解し使うことが真のスキルなのじゃ。それができなければどれほど強大な力のスキルも無駄なもの、邪魔にしかなるまい。

　ここにあるのは確かにわしにはわからん。見たこともないものばかりじゃ。じゃが、ここにあるというそれだけで意味があり、意義があり、必要じゃったのじゃ。だからこそ今ここにあるのじゃ』

　涙ながらに訴えてくる。足もプルプルしている。立ち上がりながら力説しようとしているが、産まれたての小鹿状態だ。やばいよ、爺じじいの目が逝っちゃってるよ。なんかあれだ、情熱で熱血で鉄血な某テニスプレイヤーの魂が入っちゃった、って言うぐらいやばいよ。やばいよやばいよの人もやばくなるぐらいのやばい眼だ。そのスキルは危険すぎる。神どころかなにか超えちゃいけない色んなものを超えちゃった魂だからそれ!!　魂って言うか魂こん性じようだから。爺～逃げて～。

『わしは神としてすべき真理も、摂理も理も超えるのじゃ』

　や～ば～い～、爺壊れてる！　超えちゃ駄目だって！

『主よ崖っぷち感謝じゃ！　最高じゃ！』

　やっぱりあの人だ！　魂の残滓じゃなくて現在進行形の根性、魂性、怒魂性だ。

　それは神でも触れては駄目だ！

『もっと熱くなるのじゃ～！』

　あ～これ間違いない。もう駄目だな。

『ここにあるのじゃ、それこそが解なのじゃ』

　爺は壊れちまったか？　あの熱さに耐えられなかったのか。

『ならばそれは全て、主の魂じゃ！』

　えっ？　なんの話してんの？

『お主に全てをくれてやるのじゃぁぁ～！』

　全て？　本屋の店員か飛脚かを引き連れて異世界行くの？　なにそれ？

『全てのスキルを受け取るが良い！』

「ちょおっと待てー！　アホか爺、いらんがな！　あのスキル全部貰もらったら地獄モード確定だろうが！」

『苦しいか？　主よ！　笑え！』

　阿あ呆ほうか～！って、それ人に言う言葉じゃないよ！　迷言になってるよ！

『さらばじゃぁぁぁあ～！』

「さらばじゃねえぇぇぇええ！」




　森の中――って、うわああぁ～っ……あの爺本当にそのまま転移させやがった。

　森の中です。誰もいません。見たくはないがこの状況はどうしようもない。

「ステータス確認」

【ダイスを振って下さい】

　頭の中に声が響く。えっ？　あ、あのいんちきダイスか～って言うことは本当にスキルを全部押し付けやがった！　在庫一掃かよ！

　手の中に現れた二個のダイスを投げやりに投げる。槍やりは投げてない。木の棒しか持ってないよ？　止まったダイスの目は「Ｍ」。もう一つのダイスも「Ｍ」……

「なんじゃそりゃあぁぁぁあ～！」

【どのステータスに加算しますか？】

　加算て「Ｍ」を足すの？　俺のステータスは全て10と言っていた、じゃあ10＋「Ｍ」はいくらなんだ？　とにかく増えると思うしかない。まさか「Ｍ」もバッドステータスでマイナスminusの「Ｍ」とか考えても、加算してみないとわからない。

「……運ＬｕＫで」

　今、一番必要なものだ。もう実力でどうにかなる状況じゃない。運は既にマイナスのような気がするが気のせいだ。元の世界でもこんな感じだっ……た……さ？

【ＬｕＫに加算しました。どのステータスに加算しますか？】

　もうこれは運ＬｕＫに極振りしかないな。万が一マイナスだったらＬｕＫすら下手すると０。最悪の場合マイナスになるかもしれない。だがＨＰにして０になったら終わりだ。他も危険すぎる。運ならいくらでも必要だし。最悪なくてもダメージは小さい。後々が不安だが今現在がやばいのだ。

「ＬｕＫで？」

【ＬｕＫに加算しました。ステータスを表示します】





NAME：遥はるか　種族：人族　Lv：01　Job：--

HP：10　MP：10

ViT：10　PoW：10　SpE：10　DeX：10　MiN：10　InT：10

LuK：MaX（限界突破）

SP：0

武技：「杖じよう術じゆつ Lv1」

魔法：「温度 Lv1」「移動 Lv1」「斤量 Lv1」「梱包 Lv1」

スキル：「健康 Lv1」「敏感 Lv1」「体操 Lv1」「歩行 Lv1」「使役 Lv1」

称号：「ひきこもり Lv1」「にーと Lv1」「ぼっち Lv1」

Unknown：「報連相 Lv1」「器用貧乏 Lv1」「木偶の坊 Lv1」

装備：「布袋」






　ＬｕＫがＭａＸで限界突破って……あのＭって「ＭａＸ」!?　書いとけよ３文字じゃん！　力とか速さとかに振っとけば良かった……やらかしたな。

　まあ確かに勿もつ体たいないが無駄になったわけではないし運が必要なのも間違いない。わからなかった以上あれが最善だ。命が懸かっているのに賭けをするべきではない。

　しかしＭａＸの後に限界突破しちゃってる。少しは良いことあるんだろうか？　あったことないんだけど？　いや、良かったんだ。そもそも１～６と思っていたが「Ｍ」が出た。最大なのだから大当たりだろう。逆に他の目は危険だったのではないか？　少なくともダイスの目は当たりだ。大当たりだろう。

　大抵Ｌｖアップしても運だけは上がらない。極振りはラノベでも基本だった。スキルはやっぱり全部か～？　バッドスキルだらけ……って、あれ？　二つ多い。なにかを習得したのか？　来てサイコロ振っただけで？　あ、これだ、

『ぼっち：【仲間なしで１人で生きていく。パーティーが組めなくなる】使役』

『使役：【経験値分配】』

　いや、今までどおりなんだけどさー？　うん。でもステータスに書くなよ！

　異世界に来た瞬間に仲間なしのぼっち決定かよ。心の中のほんの、ほんのちょっとだけ異世界ハーレムとか思った俺が泣いている。

　もう一つの『使役』は『ぼっち』の効果らしい。ひとりぼっちだから魔物でも使役しろと？　優しさと悲しさと寂しさに全俺が泣いた。いつかモフモフで心を癒いやそう。

　あっ！　布袋。村人Ａの装備だ。木の棒だろうとなんだろうと今はまず武器が必要だ。ここが安全なのか危険地帯なのかわからないのだから。

　布の服は着替えるのが面倒だが皮のブーツはありがたい。上履きで森の中とか勘弁してほしい。マントもないよりはマシだろう、一応は防具の扱いだ。黒っぽいので魔物にも見つかりにくいかもしれない。少なくとも村人Ａはこれで生きていた。

　皮のグローブも着け……あれ、なにか入ってる。指輪？　まあ、村人Ａが着けていたのだ、なんらかの装備かもしれないし着けておこう。袋も持ってたほうが良い、まだなにか入ってるし、布袋しか入れものがない。軽いものだし便利に違いない。

　辺りを見回すが誰もいない。近くにいる気配もない。

　同級生クラスメイトもここに召喚されたはずだが？　どっちに移動したかがわからないし合流したほうが良いのかも疑問だ。人数が多いほうが有利なのは間違いない。同級生クラスメイトも恐らく全員で固まっているだろう。俺と違ってチート持ちだ。戦闘に関しての安全面は合流したほうが高い。ただ問題は戦力より人間性だ。

　それに、ぼっちがある以上パーティーに入れない。向こうが強くても、こちらは戦力にならない。そして人間的にも信用がおけない、問題のある奴やつが多すぎる。

　単独行動か～。まあ合流のしようもないし探索するしかないな。

　しかし森っていうのは視界が利かない。ちらつく木漏れ日の光と暗闇の中の緑の濃淡っていうのは思いのほか境界が視認できない。魔物がいても見逃す危険がある。眼が悪い人間には不利だなー。眼鏡買っとくべきだったか？　あぁっ！　全部貰ったならポイントが高くて諦めたコンタクトがあるはずじゃん！　どこだろう？　布袋を漁あさると小さな箱が何個かある。この中か？　ガラスの瓶？　薬なのか液体が入っている。こっちか？　布に包まれた中に小さな丸いガラスのようなものが二つ。これか？

　しかしコンタクト初体験の人間が不衛生な森の中で装着して良いのか疑問だ。だが、目がよく見えないと森から出られないのだから着けるしかない。目にものを入れるとかが結構怖いんだけど？　だがこんな所で落としでもしたら大変だ。布に乗せたまま落とさないように目に入れる。なにか違和感が。

「ぐうっ……！」

　目に入れた違和感はわかるが、いきなり頭痛がした。こういうものなのか？　コンタクトしている友人とかいなかったからわからない。コンタクトをしていない友人もいなかったからわからない……まあ慣れるしかないか？　ぐるっと周りを見回すと、不気味なくらいはっきりと色々なものが見える。眼に見えた映像情報が一気に頭に入ってくる感じだ。

　離れた場所にある木の葉についている虫まで見える。目が良いっていうのもグロいな、暗がりまで見通せるようになって移動は問題ない。『歩行』も持ってるし。とりあえず片付けて【傷薬】【毒消し】うをおぉおう！　吃びつ驚くりしたー。

　さっき出した箱を仕舞おうとして、これなんだろう？　と思いながらガラス瓶を見た瞬間に文字が浮かんだ。傷薬と毒消し？　あー、この瓶のことか？　ふと思い当たってステータスを見るとあった。

『鑑定 Lv1』

　これが鑑定かー、って言うか急に文字が出ると吃驚するよ！　おそらくコンタクトの効果なのではないだろうか。コンタクトは眼に入れているので鑑定できない。たぶん外すと鑑定自体ができない。駄目じゃん！

　異世界で鑑定を取れたのは助かった、真っ先に欲しかったものだ。異世界語は転移した時点で理解できると爺が壊れる前に言っていた。鑑定が手に入ったことで生活面では一気に楽になったと言えるだろう。ないと詰むよな～。

　周りの木や草を鑑定しながら歩く。ちょっと楽しい。ヴァーチャル植物図鑑って感じだ。おぉ、この茸きのこ食用だ！　やっぱ鑑定は必須だよ、食料で詰むよな～ないと。

『ポテン茸：【食用。潜在力ＵＰ】』

　潜在力が上がるらしい。潜在力？　俺の中になにが潜んでいるのだろう？　ぼっちと、にーとと、ひきこもりはずっと潜在して潜伏していて欲しいものだ。

　鑑定しまくりながら茸のあるほうへあるほうへと進む。ポテン茸はあの一群だけだったが食べられる茸は豊富だ。一番多いのが体力茸と魔力茸。ＨＰ回復やＭＰ回復の効果付きはありがたい。森の中で薬品ポーシヨンとか手に入らないだろう、医食同源だ。

　行く当てもないのでひたすらに茸のあるほう、あるほうへと進む。既に大量の茸を布袋に放り込んでいる。鑑定と茸狩りが楽しくてなにも考えていなかったが40センチ四方の布袋にそんなに入るはずがないし全く重くなった感じもしない。

　村人Ａさんしょぼい装備とか思ってごめんなさい。これアイテム袋だ。異世界語と鑑定、そしてアイテム袋。最初に欲しかった三つが揃そろった。

　このアイテム袋は村人Ａさんセットのものだ。それでも50Ｐは高いと思うが、この世界で貴重なものなら納得できるお値段だったのかもしれない。

　こんなことなら変なスキルをやたらに押し付けられる前に村人Ａさんセットを持って白い部屋を脱出すれば良かったよ、そうすれば爺じじいも熱い人になることもなかったのだ。今頃は他の神様に『諦めんなよ！』とかやっちゃってるのだろうか？

　薬も入っていたし、まだなにか色々入っていた。これ福袋で大当たりを引いた気分だよ。よく考えたら１メートル以上ある木の棒や、膝まである皮のブーツを出したときに気付けよって話だ。確実に袋が大きくなっていたはずだ。自分では冷静なつもりだったが動揺していたのだろう。流石さすがに色んなことがありすぎたしわからないことが多すぎる。とりあえずここがどこだかわからない？

　鑑定しながら、辺りを窺うかがいながら、木の棒を握り締めこそこそと進む。だって魔物出てきたら困るじゃん？　だって武器って『木の棒』だよ？　武技に『杖術』とかあるけど棒で叩たたくだけだし？

　んっ、向こうが明るい？　ようやく森の切れ目が見えてきた。眼めが良くなると遠くが見通せて便利だなあ。ズーム機能がついた感じだ。コンタクトさんありがとう。

　やっと森を出ると河原だった。川だ、水だ、生水だがもう随分水分なしで歩いた。

　汲くむものないかと思いながら、布袋に手を入れると、頭の中に『コップ』『水筒』『水袋』と思い浮かんだ。おおおぉっ、水筒が出てきた。あ～水美う味まい！　ミネラルウォーターだしな～。がぶがぶと飲んだ。自販機で買ったら結構な金額だろう。飛脚さえ召喚できればミネラルウォーターを売って、本を届けさせるのに。

　魔法陣は見たばっかりで覚えてる、真ん中に飛脚のマークを入れたら来ないかな？　黒猫だとぬこが巻き込まれそうだ、森はあるんだけど密林Am○zonさんはないだろう。

　川の中に魚が見えている。魚と茸の蒸し焼きで決まりだな。武器を手に川へ……

　焼き茸でした。ご馳ち走そう様さまでした。無理、獲とれないから魚。木の棒でどーやったら獲れるの？　捕まえないと殴れない、殴らないと捕まらない。

　暫しばらく歩くと……洞穴？　洞窟？　まーどっちか知らないしなにが違うかもわからない。中に岩窟王が居たら洞窟？　それ住すみ処かを奪ったらメッチャ復ふく讐しゆうされそうだ！

　中を覗のぞく……よしいない。魔物も岩窟王もいない。

「おじゃましま～す？」

　さも来客のように挨拶しながら、住み着く気満々だったりする。結構広い、20畳以上あるんじゃないだろうか？　６畳間に住んでいたので、比べてもよくわからない。奥は真っ暗、入り口近くで荷物を広げる。布袋はやっぱり大きくなっている。

　間違いないな、テント出てきたし。問題は異世界ルールだ。

『魔力テント：【魔力を注ぐと自動的に展開・収納する。適温。虫・魔物避よけ付き】』

　わおぉ、魔物さん虫と同じ扱いですよ？

『魔力ランタン：【魔力を注ぐと点灯・点滅・消灯する。虫・魔物避け付き】』

　わ～魔物さん挫くじけんなよ。しかも点滅機能もある。街灯もない世界で夜間の自動車にも安心だ、ないだろうけど。だけど魔力ってどうやって注ぐの？　魔力とか注いだことないんだけど？　とにかくやってみるしかないだろう。

「我が右手に宿る魔力よ、現世に力を解き放てっ！……出ない？」

　別に中二ななにかが発症したわけではない。うん、違うと思いたい。

　ただ「魔力を注ぐ」って注ぎ方も書いとけよ、ランタンを持って色々試す。

「魔力よ我が命によりランタンへ宿れ！」

　えっ、違うよ？　違うんだよ？　違うと思い……たい。

　試してはみた。座禅して集中し自分の魔力を感じとる。そしてそれを操作する。普通この流れだ、ラノベ的に。結論、魔力わかんない！　ならば呪文？　詠唱？　と言う流れでさっきの実験。そう、あれは実験だ！　発症シテナイヨ。

「あ～、もう点つけよお前っ」

　あ、点いた……「消えろ」で消えた……「点け」で点く。ええっ、そんだけで良いの？

　いやそれくらいなら説明に書けるよね～？　「魔力を注ぐ」って「手に持って点けと言う」で良いじゃん？　発症したらどうすんだよ？　ポーズまでつけちゃったじゃん。うん、ちょっと楽しかったよ。

　結果、身体からだに触れた状態で念じるだけで良いようだ。「我に明かりを示せ～」とか「灯ともせ魔力の明かりを～」とか「我が名において命ずる」とか余計な言葉をつけてはいけないようだ。良いじゃん……言ってみたかったんだよ？

　とりあえずテントを広げ横になる。「開け」で開いた。色々詠唱を考えていたのに開いた。いや、開いて良いんだけどさー……ねー？

　外もだいぶ暗くなっている。今日はもう動けないだろう。どこかに行く用事もないし、どこになにがあるかもわからない。

　我が暮らし楽にならず、じっと手を視みる。あれ、この指輪はアイテムなのか？　村人Ａさんの結婚指輪だったら返しに行こう。お世話になってるし。

「鑑定」

『窮魂の指輪：【命、魂が窮する】救命　？　？　？』

　えっ！　呪われてる？　命、魂が窮するってやばくない？　スキルは『救命』以外は「？不明」　……『救命』？

『救命：【ＨＰが０になる前にＭＰでＨＰを回復する】』

　おー、鑑定内容が鑑定できたの？　それはそれとして『救命』良いスキルだ。致命傷を防げるスキル。命を救う効果だが命と魂が窮するらしい？　微妙だな？

　森の中で薪も拾ってきた。乾いた木は少なかったが焚たき火びするには充分だろう。獣避けにもなるし、洞窟の中は湿り気が多いので火の気は必要だろう。

　温度魔法で薪の温度を上げていく。茸焼きはいけたのだ……点いた。薪は無理だったが枯葉が発火した。

　なかなか燃え移らないので手助けに魔法で温度を上げて燃やそうとすると、今度は薪に火が点いた？　温度魔法のＬｖが上がったのだろうか？　ステータスで魔法を見てみると『火魔法 Lv1』『温度魔法 Lv2』。Ｌｖも上がったが『火魔法 Lv1』が取れたようだ。とにかく火を点ければ取れるんだろうか？　習得条件がわからない。温度魔法もいきなり上がっているのだから関係があるのかもしれない。

　今のところ、攻撃手段が棒で叩くしかない、火魔法は役に立つだろう。練習したいが今日はもう疲れたよ。眠る前に未いまだに覚え切れていないステータスを確認する。





NAME：遥はるか　種族：人族　Lv：01　Job：--

HP：10　MP：10

ViT：10　PoW：10　SpE：10　DeX：10　MiN：10　InT：10

LuK：MaX（限界突破）

SP：0

武技：「杖じよう術じゆつ Lv1」

魔法：「温度 Lv2」「移動 Lv1」「斤量 Lv1」「梱こん包ぽう Lv1」「火魔法 Lv1」

スキル：「健康 Lv1」「敏感 Lv1」「体操 Lv1」「歩行 Lv1」「使役 Lv1」「鑑定 Lv1」

「千里眼 Lv1」「気配察知 Lv1」「索敵 Lv1」

称号：「ひきこもり Lv1」「にーと Lv1」「ぼっち Lv1」

Unknown：「報連相 Lv1」「器用貧乏 Lv1」「木で偶くの坊 Lv1」

装備：「木の棒」「布の服」「皮のグローブ」「皮のブーツ」「マント」「コンタクト」

「窮魂の指輪」「アイテム袋」






　遠くを見ながら彷徨さまよっていたからなのか『千里眼 Lv1』が取れている。コンタクトも当たりだな。「瞳が良くなる」って便利だ。鑑定と千里眼はサバイバルの助けになる。森から出られたのも千里眼のお陰だったのだろう。

　なんだか異世界サバイバルになっているのは気のせいなのか？　普通はお姫様とか美少女魔術師とかが召喚するんじゃないの？　森の中放置ってどうすんの、世界の摂理だから異世界人は無関係だとしたら……あれ、使命もなにもなく異世界で暮らすだけ？　いや魔王倒せとか無茶振りされるより異世界まったりライフのほうが良いんだけど……だが異世界サバイバルを生き残らないと一生が森の中で終わりそうだ！

『気配察知 Lv1』『索敵 Lv1』も取れている。魔物が居ないかしつこく見回した効果だろうか？　岩窟王が居ないか洞窟の中を窺った効果かも？　こんなにぽんぽんスキルは取れるものなの？　白い部屋でスキルを取る意味はあったのか？　爺に乗り移ったスキルは一体……考えちゃ駄目だ！　あれは魔王より危険なものだ！

　異世界の１日目が終わる。異世界転移男子高校生は飛脚の夢を見るのだろうか？
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　２日目　洞窟






　目が覚めた。知らない洞窟だ、天井どころの騒ぎじゃない！

　夜の間に問題はなかったようだ。テントとランタンには魔物避け付きで更に『ひきこもり』の効果でひきこもっている間は住処が守られている。出かけている間はどうなるんだろう？　ドアが必要だし宅配便の受け取りボックスだって必要かもしれない。

　夜の間に消えてしまった焚き火に火魔法で火を点ける。手に持たないと着火できないのでファイアーボールとかは無理だな。手に持って投げるのも熱そうだ。

　アイテム袋からナイフとまな板にフライパン、保存食の干し肉と茸を取り出す。塩とお皿とコップも出しておこう。もちろん村人Ａさんグッズだ。この人ちゃんと村の中にいたんだろうか？

　焚き火の上にフライパンを乗せ煙が出るまで加熱する。千切って細かくした干し肉と厚切りの茸を入れ焼き色が付くまで炒いためて少量の水を入れ蓋をする。焦げないようにフライパンを細かく揺すりながら水気が無くなるまで蒸し、軽く塩をして味を調える。ん～良い匂いだ。今のところ食材はアイテム袋の干し肉と森の茸だけだ。

　調味料もＡさんの塩しかないので早晩レパートリーは尽きるだろう。肉と魚、あとは森でなにが採れるかだ、昨日見た限りでは茸の森だった。どこかに筍たけのこの里だってあるかもしれな……戦争が始まるな。

　食事をしながらこれからどうするか考える。とりあえずは食料と住処の確保が最優先だろう、あとは安全性と魔物対策だ。

　ひとまず住処はこの洞窟でいい。テントがあるのだから移動生活でも良いのかもしれないが、立てこもれる洞窟のほうが安全だ。ひきこもれる洞窟も素敵な気がする。この辺りの食料がなくなってきたら移動を考えよう。食料の確保と安全が第一。普通は冒険が始まるんだが、いきなりひきこもるのか～？　既にぼっちだし？　もうじき働かなくなるんだろうな～。流石は異世界スキル恐るべし！

　そうこうして森に入って行き、茸きのこ採集を始める。鑑定しながら索敵しながら進む。昨日は下流側を通って来たようなので、今日は上流側を回ってみる。

　茸は大漁だし時々薬草も見つかる、なにかの気配がするほうには近付かないようにしている。薪や木材、蔦つたなんかも拾いながら進んで行く。普通って最初はお城で暮らすだろうにまさかのサバイバル田舎暮らし。登場人物俺１人、そして全編独り語り！　異世界召喚てなんなんだろう？　ロビンソン一家単身赴任となにが違うんだろう？

　そろそろ一度洞窟に戻ろう、時間的にもお昼ぐらいなんじゃないだろうか？　時計も携帯も持ってないので時間はわからない。携帯を持ってない理由は言うまでもないだろう。うん、聞くんじゃない！　絶対だ！

　もう少しで森を抜けられる。洞窟もすぐだ。……しかし動けない。なにかいる気がするんだが魔物か？　動物なのか？　同級生かも？　友達じゃないのは間違いない。間違えようがない……しかし邪魔だな～、どっか行けよ。

　見えないように隠れながら監視し、音を立てないように物音を聞き、気配を消して気配を探る……見つけた！　鑑定。





ゴブリンＡ　種族：ゴブリン　Lv：08

HP：36　MP：4

ViT：27　PoW：22　SpE：13　DeX：8　MiN：2　InT：1　LuK：16

武技：「槌つい術じゆつ Lv2」「豪打 Lv1」「体当たり Lv1」

スキル：「性豪 Lv1」

装備：「棍こん棒ぼう」






　背の低い人型のなにか、人にも動物にも似てない不細工な顔とずんぐりとした身体。

　ゴブリン。最弱の中の最弱、雑魚の中の雑魚、これが倒せないと話にならない。

　物語によっては子供でも倒せる……はずなのだが微妙に強い？　そして２匹いる。

　弱いうちはゴブリンを倒してＬｖ上げが基本だ。最初はゴブかスライム。そのはずなんだがステータスが思ったより高いと言うか、俺より強い……勝てるの？

　いや、ゴブリンに勝てないと詰む。森に入る以上はいつかは戦うことになる。

　そして今なら奇襲が掛けられる。俺がいきなり襲われたら驚いてなにもできない、奇襲するほうが圧倒的に有利だ。各個撃破も狙えるし地形の有利な場所も選べる、タイミングだってこっちが取れる、絶対的な好機。倒し切れればだが……

　問題はＨＰとＶｉＴだ、あとＰｏＷだな。数字だけで考えれば全て10の俺を基本とすればＨＰは４倍、ＶｉＴは２・５倍位か？　つまりゴブリンの何倍も攻撃しなければならないのに１発喰くらうとアウトだな。そうすると一撃も喰らわずに10発殴る必要がある。奇襲だけでは不可能な数字だ。

　ＳｐＥ、ＤｅＸは同じ位なので速さで圧倒もできない、唯一勝っているのはＩｎＴとＬｕＫ。ＩｎＴは10倍、ＬｕＫはわけわからない位勝ってる。ＩｎＴが知能ならいけるかもしれないが、魔法力だったら意味がない。

　一応、攻撃力不明の木の棒もある、「？不明」がわからないが10発以下で倒せる可能性だってある、相手も棍棒を持っているがどのみち１発でやられるならあの重そうな棍棒でスピードが遅くなるなら有利とすら言える。

　そして後ろから後頭部を狙えばただ闇雲に殴るよりダメージも大きいのではないだろうか？　もし倍のボーナスが発生するなら５発、奇襲する効果は高いはずだ。

　ステータスの数字がどの程度当てになるかわからないから実験が必要だ、実戦と言う実験だ。まずは逃げ道の確保からだな。

　ＳｐＥは変わらないが身長差と言うものは存外に大きい、特に脚の長さは大きい、脚の長さがだ！　大事なところだから２回言ってみた、ここは試験にも出るだろう。

　回り込み森の外れから攻撃を仕掛けて失敗すれば即逃げる。音を立てないように気配を殺しゆっくりと進む、こちら側からならゴブリンＡだけを狙える、ゴブリンＢが来るまでに速攻で倒せれば２対１の不利も１対１の連戦にできるかもしれない。

　跳び掛かれる距離まで静かに近付く。ゴブリンＡは後ろを向いているしゴブリンＢは更に離れている。いつ殺やるの？　今でしょ！　闘神廃スクールって怖いな～。

　一気に飛び込み上段から後頭部へ一撃を叩たたきつける、よろけて屈かがんだところにもう一撃。更に脇構えから振り切って脚を払い、転んだところを滅多打ちだ。とにかく、次が来るまで殴り続ける、ようやくゴブリンＢが来たときには完全に動かなくなっていた。たとえ死んでいなくてももう戦うことはできないだろう。

　棍棒を振り被かぶりながらゴブリンが突進してくる、大振りだが背が低いので案外避よけにくい。躱かわしては叩き、避けては叩く。

　ゴブリンの攻撃は単調だ、奇をてらうものもない。ただ振り被って殴るだけ。

　その攻撃を視み続ける――動きが視えるようになると次の動作が読める、それに合わせ回避と同時に木の棒を突き出す。カウンターだ。ゴブリンからすれば攻撃して突っ込むたびに木の棒にぶつかり攻撃を喰らう。たまったものではないだろう。

　弱りながらも凶暴さは増していきイラついて大振りになる、避けながら顔を叩くと叫びながら大上段に振り被った。がら空きの喉に木の棒を突き込み、振り下ろされる棍棒を回避しようと動き出すがもう棍棒が振り下ろされることはなかった。

　調息――距離を取ってから息を整える、一撃掠かすっただけで怪け我がはない。綺き麗れいには勝てていないが初めての戦闘、殺し合いだった。だから今はこれで充分だ。

　ゴブリンはどちらも動かない、念のために１発ずつ止とどめを入れてから戦利品に棍棒を拾って川の水で顔を洗う。

　体力的なものよりも精神的に疲れた。２匹目との戦いの最後のほうは攻撃も動きも完全に視えていた。身体からだもイメージと寸分とまでは言わないが充分に動けていた。初陣の初戦闘に生き残った、これで充分だ。省みる点は多いが今は慣れることが先決だろう。

　しかしなんか初めて異世界らしいことをした気がするのは気のせいなのだろうか？

　洞窟に戻り一休み。炙あぶり茸を齧かじりながら取ってきた木材と蔦で簡易格子戸を組み立てドア代わりにする。木材は拾えるだけ拾ってきたので残った木材も温度魔法で乾燥させて積み上げる。ありがとうアイテム袋さん。

　そして大工仕事に斤量魔法が殊の外に便利だった。木材を軽量化して組むので支える人手が要らない。１人でできる、ぼっちでも大丈夫！ってホットケ！

　汗もかいたし水浴びついでに洗濯だ。運動は苦手と言うわけじゃないが汗をかくのが嫌だし服が汚れるのも嫌だ、俺はやはり異世界向きの人間ではないらしい、元の世界にも向いていなかったんだがどこで需要があるんだろうか？

　殴り合いはやはり大変だ、なにか決め手がないと危ない。スキルが全くさっぱりでこれでもかと言う位役に立たない以上は魔法しかない。

　魔法も貰もらったものはアレだがこっちで取れた火魔法がある。爺じじいマジ使えない。魔法が練習で上う手まくなるのかわからないが一瞬でも火が出せれば虚を衝つけるはずだ。

　できれば遠距離攻撃で決めたいがＬｖが上がらないと無理だな、そしてＬｖを上げるには戦わなければならない。

　ずっと『温度』と『火魔法』でファイアーっぽい魔法を試してみるんだけど『温度』ではゆっくりとしか火が点つかない、火魔法は火の玉はできるが小さいし距離もちょっとしか飛ばない、せいぜい２～３メートル位だろう。飛ばそうと思うとかなり集中も必要だし実戦では難しい。そう言いながらも愉たのしいからもうちょい練習だ。

『斤量』で木の棒を重くして振ってみるが結構難しい。最初から重いと振りにくいし当たる瞬間に重くしようとすると途端に難しくなる、止とどめ位だろうか？　とりあえず練習してみる。フンガー！

　そして『梱こん包ぽう』で木の棒を魔力で包んでみる……できるが効果がわからない？　なんとなくなにかがなにかなったような気がするんだがなにがどうなったかがさっぱりわからない。とりあえず木の棒を魔力で梱包して振り回し練習する、意味があるのかはわからないが意味は無くても杖じよう術じゆつの練習にはなるだろう。

　だが『移動』はなんと言うか難しい、もともと『歩行』があるせいか一気に行こうとすると10歩くらいの距離が急に７～８歩に減るような感じになる、実際ゴブリンに襲い掛かったときには急に近付いてゴブリンは吃驚びつくりしていた。うん、俺も吃驚した。意気投合できそうだな、殴り殺したけど。

　それだけでも難しいのに『移動』を使うと、一瞬で……転んで壁にぶつかった！

　ドジっ子属性か称号が付きそうだ。「はわわっ」とか言いながらゴブリンに突撃して撲殺するの？　幼女なら需要はありそうだが男子高校生にはないだろう。

　ふと思いついて自分の身体を『梱包』で包んでみる、最初は時間が掛かったが段々速くなり、慣れると一瞬で包めるようになった。

　そのまま動き回ってみると身体がよく動くし、なんとなく動きも速くなってるんじゃないかなー？　プラシーボ的に？　みたいな？

　身体操作とか取れてないだろうか？　それともそっちは気のせいで防御力か魔法防御力が上がっているかもしれない、効果がわからなくても練習は必要だ。包んで、動いて、棒で殴って……お遊戯会かよ！　そっちの方面も幼女さんに任せよう。

　あーだこーだと試行錯誤してあーでもないこーでもないと熟慮断行する。うん、後は実戦で試してみないとわからない、効果があればわかるだろう。

　体力もやばいが魔力切れなのかくらくらする、今日はここまでだな。寝よう。

　その前に『鑑定』だ……そう言えば一応アイテムをゲットしたのだった、ゴブリンの棍棒を鑑定。『棍棒：【木の棍棒】』。俺の木の棒は「？不明」ばかりで比較の仕様がない、まあ重いし短いし使うことはないだろう。気を取り直して。

「ステータス」





NAME：遥はるか　種族：人族　Lv：02　Job：--

HP：23　MP：0/21

ViT：22　PoW：21　SpE：25　DeX：25　MiN：21　InT：25

LuK：MaX（限界突破）

SP：05

武技：「杖術 Lv2」「回避 Lv1」「見切り Lv1」「魔力纏てん Lv1」

魔法：「温度 Lv2」「移動 Lv1」「斤量 Lv1」「梱包 Lv1」「火魔法 Lv1」

スキル：「健康 Lv1」「敏感 Lv2」「体操 Lv2」「歩行 Lv1」「使役 Lv1」「鑑定 Lv2」

「千里眼 Lv1」「気配察知 Lv2」「索敵 Lv2」「魔力操作 Lv1」

称号：「ひきこもり Lv1」「にーと Lv1」「ぼっち Lv1」

Unknown：「報連相 Lv1」「器用貧乏 Lv1」「木で偶くの坊 Lv1」

装備：「木の棒？」「布の服？」「皮のグローブ？」「皮のブーツ？」「マント？」

「コンタクト？」「窮魂の指輪」「アイテム袋」






　Ｌｖアップきた～！　ステータスも倍以上になっている。思ったより上昇率良いなー、最初だけかもしれないが倍以上はありがたい。これでかなり戦い易やすくなっただろうＳｐＥとＤｅＸの２・５倍も大きい、速度差で有利に攻撃ができる。

　ＳｐＥとＤｅＸの上がりが良いところを見ると俺はスピード型なのか？　当らなければどうということはないのだろうか？　あとちょっとで通常の３倍だったのに……

　ＩｎＴも上がりが良いが魔法の練習をしたからだろうか？　それとも頭脳的に戦ったからか？　ついにここに来てスピードラーニングの効果が!?　いや、やったことないけど。あれ？　やばい『敏感』が上がってる！　いや俺変なことしてないよっ？　本当だよ？　ゴブリンにしか会ってないし、ゴブリンに捕まって「くっ、殺せ」とかの展開も無かったんだよ。なぜ上がったの？　俺って敏感になっちゃったの？　感じやすいの？　ええのんかええのんか？　もしかして敏感肌だったの？　痒かゆそうだな？

　見なかったことにしよう、うん。さてさて、おっ、『杖術』が上がっている、棒で殴りまわっただけだが上がっている。これはあれか？　「剣術は１人切り殺して初段」って言う殺せばＯＫ的なＬｖアップなのだろうか？

　そう考えればＬｖアップ自体もＬｖの上がりが遅いの悪いのと呪われていたので、ゴブリン２匹では期待していなかったが殺せばＯＫだったのかもしれない？

　確かＬｖ８と７だったからＬｖ差ということも有り得る。基準がわからない、攻略本が欲しいところだがタイトルどころかこの世界の名前も知らない。聞いたかもしれないが覚えていない、全くもって使えない爺じじいだ。

　体操は毎朝欠かしてないからな～って、今日の朝から始めたんだけどもう上がるの!?　異世界に来て最初に極めるスキルは体操なのだろうか？　Ｌｖが上がると伝説のラジオ体操第２が覚えられるのだろうか？　まさか極めれば幻のラジオ体操第３が我が手に……

　あとは鑑定と気配察知に索敵か～これは結構使ったしこれからも必要だ。上がってくれてありがたい。

　わからないのは『魔力纏 Lv1』だ、『魔力操作 Lv1』は練習の効果か、戦闘中に『斤量』を使って殴ったからかだから一応わかる。

『魔力纏』？　魔力を纏まとうのだから『梱包』からの派生で身体や木の棒の魔力を纏わせたせいだろうか？　身体に魔力を纏わせたのだから身体強化が取れないか期待していたのだが……そもそも『梱包』となにが違うのだろうか？

　もう眠い。あとは明日だ明日……しかし幻のラジオ体操第３ってどんなんだろう？




[image: ]


　３日目　洞窟






　う～っ、腹減った……空腹で目が覚めるとか初めてだよ。

　魔力を使い切るとお腹なかが減るんだろうか？　とにかくなにか食べよう、なにかって茸きのこなんだけどさー、軽く火魔法で炙って細く裂き、水に浸した薬草を水切りしてサラダにする。う～ん、ドレッシング欲しい、薬草に軽く苦味があるのでもう一味欲しい、やはり異世界といえばマヨネーズなんだが……材料が茸しかない。無理です、茸からマヨネーズできちゃったら異世界召喚より吃驚だよ！

　とりま空腹も収まりやっと目も覚めた。顔を洗おう、順番滅め茶ちや苦く茶ちやだ、乱れた異世界生活だ、ふしだらだ、ぼっちだけど。

　Ｌｖは上がった、たったＬｖ２だが昨日までの倍以上の能力があるはずだ。ただ、いきなり２倍になればもっと感覚的に変化が感じ取れるのではないだろうか？　力が強くなった気はする、速くなった気もする、だが異常に感じるほどではない。なんにせよ過信は禁物だ。

　先まずはできることを、それは自分自身の強化だ。弱い魔物も探せばいるかもしれないが、見つける前に強い魔物に襲われれば一巻の終わりで二巻はないだろう。

　昨日は……え～と、なんとかって武技が……これだ『魔力纏 Lv1』。魔力操作、回避と見切りはわかる。検証が必要なのは魔力纏、なにを纏うのか、ストーカーが纏い付くと言う可能性も……魔力なのに？　魔力がストーカー？　どんな武技だよ!?

　まあ、先ずは鑑定さん、お願いします。

『魔力纏 Lv1：【魔力を身体に纏い、強化する。身体操作、身体強化、物理防御、魔法防御に補正】』

　おおぉーっ、お徳用パックなお買い得なバリューセットだ。異世界中の主婦が群がりかねない素敵なお買い得感が満載だったよ！

　身体強化が取れないかと纏ってみたら豪華４点セット。こんな素敵スキルがどんどん取れるんなら老人付きの白い部屋っていらなかったよねー？　直で異世界で良くない？　むしろあそこで弱体化してない、俺って？

　これは元々の自分の力にステータスで補正が掛かるのか、ステータスはＬｖ２で倍以上になった、更に魔力纏で補正が掛かる。どの位強くなったのだろう？

　移動は使いこなせない。使えればヒット＆アウェイができるかもしれないんだが……ぶつかるし、転んで「ふぎゅううぅ!?」とか言ってしまいそうだ。称号にドジっ子の危機だ！　まだ、使えないな。

　魔力纏を使いこなすのが最も効率的だろう、練習、練習……

　一瞬で纏える。魔力消費もそれほど感じないし有用な能力なはずだ。速くて安くて美お味いしいのかー。肉の人が喜びそうだ。

　そして、昨日鑑定がＬｖ２に上がってから『木の棒？』『布の服？』『皮のグローブ？』『皮のブーツ？』『マント？』『コンタクト？』と「？不明」尽くしになった？

　何故ＷＨＹ？　普通鑑定Ｌｖ上がったら「？不明」が見えるようになるはずだ。今までは攻撃力や防御力などのステータスが「？不明」だった、Ｌｖが上がったら名前まで「？不明」になった。なぜ退化するの!?　進化しろよスキル！　わからないから鑑定してるのにわからないことが増えてどうすんだよ？

　頭の中が煮詰まって来たので、お出かけしましょう、そうしましょっ！

　森の恵み、その名も茸……って他にはないのかよ！　もっと、こう森なんだからさー、バリエーション豊かな食材って言うのがあっても良いんじゃない？

　リアル茸の森なんだろうか？　筍たけのこの里と戦争が始まるのか？　まさか里との戦争のために茸の森に召喚されたんだろうか？　あの血で血を洗いチョコで包む恐ろしい戦争がこの世界でも……うん、食べたいな。

　茸は集まった、それはもう集まった。そろそろ良いか？

　魔力纏は意識しただけで纏える、そのまま走り出し縦横無尽に駆け巡り動いてみる。速いのもあるがそれ以上に身体からだの切れと言うか、考えて行動に移すんじゃなく考えた瞬間動いてる感じだ。反応が良くなり無駄が減って機敏に動けている気がするが慣れが必要かもしれない。慣れた頃にはまたＬｖが上がりキリがない気もするが、気にしたら負けだ。そのうち働いたら負けだとか言い出すんだろうか？

　軽～く木の棒も振りながら身体の動きを馴ならす。昨日の戦いをトレースして動いてみる……自分では良い感じとしか言えない。傍はたから見れば動きに格段の切れがあるんじゃないだろうか？　ゴブリンに聞いて見るわけにもいかないので殴って試そう。

　ちょっとだけ『移動』も試して転んだのは内緒だ。ふええぇぇぇぇっ！

　川沿いはやはり魔物が出て来ないが奥には気配がちらほらとしてる。まずは数が少ないほうが良い、昨日と同じ２匹だが離れていないと１対２になる可能性が高い。

　Ｌｖは11と９、ちょっとだけ強い。速攻、やはり歩行だけで一気に間合いが詰まる、勢いを殺さないよう横から振り抜き駆け抜ける。かなりの手応えでゴブリンＡは動かなくなった。「やったか？」とフラグってみたが動かない、空気読めよ！

　襲い来るゴブリンＢの振り下ろす棍こん棒ぼうを避よけ、身を屈かがめて脇を抜け後ろに回り込み振り返り様に一撃。即座に離れ様子を窺うかがう。残心を忘れず周囲に気を配る。

「やったか？」

　フラグは立たないようだ、ゴブリンは空気読めない奴やつらしい。死んでるし？

　昨日より格段に良かったんではないだろうか？　戦いに慣れたのかＬｖアップによる効果なのか、それとも魔力纏の効果なのかも。検証するのも面倒だ。強くなったで良いだろう、とりあえずこれでゴブリンとは戦える。ゴブリンの他の魔物を知らないし、茸の他の食材も知らない。

　魔力纏の効果は『木の棒？』にまで及んでいるようで、なにが違うかはわからないが強くなっている感じがする。

　まだ行けそうだ。次も２匹でＬｖは７と８、どちらも一撃で決める。上流に行くほど弱くなり川辺に近いほど弱くなる。洞窟から真っ直すぐ森の奥が一番危険なのだろうか？　ゴブリンも移動しているのだからわからないが傾向はあるのかもしれない、対策は必要だ。傾向と対策……目指せゴブリン共通一次！　受けねえよ！

　森の奥を移動する、Ｌｖ13と10の２匹、Ｌｖ13を奇襲で仕留めれば後は一撃。Ｌｖ13か～やはり強くなってる。３匹はまだ怖いのでここまでにしよう。

　洞窟に帰る途中もＬｖ11と10をさくっと殺やる。川に近付くとＬｖが下がるから狩場が選べる。Ｌｖ10以上とは打ち合えば力負けする、背後から奇襲と速攻、回避して後ろから一撃の３パターンしかない。そしてＬｖ10超えは勢いをつけないと一撃では倒せない、相打ちだと負けだ。移動を使いこなせるようにならないと無双はできないな。って言うか棒で殴り殺す戦法がどうなんだって言う話だよ。剣と魔法の世界で棒で殴りかかる無職っ……棒を持って背後から奇襲している俺はどこに向かっているんだろう？　棒で殴ってる時点でゴブリンと変わらない!?

　ぼやきながら家路を辿たどる、嘆きながら帰路に就く。もう選択の余地はない、晩御飯は茸です。いただきます……

　とりあえず洞窟の隅に薪と木材を出す。木材と言っても折れてたり魔物が倒した生木だ、置いとけば乾燥して薪にもなるし加工できれば家具や道具が造れるかもしれない。あとは……棍棒増えたなー、使うことはないだろうが２、３本はアイテム袋に入れておこう。予備の武器がなにもない、用心に越したことはない。

　水浴びも済ませてテントの中で寝転ぶ。洞窟の床そのままでは背中が痛い。寝袋も出して二重のクッション性で誤魔化すがベッド欲しい。ぼっちでも。

　Ｌｖは上がらなかった。そう簡単では無い、急激に強く成れることはない。一つずつ身に付けてスキルを考察し、訓練し、実戦で試し、結果を検証し、また改良する。延々と試行錯誤トライ＆エラーを積み重ね自分の戦い方を組み上げる。

　少しずつでも確実に自力を上げるしかない。しかし異世界転移したんだからチートじゃなくても、もうちょっと燃えるような技とか武器とかさー、異世界地道すぎだよ！

　考えない考えない。地道さが大事なんだ、きっとそれで受験前の高校生が選ばれたのかもしれない。うん、うちのクラスは駄目そうだ！

　魔力纏てんは使える。効果は絶大だった、Ｌｖアップや他の効果も有ったかもしれないが確実にゴブリンと戦える。短時間で倒せば仲間を呼ばれ囲まれることもない。

　Ｌｖ13は奇襲で倒したが強かった。まだ上が居るだろう、Ｌｖは駄目でもスキルＬｖが先に上がるかもしれないし積極的に使っていくべきだな。

　あとは決め手が欲しい。攻めるにも逃げるにも速さが有れば戦闘をコントロールできる、移動を使いこなせればそれができるはずだ。

　そうだ、寝るまでは移動の練習だ――「痛てぇっ！」「うぎゃっ」「ぐわっ！」「くぅぅぅ～」「あっ痛ぇ」……「ふうえぇっぇぇぇぇっっ～っ」――難しいようだ。

　ステータスは『歩行 Lv2』に上がってる。スピードは上がったかもしれないし移動距離も伸びただろう。これで移動を使う難易度も上がったのだろう。「ふぎゅうっぅぅ～っ！」……もう寝る！　大丈夫だ「ドジっ子」属性は付いてない。
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　４日目　洞窟






　起床だー。食事だー。探索だー。と言うわけで森を上流に移動、別にテンション上がって来たわけじゃない、寧むしろ下がってる。茸以外のものが食べたい、米とかラーメンとかそー言う贅ぜい沢たくな話じゃない、茸以外の食べ物だ。

　探索だ、いきなり奥に行くのは怖いので川辺から進む。相変わらず茸は大漁だが相変わらず茸以外は絶滅だ。いたいた、やはり上流のほうが数が多いよなー。弱いけど。

　気配察知でゴブリン発見、２匹でＬｖは12と11。『移動 Lv1』と『魔力纏』で速攻を掛ける、ゴブリンＡに突撃、一撃で倒すが『移動 Lv1』が速過ぎる！　制御できないままコントロールできずにモロに殴りながらぶつかった、まさに「ふぎゅうぅぅぅぅっ」！

　ゴブリンＡと縺もつれて転がりながらゴブリンＢへ接近。吃驚びつくりしているようだ、俺もだ！　『魔力纏』で木の棒も強化し、攻撃を搔かい潜くぐり殴る、効果はわからないが２発で倒す。

　効いている。プラシーボなのかもしれないが鰯いわしの頭も信心からだ、茸しかないけど？

　奥に向かって探索する。食料は充分だ、茸尽くしだ……。またゴブリン、今度は３匹、Ｌｖ14と11と10。もう一度『移動』と『魔力纏』で速攻、ゴブリンＡを一撃で倒す。ちょっと与太付いてあらぬほうに行ってしまったが距離が開いたのでＯＫだ。ゴブＢにも速攻……やばっ！　ぐっ、カウンター貰もらった。移動を使うとやはり避けられない、勢いのままそのまま突っ込んでしまう。その間にゴブリンＣに挟まれる、回避、移動、また回避、乱戦だ。

　着実に安全に手傷を負わせて確実に倒す。移動は決まれば一気に有利になるが、与太付くと一挙に不利に陥る諸もろ刃はの剣……いや、木の棒だけど？

　その後も『移動』を意識して練習、見つけたら実戦。もう魔力纏は意識しなくとも纏えるがやばいのは『移動』だ、２回転んだのも内緒だ。泣かないもん。

　思ったよりダメージを受けたので早々に洞窟に帰還、受けたダメージは自分で棍棒に突っ込んでしまったのと、ゴブリンにぶつかったのと、転んだダメージだ。自爆だ、自爆攻撃ではない真の自爆。Ｌｖを見られなかったが最後のゴブに手間取った。腕輪をしていたので剝ぎ取ってゲット、完全に悪役だった！　盗賊なのか強盗なのか無職なのかどれが良いのやら……洞窟で遅めの昼食、なにかは聞くな。

　Ｌｖだけでも確認しておこうとステータスを鑑定してみるとＬｖが上がっている。ＩｎＴはついに40台、他も30台半ばから後半まで上がった、ステータス的にはゴブリンよりかなり強いんじゃないだろうか？　その割に最後に１対１で大苦戦したのが納得いかない。そう言えば腕輪をしてたよなー、腕輪を取り出して鑑定する。

『魔物の腕輪　ＰｏＷ＋１％：【力を強化】』

　力が上がるようだが＋１％、無いよりは良いし使おう。魔物じゃないんだけど。

　そろそろ夕方だ、体力も回復したので暗くなる前に川の上流を散策。ステータスの細かいチェックは夜で良い。ゴブリンの数も少ないし雑魚しかいないはずだが上流のほうから気配を感じる、ゴブじゃないな？　森に入り隠れるように進む、音を立てないようにゆっくりとした動作で素早く動く。

　千里眼で見渡してようやく見つけると……人だな、６人組の男。近付いていくと同級生クラスメイトだった、そして面倒な奴やつらだ。あれは学校の不良生集団、ただし自称で、群れて騒いでせいぜいが大人しいオタたちを苛いじめる程度のなんちゃって不良だ。

　隠れたまま鑑定する、遠目だからなのかＬｖとジョブしかわからないがジョブは大剣使い、双剣使い、炎術師でＬｖ11と３と２？　酷ひどく差があるなー？

　隠れて様子を見ることにする、川辺に座り込み喋しやべり出したのでそろそろと近付いて会話を聞くが殆ほとんどは無駄話。女子のエロ話に花を咲かせている。同級生42人中20人が女子、そしてオタたちが活躍しているようで不愉快そうに毒づいている。まあ、あいつらがスキルや異世界転移に一番詳しいだろう。他には女子の我わが儘ままビッチグループ５人と他の女子が揉もめているようだ。

　この６人はいじめグループでどうせ碌ろくなことはしないし今も絶賛悪巧み中だ。大剣使いＬｖ11の勝かつ山やまと呼ばれてるのがリーダーで、女子をどうするかを延々と下劣に語っている。そして異世界知識のないこいつら６人にスキルの使い方を教えてる奴の名が……田た中なかか。

　こいつらは女子を襲う計画のようだが女子には委員長がいる。こいつらの考えくらい見抜いて潰す。なにせ小１から高２まで問題児も不良も常に従えて来た委員長さんだ。

　んっ？　なんちゃって不良６人は喋りまくっていてこっちに気付く様子はないのに……誰かいる？　こそこそとその場を離れて監視するがあの６人以外は見当たらないし気配もない？　わからないが無理に係かかわる必要もない、帰ろう。

　とりあえず同級生たちは全員上流にいることがわかった、だが会いに行くとなんか厄介そうだ。かなり人間関係がドロドロしてるみたいだが環境汚染だから下流には流さないで欲しいものだ、俺のひきこもり環境が汚染危機のようだ。

　暗くなる前に洞窟に戻ろう。途中ゴブリンを２匹狩る。腕輪の＋１％の効果は全くわからないが気配を消すのが上う手まくなったのか簡単に後ろが取れた。使える、練習だ。その後も気配を消してこそこそしていると兎うさぎがいた、気配を消さないと見付からないのか初めて見る動物だ。兎を狩るついでにしめじのようななにかをゲット、久々のまともな夕食だ。ご馳ち走そう様さまでした、美お味いしかった。何日振りの肉だろう？　茸きのこ添えだが問題ない、やはり茸は副菜だ、茸が主役を張りすぎなんだよ、しかもずっと独演会！

　兎のちっちゃい毛皮は如ど何うしたら良いんだろうか？　売り物？　１００匹とか狩らないと無理なのか？　無理過ぎるな。

　そして夜は魔法練習、と言うか日曜大工？　なんかこう、もうちょっと住すみ処かはなんとかならないか試行錯誤、地面を梱こん包ぽうしてみたり、引っ張ってみたり、延ばしてみたり？　固めて見たり、へこましてみたり、盛り上げてみたり、形作ってみたり？　あれっ、なに、これ楽しい！……時を忘れた……夜中だった。





NAME：遥はるか　種族：人族　Lv：03　Job：--

HP：35　MP：4/32

ViT：37　PoW：35　SpE：38　DeX：38　MiN：36　InT：40

LuK：MaX（限界突破）

SP：18

武技：「杖じよう術じゆつ Lv2」「回避 Lv2」「見切り Lv2」「魔力纏 Lv2」

魔法：「温度 Lv2」「移動 Lv1」「斤量 Lv1」「梱包 Lv1」「火魔法 Lv1」「土魔法 Lv1」

スキル：「健康 Lv1」「敏感 Lv2」「体操 Lv2」「歩行 Lv2」「使役 Lv1」「鑑定 Lv3」

「千里眼 Lv1」「気配察知 Lv2」「索敵 Lv2」「魔力操作 Lv1」「気配遮断 Lv1」「隠おん密みつ Lv1」

称号：「ひきこもり Lv2」「にーと Lv1」「ぼっち Lv2」

Unknown：「報連相 Lv1」「器用貧乏 Lv1」「木で偶くの坊 Lv1」

装備：「木の棒？」「布の服？」「皮のグローブ？」「皮のブーツ？」「マント？」

「コンタクト？」「窮魂の指輪」「アイテム袋」「魔物の腕輪　PoW+1%」






　ひきこもりとぼっちが上がってる、同級生に声も掛けなかったせいなのか？　部屋でひとり楽しく遊んでいたせいなのか？　これだけ働いてにーとが上がっていたら号泣しただろう。この称号たちは地味に心を抉えぐるなー。

　土魔法？　あ～洞窟をコネコネしてたのが土魔法と見み做なされたの？　茸を焼いて火魔法、洞窟捏こねて土魔法、異世界ってこんなんで良いの？

　コソコソしてたのも良かったみたいだ、気配遮断と隠密は良い。これでゴブリン暗殺だ、暗殺者アサシンだ。まあ無職だけど。明日もコソコソしてＬｖを上げよう。

　なんなんだろう、この生活感溢あふれる地道な異世界生活。物語のような華やかさはないらしい、少なくとも「明日もコソコソするぜっ」とか物語の主人公は言わないだろう。

　いや、コソコソするんだけどさー、するよ？　するんだよ？
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　５日目　洞窟






　ある日森の中ゴブさんに出会った、茸だらけの森でゴブさんに出会った。撲殺♪

　いやマジで、食料を探し森の中を歩くがキノコ、キノコ、ゴブ、キノコ、キノコ、ゴブ、キノコ、ゴブ、ゴブ、ゴブ、ゴブ……え～い！　鑑定して回るも食べられるのは茸ばかり、あとは薬草、そんでゴブ、ゴブ、ゴブ。いや、ゴブは食べられません。

　兎はご馳ち走そうだが飛び道具無しで魔法無し。気配を消し隠密を発動しそーっと近付いて飛び掛かる。気配遮断と隠密使えるな、異世界転移で爺かみから渡されたスキルが全て気配遮断や隠密より使えないって白部屋無くて良かったんじゃない？　爺かみ出てきた意義はなに？　次会ったら小一時間正座させて問い詰めてやる。

「キノコ、キノコ、あ、ゴブだ」（ボクッ！）

　なんだかゴブに慣れてきた、親しみが湧いたらどうしよう？　撲殺です。

　あいつらは鈍い、気配遮断と隠密が有ればほぼ気付かれない。そして急襲すれば即座に反応できない。んで、必ず棍こん棒ぼうを振りかぶる。

　ようは奇襲をかけてその勢いで撲殺、その繰り返しだ。足を止めたり打ち合いをするとヤバイ。突撃戦を繰り返し、茸採集も繰り返し、時々薬草。なんちゃって不良はご遠慮ノーサンキユーだ。ゴブも洞窟周辺は数は少ないがＬｖは10～15といったところで、Ｌｖ15にもなると思いっきり行かないと一撃では殺やれない。

　森の中は数は多いがＬｖ10前後、雑魚です。茸のついでだ、食べないけど。

　たまに頭上で鳥の声がする、カモン焼き鳥。遠距離攻撃があるわけでもなく、物欲しげに見上げているとなんと木の実が食用だった。

　このコンタクトは当たりだ、視力が上がり暗くても遠くても小さくても見える。目が良いって大事だな。これが元の世界で発売されていれば俺もコンタクトデビューしていたことだろう。目付きは治らないんだろうか？

　さっそく木に登り、木の実を摑つかみ取って口に入れてみる……うん、甘い。微かすかに酸っぱいが久し振りの甘味。甘い物とか別段好きではなかったはずなのに食べられない世界で食べるからか妙に美味しい。そして懐かしい。一個一個が小さいので大した量にはならないし採れるだけ採っておこう、腹は膨れないな。

　その後もキノコ、ゴブ、キノコ、ゴブ、キノコ、ゴブ、ゴブ、キノコ、キノコ、ゴブ……もういい加減にしてください！　泣いてる子もいるんですよ、俺だけど？

　結構ゴブったがＬｖは上がらない。アイテム袋の中には大量の棍棒がある、これ街とかで売れるの？　こんな大量の棍棒を必要とするような街には行きたくないものだ。

　もう駄目、集中力が切れてる。こんな状態ではいつかヘマをやらかす、油断して頭に棍棒の一撃喰くらえば死ぬ。帰ろう、なんとか移動も使えるようになって来たが、集中力が切れているとやばい！　突っ込んで転びでもしたら棍棒で殴られ死ぬ。

「帰るか、家にって洞窟だけど家なんだよ？」

　来た道と逆方向に回り込みながら進む、キノコ、キノコ、ゴブ、キノコ、キノコ、ゴブ、キノコ、もういい、茸料理を極めてやる！　塩しかないけど。

　家に着くと気が緩む、ひきこもりの効果なの？　段々と外出しなくなりそうだ？

　ラノベなんかだと魔力は使い切ったほうがＭＰが増えたりする、しかも魔法の練習にだってなる。魔力を集中し茸の温度を上げて行く。

「乾燥茸も増えたなー、次は、土魔法も使って岩盤焼きでいってみるか」

　住処の整備も進め、魔力も使い果たして眠りに就く。魔力切れで寝るからかこの世界に来てから寝つきがすこぶる良い。ベッドでふとこの世界に呼ばれた意味を考える。

　茸とゴブしか出てこない森に召喚された。茸とゴブからこの世界を守るために異世界から呼ばれたのだろうか？　もしかして俺の異世界生活は茸とゴブで終わるのだろうか？　あー、夢にまで茸とゴブが出そうだ、もう寝よう。

　森の中って食材の宝庫じゃないの、なんで茸限定で宝庫なの？　植生がおかしいのか、そういう森なのか。どこに行けば他の食べ物があるんだろう？　住処を移動すべきなのかもしれないが段々と愛着が湧いてきた。でもここに居るとずっと茸。

　悩ましい。もう採りに行かなくても当分暮らせるだけの茸がある。採りに行っても茸だけ。ひきこもりまっしぐらでにーと化も近いな。ぼっち……はずっとだ。
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　６日目　洞窟






　とりあえず、家の掃除をごそごそ。洞窟だけど。

　とりあえず、武器の手入れ、って木の棒だから磨くだけ。

　とりあえず、防具も手入れ、って言うか洗濯です、布の服だし。

　遅めの朝食をもぐもぐ。テンションが上がらない、毎日茸のソテーに毎日ゴブの撲殺。夢にまで茸とゴブ。これはもう恋なのだろうか？　ちげーよ。

　Ｌｖも３から上がらない、器用貧乏と木偶の坊のせいだ、効果にＬｖの上がりが悪くなると書いてあるのだ間違いない。

　スキルは理解し使いこなせなければ無駄にも邪魔にもなる。そう言っていたのだからなにかメリットがあるはずなのだが『器用貧乏』はどんなことでも一応は上手くできるためにかえって一つのことに集中できずに終わり、結果として大成しない。そんな意味だ。それでもなんでも上手くできるのだからスキルは取りやすくなるのかも？

　問題は寧むしろ『木偶の坊』だ。①人形。あやつり人形。でく。②役に立たない人。気のきかない人。③人の言いなりになっている人。また、そのような人を罵っていう語。

　駄目だ、どう考えてもバッドステータス。Ｌｖを上げて鑑定で調べるしかないんだけれど、そのＬｖが上がらないんだよ？

　あとは有って困ることはないのだが『報連相』の「報告、連絡、相談が上手くなる」っていらないだろう。ぼっちだし？　わからないことを考えても仕方ない、とりあえず役には立つであろう健康と体操。今日もラジオ体操をしてから狩りに出る。

　川沿いはやはりゴブが居ない、あいつら水飲まないの？　いつの間にかゲットしたスキル『地図』は自分の行った場所が記録される、とにかく歩き回れば良い。まずは安全確保のためにも洞窟の周りを川沿いに上下へ広げて行く。

　川の側そばに住んでいるのに、釣つり竿ざおも網もない。美味しそうな魚を見ながら茸を齧かじる。あまり上に行ってまたなんちゃって不良がいたりすると面倒だ。あいつらと会って良いことがあるとは思えない。悪いことはいくらでも有りそうなんだが。

　あいつらはなんちゃってなので喧けん嘩かも碌にできない、うざいだけだ。だがスキルを持ってしまった、そうなるとああいうのが一番ヤバイ。拳銃持って粋がって引っ込みが付かなくなって撃っちゃうチンピラのキャラだからな～。

　たまに出会う森のゴブさんをボコボコと撲殺しながら森を探索する。

　しかし異世界召喚されて剣と魔法の世界で撲殺って火曜サスペンスかよっ！　崖に追い詰められないように気を付けよう、崖の先端まで追い遣やられてあることないこと吐かされそうだ、あれって自白しなければ状況証拠だけだよね？　うん、やはり崖がやばい。

　やっぱり茸ばかり、鑑定でも種類は沢山あるが茸。ＨＰ回復、ＭＰ回復、いろいろ効果もあるが巨大化は無いようだ。まあ自分でファイアーボール撃てるし良いだろう。

　しかし一番毒々しい茸が毒消し効果なのは異世界の罠わななの？　普通、鑑定できなかったら毒状態のときにこの毒々しい茸を食べようと思う奴やつはいないな。

　結構進んだがやはり上流のほうがゴブのＬｖが相対的に低い気がする、Ｌｖ10以下だと奇襲を繰り返すだけの作業になる。うん、慣れてきた自分が怖い！　とにかく数が多いので速攻の繰り返しだが、手応えがなく緊張感に欠けるが、案外と休みなく戦闘が続くと神経が消耗する。まだ少し早いが帰ろう、やっぱり今日はテンションが上がらない。Ｌｖも上がらない。むしろＳａｇｅないと怒られそうだ。うん、帰ろう。

　あ～、せめて雷撃とか火炎魔法とか魔剣とか美少女の仲間とかテンションの上がる要素ってないのかよ、だいたい、まず美人女神様だろ！　そして召喚したお姫様だよ！　クラスの美少女どころかクラス全員とはぐれてぼっちとか、チート無しとか無理ゲー過ぎ！

　そんなこんなで帰り着きそろそろ夕方。ＭＰも満タンなので練習がてら家の整備と茸料理。なんて家庭的な異世界生活。

　あー、駄目だ駄目だ独り言が増えている、独りボケや独りツッコミまで始まっている。このままでは独り乗りツッコミまで始まってしまう。

「なにかこうチートとまでは言わないからさー？」

　ぼやきながら、じっと我がステータスを視みる……と土魔法が上がってる、家事で。

　しかし相変わらず諦めたらゲームが終了と言うよりも、諦めるゲームが始まったと言うか、終了する前にゲームに諦められたと言うか終わってる。

　毎日ゴブを撲殺ライフから抜け出せそうにない。棍棒ばかりがめちゃ貯たまっていく。棍棒貯金でお魚と交換とかないのだろうか？　あー、お魚食べたい。です。
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　７日目　洞窟






　我が家の防音設備は完璧だ、洞窟だから。安全のため寝るときは気配察知と索敵をＯｎにしている、Ｏｎってイメージだけどできている？

　その気配察知に森の中で騒がしい気配がずっとしていやがる、煩うるさくて眠れん。こっちくんなと言いに外に出る、まだ真夜中じゃん。暴走族なの？　森の中でぴ～ひゃららなの？

　千里眼で安眠妨害の犯人たちを捜すとオタとゴブ、どちらも見覚えのある生物だ。

　あ～、真夜中に喧やかましいと思ったらオタたちかよ。全く最近の高校生ときたら深夜にゴブと大騒ぎして、れっつぱ～り～なのか？　説教だな。

「一度離れろー」「僕が抑える」「ＭＰまだ無理か？」「そっちも駄目か？」

「「「「わいのわいの！」」」」「グオオ」「グギャ」「ガウ!」

　あー、喧しい奴らだ本当に。

　同級生のオタたち４人組は悪い奴らではない、寧ろ苛いじめられっ子だ。喧しいと怒鳴り込んでも良いのだが、あいつらもこの世界に来ていると言うことはスキルを得ている。もちろん俺のと違ってチートだろう、なにせあいつらは専門家だ。

　苛められっ子が異世界で復ふく讐しゆうを～なんて本もあった。まあ俺は苛めてないしその本を布教してきたのもあいつらだけど……面白かったし助けてやるべきか？

　鑑定を発動しながら近付いていく、ゴブさんの残りはＬｖが13～15の５匹。

　あれ助け要らなくねっ？　オタたちはＬｖ16、しかも職業が守護者、忍、聖者に魔導師。かっけ～、なんで俺だけ無職なんだよ！

　守護者が大おお楯たてと槍やりで敵を足止めして忍がヒット＆アウェイで攻撃、その後ろから魔導師と聖者で魔法攻撃……したいのだが相手の数が多くて守護者が抑えきれず遊撃役の忍は動きが悪い。たぶん怪け我がしたな。そして後方からの魔法攻撃や回復がない、ＭＰを切らしたようで槍とハンマーで直接攻撃してるし？

　それでもＬｖ16のステータスなら楽勝だろう。Ｌｖ３の俺で戦える相手だ、疲労してるのか？　１名は肥満はしているようだ。

「よし、１発だけ撃てる！」「ゴブを集めろ！」「了解」「岩槍アースランス！」

　おー、やっと３匹倒した。人の戦い見てるほうが緊張するなあー。

「よし残り２匹だ、囲むぞ」「「「おー！」」」

　どうするのか？　如何いかがなものか？　大丈夫だろうと思ってたんだが、ヤバ気？　またＭＰ無くなって守護者もぼろぼろ。……うん、後ろからも２匹来てるよ？

　気付かないまま後ろからゴブ２匹に思いっきり襲撃されちゃってます。

　大慌てだ。いつもより多く大慌てしてるの？　ギャラは一緒だろう？

　全く、Ｌｖ16が４人だよ？　魔導師に聖者に守護者に忍だろ？　なんでＬｖ３の無職が助けなきゃいけないんだよ？　Ｌｖ10以上とか有ったら１人でゴブリンの集団くらい軽く無双できるんじゃないのかよ？　ちっ、しょうがない。

「木の棒アターック！　もちつけお前ら？」

　走ってきた勢いのまま飛び出してしまった、とりあえず２匹は撲殺。

「「「なに？って、え――！　なんで？　あれ、遥はるか君？」」」

「えーと、ペッタンペッタン？」

　１人を除いて、まだパニクッてんのか？　てか１人だけ余裕だな、疑問形だけど。

　まあ仕方がない。こいつらは知らない仲でもないし目の前で死んだり大怪我するとかは流石さすがに後味が悪い。知り合いと言っても教室で読書に勤いそしんでいるといきなりお勧めのラノベを差し出して来てはお勧めトークを始めると言う布教活動をされていただけなのだが。

　なんか後ろでオタオタと騒いでいるが、２匹は木の棒アタックの連打で倒した。またの名を「後ろから後頭部目掛け力の限りのフルスイングで撲殺」とも言う。

　残り２匹。「グオォォウ」とか言いながらゴブたちはこっちに向きを変えた。なんと言ってるかはわからない。だがこの場で「グオォォウ」と俺に言うんだから、朝の挨拶ではないと思う。ゴブ語は俺には難解過ぎるようだ。

　オタたちの援軍は当てにしないとして、あまり手の内は見せたくない。

　どうしたものかと考えている間にゴブリンは棍こん棒ぼうを振り上げ突進してくる。って言うかゴブさん……またそのパターンですか？　即座に木の棒スラッシュで難なく仕留める。ちなみにまたの名を「ゴブの頭蓋骨を振り下ろしてきた棍棒ごと木の棒で横殴りに撲殺」と言うのは良い子のみんなの秘密だ。

「おーい、オタ軍団、活いきてるか～？」

　と、声をかける。が？

「「「…………」」」「……えーと、ピチピチ？」

　ん～、まだ１人を除いて再起動を果たしていないようだ。しかし１名だけ凄すごいなー。どうやって聞き分けたのだろう？　まっ、まさかの異世界スキル？

「いろいろ聞きたいことあるけど、ありがとう、助かりました」「「「あざ～っす」」」

　無事再起動を果たしたようだ、なんか凄く久し振りに人と会話をするような気がするが気のせいだな。元の世界でも一日中喋しやべらない日なんて良く有っ……たしっ……

　さてどうしようか？　助けたもののどーしたもんか。

「え、なんか警戒してる？」「え、警戒？」「なに、魔物？」「えーと、デスゲーム？」

　おおぉ、１人凄い察しの良さだ。まあ、こいつがその本を貸してくれたんだが。

「悪い、まー異世界だしねー？」

　気を悪くしたかもしれないが、無警戒でいられるようなお花畑にはなれない。なにせスキルは危険な物だらけだった、寧ろ『健康』や『歩行』なんて言う無害な物が有ったことのほうが不思議な位だ、あれって俺にだけ有害なんだよ！

　既に誰かに取られた後のグレイアウトしたスキルの中には『傀かい儡らい』と言うのも有った。間違い無くヤバイ物だろう。似てるから『木で偶くの坊』と替えてくれないだろうか？

　オタたちは互いに顔を見合わせると、剣や刀、盾から荷物まで地面に置き始めた。あっ、武装解除？　良いな～俺には木の棒だったのに……じゃなくて。

「いやいやそこまでしなくて良いから。森ん中で無用心過ぎんだろ」

　そう言って、荷物や武器を拾わせる。

「良いのかな？」「良いらしい？」「良いんだろうか？」「良きに計らえ？」

　おい、殿様が混じってんぞ！　どんなジョブだよ殿様。暴れん坊なのか？　サンバとかしちゃうのか？　装備を整えさせながらいくつか質問してみた。

「他の奴らはどうしたんだ？　お前らだけで夜中に探索中？」

　４人は顔を顰しかめながらこう言った。

「置いて来たと言うか……」「別れたって言うか……」「決別的な……」「逃げてきました！」「「「……逃亡中です」」」

　えっ、こいつらは学校でも苛められてたけど、異世界に来てまだやってんの？

　ボロボロでオタオタな４人を洞窟まで連れて帰る、余りにボロボロだったので茸きのこと薬草を煮詰めたポーションもどきをぶっ掛けておいた。臨床実験だ。結論、茸臭い。

「うわっ、なにこのお洒落しやれ洞窟!?」「これ独りで？」「俺たち１週間テントだったのに」「田舎暮らし？」

　ほっとけ、独りでって『ぼっち』に禁句だ、あと田舎どころか僻へき地ちか秘境暮らし？

　洞窟は今ではずいぶん綺き麗れいになってる、デコボコだったので梱こん包ぽう魔法で床や壁を包み変形させて造ってみた。そのときに『土魔法 Lv1』が取れたので調子に乗って改築しまくって今では30畳はある。土魔法がＬｖ２になるかと思ったら『ひきこもり』と『ぼっち』がＬｖ２になった…………うん、マジで。

「モダン倉庫？」「独り暮らしでこの広さって」「男４人で狭いテントに……」「ソーホー？　ロフト？」「「「ずるい！」」」

　喧しいので、取って置きの怪しい色の木の実のジュースを振る舞って黙らせた。

「「「「美う味まいっ！」」」」「甘い木の実とかあったんだ～」

　やたらと喜んでいる、お前ら森の中に１週間もいてなにしてたんだ？　聞いてみた？

　うわあ～、重い。なんていうか「馬鹿なの？」っていう話だった。こいつらじゃなくて残り大勢がだ。

　話は長かった。半分は恨みと辛つらみでできていた。やさしさは入って無いようだ。

　俺以外の全員が森の中にほぼ同時に転移してきた。教室にいた同級生クラスメイト全員で42人来ているらしい。多いな～同級生クラスメイトの名前覚えられてねーのに。

　全員が神じじいから説明は受けていたが大混乱だったそうだ。まあ普通そうだろう。特になんちゃって不良たちと我わが儘ままギャルのビッチたちが騒ぎまくっていたらしい。

　なんちゃって不良グループは剣を振り回したり、攻撃魔法を飛ばし出したりと大騒ぎで、止めると逆切れで攻撃しようとする始末。そして我儘ビッチたちは「自分たちは知らない、なにもしない。あんたたちがなんとかしなさいよ」とギャーギャー喚わめく。

　普通グループの女子たちはわーわー泣き出す。部活系男子は集まって勝手に話し合っていて周り無視。一般男子は空気。

　委員長だけが皆をまとめようとするが大混乱の大騒ぎだったそうだ。森の中で。

　ちなみにオタたちはその放置されていた間にステータスの情報を共有しつつ、各自のスキルと装備、魔法を確認しながら試していたらしい。図太いな、こいつら。

　そして、森の中でそれだけ騒げば魔物も集まってきます。森のあちこちからゴブリンが走ってくるが頼みの委員長は固まる。うん、頑張っていても限界だったんだろう。

　女子たちは更に泣き叫ぶ。いや、魔物来てんだから静かにしろよと。

　ビッチたちは男だからあんたたちがなんとかしなさいよ、とギャーギャー喚く。

　なんちゃって不良グループは剣を振り回し魔法を飛ばして騒いでたのに、魔物を見た瞬間大人しくなったらしい。馬鹿過ぎて意味わからん！

　一般男子は空気……

　そんなこんなの混乱の中、なんの因果か異世界でなんの問題も無く順応し戦闘準備もしてるオタたちが黙々とゴブリンを撃退し始める。やっと部活系男子たちも参戦しなんとか勝てたらしい。それでも騒ぐ有象無象を、なんとか復活を果たした委員長が「ここは危ないから！」と半分脅しながら、見晴らしの良い河原まで移動させた。

　その間にオタたちは勝手に食料や薪を集め、河原でキャンプを張る準備を進めた。

　半数以上がなにもしないうえ邪魔しまくっているのによくも全員が無事だったものだ。

　夕方までは皆疲れたのか騒ぐのに懲りたのか、思い思いのグループで固まってウダウダしていたらしい。オタたちは、あちこちに焚たき火びを焚き、装備にあったテントを張り、集めた食料と保存食でみんなの夕食の用意をしていたそうだ。

　ちなみに、こいつらは異世界に召喚されたときのためにサバイバルの練習を普段からしていたらしい、馬鹿なのか？　ＧＪなのか？

　そんなこんなしながら委員長が頑張って仕切り、普通の男子女子はオタたちに教わりながらテントを張ったりとようやく準備を始めたそうだ。その後も当然の如ごとく別行動を取るオタたち。伊だ達てにずっとハブられてはいない。空気も全く読まない。

　魔導師は土魔法とサバイバル技術で柵を作り堀ほりや落とし穴を掘る。忍は偵察しつつ警報トラップを設置しゴブリンを見付けては暗殺。聖者が治療魔法で怪け我が人にんや具合の悪い奴やつを治療して、守護者は警備で見回りと焚き火の維持。そして近付いて来たゴブリンを黙々と殲せん滅めつ。オタっていったいなんなんだろう？

　幸い周りのゴブリンたちはＬｖ１～５と雑魚だったことも有りようやく皆落ち着きを取り戻し、やっと話し合いが始まったそうだ。

　仕事の割り振りや夜警のローテーション、これからの行動の相談、食料の問題………委員長が意見を出しオタたちに意見や助言を求め、躊ちゆう躇ちよする人を宥なだめすかしながら一つずつ決定していったそうだ。もし今度会えたら委員長様と呼ぶことにしよう。

　が、やっぱり問題が起こった。当然、原因はなんちゃって不良とビッチたち。

　まず騒ぎ出したのはビッチーズ、自分たちのテントを張れと文句を言い始めた。委員長が割って入り、手伝うから一緒にやろうといっても聞く耳を持たず「男のすること」「こんな所に来たくなかった」「ご飯が不ま味ずい、作り直せ」「とにかくどうにかしろ」ｅｔｃ、ｅｔｃ……

　そうなると当然、それなら自分たちもしない、オタたちが全部やれと喚くなんちゃって不良共。委員長がなにを言っても逆に凄み脅しつけ大声で周りを威圧する。

　最悪の雰囲気の中で遂ついに破綻してしまった。

　突然、異世界に召喚されると言う異常事態。見たこともない魔物の出現、殺されそうになり、それを殺す。初めて見る死。教師はいない、高２の喚くだけの馬鹿たち。

　生まれ付いての委員長と呼ばれていたってできるわけがない、この状況でクラスをまとめるなんて無理だと自分でもわかっていたはずだ、とっくに16歳の女の子が委員長だからと言ってどうにかなるような話じゃない。

「……もう、いいよ」

　そう言って俯うつむき、委員長は黙り込み、話し合いは崩壊した。

　なにも決まらずに。誰もがなにもわからないままに。なにをしたら良いかも。なにをしてはいけないのかすらも。生き延びる手段も方法も知識の共有もなにもかもないまま。

　まとまり掛けていた生徒たちもあいつらが働かないのになんで俺たちがとゴネだす。

　なんのルールもない、もう集団ですらない。

　42人ものチートスキルを持った集団。集団をまとめることのできる委員長と異世界やスキルの知識を持つオタたちがまとまれば、魔物のいる世界でも戦い生き残れた。

　Ｌｖが低くても、ちょっとした勢力だ。それが自分の力もわからず、戦い方も、魔物や世界の知識も知らないままに、問題は人のせいにし喚くだけの群れになった。

　結束すると言う一番確実に、安全に生き延びる方法は破綻してしまった。

　委員長がまとめることを諦めた瞬間に詰んだ。もちろん委員長のせいじゃない。

　せめてオタたちが委員長に加勢すれば違ったかもしれないが、それは無理な話。

　コミュニケーション能力なんてこいつらにはない。オタだから。

　それでも無言で守り、戦い、分け与え続けた。意味は無かったけどな。

「話、重過ぎなんですけど！　長いし。それで逃げてきたのか？」

　延々と続くオタたちの重い話と愚痴と文句と悪口と不満を遮り話を圧へし折る！

　ついでに我が家の定番メニュー「異世界茸の盛り合わせ、謎植物和あえ」をご提供？

「今までのは初日に起こったことの話で、逃げたのはその後の問題で……」

「大変なのはこの後ですよ、この後。マジ最悪です」

「いや、いきなり逃げたわけじゃないから。あとオタたち、オタたちって名前知ってるよね！　同じ組で同級生だよね！」

「キノコ美お味いしい！」

　延々と続く重い話。どう考えてもそこから楽しい話への展開は……ないよね？

「名前ってオタだろ？　オタＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ。ゴブだってゴブＡ、Ｂだったし？」

　全くなにを言っているのやら。

「いや、それ名前じゃないよね、なに？　種族名？」

「やめてー！　ステータスがオタＡとか本当に出たらどうするの？」

「って言うか魔物と同じ扱い!?」

「え!?　お前らオタＡ、Ｂ、Ｃじゃなかったの!?」

「「「お、お前もかっ！」」」

　まさかのオタＤの裏切り！　やはり話の続きにハッピーエンドはないらしい。

「冗談はおいといて、遥はるか君こっちに来てたんですか？」

　冗談ではないのだが、そっとしておいてやろう。

「一緒に召喚されたけど、こっち来るのに手間取ったら誰もいないし？」

　おかげで『ぼっち』の称号が付きました。

「遥君だけ逃げ延びたのかと思ったよ、凄すごい勢いで脱出してたし」

「「「あれは凄かった！」」」

　えぇぇぇっ？　あれ見てたの？

「お前ら突然教室が真っ暗になって、床に魔法陣が現れて輝き出してどんどん眩まぶしくなって白光ホワイトアウトしたと思ったら突然白い部屋にー！って言うあの状態でよく見てたな、お前たち落ち着き過ぎだろ!?」

「いやあ『あーこれ異世界召喚だー』っとか思ってたら。教室の真ん中から一瞬で後ろのドアを蹴飛ばして、窓に椅子投げつけたかと思ったら、ロッカー飛び越えて天井裏に消えていけば普通びっくりするよっ」

　うわぁ、マジ見られてる！

「そこは異世界召喚に驚こうぜ、普通？　ＴＨＥ異世界召喚～って感じの演出だったじゃん、頑張ってたじゃん、見てやれよ、俺も見てないけど？」

「いやいや、今まで漫画やアニメでも異世界召喚ものは相当見てきたけど、天井裏から脱出する人初めて見たし？」「うん、あの手があったとは……」「普通、ドアと窓で諦めるよねー」「忍者みたいだったよ」

　いや、お前が忍だから、職業ＪＯＢ的に。

　そんなこんなを話しながら順番に風呂に入らせ仮眠させる。その後の話と情報とこれからの計画――その後の話は本気で最悪だった。

　結局、オタたちだけで食料を集め、拠点を整備し、魔物と戦っていたらしい。委員長や一部の生徒は協力してくれたらしいが、この４人の作業に付いていけるはずも無く、馬鹿たちは文句を言うだけでなにも手伝わない。挙句もっと飯を持ってこいの、テントが狭いの、暇だの言ってたらしい。暇なら働けよ！　俺なんかこんなに働いて『にーと』なのに。

　もっともオタたちは積極的にＬｖ上げしていたらしい、戦闘のためもあるがなにより警戒したのは白い部屋で見たスキル『傀かい儡らい』と『魅了』。これを誰かが持っている。

　対処法はＬｖを上げて抵抗レジストする。耐性スキルを取る。そして見つけて封印する。

　上位のスキルは発現させるのにスキルポイントが必要らしい、俺のは必要なかったから上位じゃないようだ……知ってたけど。

　そうやって鑑定のＬｖを上げながら『傀儡』と『魅了』持ちを探したらしい。まあ、狙ってそれを取るって言うことは確信犯だ。まだ発現していないスキルは鑑定できないのか鑑定Ｌｖが足りないからなのか、全員のステータスからは見つからなかった。隠蔽されている可能性もあるがＬｖ差が有れば見えるはずなのにだ。

「俺が最後だったのは間違いないんだが、そんな凄そうなものは残って無かったぞ。しょぼいのと罰ゲームみたいのしか」

　しかも勝手に罰ゲームを全部強制で付けられましたとさ。

「僕たちもすぐにスキルを見せてもらったんだけど、既に取られた後だったよ」

「「あの罰ゲームは凄い！　あれ一つで詰むよ」」

　こいつらのことだ爺じじいが説明を始めたのを短縮スキツプさせてスキルを確認したに違いない。

　と言うことは、問題の誰かは白い部屋に行ってすぐに『傀儡』と『魅了』を要求した、確実に狙ってる。支配者狙いか強制ハーレムか……どっちもかな。あと詰むって言うな！　一つで詰むのを何個も持ってるんだよ？　その後更に１個増えたよ！

「あがりましたー。なにあのお風呂！　猫脚バスタブ？」

「美少女奴隷のいない風呂なんてただの風呂……」

「ただのお風呂だ。さっさと入れ、寧むしろ沈め！」

　その後もオタたちが交代で寝たり起きたりで続きを聞かされた。眠い、話長い！
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　８日目　洞窟






　朝御飯を食べながら消化に悪そうな重たく長い話が続く、文句と悪口と恨みと憎しみを抜いてくれると話が早いのだがどうやらオタたちにはそちらがメインのようだ。

　異世界に召喚され魔物と戦いサバイバル生活を送る、そんな１週間の話の殆ほとんどが同級生クラスメイトの悪口、もう異世界じゃ無くて良くね？

　朝御飯を食べながらも悪口……じゃ無くて話が続く。言うまでもないが当然茸きのこだ。

「高ＬｖスキルはＳＰ貯ためて有効化アクチベーシヨンしないと使えないって話したらさー」

「３日目位から、あいつらが急にＬｖ上げを始めたんだよ」

「そうそう、近場の弱いゴブだけ狙って」

「拠点から離れない、ＲＰＧの安全にお城の周りの雑魚狙い」

　あー犯人わかっちゃったんですけど。もはや推理の必要もないだろう。じっちゃんの名も聞かなくて良い位だ。

「あいつらかー、まじで碌ろくなことしねーなー」

　忍が探ったらしい、気配消してストーキングしたそうだ。男をストーキングしても楽しく無かったそうだ。良かったな、楽しくなったら終わってたぞ、いろいろ。

　なんちゃって不良たちは盗み聞きされているとも知らず洗脳後の女子の分配とエロ話ばかりしてたそうだ。越後屋なの？　なんで聞いてる傍そばから全部喋しやべっちゃうの？　強制ハーレム狙いか、ってオタたちにオタオタ言って苛いじめてた不良の割に詳しくない？　まあ、なんちゃってだしなー……あの時点ならば入れ知恵は無いはずだ、その後か？

　当然、対策を始めた。『傀儡』と『魅了』の効果と危険性と話していた内容を委員長に教え発現したときには封印することを伝える、委員長も腹が決まったのか積極的にＬｖ上げを始めたらしい。ちなみに委員長まじチートらしい。

　そうこうしながら作戦を立て、準備をしつつＬｖを上げて備えを進めて行った。

　そうしてこの世界に来て５日目。遂ついに『傀儡』が発現した、ポイントが貯まるＬｖ15までずっとちまちまちまちまちまちまとＬｖ１や２のゴブを倒し続けたそうだ。それをずっと見守っていた忍もさぞ感慨深いものが有ったとか無かったとか。その手堅さ、根気、見上げたなんちゃって不良たちだ。ゴブの止とどめも『魅了』持ちと『傀儡』持ちに譲りこつこつこつこつ戦っていたそうだ。

　その日も「帰ったら俺ハーレムするんだ！」だの「れっつ乱交ぱ～り！」だのと大騒ぎしながら最後までＬｖ１ゴブを倒し続けて『魅了』まで発現させたそうだ。なんて健けな気げななんちゃって不良たち、もうただのなんちゃってだけで良いよね？　不良に向いてないよ？

　そしてそこに偶然にも学校一の美人委員長が他に誰もいない森の中にたった１人で現れたのだ、そのときのなんちゃってたちの心から溢あふれ出すような笑顔は大輪の腐臭花ラフレシアが咲き誇ったかのような不快さだったそうだ。ニタニタ嗤わらい合いながら委員長に近付き醜悪な笑顔で委員長の顔を覗のぞき込む６人組は……

　揃そろって引っ繰り返って痙けい攣れんして動かなくなりました。南無？って言うか委員長様いったい何者!?　えっプライバシーだから教えられない？

　そうして倒れている間にスキル持ちの２人に『封印』を施す。誰が封印したかは委員長にも秘密らしい。なんちゃってにばれたときに確実に狙われるからな。

　そのまま動かないなんちゃってたちを縛り上げ、引きずって帰り拠点で全員に奴やつらの魅了傀儡奴隷ハーレム補完計画を暴露した。それを聞いて怒り狂う女生徒軍団にびびりながらも、なんちゃってたちはオタたちに封印を解けと凄む。当然、完全にアウェイで非難の大合唱。奴隷にすると言われていた男子生徒も非難のビッグウェイブに乗る。完全に殺気立つ中、びびるなんちゃってたち。喧けん々けん囂ごう々ごうに罵りながら全員一致でなんちゃってたちは拠点から追放された。オタたちは羨ましいことにリアル「覚えてろよ」を聞けたらしい。これでやっと解決――とはいかなかった。

　その日の夜、オタたちは４人共休憩で、テントで仮眠を取りつつ話し合いをしていた。

　最初に気付いたのは忍、テントが遠巻きに囲まれている、しかも６人。魔導師の探知結界で魔物なら直すぐに反応する、しないのだから人間だ。あいつらは柵や罠わなにかからずには来られない。警備の当番の誰かが通したのだ、だがなぜ？

「くそオタっ！　出て来いやぁ！　武器持つんじゃねーぞ、早くしろぉ！」

　外から怒鳴り声がし、テントに火を点けられる。４人は外に飛び出し守護者が結界を張ると周りから一斉に魔法が打ち込まれる。聖者が光魔法で結界を強化しながら耐える、その間に準備していた忍が閃せん光こう忍術で敵の眼めを眩くらませ、魔術師が空気弾を連射し制圧する。

　テントの中で話し合っていた連携。それでも奇襲を受け、囲まれた状態では不利。

　ましてオタたちは空気弾や水の鞭むちといった威力の弱い魔法で対抗しているのに対し、向こうは本気で火炎弾や爆破魔法を打ち込んでくる、完全に殺す気だ。このままだと拙まずい。周りは見ているだけで助けにも来ない。結界も長くは保もたない、本気で殺し合いをするしかないがオタたちは決断できなかった。

　そこでやっと外に巡回に出ていた委員長たちが戻ってきた、遠くから魔法で援護射撃を始めてくれた。だが、奴らが逃げるのを周りは誰も止めようともしない。

「次は絶対ぶっ殺すからなああ!!」

　そう怒鳴りながら、逃げて行った。委員長たちが帰り着いたときには拠点は燃やされ、流れ弾と火で怪け我が人にんが多数、集めた食料の備蓄も燃えてしまっていた。

　警備していた男子は「話をしに来た、邪魔するな」と脅され黙って通したらしい。

　これから狙われ続ける以上、オタたちも分かれて別行動はできない。拠点の再建と防備、食料の再調達と自分たちの警護。眠るにも警護が必要となれば身動き取れない。

　とにかく自分たちは怪我をしたまま辺りの火災を消し止め、周りの怪我人を治療し、残骸の中から使えるテントを探し張り直す――皆に非難されながら。

「お前たちのせいだ」「あいつらと揉もめたせいだ」「責任を取れ」

　怪我を治療してやっても、お前らのせいでと蹴られる。火を消していても、どうしてくれるんだと石を投げられる。テントを張り直していれば、お前らが調子に乗るからだと殴られる。警護に立てば、後ろで罵り続けられ、唾を吐きかけられる。

　味方はいない。これでオタたちは逃げるか殺すかの２択しか無くなった。

　たった４人だけで毎日24時間自身を守り続けるのは不可能だ、撃退するだけではいつか殺やられる。今までのように仕事を分担していれば１人のときに狙われる。

　残れば１人ずつ殺されていくだけ。奴らを殺すか、ここから逃げるか。

　委員長たちはみんなを必死に説得しオタたちがいなくなる不利益デメリツトを説き、オタたちを警護し食料調達もせめてローテーションで行う。あいつらとも魔物とも戦わねばならないからＬｖ上げだって必要だ。このままオタたちが殺られればどんなことになるか、今までとは違うのだからこの世界で生き残るために協力し教えを乞うべきだと説得した。

　それでも変わらなかったらしい。戦うのは怖いし生き物を殺すのも嫌だ、そして殺されるのも怪我をするのももっと嫌だ。オタたちだし強く言えば言うことを聞く、数の力は自分たちにある。未いまだに学校と同じ気分で便利なパシリで八つ当たりの相手だと。

　せめて頼むと言うなら話し合いもできただろうができなかった、ならば縋すがればオタたちだって妥協案くらい出せただろうができるわけがない。プライドが許さなかったのだ。だったらそのプライドとやらで自分たちで生きて行けば良い。それだけのことだ。そしてオタたちは４人だけで逃げてきた。不良もどきに追われ、助けた生徒たちに助けられることもなく。

　重い話は終わり遅めの昼御飯、もちろん茸です。そして白い部屋でのことを話し合う。それ以外にもいろいろ情報交換、すぐできると言うので『隠蔽』を習ったり、お返しにジュースを持たせたり。武技は杖じよう術じゆつしかなかったと言えば神道夢想流杖術と言う有名な杖術があると教えてもらい、お返しに茸をリュックに突っ込み。

　朝が来るまで喋り通した。こんなに喋るのはいつ以来だろう？　１ヶ月や２ヶ月の話ではないので『ぼっち Lv2』のせいではないみたいだ。

　遅めの夕食。食べて直ぐ寝ると牛になるらしいがオタなので問題ない、オタから牛へ進化クラスチエンジだ。朝昼晩と茸を食わせ牛にまで育て上げたのだ、この牛オタたちは俺が育てたと言っても過言ではないだろう。よし、ドナドナだ。

　風呂にも入りオタたちも旅の準備は終わったようだ、あとは寝るだけ。

「と言うわけでこれから街に行こうと思っているんですが一緒に行きませんか？」

　勧誘か。幸せの壺つぼを売られちゃうの？

「すいません、僕無宗教なんで」目を逸そらしながら答える、完璧な模範解答アンサーだ。

「いや、宗教関係ないから！」粘るな～。

「うちＴＶないから結構です」これでどうだ。最終結論フアイナルアンサーだ。

「Ｎ○Ｋでもないです、って言うか異世界でＴＶ持ってたら怖いですよー!!」

　なに！　これでも駄目なのか！

　まあ、余りおちょくっても真面目に誘ってくれているのに失礼だろう。

「真面目な話、冒険者とか無理だから。俺のスキルだと、この辺りでノンビリ隠居してるよ。誘ってくれてありがとうな」

　俺の呪われたステータスでは足を引っ張るだけだろうに。かと言ってこいつらを引き止めるわけにもいかない、街に行きたくてウズウズしてやがる。もう命狙われてるの忘れてるんじゃないか？　街で冒険者というのは考えた、鉄板テンプレだ。しかし街では宿代や食事代が掛かる。それを稼ごうと思えば強い魔物と戦う実力が必要だ。ここなら洞窟宿泊無料、食事自力現地調達、周りは弱いゴブばかりで安全。生活レベルと引き換えとは言え、むしろ森のほうが安全だ。街の治安だってわからない、余よ所そ者ものなら尚なおのことだ。

「異世界に来て冒険者にならないとか、なにを言っているんだお前は！」

「一緒に行けば良いんですよ、数は力ですよ！　兄貴！」

「冒険者できますって、街ならスキル付きの武器だってあるはずだし」

「街には若い娘こがいっぱいですよ！」

　誰が兄貴だ。ずいぶん推して来るがチート持ちの貴方あなたたちとは違うんです。ひきこもりのにーとでぼっちのなにが悪い!?　いや最悪ですけどね。

　しかも若い娘ってお前16歳だろうが、おっさんか。いや待て！　こいつの言う若い娘は何歳なんだ？　おまわりさ～んなのか？

「無理。全部外れスキルだし、更に称号が足引っ張るし……土魔法だけじゃな～」

　本当は火魔法もいけるんだが、内密に。

「そんなことないですよ、既にこの辺りの強い魔物とも戦えているんですから……」

「異世界人っていうだけで強くなれますよ、スキル微妙でもＬｖさえ上げて……」

「土魔法で街を造って領主にって現代知識と技術で発展させるって言うのも……」

「この石の家具でも中世レベルなら大商会がつくれるかも……」

「杖術があるんだから長い棍こんを試してみれば……」

「三節棍だっていけるかも？」

「土魔法で壁を作って、狙い撃つぜっって言う手も……」

「健康は大事だよ、病院ないんだし」

　って言うか、なんかオタ・カルテットの知識量凄すごくない？

　こいつらいなかったら42人の大集団で魔物出る森の中とか一般の高校生なら全滅していただろう。学校生活ではあんな目に遭っていたのに42人分の食料を獲とって分配し、みんなにスキルの使い方を教えるとか結構良い奴やつらのようだ。

「街は基本川沿いにあるんです、このまま下れば……」

「きっと森の奥にエルフの村が……」

「いや、獣人ならば森の……」

「高い所から地図を……」

　話を聞いているだけでかなり勉強にな…………る？

「いや奴隷有りでしょう、美少女で」

「令嬢たちが盗賊に追われながら僕が来るのを待ってるはず！」

「タッチはＹｅｓなのかＮｏなのか？　それが問題だ……」

「街と言えば、宿屋の看板娘！」

「「「「いやいや、わいのわいの！」」」」

　…………。

「いや、そこはケモ耳しかないだろう、モフモフだぞっ」

「エロフがきっと襲われながら待っているんです！　触手に！」

「絶対に、ドワーフ娘はチッチャイんだっ！」

「くっコロ以外は認めない」

「「「「あーだのこーだの、わいのわいの！」」」」

　もういいや、早く追い出そう。
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　９日目　洞窟






　そんなこんなで朝チュンだ、誰得だよ！　まじ眠い。

「ん、外も明るくなって来たし、お開きだな」

　オタのリュックの一つに情報料として茸きのこを満タンに詰め込んだので10日は食料も保つだろう。ヨロケテイルガキニシナイ。さあ森にお帰り、街に行きたいらしいが？

「クラスメイトに狩られんなよー、達者でなー、シッシッ」

「シッシッって……おじゃましました」

「「「本当に来ないんですかー？」」」

　しつこい奴らだ、女子だったら付いて行ったかもしれないが。だってＪＫだし。

「だが断る！」と、ジョジョ立ちで答える。

「「「「人のことをオタオタ言ってるけど、絶対こっち側だよね！」」」」

「失礼な、漫画やラノベくらい読むが『萌もえー』とか言わないぞ！」

　全くなにを言っているんだ。

「いや、言いませんから」「そうだ、滅多に使わない」

「たまにですよ、そんなの」「二次元にしか使わないでござる！」

　オタ共が一斉に反論だ、最後まで煩うるさい奴らだ。って最後駄目じゃん。萌え豚乙？

「お世話になりました。じゃあまた会いましょう」

「助かりました、恩返しするから早く街に来て下さいね」

「って言うか早く街に来ないと、野人化しますよ」「……あざっした」

　街に来て下さいって、お前らは未だ見つけても辿たどり着いてもないだろうが、あと野人化はしない！　ひきこもり化してるから。

「はよ行け、じゃあなっ」

「「「「いってきまーす」」」」

　そしてオタたちは異世界の街へと旅立つのであった。あるかわからないけど？

「ふうぅ――っ」

　もそもそと美お味いしくない保存食の干し肉を食べながら森の奥へ。Ｌｖを上げて物理で殴れと助言を貰もらったことだしゴブを探す、経験値的にはコボルトやオークが良いらしいがその分お強いらしい。とりあえずはゴブ。コボルトやオークは出遭ったときに考えよう。やってみないことには対策も立てられない。経験値を稼がないとなー、結局俺のバッドスキルはオタたちでも『封印』できなかった。だったら狩るしかない。

　そしてゴブを見つけては「ひゃっはああぁぁぁ！」

　また見つけては「わっひゃっはああぁぁぁ!!」

　あれっ、俺って悪役？　ヤバイ、称号にモヒカンとか付きそうだ!?　うん、大丈夫だった。オタたちは洞窟辺りのゴブは強いとか言っていたが……Ｌｖは10～15前後。スキルも『槌つい術じゆつ』『豪打』あと『体当たり』って雑魚だよなあ？

　あいつら魔力切れで苦戦したもんだから、びびったんだろう。チート持ちなうえにＬｖも16もあるくせに嘆かわしいオタたちだ。

　まあ苛いじめられっ子だったし、運動駄目駄目だったしＬｖほどではないのかも？

　ん～？　こっちになにかいるな、おっ！　聞いていた特徴は確か青くて、背が高く、細くて、顔が犬。わかりやすいな特徴。あれがコボルト、まずは鑑定を。





コボルトＡ　種族：コボルト　Lv：11

HP：40　MP：6

ViT：26　PoW：24　SpE：37　DeX：25　MiN：6　InT：8　LuK：18

武技：「爪術 Lv3」「咬かみ付き Lv2」「体当たり Lv1」

スキル：「跳躍 Lv1」「威嚇 Lv1」「気配察知 Lv1」「嗅覚 Lv3」「連携 Lv1」

装備：「木の棒」






　ゴブより強い。特に速さが３倍以上ある相手とか勝てるのか？　いやもう１匹Ｌｖ10がいる、２匹はヤバイと離れようとしたら目が合った。こっち見んな。あっ、気配察知持ってやがった！　うわ、速っ。んっ？　一気に来ない？　くそっ、連携してやがる。前後左右に挟み込もうと周りを駆け巡る。そして後ろから来たっ。

「ギャフンッッ！」

　よし、カウンターがモロに決まった、実はこっちも気配察知で警戒しながら『集中』で狙っていたのだ。ギャフンがリアルで聞ける日が来ようとは……うわっ!?

「危なっ、ぎゃあぁぁぁぁっ……」

　油断してたわけじゃないが速過ぎる、一瞬で喰くい付いて来やがった。木の棒で突いて来たのは振り払えたのだが嚙かみ付いてきやがった。左手でガードしなかったら頭嚙まれてたぞ……オマエノアタママルカジリ？

「ぐわあぁっ……っ、が……痛えぇぇぇっ！」

　腕を咥くわえられたまま、引きずり倒される、ヤバイ。突くには近過ぎる、叩たたくにも力が入らない。俺の左手を咥えたままなので、犬頭に攻撃は当たるのだが効いていない。

　手も痛いが、爪が身体からだを毟むしってやがる痛いっちゅうに、このっ！　意識を集中し『木の棒？』に魔力を更に纏まとわせる、『斤量』『梱こん包ぽう』で木の棒を重く強く強化して肘のスナップで釘くぎを打つようにブッ叩く。フンガー！　（ボクッ！）

「うわっ!?」

　コボ撃破……グロイ。叩いた瞬間頭潰れて破裂しやがった、マジ死ぬかと思った。

　なんとか落ち着き、恨み晴らさでおくべきかと魔石を抜き取り鑑定すると『魔石　Ｆ級』結構強かったのにゴブと一緒？　割に合わない!?

　これ、街にでも持って行けばお金になるはずだが、同じ金額だったらゴブリンしか狩らないはずだ、大丈夫なのか異世界のギルド？　まあ、あるかどうかもわからないんだが。げぇぇっ！　ＨＰやばい、Ｌｖは４に上がってるが残りＨＰがやばい。





HP：7/50　MP：9/47






　ヤバイ、これは連戦とか無理過ぎる。気配を消してこっそりこそこそと来た道を戻る。こそこそこそこそ。なにかいる……と思ったらゴブ君たちだ「ひゃっはああぁぁぁ！」

「ただいまー。ふぅぅぅー」

　今日は寝不足も有って、帰り着くと気が抜けてベッドに倒れ込む、だが石だから痛い。

　帰ってきたー、うん、いつの間にかすっかり我が家だ。オタ４人組たちも居なくなり、５人でも広々としていた部屋の中は独りになると殺風景と言えなくもないが、それでもすっかり我が家だ。今日は考えることが山積みだ、まずオタ情報。森の奥の同級生クラスメイトたちのこともあるが異世界の情報、と言ってもラノベやアニメやゲームからの情報なのだが流石さすがに詳しい、伊だ達てにオタってはいなかったようだ。

　しかし、あれだけの知識が異世界に来なければなんの役にも立たなかったと思うと、オタたちはあれで幸せなのかも。学校に居たときより生き生きしていたし、あんなに喋しやべる奴らだとは思わなかった。まあ、殆ほとんどクラスメイトへの罵ば詈り雑ぞう言ごんだったが……

　異世界転移もののラノベは結構読んだが、やはりオタは桁が違う情報量だった。クラスメイト軍団にはただの便利なオタとして扱こき使われたようだが、実際はなんの知識も無く、ステータスだスキルだと意味もわからない中で状況を理解し尚なお且かつスキルを使いこなせるオタたちに頼っていたのだろう。

　素直に頼れれば良かったのだが、クラスの最下層が活躍して自分たちはなにもできない鬱憤をそのオタたちにぶつけるとか馬鹿すぎる。この状況でクラスメイトたちを魔物から守り、食料まで獲って来ていたオタたちに学校時代のヒラエルキーでパシらせようとかどうしようもないな。見捨てられて当たり前だ。

　だがこれで一番役に立っている者たちに逃げられて頼る者も知識もなにも無くなった。自業自得だが今頃かなり揉もめているだろう。

　しかし異世界に飛ばされたときのための十徳ナイフを持っていたのは吃驚びつくりだ。しかも４人とも！　良いなー。

　そして聞いてはいたがコボルト。あれはヤバイ！　速い、しかも嚙み付いてくるし爪もヤバかった。あれっ？　コボルトって棒持ってないほうが強くない？

　布の服も破れず嚙まれたグローブも無事、どちらも「？不明」付きだが本当に「？不思議」だ？

　今のままではコボルトの数が多ければ太刀打ちできない、棒で殴る戦法も限界のようだ、杖じよう術じゆつかー？　練習してみるしかないだろう。

　剣術なら見たこともあるし剣道だってやったことはある。槍やりや薙なぎ刀なたはＴＶで見たくらいだが杖術か……大人気映画の眼鏡の魔法使い君も杖つえで殴って無かったよなー？

　漫画やアニメの殺た陣てを思い浮かべて刀のように振り槍のように突く、自分で型を作り繰り返しなぞりながら、調整しながら形にして身体からだに覚え込ませる。

「ふううぅ――――っ」

　もう体力の限界だ、思わず熱中してしまった。

　想像上の神道夢想流杖術はかなり中二チックだがイメージはできた、なにせ「突けば槍、払えば薙刀、持たば太刀」だ、中二病が再発するのも仕方あるまい！　きめポーズまでできちゃったよ。人に見られてたら自殺ものだな、ぼっちで良かった！

　床が汗で滑るしここまでだな。床がこのままって言うのもなんだし、体力は無くなったがＭＰは回復しているし掃除で実験だな。

　土魔法は元々洞窟の床のデコボコをなんとかしたくて梱包魔法で床を包んで伸ばしてみたらできちゃったのだ。ならば水を包んで拭き掃除ができるのではないか？

　自作水みず瓶がめから水を床まで持ってくる、うーん、手でやったほうが速いのは内緒だ。床の上を水の塊が走り回る、ルンバ乙！　隈くまなく拭き回り汚れた水は外に捨てる。

　ステータスを確認してみると……おっ、あった『水魔法 Lv1』。よっし、床は綺き麗れいになったが水気が残っているし風で掃き出そう！　もちろん風魔法狙いです。

　結果、風魔法は取れた。但しステータスは火魔法、土魔法、水魔法がなくなり、代わりに『四大魔法 Lv1』に変わった。四大だから風も入っているに違いない。

　あとは木の棒の魔力纏てんをした際に、木魔法が取れたはずだ。他に有りそうなのは雷、氷、治療魔法とかだろうが雷を包めってどーすんだよ。

　なんとはなしにゴブの棍こん棒ぼうに魔力を纏わせてみる（ベキ!!）

　あれ？　壊れてる？　違う棍棒でもう１回、今度はゆっくりと――（パシッ！）

「ホワーイ！　ゴブリンズ　コンボー！」

　今まで『木の棒？』に魔力を纏わせてなんとも無かったのに棍棒は駄目なの？　考えられるのは魔力が強くなったかゴブ棍棒がしょぼい。そして、その両方。

　コボルトを倒したときの木の棒が有ったはず、うん「？」は付いてないな。

「えいっ」（パキン！）

　これも駄目かー、『木の棒？』には魔力を纏わせたときに纏うと言うか、吸い込むと言う感触が有った、唯一の武器なので壊れると困るが試しておかないと戦闘中に壊れたらアウトだ、『木の棒？』にゆっくりと魔力を注ぐ、おっ、この感触だ。

　ジワジワと注ぎ込んでいくが、まだいける感じだ。壊れないように、ジワジワジワジワジワジワジワジワ……うおっう！

　なんか変な感触、まさか壊れた？　慌てて鑑定すると『樹きの杖？』……なにか脈打ったような感じだったが生長した？　えっ、生木だったの！　使ってみても問題なさそうだが大丈夫だろうか？　でももう駄目だ魔力切れで一気に睡魔が……もう駄目、寝る。
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　10日目　洞窟






　身体の痛みと共に目が覚める、土魔法で四角く固めただけのベッドだ、床で寝ていたときと寝心地は変わらない。

「ぐぅあっつ、痛いつっう」

　身体がベキベキ鳴る。これはそのうち身体を壊すよ。

　昨日、ステータスに出て来た中に木魔法があった。木魔法と名前に木をアピっているんだから木になんらかの作用をするはずだ。生長を促進するということも考えられるが、加工できるなら試してみる価値はあるだろう。

　ゴブの棍棒や端材を集めて木魔法の実験を始める。と、言ってもどうして良いのかわからない、ならばいつもの梱包魔法で木を包んでゆっくりと曲げてみる。

「曲がれー、曲がれー…………おぉーっ」

　怪しい超能力者のような声に応えゆっくりと曲がって行く。

　もはやなんの魔法かわからないが曲がった。土魔法と同じようにいける気がする？

　――まあなんと言うことでしょう、部屋の中央にはミッドセンチュリー風の大きなテーブル、長い箱型の天板にゴブの棍棒が伸びてできた先細りの脚が四隅に付き、その周りには８個のイームズっぽいシェルにただの４本脚の椅子、真ん中にエッグチェアー風の椅子、部屋の隅には大型のボールチェアも完備。

　いかん、完全に目的を忘れている。って言うか、ぼっちなのに椅子だらけって……さっ、寂しくなんかないんだからねっ！

　本命のベッドはキャンプファイヤーの薪のように角材を並べて組み、薄くした板を格子状に嵌はめ込んで完成、板バネ式ベッドだ。マットもないしスプリング式ベッドとは比べるべくもないが石ベッドからすれば充分過ぎる。壁際にはオサレ風なラック棚を作って見たもののなにも置くものが無い、そっと棍棒を置いてみるとオサレ感が消えました!?

　なんか見た目だけなら元の世界の６畳間よりずっと格好良い、全部木と岩だけど。狭かったし、家具買う金無かったしな～。

　そうして我を忘れて数時間、既に昼をとっくに過ぎているだろう、とりま昼食を。

　遅くなったが今日の予定、スキルの地図を見ると川沿いに森の奥の上流側と下流側のエリアのみ探索が進み、川の左右は手付かずだ。洞窟のある右手側はなにがあるかわからないと言うのも不安があるので右側のエリアに探索に行くとしよう。

　森の奥ほどではないが鬱うつ蒼そうと生い茂っている深い木々の間を進んで行く。

「結構いるなあ」

　あっちこっちに気配がある。こいつらが洞窟に来ないとは限らないしゴブとは言え数が多い、集団で襲って来たら勝ち目はない。各個撃破で確実に間引くしかない。

　生き延びるためにＬｖを上げ、スキルを獲得する。そして戦闘経験を磨く。安全に生きるために危険を冒す。囲まれないように『気配遮断』『隠おん密みつ』を意識しながら近付いて行く。３匹だ、Ｌｖも特に高い奴やつはいない。

　杖を構え『杖術』の訓練で考えた動きをなぞるように進む。息を整え一番近い真ん中のゴブに気配を消したまま一気に近付き、両手持ちで上段から斬る。殺やったな？

　吼ほえながら左右のゴブが棍棒を振り上げ駆け寄って来る。右手だけで杖の端部を握り込み右側のゴブの胸に一直線に突き込む、戻す勢いのまま左手に持ち替え大きく左に薙なぎ、慌てて後ずさったゴブへ向けて火の塊を作って飛ばすと同時に踏み込み首に杖を突き込む。

　大きく息を吐いて、見回すと右のゴブはまだ息がある。近付いて止とどめを刺しながら辺りを警戒しつつ気配を消す。上う手まくいったか？　結果は上出来だろう。１人で空想しながら杖術の訓練をした甲か斐いが有った……痛いって言うな！　こ、心が痛い。

　しかし出来過ぎと言うか、１匹目のゴブは何な故ぜか斬殺されている、おかげで返り血が凄すごいことになってる。確かに杖には魔力を纏わせていたし、刀で切り裂くイメージで振ったが本当に切れるの？　なにそれ、持たば太刀ってこういうこと？　すげーよっ、神道夢想流。まあ、そんなわけないので魔力纏の効果なんだろうか？　四大魔法で効果が強くなったとか？

　謎だけど２匹目のゴブも胸に突き刺さった傷がある、あのときは槍のイメージだったので刺さったのだろう。そして最大の疑問はその後の薙刀をイメージして振った一撃、避よけられはしたが伸びなかった？　あれって伸びたよね？　神道夢想流杖術すげー、伸びるの？　いや習ったことないけど……オタたちから聞いただけだし？

　いくらなんでも元の世界に切れたり伸びたりするような技が有ったら流石に超有名になっていただろう、やはり魔法すげーっと言うことなのか。

　杖に魔法を纏わしていたからなのか火の玉も簡単に飛ばせた、これはもうファイアーボールと呼んでも良いんではないだろうか？　２メートルも飛ばないが……飛ばないファイアーボールなんて、ただのファイアーボール……まんまじゃん！

　これは一度帰って検証したほうが良いのだろうが、せっかく来たのだしこれ以上洞窟の中で訓練ばかりしていると大変なことになりそうだ。

　なにがって『ひきこもり』と『にーと』と『ぼっち』のＬｖがだ、まあ良いんだけど手遅れだし？　うん、『隠蔽』しよう。

　気を取り直して索敵、索敵。いた、２匹だ。

　１匹目を袈け裟さ懸がけに斬りつけ、返す刀で２匹目を斬り捨てる（棒だけど）

　やはり斬れるのか、ついでに近付いてくる２匹を撫なで斬りにし（棒なんだよ）出て来たもう１匹を突く。うん間違いない、斬れる、突ける（棒ってなんだろう？）

　辺りが暗くなり始め我に返ると、まあなんと言うことでしょう、一面のゴブリン大斬殺、素敵な虐殺スプラツタ感のある光景、匠たくみの技でしょうか？　すいません調子に乗りました。

　Ｌｖ４のステータスも有ってか、身体も動くし、斬れる、突ける、薙ぎ払えるで、途中から完全に調子に乗って次々に来るゴブたちにやりたい放題していたようだ。

　あげく棍棒で防御されたときにはハンマーをイメージして『斤量』で重くして叩たたき潰し。離れたら銃をイメージしてファイアーボールで狙撃して連戦してしまった。

　ゴブばかりだったからステータスの差で押し切れたが、スピードのあるコボルトやそれより強いと言うオーガでも居た日には殺られていたのは俺のほうだった。

　この世界はゲームではない、ゲームみたいな世界でも今はこれが現実だ、戒めておかないと次はないかもしれないのだ、魔石と棍棒を集めアイテムボックスに投げ込んで行く、今日だけで32匹、最後のゴブ戦は25匹の連戦だったということだ。頭を冷やして早く帰ろう、しかし普通これだけ働いたのだから『にーと』扱いはないだろう、まあ職業がないから無職なんだけど。うわ、もうＬｖ５に上がってるよ！

　そんなこんなを考えながら我が家に帰る、いつの間にかすっかり我が家だ、元の６畳間の部屋よりも快適な30畳ワンルーム、いつの間にかキッチン、バス、トイレ完備。もう『ひきこもり』さんになにも言えねえ！

　遅い夕食を摂とりながら、戦いを振り返る。無いわ～銃はないよ、銃は。

　異世界自己流神道夢想流杖術「突けば槍、払えば薙刀、持たば太刀、逃げれば狙撃で守れば叩き潰す。杖はかくにも外れざりけり伸びるから？　更には今なら魔法力ＵＰも!!」……って、無いな！

　銃をイメージしたせいか火の玉は小さくなり10メートル近くは飛ぶようにはなった、更に火弾が回転して貫通するようになっていたし形状も玉から弾になっていた。

　しっかりイメージして使わないと。貫通させるのか、ぶつけて止めるのか、当てて燃やすのか、そしてそれでも杖術と言い張るのか、考えることは多い。いつか異世界杖術協会とかからクレームが来そうだが、今のところぼっちなので問題ないだろう。
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　11日目　洞窟






　朝食は今日も、異世界風　旬の茸きのこと薬草の干し肉（保存食）和あえ炒いため、たまに兎うさぎの塩焼き異世界風。飽きたよ。

　未いまだ謎能力の検証も進まず、主力の杖術は「えっ、それ杖術？」って感じだし。兎とにも角かくにも情報が欲しい、情報満載のオタクたちは街を目指して行ってしまったし、ドロドロ不穏状態のクラス集団にも係かかわり合いたくない。あいつらにこの素敵我が家ミッドセンチュリー風を発見されでもしたら、我が物顔で乗っ取ってくるに決まっている。オタたちの扱いを聞いた感じでも間違いない、係わって良いことがあるとも思えない。異世界の情報だってオタたちが教えたこと以外知らないだろう。街を探すのが無難だが常識も文化もわからない相手と上手くやれる自信がない、ぼっちなめんなよ。もうＬｖ３だぜ（ドヤッ！）

　やはり一番は「命を大事に」。確実に身を守れるように強くなる、他の転移者と比べてもＬｖが低い、恐らく上がりにくいのだろう。『器用貧乏 Lv1』『木で偶くの坊 Lv1』のせいだ、Ｌｖ１でこれだからＬｖが上がったらと思うと恐ろしい。

　しかし今まで見た転移者はＬｖ11で、オタたちでもＬｖ16。ステータスも得意系は２桁後半に入ったと言っていた、60～70位だろうか？

　俺のＬｖが今のまま上がるならＬｖ10で１２０～１５０、Ｌｖ16まで行けば２００はいけるのではないだろうか？　ゲームのように段々上昇率が下がることも考えられるが、Ｌｖ５まで見ても同じかむしろ少しだが増えているような気がする？

　ステータス以外でもＬｖ16で異世界に来て１週間もずっと戦闘を押し付けられていたオタ組がゴブリン５匹に手間取っていた。魔力切れ状態と前衛が１人と言うあの編成にも問題があるとは言えＬｖ16のチート持ち４人がだ、しかも後ろからゴブリン２匹の襲撃にやられかかっていた。Ｌｖより実戦なのだろうか……オタだしなー？

　他の異世界人や現地人を鑑定すれば少しは比較検討できるが、その異世界人や現地人が襲ってこないとも限らない。相手が弱くても罠わなに嵌められることもあると言う。

　オタたちも奴隷化の魔法や魅了、強奪、即死のスキルやアイテムが異世界で最も危険だと言っていた。耐性がないと毒や睡眠でも詰むらしい。どうやら人間のほうが危険なようだ、もうひきこもってにーとにぼっちして行くしかないのか？

　しかし、オタたちはそれでも街に行った、そこがどれほど危険であってもだ、そう、なぜなら男子高校生だから。ありがとうございます、ただの女の子目当てです。

　そこには奴隷ハーレムなケモ耳やエロフな美少女と合法ロリなドワーフっ娘こが待っているらしい。あいつらはＪＫから逃げて来たはずなのだが、まあがむばれ。

　森の奥か……なんちゃってたちを見掛けてから奥のほうへは行っていない、オタたちに話を聞いてからは尚なお更さらだ。ただ、あの状態でオタたちが抜けている。

　なんちゃってたちも魅了と傀かい儡らいは封印されても、他のチートスキルがあるかもしれない。それに暴力に訴えればオタたちがいない今は危険な状況なのかもしれない。

　あんな奴らどーでも良い。とは言え、いくらぼっちだったとは言え同じクラスだ、無事でいて欲しいくらいの相手はいる、まあ数人で、他はどーでも良い。

　特になんちゃってとビッチたちはコボルトを嗾けしかけても良い位だ。むしろ齧かじられろ。マジ痛いぞ！　（経験者談です）

　同級生の様子を一度見に行ってみるべきなのだろう、オタたちも委員長のことは気懸かりな様子だった、美人さんだし。うん、この辺りは茸ばかりだ、種類は多いが茸ばかり。森の奥には違う食材もあるかもしれない、そのついでに様子を見ればいい。食材集め、訓練、実験、ついでに偵察？　移動して地図情報を広げるのだって有意義だ。

　今日の予定、森の奥。拠点が河原なら川上に行けば良い、なんちゃってに遭遇した辺りに拠点があるのだろうか、あいつらは拠点から離れないと言っていたしあの先だな。川上か～、魚獲とれないかな？　雷魔法まじ欲しいっス。

　川沿いに森の中を歩く、流石さすがに川辺は見つかると危険だし茸もない。そろそろこの辺りだと思うんだが食べ物ないなー、食べ尽くされたのか？

　ゴブは結構な数がいるが全くさっぱり問題ない。マジで弱い。５、６匹の群れでいるので警戒していたが、Ｌｖ３～４で遅い上に力もない。鍛錬のつもりで打ち合ってみたが力負けしないゴブなど相手にもならない。杖じよう術じゆつの練習にもならない。杖術だと言ったら杖術だ、異論は俺もある。

　そしてコボルト、相変わらず犬みたいな顔しやがって、魔力を纏まとい直し近付いて行く。Ｌｖ２と３……オタたちの情報は本当だったわ。ゴブよりちょっと強い、Ｌｖ３～４の雑魚ゴブよりもほんのちょっとだ。流石に速さはあるが突進してくる、お前はゴブか？　しかも足を止めて棒で攻撃してくる。これ練習相手に良いなー。

　コボルト２匹と打ち合いながら気付いた、こいつらスキルが殆ほとんど無いんだ。どうりで連携もしてこないはずだ、嚙かみ付きだけは有った。

　これに慣れてたら、オタたちも洞窟付近のゴブに苦戦するはずだ、同じゴブでも全くの別物と言っていい。これがコボルトならこの間のあの怖いコボルトたちはなんだったのかと、思わず睨にらみ付けるとコボルトが後あと退ずさった。

　目付きが悪い、眼めが怖い、危ない目付き。確かにいろんな悪口陰口を言われてきた。自覚もある。だけど魔物が怯おびえんなよ！　俺の目付き魔物並みなの？　俺、人族だよね？　流石に傷付くよ？　なんで尻尾巻き込んじゃってるの？

　コボルト撲殺。カッとなってやった、反省はお前がしろ。今まで洞窟の側そばで平和に暮らしている心算つもりだったのに、洞窟周辺は魔物のレベルが高い結構な危険地帯だったようだ。

　あとはオーク、ゴブより強く頑丈で棍こん術じゆつを持つというこの辺りで最強の魔物。でもこの辺りのゴブより強くてスキルがあるなら洞窟の周りのいつものゴブと同等だよ？　だからＬｖ16のオタたちが苦戦していたのか、この辺りの低レベルな魔物に慣れすぎていたんだ。

　ようやく千里眼で拠点らしきものを発見したが柵やテントもボロボロだ。オタたちがいなくなり、補修する人が居なくなったんだろうか？　移動したのかも？　ないな～。オタ情報で聞いた限り集団行動できる状態じゃないだろう？　分裂したとしても誰も残っていないのはおかしい。警戒を続けながら拠点に近付くがやはり誰もいない。どこに行ったのか？　なにがあったのか？

　拠点や周りの森を視みる、なにかの痕跡、手がかりを、探しながら、探りながら視る。瞬間、よろめく。今なにかが急に視えた、そしてその情報がいきなり頭に飛び込んできたような衝撃を受けた。新しいスキルか？　それは後だ。

　改めて見詰める、拠点を、森を、河原を――

　拠点には二つの傷跡、一つは拠点の奥で１ヶ所に集中したもの、オタたちが襲われた場所だろう、魔力の痕跡ももう一つより古い。

　もう一つは、拠点から河原へ、そして森に繫つながっている。魔力の痕も新しい。

　魔法の痕。つまり戦った痕跡、戦闘があったということだ。

　なんのスキルかわからないが今はこの眼が頼りだ、痕跡を辿たどりながら森に入る。小一時間ほど走り続けると、ようやく気配が見つかる。どうやらぐるっと廻まわって逃げている先頭集団がこっちへ走って来ている。隠れて様子見か？　それとも、救援か？

　視る。追っ手から逃げている集団は血を流している、未だ人影も見えない、眼に見えないが気配が視える。

　逃げてるほうが悪者なら通せんぼ。追っ手のほうが悪者なら通せんぼ。

　どっちも悪者でした。……よし。帰ろう。今日の晩御飯なんにしよ～かな？　茸かな？　それとも茸？って言うか茸だよ！　あ～、もうちょっとさ～、なんて言うか……「ちょっとー!!　あんた!!　待ちなさいよっ!!」……あ～、喧やかましい。

「え～、ごきげんよう？　びっちさん？　それじゃ～」

　よし帰りに木の実でも採って……「待てって言ってんでしょう!!　「それじゃ～じゃないわよ!!　「誰がビッチよ？」ぎゃ～す!!」ぎゃ～す!!」……とって？　ぎゃ～す？　どこかでギャースが鳴いている？　ギャースは置いて、帰りましょ～♪

「「「行くなって言ってんでしょおぉぉ～！！！！！！」」」

　は～、選よりに選ってビッチーズですよ、ピチピチＪＫなら待つんだけど、ビッチビチＪＫとか待ちたくないです。チェンジでお願いします！

「ってか、アンタなんでこんな所に「まさか、あいつらの仲間!?　「ちょっとアンタどういうことよ？」早くなんとかしなさいよ!!」なに黙ってんの？」

　ウザイ、ウザイ、ウザイ、なんなのこいつら、喧しい。なに言ってるの？

「え？　『どういうことよ？』ってどういうことよ？　『こんな所に』ってお前らがこっち来たんだよ！　『あいつらの仲間？』ってどいつらよ？　仲間いねーよ、ぼっちだよ！って言わせんなよ！」

　誰に追われてるか知らんが、こいつら助けるとか有り得ないし、いきなり現れて「なんとかしなさいよ!!」ってなに？　もー良い、早く帰ろう。

「「「だから待ってよ!!」」……お願い」

　あれ、幻聴が聞こえた。ビッチ共がでかい声で騒ぐから耳が壊れちゃったじゃん。

「お願いだから聞いて。お願いします」

　やばい、異常状態攻撃か？　なんか「お願いします」とか聞こえたよ!?

「あんたがどうして異世界こつちにいるのかわかんないけど、あんた小お田だたちと仲良かったよね？　探しているの、知ってたら教えて。お願いします!!」

　ビッチリーダーに見えるが、幻術なのか？　ビッチの中のビッチ、ビッチクイーン、我わが儘ままと文句と罵ば詈り雑ぞう言ごんの製造機、そしてそのプライドの高さからクラスの集団を分裂させた張本人。こいつの辞書にお願いしますなんて文字があるはずがない。

「お前、誰だ？」

「なんで！　同じクラスなのに！　知らないのよ!!」

　あ、切れた。あれ？　この切れ方はビッチリーダーの切れ方だ。

「本物？」

「本物ってなによ！　なんなのよ!!」

　あれ、これビッチリーダーだ。

「悪い悪い、『お願いします』とか幻聴が聞こえて偽ビッチリーダーかと思ったよ」
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「誰がビッチリーダーよ、あと……幻聴じゃない、お願い、知ってたら教えて下さい」

「貴様何者だー!?」

「本物よー!!」

「えっ？　本当に本物のビッチリーダー？」

「そーよ！って違うわよ!!　本物だけどビッチリーダーじゃないのよ!!」

「？……どっちだよ？」

「もう、ビッチリーダーでいいわよっ!!　ぜーっぜーっぜーっ」

　まあ本物だろう。この「!!」の使い方は真ま似ねできまい。

「で、小田って誰？」

「なんで知らないのよ――っ！　あんた、たまに喋しやべってたじゃないの!!」

　喋っていた小田で……ビッチが探す小田……

「小田？　おだ？　あ～オタのことかっ！　ちゃんとオタって言えよ、小田とか渾あだ名なまで知らんがな？」

「小田が名前よ―――!!　ぜーっぜーっぜーっ」

　えっ、オタじゃ無かったの？　驚きよう愕がくの真実が解明された！　まあオタで良いや？

「で、なんでオタたち探してんの？　またパシらせんの？　それとも狩るの？」

　そー言いながら、ビッチたちの目を見る。いや目が合った位でビクッとかしないでくれるかな、もうコボルトの一件で充分傷付いてるんですけど？

　まあ、でも睨むよなー、オタたちのあの話を聞いちゃったら。まして追いかけるって言うのなら……「……謝りたいの」えっ!?

「いや、だから捕まえてパシらせるの？　なんちゃって不良たちに差し出すのか？　それとも……「だからっ、謝りたいのよっ!!」……えっ、マジ？」

「ただ謝りたいの、ちゃんと……別に許して貰もらえるとか助けて貰えるとか思ってないわよ!!　自分たちのしたことの意味はわかってる……ううん違う、やっとわかったの……だから許して貰おうなんて考えてない、謝ってもどうしようも無くても、謝るしかできないから……せめて……あいつらに位、ちゃんと謝らないと……」

「私たちは本当はもう……なにもできず死んじゃってる、こんなとこで生きて行くとか無理……今まで生きてたのはあいつらが助けてくれてたからってわかってる……ただ最後にちゃんと謝りたいの。お願いします、どうか知ってるなら教えて下さい!!」

「「「お願いします!!」」」

　まさか、こいつらが頭を下げて頼むなんてな～。あ～改心したと言うか生きるのを諦めたのか……だから最後に１週間生き延びた……オタたちだけが助けてくれた……もう皆に見放されて……諦めて……最後に思いついたのがオタたちへの感謝と謝罪……今までの愚かさへの清算……謝罪と言う名の遺書だ。

「どっちに行ったかは知ってるが、どこにいるかは知らん。それにお前らじゃ追いつけないだろ？　森を突き抜けて行くんだぞ？　戦えんの、無理だろ？」

　オタたちがこいつらに謝られて喜ぶのか怒るのかは俺にはわからない。普通ならふざけんなと切れるだろう。あいつらお人ひと好よしだからなー、でもそれならそれで見捨てられずに共倒れも有り得る、だが心配する必要もない。

「どっちみち追いかけることも追いつくことも無理。追いかけても意味ないよ？」

　下を向き震えるビッチたち、最後の覚悟だったんだろう。死ぬ前にしなければならない、自分たちのけじめ。遅過ぎたな。

「それでも良いから教えて、諦めるんじゃなく、せめて謝りに……辿り着けなくても……お願い。お願いします!!」

　これもう宗教だ。自分たちは死ぬ、だから最後に助けてくれた人へ感謝を。その相手を苛いじめ酷使し見捨てた良心の呵か責しやく。罪滅ぼしの行脚の旅……辿り着けなくてもそこで果てる。

　本来なら縋すがるべき神に全てを奪われ、全てを失った１週間、そして見捨てられ自らの最期を知ったこの数日は人格を変えるほどの人生の流転だったのだろう。

「なにがあったか、って言うかお前らがなにしたかはオタたちに大体聞いてる。オタたちの前に、委員長たちには謝ったのか？」

「……うん、でもみんなバラバラになって男子たちが襲い掛かって来て、もうみんなグシャグシャで……委員長は『言葉は受け取ったけど、私たちが謝るべきなのは小田たちだ』って……他の子たちは……ただ謝ってきた、後は小田たちに……」

　あー、もう行き着くとこまで行ったかー。学校で威張ってたなんちゃってが居なくなり、異世界で急に強くなったオタたちまで居なくなり、委員長が指揮することも無くなり……結果、代わりにまとめるでも無く、魔物と戦うでも無く、自暴自棄で欲望のまま女子を襲い、委員長グループ辺りに撃退されて暴走。

　ビッチたちは男子から逃げ、委員長たちに見捨てられ、どこにも行く所が無くなり、やっと自分たちのやったことを理解し死ぬ前に、唯一自分たちを助けてくれたオタたちに謝罪を……そして感謝を伝えることにしたのだろう。最期に――

「三通りあるんだけど、まず第一にお前らを追いかけてる男子のどれかのグループ？　からはまず逃げ切れないからオタたちの所へは向かえない。第二に森に入れば逃げられても魔物に食われる、当然オタたちの所には行けない。最後に第三、色ボケ猿化男子をボコって魔物共も薙なぎ払ってオタたちも薙ぎ払……謝りに行く。どれが良い？」

「そんな……「無理だから……「もうどうしようも……「……もういいから「そんなこと、……」教えて欲しいだけなの!!」お願い!!」」」

　ちょーっとだけ、ホントほんのちょっとだけ頭に来たので、睨にらむ。

　なんか超涙目で尻餅ついて真っ青な顔しながらブルブル震えてる……もう知るか。

「反省とか改心とか懺ざん悔げとか後悔とか謝罪とか罪滅ぼしとかそもそもお前らの覚悟とか興味ない。性悪ビッチでも改心ビッチでも更生ビッチでもどーでも良い。オタたちに謝りに行くのかあれこれ言い訳して諦めんのか聞いてんの、どっち？」

「そんなこと、「どっちかって聞いてんだよ！！！！」……」

　今のはビッチ並みの「！！！！」だった、この学習能力は器用貧乏のおかげだろうか？

　よし、「！！！！」を極めてやるぜ！

「いいか、苛めて馬鹿にしてたお前たちをオタたちはずっと助けてたよなー、助けて貰ったんだよな～？　ここで生きる方法を！　死なない方法を!!　お前たちに教えようとしてたんだよな～!!　お前たちが無視しても!!　罵っても!!　ここに居られなくなるまで!!　苛めて馬鹿にして罵ってたお前たちにだよ!!」

　よし、13！　だ、極めたって言うにはビッチリーダー並みの！！！！　位は行きたいところだ。

「助けられたのに死ぬの!!　助け続けたのに死ぬの!!　オタたちが助けて意味は無かったってことでいいの！！！！　命まで懸けて助けたけど無意味だったでいいの!!　あいつらが教えたかったことも知らないで死ぬの!!　生きられるように！　死なないように！　オタたちの思い無視して死ぬの!!　それがお前らの謝罪なの！　なにも伝えず勝手に心で満足するの！！！！！」

　超えた、限界をだ、ビッチリーダーのナチュラルスキル！！！！　を、究極を超えた、やり切ったよ、真っ白に燃えつ……ってあれ？　なんかキャラ変わってるような？

「うわーん、死にたくないよ！　死にたいわけないじゃん!!　生きたかったよ!!　生きたいよ!!　助けて貰ったんだもん、生きてお礼が言いたいよっ!!　ちゃんと会って謝りたいわよ!!　でも私たちはなにも聞かなかった、なにもしなかった、なんにも教わらずに、できないからいいって、しょうがないって、あいつらが死にそうになっても、殺されかけても、馬鹿だから人ばっかり馬鹿にして!!　なんにもできなくて、怖いって言えなくて!!　助けてって言えなくて!!　ごめんなさいも……ありがとうも……たったの一度も言ってない!!　死にたくなんかないわよ!!　このまま死んじゃうなんてぜったい嫌だよ！！！！」

　くっ、なんて「！」だ、25「!!」だとっ。所詮俺の「!!」は付け焼刃ということかっ！

　器用貧乏では所詮は物もの真ま似ね、真髄は極められない。木で偶くの坊如ごときに超えられるものではない、なんと言う……あれっ？

　なぜかビッチたちが泣き喚わめいてる？　なにが起こったの？　あれっ、何事？

　うわあぁぁぁ～、素顔すつぴんで髪ぼさでガキっぽくなっていたのが顔をグシャグシャにして……しかも顔中が涙と鼻水で凄すごいことになってる。うん、どうしてこうなった？

　順を追って考えればこの状況とその意味を理解できるはずだ。

　ビッチリーダーと極限の「！！！！」を繰り広げていた。以上Ｑ，Ｅ，Ｄ，

　あれっ、なにかが抜け落ちている？　途中から某テニスプレーヤーに乗り移られていたようで熱い「!!」の応酬による感嘆符バトル以外の記憶がない？

　うん、駄目だ。状況が摑つかめない。素直に尋ねよう。

「えー、まあその～、どうなったの？」

　ビッチたちが一斉にぐしゃぐしゃの顔でこっちを向く、目には鬼気迫る凄みがある。やばい、まじで怖い！

「「「「「私たちは馬鹿で生きて行く術すべをなにも学びませんでした。このまま死ねない！　絶対に死んじゃいけないのっ!!　お願いします、教えて下さい！　助けて下さい！　みんなに、小田たちに謝るまで生き残る技を、知識を！　お願いします、私たちに罪を償う力を、恩を返せる力を!!　お願いします！！！！」」」」」

「……はい!?」

　ヤバ、思わず返事してしまった。

　あ、ありのまま今起こったことを話すぜ！　なにを言っているのかわからねーと思うが俺もなにをされたのかわからなかった……頭がどうにかなりそうだった……傀かい儡らいだとか魅了だとかそんなチャチなもんじゃあ断じてねえ、もっと恐ろしいものの片へん鱗りんを味わった……

『使役 Lv1』です。どうしてこうなった!?

　ステータスに『使役』欄が現れて、そこにビッチリーダー、ビッチＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ……って、なにこれ？　『使役 Lv1』は持っていた、おそらく魔物をテイムするスキルだと思う。今まで、まもの、みんな、みなごろし。あー、一度も試していなかった！

　いきなりビッチを５匹もテイム？　ビッチマスターに俺はなる？　ならねーよ！　ま、まさかビッチリーダーは進化系なのだろうか？

　且つて傀儡で女子を思いどおりにしようとした外道がいた。

　且つて魅了で女子を侍はべらせようとした下種がいた。

　そして女子を使役した俺がいた？　事案だった!?

　うわあぁ～、つまりぼっちでひきこもりなにーとが女子高生を５人使役した。

　ちょ、「おまわりさーん、この人です」って俺だよ!?

　唸うなりながら森の中を歩く、ビッチリーダー、ビッチＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄが付いて来る。

　悩みながら森の中を歩く、ビッチリーダー、ビッチＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄが付いて来る。

　悔いながら森の中を歩く、ビッチリーダー、ビッチＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ……カルガモかよ！

　出てきたゴブは、オタ魔導師がやってた岩槍アースランスで串刺しにして進む。

　出てきたコボは火玉フアイアーボール改め、炎弾フアイアーバレツトで狙撃して進む。

　めちゃこっち視みてる、目がマジだ。あれは……戦い方を学ぼうとしているのだろう。俺Ｌｖ５の無職なんだけど？　後ろを振り返るのが怖いので、前だけを見て進む。

　俺はどこに行こうとしてるのだろう？　わからない。だが進む、俺には止まることも、振り向くことも許されない。ビッチの目が怖いんだよ！　なんか狂信者ってこんな目をしてるんだろーなーて言う目でじっとこっちを見てます。

　まるで目的地があるかのように真っ直すぐ突き進む、さっきからどんどんコボが出てくるが気にせず薙ぎ払いながら進む、先に行くほど気配も濃くなるが、もう後戻りはできない。なぜなら後からビッチたちが付いて来るからだ！

　逃げるように進む、って言うか逃げてます。もうさっきからコボだらけです、前門のコボ集団、後門のビッチーズ。うん、コボ一択です、御お逝いきなさい。

　黙々とビッチリーダー、ビッチＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄが俺を見てる。

　淡々とビッチリーダー、ビッチＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄが付いて来る。どうしよう？

　この先コボの巣だ、気配半端ない。引き返すことはできない、後ろが恐こわいんです！

　さっきから見て覚えたのか俺が倒した魔物の魔石を抜き取っては俺に渡してくる。未いまだ下手っぴで、抉えぐり抜いてるわ、返り血浴びて血ち塗まみれだわ、眼めが更に逝ってるわ……恐い！

　なにかやばい殺さつ戮りくの軍隊のように血塗れビッチが壊れた目で行進している、ひたすら後を付いて来る、なにこれ、マジ恐いです。泣いてる俺がいるんですよ。

　使役の効果、経験値分配でビッチたちのＬｖは上がってる。コボを間引きしながら何匹か弱らせて後ろに流すとビッチたちが無言でコボに群がり剣を突き立て、槍やりを突き刺していく。あんなに可か哀わい想そうな顔をしたコボを見たことがない、あんなに怯おびえきったコボの顔を初めて見た。きっと俺もあんな顔をしているんだろう、恐いんだよ！

　いつの間にか後ろから追っていたエロ猿化男子たちの気配はなくなっている。コボに追われたか殺やられたかは知らない、知ったこっちゃない！　あのエロ猿たちのせいで俺はこんな恐い思いをしているのだ、あのエロ猿たちのせいでコボはあんな恐い思いをしたのだ。

　殺るが良いコボよ、敵味方に分かれても志は一つ。あれ、俺の味方ってコボたちなの？

　まあ、今のビッチーズを襲おうとか考える奴やつはいないだろう。異世界にまで来て最も恐ろしかった者は同級生だった。その前は爺じじいに乗り移った熱い人だった、どうも異世界の魔物より日本人のほうが凶悪らしい。

　次々にコボが現れる、数もだが範囲が広い。威力より数でひたすら炎弾フアイアーバレツトの弾幕を造り、次々と現れるコボに次々に炎弾フアイアーバレツトを浴びせ掛ける。

　10匹出れば30発、20匹出れば60発、造っては撃ち造っては撃ち、次々に造られては放たれ、面制圧で浴びせ撃つ、威力はないが制圧力でコボルトの突進を止める。

　速さだけの打たれ弱いコボたちは横殴りの雨のような炎弾フアイアーバレツトを浴び、みるみる速度を無くし弱り果て死に体で辿たどり着いてはビッチたちの餌食となり死に絶える。

　30匹になろうと40匹になろうと、赫しやつ光こうの雨が降り注ぎ続ける。後ろではビッチたちが血の雨を降らせているだろう。そして、最後の１匹が一身に炎弾フアイアーバレツトを浴びボロボロになりながら俺に喰くい付こうと口を開き、俺の目の前まで辿り着き。遂ついには倒れた。

　コボたちの死し屍し累々の中、ビッチたちは延々と止とどめを刺し、魔石を抜き取り続ける。

　その先にコボルトの大集団に囲まれながら戦い続けた集団がこっちを見ている。

　傷だらけで血に塗れているが、大きな怪け我がはないようだ。

「ＨＰポーションだから飲めば回復する……茸きのこ味だけど？」

　そう声を掛け勧めるが誰も動かない。やっぱり茸味じゃ駄目だよね？　女子高生向けでは無かったらしい？　男子でも嫌だろう、うん俺も嫌だ！　青汁だって飲めるが、これは噴出した。体力茸と傷薬草がここまで悪辣な味のハーモニーを醸し出すなんて……

「遥はるか……君……？」

「いや確かに茸味はないよねー？　飲めば不ま味ずいし身体からだに掛けると茸臭いし？」

　後ろではビッチたちが血塗れになりながらコボから魔石を抉り抜き続けている、数日前まで誰の言うことも聞かず、戦いを嫌がり、魔物なんて近寄ろうともしなかった。血なんて見たら大騒ぎで喚くビッチたちが無言で、一糸乱れぬ様子で走りながら、魔物に止めを刺し、血に塗れ、汚れるのも構わず魔石を抉り抜き続けている。

　確かに驚くべき光景だろう、見ても信じられないほうが当たり前だ、別人にしか見えないことだろう、眼も逝っちゃってるし……うん、怖いな！

　その異様な様子のビッチたちは魔石が集まると俺の元に駆けより無言で魔石を差し出し、また駆け戻って一心不乱に作業を始める。怪しすぎるー！　つい先日、魅了だ傀儡だと大騒ぎしたばかりだ。まして女子はそれを使われたら自分がどんな目にあったか想像し恐怖しただろう、今のこの光景を見れば恐怖するのが当たり前だ。なぜなら俺ですら恐怖しているからだー！　いや、マジ怖いんです。

　数日前まで最悪だった我わが儘ままビッチたちが心を入れ替えたと言っても普通は誰だって信じない、自分の目で見ても信じられないだろう。しかも変わり方が異常すぎる、別人どころか真逆になってる、これを見れば改心とは思わない……洗脳か精神支配だ。

　そんな危険な状態で引き連れた男に飲み物を差し出され誰が飲むと言うのだろう？　しかも茸味だよ!?　誰が見たって孔明の罠わなだ、飲むかそんなもん！　やば過ぎる、飲み物もその男もやば過ぎる。しかも茸っていう飛んじゃいそうな怪しい素材だ、なに？　最悪じゃんその男。絶対ヤバイ奴だよ、目付きもヤバイよ!!……そこはホットケ！

　うん、信用が超マイナスの状態で味も不味い、匂いだけでもう駄目だろう。やはり甘い木の実で味付けするべきだったのだ。見た目の色もこーもう少しさ～？　なんて言うの、これは無いよねって感じじゃん？　ＪＫ的にも。……って言うか～？

「おぉぉ――――――い、遥君、戻ってきて―――っ！」

　うおおぉぉおぉ―――っ！　吃驚びつくりした、委員長のアップだ。心臓に悪い、ドキがムネムネだ、大きさ的に。

「え～、とりあえずそのポーション貰もらっても良い？」

「えええぇ～、飲むのっ!?」

「えっ、飲めって言ったよねっ？　なんで驚くの？」

「いや普通、知らない人に怪しい飲み物を勧められて飲んじゃうってそれってどうよ？　なんて言うかさ～「同級生だよね！　なんで知らないのっ!?」……はい？」

　委員長の中の委員長による委員長ツッコミだ、美形顔がアップなので破壊力が凄い。

「え～っと、委員長様？」

「それ名前じゃないしっ！　あと、なんで様付けなの？」

　まず後ろのビッチたちの説明をすべきなんだろう、怪しさ満点だよな～、ただ説明と言っても俺もなにがなんだかわからない、むしろ説明を求めたい。なんて言えば良い？　「使役しました～」って最悪じゃん！　誤解を解くどころか謎が全て解けて犯人確定だよ！

「遥君、えっと島しま崎ざきさんたちってどうしたのかな？　あれっ、なんで一緒に？」

「え～話せば長くならないこともない位長い話なんだけど……え～……使役した？」

「なにしてるのおぉ――――っ！　あと短いっ！」

　委員長絶叫――やばいタイトルだ！　思わず注文しそーになった、飛脚召喚かー。

　ワンクリックだったら押してたな。未成年ですけど大丈夫でしょうか？

「なんで使役しちゃってるの！って言うかそれって魔物に使うスキルでしょ、なんで同級生の女の子を使役しちゃってるわけ!?」

　しちゃってるわけは俺が知りたい、できれば元いた所に帰してくる方法も知りたい。「森にお帰り」とか言ったら帰って行かないかな？　なんか委員長が壊れかかっている。ここは説明責任を果たすべきだろう、だがとりあえず確認しておかないといけないな。

「島崎って誰？　夜明け前的な浪ろ漫まんな主義主張の人？」

「なんで使役してて知らないのよっ！　それに普通若菜集からでしょう、どうしていきなり夜明け前まで行っちゃうの！」

　続・委員長絶叫だ、続き物だった！　三部作だろうか？　勿もち論ろん購入します。ボックスで買うと特典とか付くのだろうか？　良し、今こそ召喚のとき!!

「一緒に助けに来てくれたんだよね？　何な故ぜか使役しちゃってるんだよね？　なんで名前知らないの？って言うか同級生でしょっおぉ!?」　三部作だった。

「いや、だってステータスにはビッチリーダーにビッチＡ、ビッチＢ、ビッチＣ、ビッチＤとしか書いてないよ？」

「同級生の女の子になんて名前付けてるのー！　それって魔物の扱いでしょう！　なにを考えてるの女の子にー！」

　まだ続刊するようだ、これは定期購入も考えねば！

　うわー委員長の後ろの女子たちの目が冷たい、おそらく氷魔法の使い手がいるなって言うくらいの冷たさだ。温度魔法で暖めてあげたほうが良いのかな？　眼球を!?

「島崎さんたちも助けに来てくれてありがとう、助かりました」

　委員長がビッチリーダーに頭を下げる。

「……私たちは付いて来ただけだから」

「それでも、ありがとう。助かりました」

「……うん」

「あーっ、島崎ってビッチリーダーのことか！　藤とう村そんみたいな名前付けるからわかんなかったよ、紛らわしいよな？」

「島崎は苗みよう字じよ！　名付けてないわよっ!!って言うかビッチリーダーって誰!!」

　なぜか俺が怒られる？　ステータス名がビッチリーダーだから間違いないのに？

「あのね、普通は魔物を使役したら名前を付けるの。使役者がその名前で呼ぶからステータス名になるの……名前知らないで使役してなんて名前付けてるのー！」

　怒られました。だってビッチリーダーだよ？　なんかまるで俺が悪いみたいな？

　うわああ女子15名がこっちを見てる。後ろからビッチたち５人が俺を見てる。

　視線恐怖症の人の気持ちがわかる。これは精神が削られる、俺がなにか言うのを待っているのだろうか？　俺がなにか言わなきゃいけないの？　え～っと、締めの言葉とか？

「じゃっ、御お疲つかれでしたー。それじゃっ！」

　よし言い切ったぜ、ふ～疲れた疲れた疲れたお家に帰ろう。

「「「「「なんで帰っちゃうのよ!!」」」」」

　大合唱で怒られた？　えっ、俺お家に帰れないの？　ひきこもりなのに……

「えーと、とりあえずポーションありがとう。もうみんな大丈夫みたい。あと、さっきも言ったけど助けに来てくれてありがとう」

　委員長がお礼を言って来る。ってアレ飲んだの!?　ゆ、勇者の称号持ちだな!!

「でもよくここがわかったね？　私たちも逃げ回ってどの辺かわからないのに？」

「あ～っ、通りかかっただけだから」

「なんでこんな所を通りかかっちゃうの!?」

「通りかかるって言うか、逃げてきたらここだった？」

「遥君が逃げるって、なにから!?」

「いやあ、なんかビッチたちが付いてくるから？」

「あんたが！　私たちを使役したんでしょう!!　なんで使役者が逃げてるのよー!?」

「えっ、怖いから？」

「「「…………」」」

　委員長絶叫シリーズは完結したようだ、滅め茶ちや無言で見てる。ジト目だ、委員長様のジト目だーっ。よもや、リアルジト目がこの目で見られるとは、ましては美少女ジト目をアップで頂けるとは恐悦至極、異世界に来てこんなに良かったことはない。

「えーと、遥君とお話しするとなにも進まないみたいだから、ちょっと島崎さんたちと情報の摺すり合わせをしてくるね。そこでじっとしててね。帰っちゃ駄目だよ」

　そう言って女子20人の女子会が始まった。俺はじっとしてる。なぜか何人かの女子がビッチたちに抱きついた。俺はじっとしてる。委員長がなにか言ってみんなで笑っている。俺はじっとしてる。苛いじめ!?　俺苛められてる？　オタたちが逃げたから標的が俺に回ってきたのか～。まあ、ぼっちはいつもだし。ただじっとしてるのが暇だ、ここは定番でのの字でも書いてみよう。鉄板、故にこれが正道だろう。

　地面に「の」の字を書く、余り面白くない。力を入れて書く、地面が硬いので跡も残らない。指を魔力纏てんで強化して書く、あっ、うっすらと「の」の字の跡が、いける!!

　指先に魔力を集中して流し込み「の」の字を書くと指先が地面に埋まっていく、更に流し込み「の」の字を大きくしながら土魔法も発動する。「の」の字に地面が抉れて行く。指で書いた「の」の字から魔力が渦巻き螺ら旋せん状じように広がり地面が陥没するように沈む。これ、竪たて穴あなが掘れる！　マイホームに地下が拡張できる！　魔力を集中し更に研ぎ澄ませて螺旋をイメージし「の」の字を描き続けると魔力線はどんどん強く深くなり、遂には……

「遥くーん、なんで埋まってるの!?　じっとしててねって言ったよねっ、なんでじっとしていると地面に埋まっちゃうの!?」

　委員長が上から目線と言うか上からジト目でこっちを見てる。ありがとうございます。

「いやぁ、暇だったから？」

「暇だからって埋まらないで、突然魔力が輝き始めてなにが起こったかと思ったから!?」

「退屈なんでのの字を書くのに熱中してたら埋まってた？　みたいな？」

「そんな理由で……って、ごめんなさい」

　いつの間にか５メートルほどの穴になっていてびっくりした、上がるのに苦労した。

「え～島崎さんたちからだいたい聞いたから。小お田だ君たちも島崎さんもそして私たちも助けに来てくれたんだね、本当にありがとう。本当なら私たちが独りぼっちの遥君を助けに行かなきゃいけなかったのに……ごめんね。そして本当にありがとう」

「……え～と、小田って誰だっけ？」

「なんで小田君知らないのよ！　学校でも話してたし助けてあげたんだよねっ！　逃げてるときに会ったんだよねっ!?　なんで名前知らないのよーっ!?」

　委員長絶叫シリーズ、再び。カミングスーンって言うかもう来ていたようだ。購入予約はいつから？　予約特典はなんなんだろう？

「あっ、オタたちだろ？　会った会った、なんかビッチリーダーまで小田小田言うから誰かと思ったよ、元気だったぞ、オタ君？」

「小田君が本名よ―――っ！　オタ君のわけないじゃないっ！　あと、もう島崎さんの名前忘れてるでしょおぉぉぉ―――っ！　ぜぇーっぜぇーっぜぇーっ」

　委員長が疲れているようだ、オタは小田と言うそーだ？　まだぜーぜー言ってる、疲れが溜たまってたんだろう。無理もない。

「良いんだ委員長。こんな世界にいきなり飛ばされて、それでもクラスメイトを一生懸命まとめて１週間以上。もう良いんだよ疲れてるんだ。苦労したんだね？」

「遥君のせいで疲れてるの!!　この世界に来て遥君との会話で一番疲れてるの!!」

　……俺のせいらしい。理不尽だな？

「で、さっき帰ろうとしてたけど、島崎さんたちをどうするつもりなの？」

　副委員長Ａさんが睨にらみながら聞いてくる。説明しよう、副委員長とは委員長の仲間Ａ～Ｃの名前である。って言うか本当の副委員長が誰なのかは知らないんだよ？

「どうするって……拾った所に帰す？　みたいな？　感じ？」

「帰すってなに！　捨て猫じゃないのよ、だいたい使役してるんでしょ！」

「えっ？　使役してるから森にお帰りとか言ったら帰って行くんじゃないの？」

「島崎さんたちをなんだと思っているのーっ!!　あとなんで森に住んでるのよ!?」

　なぜか副委員長Ａさんまでもが絶叫を始めた。委員長絶叫のスピンオフなの？

　副委員長ＡさんはＡだけに胸部装甲おむねは残念だが、委員長に負けない美人さんで背も高いことからクールビューティーと呼ばれ胸部装甲おむね派には不人気だが脚部推進派あしフエチには絶大な人気がある。やはりここはシリーズ的にスピンオフ作品も押さえねばならないな！

「とりあえず、連れて帰ってなにかしようって気はないんだね？」

「うん、全くない」

「なんで！　全く!!　無いのよ!!　連れて行きなさいよ！　強くしてって言ったよね！　なんでそこだけ即答なのよ！　どうしてそこだけ疑問形じゃないのよ――っ！！！！」

　うおおぉ、終始無言だったビッチリーダーが絶叫している。狂信者状態を脱したらしい。合流したお蔭かげなのか心に余裕ができたんだろう。復活するとやはり喧やかましい。

「めんど……いや、ちゃんと和解できたんだろ？　それにステータス見てみ？　もう普通に戦えるから、最後に会ったときのオタたちより強いし？」

　うん、ビッチたちは使役スキルの効果、経験値分配でＬｖアップして今ではオタたちのＬｖ16を超えＬｖ19だ、そしてコボたちを嬲なぶり殺しまくったあの修羅モードが有れば敵はいないだろう。うん、俺なら逃げる！

「もうＬｖ高いしＳＰスキルポイントも貯たまってるから、チートスキルを有効化アクチベーシヨンすれば充分強いし５人もいれば魔物でも猿男子でも狩れるし……オタたちでも狩れるかも？」

「だから！　なんで!!　小田たちに謝って今までずっと助けてくれてありがとうって言いに行くって言ってるのに狩っちゃうのよ―――っ！！！！」

「えー、勢い？って言うかノリで？」

「「「…………」」」

　無言の視線が痛い。そしてその後ろで委員長たちが疲れた顔で会議している。

「まあ～まあ～落ち着いて～ぇ、遥はるか君のあの様子だと～島崎さんたちに変なことする気はないみたいだし～っ、ね～っ？」

　副委員長Ｂさんがフォローしてくれているらしい、流石さすがに良い人だ。学校の良い人ランキング１位というのも頷うなずける。但し騙だまされるな！　そのＢと言う名前に！　胸部装甲おむねでは委員長をも超え胸部装甲おむね信者たちに神と呼ばれる凄すごい人なのだ。自分で自分の台詞せりふにウンウンと頷いている。一緒にウンウンと揺れている。お、恐ろしい娘こっ!!

「ないって言うかあれはなくない、人気読モの島崎ちゃんにあの扱いって!?」

　これこれ副委員長Ａさん、変なことをする気はないのかとイチャモン付けて、無かったら無かったで文句があるとかなんなの、両面待ちのイチャモンなの？　どんだけイチャモン大好きっ娘なの？　Ｎｏイチャモン!!　イチャイチャモンモンとかだったらお願いします。

「扱いって言うか遥君のクラスメイトの扱いが魔物と同じに聞こえるんだけど？」

　副委員長Ｃもなにか文句があるらしい。ちっちゃい癖に。副委員長Ｃが魔物扱いされることはないだろう、どう見ても小動物だ。胸部装甲おむねもちっちゃ……うおおぉ！

　凄い目で睨まれた！　小動物だけに察知スキルがあるのだろうか？

「私、小１からずっと11年間同じクラスなんだけど、そう言えば委員長としか……呼ばれたことが……なかった!?」

　委員長がorzみたいになってる、やっぱり疲れているんだな。

　しかし暇だ、女子会はまだ続いてる。やはり女子の話は長い、20人もいるとお昼になにを食べるか決めるだけで１週間は掛かりそうな長さだ。うん、餓死者が出るな！

「そろそろ暗くなるし、あとは若い人たちに任せてお暇いとまを……『同級生なんだから遥君もワカイヨネ！』……そだね？」

　まだ帰れないらしい、退屈だから近付いてくるコボやゴブを狙撃してみる。さっきちら見したらＬｖが上がっていたから20～30メートルまで探知距離が伸びたが攻撃手段がない。また怒られるかもしれないのでこっそりと風魔法を使っているが風弾エアバレツトは駄目だった、風刃エアカツターも５メートル位でただの風になる。

　う～ん……土魔法を遠くに出せないんだろうか、地面に手を置き魔力を伸ばす。そしてゴブの真下から……「岩槍アースランス!!」。よしっ、上う手まくいった、串刺しだ。

　でもこれ俺は動けないから戦闘中は無理だ、探知にも魔法にも集中しないと使えない、時間も掛かるがなにより魔力効率が悪く連射もできない。しかし暇だな～。

「委員長、マジで夜になるから良い子は帰っても良いですか？」

　手を挙げて聞いてみる。

「みんな帰る所がないから相談しているんだけど、そー言えば遥君ってどこに帰ろうとしてるの？」

　あー、委員長たちの拠点はボロボロだった。テントのいくつかが辛うじて無事だったが恐らく近くで猿男子が狙っている、相談してもどーしようも無くない、それって？

「えっ、家に帰るんだけど？」

「なんで異世界に家があるの!?　異世界出身だったの!?」

「え～、暇だから造った？」

　女子会、再び――

「ちなみに、何人くらい入れるの？」

「さあー？　一人暮らしだし、オタたちしか入ったことないし？」

　住まいのアンケート？　委員長にマンションとか売り付けられるのだろうか？

「えっとねー、テントだと鮨すし詰づめで１人で半畳位、３人で２畳有ったら余裕、１人１畳有ったら広々って感じなんだけど？」

「ん～、どの位だろう？」

　いや、ぼっちだからそんなに洞窟の中で詰めたことがない。今現在家具のない部分だと……少なく見積もっても40畳ちょっとはあるのかな？

「え～と、立て膝で詰めて眠れば１畳で５～６人位はいけるかな？」

　１畳６人って狭そうだ！　押し競くら饅まん頭じゆうでも始めるんだろうか？

「１畳６人だったら２４０人？　５人だと２００人位？　家具退どけたらもうちょっとかな。あとはキッチンにお風呂とトイレと造り掛けの物置だからな～？」

「に、２４０人って……どんだけ１人で豪邸に住んでるの!!　なんで一人暮らしで40畳もあるの!!　キッチンにお風呂とトイレが別って異世界で今までなにしてたの!?」

「……生活？　ちょいちょい広げてたらつい？」

「生活って……なんで異世界で豊かに生活してるの？　サバイバル状態だよ？　なんでちょいちょいで豪邸造っちゃってるの？」

　委員長たちは異世界の住宅事情にご立腹らしい。全く異世界の奴やつは困ったものだ。

「遥君、お願いします」「「「「お願いします」」」」

　うおおぉお、何事だ？　委員長たちが一斉に頭を下げている。ま、まさか俺に異世界の住宅情報誌を発行しろとか？　でも１軒しか知らないんだけど？

「小田君たちのことがあって、私たちがこんなことをお願いしたらいけないんだけど……今日だけでもみんなを泊めてくれないかな？」

　はあぁぁぁっ？　一人暮らしの男の部屋に女子高生が泊まりに来るだと!　全く最近の若い娘はけしからん、乱れた高校生の実態が異世界問題で倫理問題だった！

「もちろん夜警も食料の調達採集も全部します。食事も掃除も焚たき火びの番もちゃんとします。小田君たちのときみたいなことは絶対させません。私たちがこんなこと言っても信じられないと思う、でも……お願いします！」

　なんだそう言うことか。拠点もテントも無くなり今日寝る所がない、ただそれだけのことだ。たったそれだけのことが言えなかった。オタたちのことで。

　オタたちが拠点を作り、防御を備え、テントを張り、焚き火を用意し、食料の調達も、採集も、食事を用意するのも、掃除するのも、警護も、夜警も、防衛も、全部やらせて、自分たちはそこに住んでいた、そこで守られていた。そのお蔭で生き延びられていた……そしてそこからオタたちを追い出した。

　実際はオタたちは逃げ出した。だが確かに追い出したのとなんら変わりはしない。

　そして今度は俺に家を提供しろ……と言えなかった。言う資格がない、その信用がない、自分たちが口にしてはいけない、今度こそ自分たちでなんとかしなければと。

「小田君たちに話を聞いて怒っていると思う、うん、当たり前だよね。その……私たちがこんなこと言うのも……怒って当たり前だと思う。でも……「委員長」……はい」

　当たり前の話だ。ある日女子高生の集団を森の中に放り込み自分たちだけで生きて行けと、全部自分たちで生活しろと、そんなの無理に決まっている。

　ましてや魔物が出る、異世界で食べ物も違う、無理で当たり前の超無理過ぎだ。

　なのにそれをしなきゃいけない、頼ってはいけない、自分たちだけでしなくちゃいけない。なぜならそれらを全部オタたちに押し付けやらせて来たから。そうして全部が駄目になった、だから今度こそと……

「できるわけないよね？」

　一瞬、震え。そして俯うつむき……無理矢理笑おうとする委員長。見ていられないくらいに悲しい笑み。

「う、うん。そーだよね。うん、ごめんね？　変なこと頼んで、遥君が……遥君１人で造ったんだもんね。ごめんね、忘れて……」

「だからできるわけないよね！　なんでも全部できるわけがないんだって？　知らない世界で自分たちだけでやっていけるわけがないって、高校生が集まったくらいで森の中で生きて行けるわけがないんだから無理に決まってるよね？　全部できるほうがおかしいのになんで全部自分たちでしなきゃいけないの？　そんなの無理だから？」

「だって、しないと！　ちゃんとできないと！　小お田だ君たちも遥君も……私たちはちゃんと自分でできるようにならないと……ならないといけないの！」

「だから無理だって」

「そんなことないよ……できるよ、だってしなくちゃいけないの、私たちは……今度こそちゃんと「無・理・だ・よっ！」……うっ」

「普通に無理に決まってるじゃん。どこの世界に森の中でサバイバルして生きていける高校生がいるの？　いたとしてもそいつを普通って言わないよね？　できることができればいいんだよっ、できないことまで全部やろうとするから無理なんだよ。オタたちのことで怒ってるかって？　怒ってるよ。全部なんてできないのにやろうとするオタたちにも、全員を救うなんてできもしないのにやろうとする委員長にも、できることすらしなかった屑くずにも怒ってるよ、呆あきれるのを一周回ってひねって捩ねじれて怒ってるよ、できないものはできないに決まってんだろ？」

　委員長は泣いた。今までどんなに責任を押し付けられて無理難題を押し付けられて本当は無理だと自分でわかっていても諦められない委員長が泣いた。大泣きだ……どうしよう？

　そして委員長と先導して進む、警戒と迎撃のためらしい。もうなんにもいないんだけど？

「遥君、どうして辺り一面魔物が串刺しなの？」

「それはね、暇だったからだよ？」

「どこの世界に、暇だと辺り一面の魔物を串刺しにする人がいるの!?」

「いやー、どこの世界にって異世界なんだから串刺し公爵さんとかいるかも？」

「その人は来てないから、同級生に串刺し公爵さんは居なかったから!!」

「流石委員長だなー、同級生の名前全員覚えてるのか？」

「普通の日本の学校に串刺し公爵ドラキユリアさんとかいたら気付くでしょう!!」

「いや、名前がドラＡとかだったらわからないかも？」

「そんな名前の人いないから!!　ドラＡってドラキュリアさん何人いるの!?　えもんだったらどうするの!?」

　うん、会話が弾んでいる。ぼっちだが頑張ってるよなー、俺。なぜか委員長は疲れている御様子だ？　泣き疲れたんだろうか？

「あっ、そこの角左ねっ」

「どこの角よっ？　なんで森の中に角があるのよ？　まさか交差点まで造っちゃったの？　角にコンビニでもあるの？」

　軽いジョークが激しいツッコミで粉砕される。オコなの、オコなのだろうか？　着いた。

「おいでませ～、遠い所をようこそ「遥くん一緒に来たよね!!」えー、お迎え的な？」

　全員を中に招く、まさか20名もお客が来るとは吃びつ驚くりだよ、ぼっち的に。拡張工事しておいて良かったよ。

「「「「「なんなの、ここ!?」」」」」

「……家だけど？　いらっしゃいまし？」

　う～ん、やっぱり洞窟がいけなかったの？　インテリアの棍こん棒ぼうもあれだったかも？

「え～とっ、遥君？　このフランク・ロイド・ライトさんに地中海風リゾート造って貰もらいました～みたいなこの隠れ家風の半地下邸宅はなに？」

「……だから家？　ぼんじゅ～るぅ？」

「異世界で！　いったい！　今まで！　なにしてたのーっ！　あと、フランク・ロイド・ライトさんはアメリカ人だからウェルカムだからー!!」

　う～ん、ついに我が家で委員長絶叫が見られるとは。格別に感慨深いものだ。

「いや～１人だと暇でさ～、つい……やっちゃった？　みたいな？」

「「「「「…………」」」」」

　ジト目が無言20名分だ。しかもＪＫ!!　いや、すいません。

　いや、だってちょっと拡張してみよっかな～って弄いじってたら水晶の鉱脈とかあって、土魔法と梱こん包ぽうで弄ってたら硝子ガラスっぽくなったんで、天窓とか硝子テーブルとかできちゃったり？　石灰岩っぽいのとかも有ってちょっと弄ってたら内装が白壁風みたいな感じになっちゃってさー、しょうがなくない？　うん、しょうがないよね？

　無言のジト目が怖いので木魔法で大型ベッドを何個か作る、これで20人なら余裕で転がれるだろう、逃げるようにキッチンに行き極めに極めた茸きのこ尽くしの料理を大量生産しテーブルに並べて新たに増設した泡沫あわあわジャグジーにお湯を張る。

「男がいたら落ち着かないだろうし、ここ自由にして良いから。それじゃあ～」

「どこに行くの？　遥はるか君の家から遥君を追い出しちゃったら私たちなんにも進歩してないよ、それにご飯からお風呂からベッドまで用意して貰って……」

「いや、俺ん家だから？　俺がやるの普通じゃん？」

「だって……」

「だからできないことまでしなくて良いって。それに男子に襲われた直後だろ？　あと、ここ魔物入って来ないから見張りいらないから。みんな疲れてると思うからお休み～？」

　よし脱出した、やっとぼっちだ。女子高生20人と一緒とかぼっちに無理だよ！

　あの居心地の悪さと空気の重さ、出て行くときの視線のプレッシャー、後ろから20人の40アイズが突き刺さっていた。うん絶対無理。だいたいさ～俺って男子高校生じゃん？　無理です、男子高校生的に。

　いそいそと外にテントを張り中に転がり込む。ぼっちだ～！　この解放感と孤立感、この幸せはぼっちにしかわかるまい！　ひきこもるお家からは逃げてきてしまったが……しかし、村人Ａさんは謎だ、会ったことがないから謎で当たり前と言えば当たり前だが持ち物が謎過ぎる。このテントも開くときに大きさが変わる、普通のテントから大人数用のエアードームみたいにもなる。うん、大きくしておけば良かった。

　狭いテントに委員長がいる、近い。

「遥君、ありがとう。みんなやっと落ち着けたみたい、って言うか豪華な部屋と料理とジャグジーで元気出たみたい、本当にありがとう」

「え～、どういたしまして？」

「それに部屋を占領しちゃって、ごめんなさい。遥君お風呂は入れなかったよねー、もうみんな下着姿で寝ちゃってて……そのーあのー……ごめんなさい」

　どうやら俺の憩いの部屋は楽園パラダイスになっているらしい。だが女子高生パラダイスと言うと妖しいお店みたいだ！　入場料はいくらだろう？　思わず払ってしまいそうだ、自分の部屋なのに？　うん、払うよね？

「いいよ、水浴びしたし。それに女子20人の中に男１人で交ざるとかそっちのほうが疲れそうだし？　うん、無理」

「そうだね、ごめんね？　ありがとう」

「委員長、鸚オウ鵡ムみたいになってるよ、台詞せりふがさっきからごめんとありがとうばっか？」

「だって本当にそうだから。結局私たちなにもできずにまた助けて貰って、私はまたなんにもできてない。小田君たちのときと同じことしてる……」

　あ～、やっぱり勘違いしてるなー。これは基準がおかしいんだ。

「できてるよ。前からちゃんとできてたし？　今日も14人の女子まとめて守ってたし？　ここに来るときもちゃんとまとめて先導してたし、来てからもずっとまとめてたよね？　あっちこっち声を掛け話を聞いて状況を調べてそれをまた伝えて、全員がバラバラにならなかったのも誰も死なずに済んだのもちゃんとできてるじゃん？　こんな状況で普通自分のことしかできないのにまとめて来たんじゃん、まとめきれないのはしょうがないんだよ、委員長に付いて来た奴がいて、そいつらまとめて守ってたんだから、充分できてるよ」

「ううぅぅっ、でも小田君たちみたいには……」

「それはできなくて良いことなんだって、オタたちがおかしいんだから、頭的に。普通、異世界に召喚されたときのためにサバイバルの練習する？　知ってる？　あいつら召喚されたときのために普段から十徳ナイフ持ち歩いてたんだよ！　しかもＬＥＤ付き！　どんな世界に行っても良いように普段から打ち合わせミーテイングしてたらしいし？　あれと同じことができたらおかしいんだよ、あれ頭おかしいんだから。同じだった時点でそいつも頭がおかしい。できなくて良い、できたら寧むしろ頭が問題なんだよ！」

「それは小田君たちに酷ひどくないかなー、頑張ってたんだよ？」

「そのオタたちを基準にしようとするからおかしくなるんだって、だからできなくて悩むんだよ？　あいつらが学校であんなに頑張ってた？　あいつらは異世界に来たから本気出してんだよ、異世界に来たときのために頑張ってたんだって。もうあれは来るべくして来たんだよ、普通できないしできなくて良い。うん、あれがおかしい！」

　あれはもう宝くじが当たったときのために準備してるようなものだ。それは全く普通じゃない。それが本当に当たったから凄すごく見えてるだけで、あれを基準にしてしまうと全国の学校で異世界召喚時のための防災訓練が必要になってしまうだろう。

「遥君、ありがとうねっ。少し気持ちが楽になった……いつも、ずっと、ずっと、ありがとう。やっぱり遥君は凄いね」

「俺はできることをしてただけでなんにもしてないよ？　独り身ぼつちの自由気まま？」

　集団とは利点も大きいが問題も多い、そのために縛りルールが必要だ。対して個人だとできることは少ないが縛りがない。今回は集団の縛りができなかった、そのために集団行動がとれず役割分担もできないまま悪い面だけが出た。そして実はオタたちは最初から自分たちの良いように動いていただけで実は全くルールに沿っていない。自分たちで判断して勝手にやっていただけだ。端はなから話し合いにすら参加していない。

　空気を読むとなにもできなくなる、長い物に巻かれようとする、そしてなにもできなくなる。それが負の集団行動。オタたちは最初から集団行動をとっていない、そもそも空気を読めない。だからオタたちだけが行動し、委員長はそれができずに悩んだのだろうが、あれは集団を無視する才能が必要だ、持ってて良いものでもない。

「だってご飯も沢山有って、立派な家まで造って、魔物の大群も倒せて、全部できてるじゃない。あれっ？　小田君たちよりもおかしくない？」

　そう言いながら指を一本だけほっぺに当てて首を傾かしげる。くぅっ、あざとい！　その仕草は可愛かわい過ぎる。だが言ってる内容は酷い、誰がオタたちよりおかしいんだ？

「ご飯って山ほどあるけど全部茸だし、家も暇だからこーなっただけだし、魔物もあの辺りの魔物が弱いから倒せただけ？　そして俺は普通だからオタたちなんかと一緒にするんじゃありません。普通です！」

　汚れて血ち塗まみれだった委員長は今では綺き麗れいさっぱりホカホカの湯上がりです、って近いって！　いやテントが狭いんだけど。

「これが普通だったら……みんな幸せに暮らせそうだね？」

「生活の基本だろ、普通に楽しく暮らすのは？」

　結局、委員長は何度も何度もお礼を言って帰っていった、深夜だけどテントの直すぐ後ろが洞窟なんだからお見送りはいいだろう。あ～、洞窟に地下室造りたかったな～のの字で。
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　12日目　朝　洞窟前　テント






「おはようございます。朝御飯できました、起きて下さい」

　ん～、なんだ？　このシチュエーションは？　隣の幼おさな馴な染じみの美少女だろうか？　可愛い妹さんだろうか？　いや、どっちもいないけど……って誰？

　瞼まぶたを開けると、知らない女子高生だ。天井どころの騒ぎじゃない！

　確かにテントは狭い、そこに人が１人寝ていればスペースはないだろう。だからと言ってなんで覆いかぶさるの？って顔近っ!!

「あ～おはよう。起きたから……30分後位に？」

「それ絶対起きてないし、起きる気なくないですか？」

　いや、この体勢で起き上がれないだろう、物理的にも朝の男子高校生的にも無理？

「朝御飯ってなに？」

「焼き魚と茸です」

　飛び起きました。名も無き女子高生はテントから転がり出て行きました。

「焼き魚！　どこ！　魚！　ハリーハリーハリーハリーハリーハリー！」

「ハリーハリー五う月る蠅さいです！　人を吹っ飛ばしておいてなんで魚の話しかしないんですか!?」

「いや、そんなことより魚だよ!?」

「どんだけ魚好きなんですかー！　しかも私、そんなこと扱い!?」

　お魚です。美お味いしい、です。

「えーと、どうして泣きながら食べてるのかな？」
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「えっ、だって魚だよ！　魚！」

「ずっと川の前に住んでたんだよね？」

「そーだよ！　毎日毎日魚を見ながら茸食べてたよ……」

「「「「…………？」」」」

　話が嚙かみ合わない、どうやら委員長たちは魚ばかり食べていたらしい。羨ましい、と言うより魚しか獲とれなかったらしい。雷魔法持ちが結構居たため魚は獲れる、だが塩がない。

　時々はオタたちが鹿や猪いのししを獲って来てくれたが基本ずっと魚。逆に茸がある所はゴブリンが集団でいるために採集できずに貴重な食材だったらしい。なによりお塩が無いのが厳しかったようだ。しまった、早めに交流していれば物々交換が成り立ったのに。

　ちなみに昨日女子たちは茸のサラダ、薬草和あえを泣きながら食べたらしい。

　貿易って大事なんだな、俺が鎖国してたんだけど。

　なぜか周りのみんながお魚を１匹ずつくれた。お礼に食後のジュースを振る舞ったところ大騒ぎで大変喜ばれた。涙目の子も居た。甘い物は……段腹？

「で、委員長たちどうするか決まったの？　ここ拠点にするなら改築するけど？」

　目指すか旧帝国ホテル!!　洞窟のある岩山の形だといけそうな気がするんだよ。

「それは悪いよ。結論は出てないけどＬｖ上げして街を目指そうかと思ってるの」

「あ～、そう言えばビッチたちも街にオタ狩りに行くんだったっけ？」

「お礼とお詫わびに行くって何回も説明したよね！　なんで！　毎回毎回！　狩っちゃうの!?　あと小お田だ君たちだから！って言うかビッチじゃないって言ってるでしょー!!」

　以上、ビッチの文句の叫びでした。

「遥はるか君は街に行かないの？」

「街とか生活が大変そうだしなー、行ってはみるだろうけど住むのはなー」

「普通は森の中で魔物に囲まれてサバイバルのほうが大変だと思うけど……確かにこの暮らしを見ちゃうと……」

「オタたちは冒険者になるって言ってたけど、それも難しそうだし？」

「小田君たちの話では、冒険者は誰でもなれるって聞いたよ？」

「あ～、俺強くなれないから無理そうなんだよ」

「「「「…………？」」」」

　説明した。

「それ絶対おかしいよ！　まともなスキル無しでＬｖ５でコボルトの大群やコボルトリーダーまで倒せるわけがないから」

「コボルトリーダーって誰？　ビッチリーダーの友達？」

「誰がコボルトリーダーと友達なのよ！　なんで魔物のボスがフレンドリーなの!?　あとビッチリーダーじゃないって言ったでしょう！って言うか、まだステータスはビッチリーダーのままだったの!?」

　喧やかましい、姦かしましい、煩わしい、なんでいつも後ろにいるの？

「あっ、そー言えば遥君に渡してなかったんだ、はいこれ。この間のコボルトリーダーの魔物の腕輪」

　腕輪？　俺のと似ている？　こ、これはペア！　ペアブレスなのか！　しかし俺がしてるのに、もう一つを俺に渡したらペアじゃなくない？　うん、ぼっちじゃん。

「コボルトリーダーの魔物の腕輪、魔力を流すとＳｐＥ補正が掛かるんだって」

「あれ？　俺のはＰｏＷ＋１％だったけど？」

　腕輪を見せながら聞いてみる。

「ゴブリンリーダー倒しちゃったんだ……ゴブリンリーダーはＰｏＷ、コボルトリーダーはＳｐＥが上がるんだって。小田君たちの受け売りだけど」

「ゴブリンリーダー？　それもビッチリーダーの友達？」

「なんで！　全部！　友達にしようとしてるわけ!?　『それもって』違うって言ってるでしょー！　リーダーの会でもあるの!?　私、魔物の会合に呼ばれちゃうの!?　じゃなくてビッチリーダーじゃないって！　何回言ったら！　わかるのよーっ!!」

　うん、これだけ喧しいと魔物も呼んでくれないだろう。そしてコボたちだって恐怖の虐殺者とは会いたくないだろう。

「それだけ強くてＬｖ５？　なんで？　チート有っても倒せないんだけど？　なんでＬｖ５で勝っちゃうの？」

「死ぬまで攻撃するとだいたい倒せるよ？」

「うん、普通みんなそうなの。普通の人はそれを解決策みたいに言わないから」

　どうして、みなさんそんな目で見つめるの？　モテ期なの！　いや、このジト目は違うだろう、なにがいけないのだろう？　魔物を倒す方法に死ぬまで殴る以外どんな方法があると言うのだろうか？　そして、駄だ弁べっているうちに川に着く。

「じゃあ～、やってみせるから～見ててね～っ～？」

　そう言うと副委員長Ｂさんが右手を上げ、手の先に雷の玉。そして揺れている!!

「ちょっと待った！　そのままで！　動かないでっ！」

「え～っ！　なに～!?　え、なんで!?」

　副委員長Ｂさんの作った雷の玉を『梱こん包ぽう』魔法で包む。よーし、動かせるかな？

　ゆっくりと雷の玉を川まで移動して……魚に投げる。よし魚が浮いてきたっ！

「獲れたー、魚と雷魔法ゲットだーっ！」

　ステータスを直ぐに確認すると、１回で雷魔法が取れていた。

「え～っ！　あれ～!?　なんで～!?　どうして私の魔法が～？」

　副委員長Ｂは動揺している、そして凄く動いて揺れている。なにがかは聞くな！

「えーと？　遥君？　今なにしたの？　アト、ドコミテルノカナ？」

　横で見ていた委員長の目が怖い、特に最後の言葉には殺気が籠もってた!?

「ナニモミテナインダヨ。雷魔法の勉強しただけだよ？　本当だよ？」

「片言の上に疑問形になってる……今のってなに？」

「あー、あれは梱包魔法で包んだんだよ。なにかを包んで動かしたりするとその属性の魔法が取れたりする？　ことが有る？　みたいな？」

「取れたりって……それ充分チートじゃない！　動かせるだけでも凄いから！」

「いや多分器用貧乏の効果？　だと思われる？　取れるだけで上がらないかも？」

「そんなにポンポン魔法取れたら充分凄いよ。それに対魔法だよ、それって!?」

「対魔法？」

「うん、相手が魔法を打ってきても干渉できるんでしょ？　相手に投げ返せば対魔法、逸そらすだけでも凄いことだからね……受け売りだけど」

　なるほど、ゴブもコボも魔法攻撃しないから考えたことがなかったが相手の魔法を梱包できれば干渉できるわけか。って言うか詳しいと思ったらオタの教えだった。

「だけど対魔法として使うのは無理っぽいかな？　包むのに時間かかるし」

　しかし、どうなんだろう？　身体からだを包んでいたら魔力纏てんになった、今では一瞬で使える。いつか対魔法が覚えられるんだろうか？

　まあそんなことよりも、浮かんでるお魚を獲りに行かなければ！　家で１人で雷魔法の練習、のの字による地下室の建造、Ｌｖアップの確認も未いまだできていないしひきこもる理由は満載だ。なのにひきこもりともあろう者が外出中、更ににーとなのにＬｖ上げのお手伝い、しかもぼっちなのに女子高生20人の護衛兼、茸きのこ狩がりのガイド。

　ぞろぞろぞろぞろと進み、ごぶごぶごぶごぶと殴る。
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　棍こん棒ぼうごと腕を斬り飛ばして歩く、後ろでは順番に止とどめを刺していくＪＫ。生まれて初めての女の子とお出かけ、しかも森の中。なんて殺伐としたお出かけピクニツクだろう。

　ゴブ、ゴブ、キノコ、キノコ、ゴブ、ゴブ、キノコ、キノコ、後ろでは止め、止め、採集、採集、止め、採集、採集、あれっ、夢にまで見た女の子とのピクニックと違う！

「ねーねー遥君、どうして木の棒でゴブリンが斬れるの？」

「あー、これ？　オタたちが教えてくれたんだ、杖じよう術じゆつしかないって言ったら『突けば槍やり、払えば薙なぎ刀なた、持たば太刀、杖つえはかくにも、外れざりけり』って言えば斬れるらしいよ？」

「らしいよって、それ本当に斬れって意味じゃないんじゃないかなー？　多分？」

「でも、助けてくれたときは杖を持って魔法を乱射してたのに魔法職じゃないの？」

「えっ……無職だけど？」

「…………そうだったね」

「遥君、まともなスキルがないって言ってたけど、あの一瞬で移動するのは『加速』とか『縮地』じゃないの？」

「一瞬で移動して見えるのは『移動』と『歩行』だと思うよ？」

「えっ、歩くのが上手になるスキルと移動時の補助魔法のこと？」

「多分その二つの組み合わせ？　みたいな？」

「みたいなって……でもできてるし？　あれっ、チートってなにかしら？」

　流石さすがにこの大人数で森に入ると兎うさぎは出てこない。

　女子さんたちは副委員長たちとビッチたちが分散してフォローしてるみたいなので、委員長が１人で付いてくる。延々とゴブたちを弱らせながら歩き続ける。

　数が多いときには、狙撃して間引きしながら延々狩り続ける。

「ん～、これ以上奥に行くとＬｖが15とか出てくるけどどうする？」

「Ｌｖ15って……それ倒せるの？」

「後ろからこっそり近付いて、全速力で思い切り殴れば一撃？」

「そっかー、みんな魔物と戦っていたけど遥君は狩ってたんだねー、一方的に」

「流石にＬｖ15からはチートもないのに打ち合えなくない？　俺弱いんだから」

「チート有ってもＬｖ高くても無理なんだけど？　まだ無理だし引き返そっか？」

「了解、迂う回かいして帰ればまだまだ雑魚なのは狩れるだろうし」

「ゴブリンが全滅しそうだね、この勢いだと？」

「それが、次の日にはちゃんといるんだよ？　ゴブたちって？」

「それを知ってるって言うことは、１人で全滅させてたんだね…………」

　暗くなり始めるまで狩り続けて帰宅した、11年間帰宅部は伊だ達てじゃない！

「「「「「「お疲れ様でした」」」」」」

「おぉ……お疲れ？」

　皆さんお疲れのようだ、お風呂でも入れておこう。

　ジャグジーにお水を満たし温度を上げて行く。温度魔法で即座に適温だ。

「「「「「「お風呂だー！　きゃああああああ！」」」」」」

「脱ぐな！　痴女共ぉ―――っ！」

　だめだ、森の暮らしで野蛮人に成り下がっている。女子力は筋力になり変わってしまったようだ。

　風呂場から脱出し、奥に増設中だった物置スペースに行き洞窟を拡張する。８人部屋なら12畳くらいか、グループで分かれるなら４個のほうが良いのかな？　部屋を造って廊下で繫つなぎ、また部屋を……できた。ＭＰが減り過ぎて怠だるい、睡魔が来る。

　フラフラしながら部屋に戻ろうとすると、

「遥君ちょっと待ってー！　みんなちゃんと服着て―――！」

　どうも同級生に裸族がいるらしい、いろいろ終わってるな……女子力的に。そして委員長はお母さん委員長に就任したらしい。

「いいよー、遥君。ご飯もできてるよー」

　もう完全にお母さんです。

　晩御飯もお魚だ、女子たちは茸パーティーだそうだ……なんか名前がヤバそうだな！

「遥君、奥でなにしてたの？」

「あ～、部屋を増設？　まあ増築？って言うか掘削工事？　まあ部屋？」

「そっか、遥君の部屋ないと困るよね。ごめんね、占領しちゃって」

「いや、女子用の部屋だよ？　個室は無理だけどグループで分かれられるように８室造っといたから。流石にずっと一緒だと息詰まるだろうし？」

　言うや否や奥の部屋を見に駆け込む女子たち、それを後ろから叱るお母さん……

「遥君はまた外で寝るの？　お部屋あるんだから一緒で良くない？」

「無理無理、さっきからちょいちょい裸族も出てるし。だいたい実際に男子に襲われてんだろう？　ようやく落ち着いたのに男と一緒とか駄目だって」

「……そうだね。でも遥君にばかりごめんなさい。う～ん、でも遥君なら大丈夫そう？」

「いや、俺が無理です！」

　それに一見普通にしていてもトラウマがないとは言い切れない。未遂とは言え男子に襲われかけた後では簡単に心まで癒えるものでは無いはずだ。

「じゃあー、お暇いとましまーす。ご馳ち走そう様さまでしたー」

　外にテントを張るが、大きめにしておいたのは言うまでもない。

　さて、さすがにＬｖ上がってないとへこむぞマジで。

「ステータス」





NAME：遥　種族：人族　Lv：07　Job：--

HP：93　MP：92

ViT：91　PoW：89　SpE：87　DeX：87　MiN：96　InT：99

LuK：MaX（限界突破）

SP：97

武技：「杖術 Lv6」「回避 Lv4」「見切り Lv3」「魔力纏 Lv4」

魔法：「温度 Lv4」「移動 Lv6」「斤量 Lv4」「梱包 Lv5」「四大魔法 Lv3」「木魔法 Lv2」

「雷魔法 Lv1」

スキル：「健康 Lv2」「敏感 Lv3」「体操 Lv4」「歩行 Lv6」「使役 Lv3」「鑑定 Lv4」

「千里眼 Lv3」「気配察知 Lv4」「索敵 Lv4」「魔力操作 Lv5」「気配遮断 Lv3」「隠おん密みつ Lv3」

「隠蔽 Lv2」「地図 Lv3」「集中 Lv4」「物理耐性 Lv2」「魔力回復 Lv3」「体力回復 Lv2」

「並列思考 Lv1」

称号：「ひきこもり Lv4」「にーと Lv3」「ぼっち Lv4」「魔導師 Lv4」

Unknown：「報連相 Lv2」「器用貧乏 Lv3」「木で偶くの坊 Lv2」

装備：「木の棒？」「布の服？」「皮のグローブ？」「皮のブーツ？」「マント？」

「コンタクト？」「窮魂の指輪」「アイテム袋」「魔物の腕輪　PoW+1%　SpE+1%」






　おおぉ～、初の２Ｌｖアップだ、ステータスも次で３桁いきそうだ、今日もゴブと戦ったときに全く手応えを感じなかったが、やっぱりＬｖ上がってたかー。もう、この森で戦い始めて10日だ、あれだけ倒してＬｖはやっと７。委員長たちは弱い子を優先してＬｖ上げしていたがそれでもＬｖは16～21、あっと言う間に置いて行かれた。

　あと何回か実戦訓練すれば足あし手で纏まといになるのは俺のほうだ。その頃には女子さんたちも街に行っても問題ない強さになってる、この賑にぎやかな生活もあと数日で終わる。

「遥はるか君、入っても良いかなー？」

　うん、賑やかだ。テントを大きくしておいたのに何な故ぜか狭かった。４人でも広い位の大きさにしておいたのに狭かった。千客万来？　６名様ご案内です。

「えーと、何事？」

　お客様は、委員長に副委員長Ａ、Ｂ、ビッチリーダーそれと……この娘こは朝起こしに来た魚の娘だ、それに……えーっと？　あっ、裸族っ娘！　この世で最も男子高校生のテントに入れてはいけないＪＫだよ！

「うん、お話っていうか……また、ごめんなさいしに来たって言うか……」

「まず、千ち佳かの話を聞いて欲しいの、……私も試すようなことしてごめんなさいっ」

　と、裸族っ娘が話を継ぐ。千佳って誰だろう？

「え～と、あの、あの、私のせいで部屋に入れないって聞いて、朝も謝ろうと思ったんだけど……放り出された？」

「あ～、千佳って魚っ娘かっ！　チカチカ言うからチラついてるかと思ったよ」

「「「「魚っ娘って誰!?　千佳ちゃんのお父さんとお母さん、お魚さんだったの!?　なんでまた変な名前付けるの！　あとチラつきって壊れたＴＶじゃないの！」」」」

　なぜクラスの女子はこれほどまでにツッコミ力が高いのだろう？　スキルなの？

「いやだって、魚が獲とれたって告げに来る係の子だろう？　あと、お父さんとお母さんがギョギョッとか言ってるかどうかまで知らないよ？」

「「「「そんな係決めてないから！　あと、お父さんとお母さんがギョギョッって言わないから!!　多分？　あと放り出されたって女の子になにしてんの！」」」」

　だってさー、魚だよっ、魚。しかも焼き魚だよ！　混乱を極める中で委員長が解説してくれた。解説者にお母さんに委員長にと大活躍だ。

　ようは男子に襲われ追い掛け回されたのが魚っ娘たち……じゃなくて？　なんだっけ？　ギョギョっ娘たちで、それが原因でトラウマになった。女子はそれがあったので、俺に対してギョギョっ娘を守っていた。それで俺が追い出されたと思って謝ろうと頑張って朝起こしに来たらしい。

「そっか、ギョギョっ娘も大変だったんだから気にしなくて良いよ、お魚貰もらったし？」

「「「「なんで魚っ娘じゃないって言ったら、ギョギョっ娘になっちゃうの？　本当は名前覚える気ないでしょう!?」」」」

　名前が違ったらしい。あれ、お父さんとお母さんが魚で、娘はギョギョっ娘とかなんとか言う話をしてなかったっけ？

「んーと、それで、なんで裸族っ娘まで謝ってんの？」

「「「裸族っ娘って誰、なんで女子にそんな変な名前ばかり付けるのー！」」」

「だって、脱いでたし？」

「「「福ふく貫ぬきさん、一体なにしたの？　脱いじゃったの？」」」

「いや！　ほら！　あれだよっ！　本当に大丈夫なのかなー？って、お風呂で脱いで見せたけど……チラ見すら無かった……ナカッタ……ナカッタヨ――ッ」

「「「「あーあ……」」」」

「いや、だってお魚が焼けたよって小耳に挟んだし？　いきなり脱ぎだす裸族とかビッチとか怖そうだし？」

「ビッチ関係ないよね！　今の話ビッチ関係なかったよね!!　じゃなくて、ビッチじゃないって言ってるでしょおおぉ―――!!」

「ビッ……え～っと、島しま崎ざきさんは遥君を庇かばいに来たんだよ～っ、苛いじめたら駄目～」

　副委員長Ｂに叱られました、揺れながら怒ってます。いえなんでもありません！　睨にらまないでね、見てないってば？　うん、目に映ってるだけなんだよ？

「今、ビッって言わなかっ……いえ、なんでもありません。えーと？　庇うって？」

　なんで俺、睨まれてるの？　ナンニモミテナイヨ。

「それはほら、使役されちゃったけど、変なことも、変な命令とかもされなかったし……命令自体されなかったし……ずっとなにもされず……ほっとかれた、し？　そもそも、名前覚えられてない……し。だから大丈夫……あれっ？　大丈夫……なの？」

　いや、フォローのつもりなら最後までしようよ。って言うか、最後が疑問形になってるし……みんなジト目で見てるし？　あざっす。





　12日目　夜　洞窟内　女子会






「で……最後に問題って言うか……遥君のことなんだけど」

　何故か異世界に来ても委員長と呼ばれ、仕切る羽目になる私って……

「あれは性格も人格も人間性すら人として問題だけど。私は信用して良いと思うよ」

　今のはフォローなのかなー？　副委員長Ａさんと呼ばれたという私情が入ってるみたいだけど、やっぱりＡなのがいけなかったみたいだ。

「そうだよっ、私のせいで追い出しちゃったのに……許してくれました……お魚で？」

　千佳ちゃんのフォローも最後の一言で……お魚でって。

「ソウダヨ、ワタシノハダカモ……ガンムシダッタヨ……」

　福貫さんのはフォローなのだろうか？　別の意味のトラウマが生み出されているような気が……女の子としての矜きよう持じが危機的状態みたいだ。

「アイツは！　凄すごいムカつくけど、助けてくれたから……死んだら謝れないって……無駄だって、ちゃんと会ってありがとうって言えって……言ってくれた……使役されたけど、名前もビッチリーダーのままだけど……!?」

　おしい、途中まで良い話っぽかったのに……お願い、名前覚えてあげて。私も委員長としか呼ばれたことないけど……

　全員がフォローに失敗したけど全員一致で遥君と行動を共にするのに異論は出なかった。みんな色々思うことは有っても、信用し、信頼し、感謝している……はず？　なんだけど……って言うより問題は遥君だった。「無理無理、この前あんだけコボ倒してもＬｖ７だったんだから、今はなんとかなってもすぐに足を引っ張るだけだよ」と取り合ってくれない。

「みんな、それでも良いって言ってくれたから。みんな感謝してるの」と説得しても「オタたちもそー言ってくれたし、ありがたいけど『ぼっち』のせいでパーティーが組めないんだよ？　付いてったらステータスに『ひも』とか付きそうだし？　ごめん。ありがとうな」と、素気なく断られた。

　確かに遥君のステータスは低い、Ｌｖにしては凄く強いがＬｖアップがなかなかできない。でも、それでもみんな置いて行きたくないのにどうしてわかってくれないのだろう。私たちが途方に暮れていたときに、絶望に打ちひしがれていたときに、なにもかも諦めかかっていたときに、助けに来てくれた、助けて貰った、命も……心も……

　ここに来て、やっと、やっと、みんな笑えるようになった。本当にみんな絶望し、失望し、望むことさえできなくなっていた。

　それが、たった一晩でみんなの目に輝きが戻った。なんとかなるんだ、なんとかしようって初めて思えた。だって私たちの目の前で当たり前に暮らしてみせてくれたから。そして「生活の基本だろ、普通に楽しく暮らすのは？」って言ってくれたから。当たり前のように、それが当たり前なんだって。

　残酷なまでのステータスの差はどうしようもないんだろうか？　なぜ神様はこんな残酷なことを遥君にしたんだろう？　「爺じじい苛めたらブチ切れやがった」って、なんで遥君は神様苛めちゃうんだろう？　正座までさせていたらしい……

　それでも街までは付いて来てくれる。そこで帰らせない方法を考えればいい。

　本人は「Ｌｖアップが遅くて、悪くても、上がらないわけじゃないんだから２～３年もすればＬｖも20とか30位にはなるだろうし、その位有ったら街でも暮らせそう？　そのうちなんとかなる？　みたいな？」と、気楽に言ってた、でも２年も３年も洞窟にたった１人で置いて行くなんて絶対にできない。

　いきなり異世界に来て、私たちが気付かず移動したせいでずっと独りぼっちで、誰より弱い力しかないのにたった１人で生き抜いて、そして私たちを助けてくれた人を絶対に絶対に置いて行ったりしない、どうしようもないならヒモでも良いじゃない！

　もうじき私たちはＬｖが20や30になってしまう、遥君は何年も掛かるのに。

　この世界ではＬｖの差が絶対的なものなのは私も神様に聞いた、私たちでももうじきゴブリンやコボルトを無双できるようになる。でもそうだとしても既にたったのＬｖ７しかないのに、スキルもないのに、一番弱くてゴブリンやコボルトよりＬｖが低いのにもう無双してるじゃない！　それでＬｖ20とかＬｖ30になったらどうなっちゃうのって言う位戦えてるじゃない！

　本人は結構ギリギリだとか、一発貰ったら死ぬとか言ってるけど、上う手まいこと誤魔化しているだけだって言うけど、それなら私が守る、私たちが守れば良い。そう、私たちが守って貰ったように、今も守られているように。

　だから私たちは今日もＬｖ上げに行く。今だって怖いし気持ち悪い。それでも戦う。遥君に守られながら。遥君が強くなれないなら私たちが強くなる。

　そうみんなで決めたんだから。
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　13日目　朝　洞窟内






　今日も朝からお魚美お味いしかったです。

　今日も朝からギョギョっ娘が起こしに来てくれた、やっぱ、お魚係じゃん。

　今日も朝から女子さんたちはテンションが高い。アゲアゲだ。やはり街に行けるというのはモチベーションになるんだろう。

　オタたちも街に行く前の日は大はしゃぎだった、男子高校生的に。女子も頻繁に女子会を開いてるみたいだ、ワイルド系のケモ耳系男子とか狙ってるんだろうか？　オタたちと同じ穴の狢むじななの？　ショタっ子を狙いだしたらお巡りさんを召喚しよう。

　そして森の中です、結構奥まで来てます。既にパーティーならゴブリンのＬｖが高くても敵じゃない、囲まれそうなときだけ炎弾フアイアーバレツトで援護。暇です。

　お昼からはコボにしよう、コボたちはスピードタイプで練習になる。経験値的にもコボのほうが良いだろう、俺が退屈だし？

　暇な間にお昼の用意。土魔法で簡易グリル、火魔法で魚と茸きのこの岩盤焼きだ！　どんなにこの日を夢見たのだろう。薬草で包んで焼くと香りと微かすかな苦味で川魚の青臭さも消え複雑で飽きのこない味わいになる、これで１年は戦える。お魚好きは伊だ達てじゃない！　女子さんたちにも好評だ、なぜか茸が好評だ。お魚美味しいのに？

　お昼も食べてコボさんを探す、いきなり高ＬｖはやばいのでＬｖ10以下が良いかな？　食事中のミーティングでコボ対策は伝えてある。速い、嚙かむ、吠ほえるだ。

　さて手頃なＬｖ６と８と９でばっちりです。実戦です、最初は全員で感じを摑つかんでみましょう。レッツ・コボ！

　阿あ鼻び叫きよう喚かん。感じを摑む前に齧かじられかかって嚙み付かれ掛かってます？

　コボのスピードで混乱したまま連携とフェイントで陣形が崩れ錯さく綜そうを極めて、20人もいるのに囲まれてます。コボ３匹に？　レッツ・パニック？

　コボのＳｐＥは40もない、女子たちのほうが数字的には倍は速いのに付いて行けてない、かろうじてビッチたちが冷静に対処して総崩れを防いでいる。数字ではない野獣の反応速度と膂りよ力りよく。う～ん、でも充分いけるはずなんだけどな～？

「きゃぁー、見てないで、なんとか、して……嚙まれるー！」

「そっち、じゃない、こっち……あーっ、どっち!?」

「ムリ無理むり無理、犬無理……マジ無理！」

「あ～れ～っ……って、あれ～っ？」

　最後の人は余裕なんだろうか、パニクってるんだろうか？　それとも揺れてるんだろうか？……いや、俺を睨まないでコボをちゃんと見ようよ、実は余裕なの？

　なんにもしなくてもなんとかなりそうな気がしないでも無いことも無いといえば無いのだが、なにもしないと怒られそうなので１匹減らそう。

　連携持ちはＬｖ９のコボＡだけだ、こいつさえ居なければ楽勝だ。楽すぎる気もするがチラチラ睨まれてるのでなにかしよう。

　並列思考と言うスキルを新たに習得していたがこれは炎弾フアイアーバレツトを大量に個別に作って打ちまくったときのものだと思う。だが今は使えないな。この混乱状態の大騒動で炎弾フアイアーバレツトを乱射したら絶対怒られる！　あと、試したいのは一気に２つ上がった四大魔法か移動。雷魔法はお魚さんで充分練習したから必要ない。

　移動は昨日今日と全力で使ったことがない、全力だとドジっ子が復活しそうなのだ。女子の前で「ふぎゅうううぅ」とか言いたくない。まあ、別に１人でも言いたくない！

　なのでコボＡを後ろから追いかけてみる、たまには追われる気持ちを味わうが良い！……追い着き後ろから棒で突つつく……コボＡは反撃せずに更にスピードを上げ……こっちも上げてまた突く……またスピードアップ……どんどん速くなる？　そうして女子たちの周りをぐるぐる廻まわる。

　もうコボＢもＣも速度スピードに付いて行けず連携がとれなくなりビッチたちに捕まった……見たら駄目だ、ビッチたちの目が！　あの目は……見なかったことにしよう！

　突如コボＡが急停止し振り向きざまに爪を振り上げて襲いかかる。ふっ愚かだな、全くもって愚か過ぎる……俺が急に止まれるわけないじゃん!?

　そのままと言うか、ついでに加速してコボＡの爪を搔かい潜くぐりながら激突事故で仲良く縺もつれて転げ廻る。ぶつかるときに杖つえをコボの頭に向けて突き出しておいたので、コボＡは打ち所悪くお亡くなりになったようだ。コボＢとＣももっと酷ひどい目に遭って後を追ったようだ――ぐだぐだだ。

「いや、だから速くて、嚙むって教えたじゃん？　あと吠える？」

　仕切り直して作戦会議、何な故ぜかみんなに怒られてる。

「いきなりあんなの無理だから！」

「速いってただ言われても……」

「嚙むってなによ？　嚙むって、どこがアドバイスなのよ？」

「なんでコボルトと一緒に走り回ってたのかなー？」

「情報が速い・嚙む・吠えるの三つだけってどうなのよっ？」

　あれ、非ひ難なん囂ごう々ごう？　コボルトは速くて嚙むんだよ？　あと吠える？

「いや、オタたちに聞いたのだって青くて、背が高くて、細くて、顔が犬。だけだったぞ。速くて嚙むのほうが良い情報だよね？　吠えるもついてるんだよ？」

　大騒ぎ。もはや喧けん々けん囂ごう々ごうなのか侃かん々かん諤がく々がくなのかもわからない、まさに喧々諤々。

「Ｌｖ下げるって言っても、上流に行くと男子いるかもしれないけど良いの？」

　みんな押し黙る、オタたちもできずに逃げた。

　簡単に覚悟なんてできるわけが無い、だから上流には行かせられない。

　男子全員がおかしくなったわけじゃないだろう、だが誰がまともで誰が襲ってくるかわからない、不用意に試すわけにもいかない。だったら会わずに街に行くのが一番だ、あいつらのＬｖで森の奥を通ることはできない、通るとすれば洞窟の前の河原だ。

　そこを通せんぼすればオタたちも女子たちもあいつらに会う可能性はほぼ無くなる、短期的にはそれでいいだろう。俺にやれるかどうかなんてわからないがついカッとなってやりそうだ、反省はしないだろう、後悔は男子たちにして貰もらおう。

　会議の結果「最初は２匹まで、Ｌｖは低め。３匹いたり強いときは直すぐに助ける。追いかけっこも禁止！」だそうです。

　それからコボを狩り続けて夕方にはだいぶ慣れて、１パーティーで２匹までは確実に倒せるようになった、Ｌｖも結構上がったみたいだ。

　帰りは実戦形式でコボやゴブが居ても教えずに、女子さんたちだけで索敵と警戒をしながら進み戦った。うん、強くなってる。もうじき御お役やく御免だな、充分戦えている。

　洞窟に帰り着き、個室にベッドや簡単な家具を作る、すぐに必要なくなるんだろうが招いた以上は最後までおもてなししよう。

　河原で氷魔法も教えて貰った、まー、また梱こん包ぽうしただけなんだけど。晩御飯も食べ、お風呂も入れた、今日もこれで終わりだ。テントは大きめに張ろう、１人用、４人用と来て８人用では甘いだろう、12人用で張っておこう。もうドームな大きさだ。

　水浴びして、テントに戻る……いや、気配察知で誰か来てるのはわかっていたが。

「キャー！　広い、広い、広い！」

「あれっ？　どうして来るたびに大きさが違うの？」

「こんな大きなテントがあったら、あんな狭い思い……」

「おかえりー、遥はるか君。みんなに遥君のテント広いんだよーて教えたら、来ちゃった？」

「まあー、入って入って、茸茶もあるよ」

　茸茶って……女子はなぜこんなにも茸が好きなんだろ？　やばい成分でも入ってた？　怪しいパーティーとか始まるの？　よし、遠くから見守ろう！　逃げようとしたら捕まった。いや、見てるだけで良いよ？　この中は肌色成分が健康な男子高校生には高過ぎる!?

「……えっと、何事でしょうか？」

「「「えっと、反省会？」」」

　なぜか大きなテントの真ん中で１人体育座り。正面には「ＳｐＥが40って言ってもね……」と反省会する委員長、相変わらず近いです。その横で短パンで胡坐あぐらの半睨にらみな副委員長Ａ、脚長っ！　そのまた横でうんうんと頷うなずきながら揺れる副委員長Ｂさんの……罠わなだ！　見たら駄目だっ!?　反対の右側にいる副委員長Ｃと裸族っ娘こは転がり廻っている、スカートで。なにこれ？　どこ見ても有罪ギルテイーじゃん、罠だ！　これは罠だ！

　左のギョギョっ娘ともう２人は誰？　あー、たしかバレー部の騒がしい脳筋っ娘ＡとＢだ。後ろはまたビッチーズが固めている、なぜいつも後ろにいるの？　駄目だ囲まれてる。その周りも文化部組が詰めている。狭いなー、ぼっちなのに？　「……で、やっぱり足止めする子が１人は必要だと思うの」委員長さん、反省会にこんなに人数って必要？　転がってる奴やつとか絶対話とか聞いてないよ？　「それでね、それでね……」ぼっちってなんだろう？





　13日目　夜　洞窟内　女子会






　遥君引き止め計画、さっきの強行偵察の情報を検討中。

「うん、完全に目が泳いでたから女子に興味ないわけじゃないよ、ＢＬはないね」

「もともと胸とか脚に視線がいってたし、それは大丈夫だよ」

「ハダカ……ガンムシ、サレタ……サレタヨ？」

「いやっ、それ、ガン見しちゃ駄目でしょう。流石さすがに？」

　私たちはここに、この世界に来て、ずっと……何日間もずっと……笑えなかった。

　ようやく、みんなが笑えるようになった。今日だって大騒ぎだったけどみんな最後は笑っていた。遥君がいるから安心。でも、それは強いからだけじゃない。

　弱くてもいい。いてくれたらそれだけで良い、それだけでみんな笑えるから。

　だから、みんな必死で引き止める計画をして……いる？

「……ちっ、ＢＬは無しかっ！」

「襲われたのを気にしてくれてるんだよ？　もともとあんな感じだけど……」

「胸派なのか？　脚派なのか？　それが問題……ま、まさかハイブリッド！」

「女子にって言うより誰にも係かかわらないから……置いて行っても気にされないかも？」

「「「「「あ～っ……」」」」」

　遥君引き止め計画は深夜まで続いた……ＢＬはないみたいです。
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　14日目　朝　洞窟内






　朝御飯、お魚だ、お魚祭りだ、大漁だ。

　ちょっぴりお肉も恋しいが大人数では兎うさぎは見付からない。鹿とか猪いのししは見たこともない。

　あと未見なのはオーク。ゴブリンの大型パワーアップ版でゴブより賢いらしい。

　いや、ゴブより賢いって言われてもみんなゴブより賢いよ？　お魚だってゴブよりは賢いよ？　絶対だ！

　ただ１度試しておく必要がある、俺も女子さんたちも。知らない相手は怖い、馴なれてないだけで危ない。積める経験なら安全な内に積んでおいたほうが良い。

　女子さんたちだってずっと一緒とは限らない。冒険者になれば分かれて仕事をするようになるだろう。ならば今の内に戦うほうが安全だ、経験は無駄にはならない。

　河原を上流に移動する、上流には男子たちがまだいるかもしれないがオークは強いし元の拠点からも離れているから男子も近付くことはないだろう。

　そろそろ近くだな。集中して千里眼、気配察知、索敵で警戒する。ついでに鑑定で食べ物も探していたのは内緒だ。魔物や動物だけでなく人間にも注意を払う。

　なんちゃってたちは危険な所には来ない。女子を襲った一般男子たちも碌ろくにＬｖ上げしてないので来ないはず。そりゃー、委員長に返り討ちされるよ？

　問題なのは部活系の脳筋グループの莫ば迦かたちだ、オタたちの話でも委員長の話でも妙に大人しい。あいつらはなんにも考えずに即動く、脳筋を超えた脊髄反射レベルだ。

　あいつらが孤立して固まっていた？　オタたちの後ろを付いて戦っていた？　有り得ない、あいつらは莫迦だから突っ込む、魔物だろうが崖だろうが突っ込む、突っ込んでから考えるがすぐ忘れる。だからずっと引っ掛かっている、少なくともあの状況であいつらがオタたちを助けないなんてことは有り得ない。

　異世界だから変わっても不思議じゃない、命が懸かっているなら普通は慎重になる。周りが信用できないのも当たり前だ。だがあいつらにそれは無い。あるわけが無い。

　だって莫迦だから。オークを見たことがないがゴブより賢いというのだから莫迦より賢い。脳筋の莫迦さはゴブをも軽々と上回る。そんな奴らが性格が変わった？　慎重になった？　周りを疑う？　そんな難しいことなんて考えられないから、マジで。

　なにか理由なり、もしかして万が一になにかの考えがあるのかもしれない。だがオタたちも女子さんたちも助けていないのも事実。ならば警戒すべきだろう。

　いた、オークだ。１匹だけだな、基本単独行動と言う情報は正しかったみたいだ。周りに魔物も莫迦もいない。

「試しに俺から行くから。隠れて見ててね？」

　そう言って１人で進む。１度戦いを見れば攻撃や動きがわかる、それを参考にするだけで戦いは一気に楽になるし作戦だって立てられる。

「うん、ありがとう。気をつけてね」

「ちゃんと見といてよ、後で文句言うのなしだよ？」

　小声で女子たちに伝え、気配遮断と隠おん密みつで近付く。

　物理に強く、魔法の集中攻撃でやっと倒せるとオタたちは言ってた。『鑑定』する。





オークＡ　種族：オーク　Lv：11

HP：66　MP：10

ViT：59　PoW：63　SpE：21　DeX：16　MiN：10　InT：8　LuK：19

武技：「棍こん術じゆつ Lv4」「豪打 Lv4」「体当たり Lv3」「剛力 Lv3」「金剛化 Lv2」

スキル：「威嚇 Lv2」「豪打 Lv4」「絶倫 Lv3」

装備：「棍棒」






　強いなー、ＶｉＴとＰｏＷがゴブの倍以上なのにＳｐＥとＤｅＸも結構ある。

　ＩｎＴが８か……頭は悪いがゴブより賢い、かなり賢い。結論、莫迦よりも賢いな。試すしかない、少なくとも俺よりステータスはずっと低い。Ｌｖは負けてるが……

　気配を消したまま最大加速でオークに突っ込み、勢いのまま全力で殴る。そして殴る、更に殴る、ついでに殴る……ひゃっはああぁぁぁあーっ！　あれっ、死んでる？　強かったんだろうか？　物理攻撃は効かないって聞いてたのに？　本当だよ、俺悪くないよ？

「「「全く！　全然！　さっぱり！　全く以もつて！　なにもかもが参考にならなかったよっ！　突然オークを後ろから殴り倒して滅多打ちって……なに!?　あれなんだったの？　あれのなにを参考にするの!?　あれ、誰にも真ま似ねできないから！　オークなにもしないまま死んじゃったよ！」」」

　俺は悪くないが反省したということにして次は魔法でいこう、それなら問題ない。本来魔法で倒すべき相手だし。

　お次のオークはＬｖ12、ステータスもさっきと同じくらいだ。こっそりと後ろに廻まわる、女子さんたちは離れてこっちを見てる。ジト目で見てる。気にしたら負けだと思う。

　炎弾フアイアーバレツトは前回は小さく大量にばら蒔まいた、あれを大きな一撃にはできないだろうか？

　隠密で気付かれないように近付いて背後を取る、炎弾フアイアーバレツトを１発だけ作り出し魔力を込める、鋭く、硬く、強く……イケッ!!

　撃ち終わった瞬間、即座に次弾、次！　次、次、次、次次次次次次次次ぎぎぎぎぎぎぎぃぃぃいい――あれっ、死んでる？　そしてジトを感じる！

　いや、だって魔法でもなかなか死なないって？　超タフだって……死んでるの？

「やったか？　とフラグに頼ってみる？」

「「「やってるわよ！　めちゃ、やってるよ！　１発目で動いてなかったし、２発目で頭吹き飛んでたわよ！　『やったか？』って言われても木こっ端ぱ微み塵じんよ！」」」

　次はもういいそうです？　俺のせいじゃないのに？

　無言でオークを探す。早く出て来て？　後ろから……後ろから40のジト目が……

　女子高生20人と森の中にいるのに会いたいのはオークって……いえ、なんでもないです、なにも言ってません。あー、やっと居てくれた。会いたかったよオーク。

「さー、みなさん、やっておしまい。みたいな？」

　女子さんたちがお空を舞っている、スキルとかじゃなくて……吹き飛ばされてる。うん、楯たて持ちは次々に跳ね飛ばされ、剣や槍やりは全く効いていない。弓も全然駄目だ、頼みの魔法で削ってはいるがＨＰが多いので仕留めきれない。回復部隊が走り回ってる。

　なにもしないと怒られそうなので、とりあえず炎弾フアイアーバレツトで棍棒を吹っ飛ばす。

　あっ、駄目だっ。素手で女子さんたちに摑つかみかかる。拙まずいな……だって『絶倫』がＬｖ３だし？　うん、あのエロい目はヤバそうだ!?

　飛び込んで両手の手首を斬り飛ばす。いや『樹きの杖つえ？』だけど斬れてるし？

　それでもオークは倒れない。後はボコるだけだから女子さんたちに任せればいい……倒れない……まだかな～……まーだかな？　うん、お昼の用意だ。そうだそれが良い。

　天気も良いし森の中。そうだ、こんな日こそＢＢＱ！　お魚と茸きのこしか無いけどＢＢＱ。

「なんでみんなが必死でオークを倒してるのに美お味いしい匂いがしてくるの？　なんで楽しそうにバーべキューしてるの？　なんで椅子もテーブルも用意してあるの？　いつの間にお花まで摘んで来て豪ごう華か絢けん爛らんに飾りたててるの!?」

　やっと倒したようだ、長かった。Ｌｖ９だったのに？

「え～と、みんなお腹なかを空すかしてるかなーと思って？　お花は綺き麗れいダヨー？」

「「「「うん、お花は綺麗だよ……でっ？」」」」

　怒られた？　不条理だ……ご飯作って待ってたのに……美味しそうに食べてるのに？

　今日は帰りながらゴブやコボでＬｖを上げ、明日はオークに復讐戦リベンジだと決定した。

「やっぱり大技がないとねー？」

「私が腕を斬り飛ばせれば……」

「魔法弾が要るよ！　強いの！」

「とにかく、まともな倒し方を……」

　帰りもずっと反省会。全く２回もお手本を見せたというのに……いえ、なんでもありません、なにも呟つぶやいてません。

「機動戦って、この大人数で足使うのは無理だよー」

「魔法撃ちながらの撤退戦は難しいですね」

「いや、まず斬れないことにはさー……」

「白兵戦は駄目だよ……だって絶倫だよ！」

　作戦が決まらないようだ、そう言うときこそ初心に戻る、そう、殴り殺す！……いえ、意見とかありません。はい、黙ってます！

　そうして、夕方までゴブやコボを襲いまくりでＬｖ上げ。５人の４チームで殲せん滅めつ戦。

　これは戦闘と呼べるものじゃありませんな。一方的な虐殺だ……はい黙ってます。

　お口はバッテン、どこかのウサギみたいだ。兎食べたい、鹿と猪どこにいるの？





　14日目　夜　洞窟内　女子会






　遥はるか君が強くなれないなら、私たちが強くなればいい。今度は私たちが守れば良い。

　って言う、会議なはずなんだけど……あれっ？

「なんなのアレは！　なんでなの!!」

「魔法特化の暗殺者アサシンの殺戮者バーサーカー？　あれはジョブはなに？　無職ってなんなの？」

「あれでチート無いって……チートってなに？　いるのそれ？」

「いや、Ｌｖが絶対の世界って神様が……でもアレハナニ？」

「私、剣士で剣術スキルあるけど、あれ斬れないよ……なんで木の棒で斬れるの？」

「私も火炎魔法スキルがあるけどあれは無理。なんで頭吹っ飛んじゃうのよー？」

「でも倒しきれる技がないと……って、殴って終わり？」

「みんなで守ろうって……あれは守るどころじゃないよーっ!?」

　あれっ？　ほっといても大丈夫？

　いや、ほっといちゃイケナインダケドネ、アレッテナンナノ？





　14日目　夜　洞窟前　テント






　テントは20人来ても大丈夫。って言うか20人しかいないが大きめに準備したら誰も来ない。うん、ぼっちだしね？　久し振りにゆっくりと……あっステータス。

　Ｌｖは８に上がりＨＰ、ＭＰは１００を超えた。身体能力は全て３桁に届いたな、鑑定に千里眼、気配察知に索敵と何気にこっそりするのが得意になってる。俺は一体なにになろうとしているのか？　ストーカー？　えっ、オークの!?

　あれ『直列思考』スキルって……魔法を連射で撃ち込んだのが直列？

　前のコボのときは同じ炎弾フアイアーバレツトでも複数の炎弾フアイアーバレツトを作り並行して乱射したから並列だったのか？　まあ、魔力操作もあるし決め手になると良いなー？

　ちっ、木で偶くの坊が上がってる、女子が苛いじめるからだ。「使えない」とか言われてるのだろうか？　女子会怖いな！
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　15日目　朝　洞窟前　テント






　さて、今日もオークだろう、リベンジらしいし。昨日も帰ってからミーティングをし模擬戦までして頑張っていた。

　これが終われば街に行けるのだから気合も入るのだろう。森で一番速いコボはもう敵じゃない、ゴブなら群れでも戦える、あとはオークだけ。この森で最強の魔物。

　街に行けば良い武器も手に入るだろうし戦い方だって学べる。それに俺と違ってＬｖはどんどん上がっていくのだからオークまで倒せるようになれば、もうこの森で学ぶことはない。今日で終わりかな？

　街までは送って行く。俺も街は見てみたいし、20人の美人さん集団は絶対に目立つ。魔物なら倒せても盗賊、人間相手に女子さんたちが戦えるのか……そして街に行きオタたちに謝り感謝するためだけにビッチーズは生き抜いてきた、街から追い出されてないと良いな、オタたち？

　朝御飯のお呼びがかからないし軽く稽古でもしよう。

　杖を持って歩きながら振るい振りながら歩く。止まらない、俺には速さしかない。力も弱いし打たれ弱い。だから速く、手数を、技を繫つなぎ加速する。

　杖を伸ばし両手で中心を握り両端で突き、回転させて薙なぎ払う。端を握って大きく振り、中心に持ち替え回して突く、流れを切らずに、勢いを止めずに。

　歩みは止めない。一歩踏み出す勢いで振り。横に踏み込む勢いで突く。

　止まり囲まれたら殺やられる、勢いがなくなれば倒せない。だから速く鋭く攻撃を繫ぐ。

「「「おおおぉ～（ぱちぱちぱちっ）」」」

　見られてたらしい、ちょっと集中し過ぎてたみたいだ……ポーズとか付けないで良かった……ツ、ツケテナカッタヨネ？

「遥君はなにか武術を習ってたんですか？」

　ギョギョっ娘こには武術に見えたらしい、杖を伸ばして少林寺風に稽古したせいかな？

「いや、なにもしてないよ。ただの自己流？」

「そーなんだ……なんか様さまになってましたよ？」

　１人で格好良い殺タ陣テ考えてやってたのは内緒だ、決めポーズも秘密だ、マジで！

「朝御飯？　朝御飯なの？」

「もちろん、お魚ですよ」

　今日も、良い日だ。お魚が美味しい。

　ゴブやコボを狩りながら森を進む、今日も茸は大漁だ。

「多分、茸が魔物の餌なんだと思うの、その魔物を絶滅させちゃう人がいるから、茸が沢山あるんじゃないかなー？」

　なるほど、それで魔物が多いし洞窟の周りにはＨＰ、ＭＰ回復の茸があるから魔物が強い。そう考えれば確かに筋は通っている。

「茸が多いから魔物が多くて、魔物が多いから動物が少ないのか？　ゴブは皆殺しだな」

　そんなこんなを話しながら狩りを続け、奥に進む。もう、みんなＬｖは30を超えている、洞窟周りはＬｖ上げに良いようだ。俺だけずっと住んでるのに上がらないようだ……ようやく見つけたオークはＬｖ16、ちょっと強すぎ？

「いた、１匹目は貰もらって良い？」

「うん、気を……つけて？」

　なぜだか委員長から疑問形で見送られた。

　普通に歩きながらオークの前に出る、奇襲も強襲も無しだ。伸ばした杖の右端で振り下ろされる棍棒を払う、半回転させ左端で打ち、身体からだごと反転しつつオークの足を薙ぎ払う。倒れないがよろめいた、目を狙って突き、棍棒で守ればがら空きの足を斬り付ける。

　オークの足を止めて後ろに回り込みながら棍棒を持つ手を突く。上下に打ち分けながら繰り返し攻め続ける。狙いは目、足、武器。こっちから攻めてオークに守らせる。

　委員長たちは決め手がないと悩んでいたが決め手がないなら搦からめ手てだ、一つずつオークの選択肢を潰していけば良い。相手から来なければ手数で押して奇をてらい一気に崩す。

　オークの顔面に火炎フアイアを投げつけ怯ひるんだ隙に打ち込む。既にオークは目を潰され、棍こん棒ぼうも無くし、両手も動かず、足も引きずっている。

「止とどめは任せるから、大技を試してみ？」

「ありがとう遥君、今日のはちゃんと参考になったよ」

　そう言ってオークを囲みに走っていった。実は飽きたから替わったのは内緒だ。

　でも「今日のは」ってなに？　昨日のあれは俺のせいじゃ無くない？

　いや、だってオタたちの情報とかさー……委員長だって……とか、グチっていると。

「離れて～、えい～っ！」

　魔法で大技を決めたようだ、準備した攻撃魔法の一斉攻撃。オーバーキルだ。

「お疲れー」

　みんなに木の実のジュースを振る舞う、さすが女子力、速い！　甘い物のときは反応が違う、って言うか誰かマジで縮地使わなかった？

　２匹目のオークはＬｖ10、お手頃だ。納得価格プライスだ。女子さんたちが囲んで戦っているが危なげがないし連携も取れてる。昨日とは違いお互いの役割を理解しきった外け連れん味みのない良い攻撃だ。弓と魔法で目を狙われ、目を庇かばえば足を滅多刺しにされる。足を守ろうと棍棒を振るえば、目をやられ、手もズタズタに斬り裂かれる。これは勝ったな。

　誰も「ああっ」て言ってくれないからお昼にしよう、昨日はＢＢＱして怒られた。今日はお魚と茸の塩汁しよつつるにしよう。

　昨日はお花を飾ったら何な故ぜか怒られたが同じ間違いはしない、オタたちと違って俺は空気が読める男子高校生なのだ。そう、華やかさじゃなく日本人なら侘わび寂だ！

　枯れ木を集めて燻くん蒸じようして綺麗に洗ってから温度魔法で完全乾燥させる、御お椀わんと御皿のできあがりだ。細い枝は梱こん包ぽう魔法で真っ直すぐにして先を削り、お箸に。丸太は削り出して御椀にする。テーブルと椅子も丸太で造る。あっちも終わったみたいだ。

「お帰りー、ご飯できてるよー」

　手が洗えるように水場を用意する。

「「ただいまーって、なんで戦ってるといつもいつも美味しい匂いがしてくるの!?」」

　怒られた？　所しよ詮せんは女子高生に侘び寂でのおもてなしは理解できぬか、え～い、板前を呼べっ！って俺だった！　なんで毎日怒られるのだろう？　木偶の坊の効果だろうか？

　怒ってる割には、みんな御代わりだ。そろそろ称号に苛められっ子も付きそうだ。

　Ｌｖ８に11と連戦で倒し、最後のオークはＬｖ15の大物。絶倫もＬｖ５だ！

「ちょっとー、なんか目がエロい？」

「こいつ……む、胸の大きい娘狙いなのっ？」

「きゃー……って、こっち来ない！　どういう意味よ!!」

「ふふふふっ……無視された？　絶対殺す！」

「あれ～、なんで～……私のほう～……ばっかり来るのかな～？」

「「「「へー、ソウデスカ、タイヘンデスネ？」」」」

「……裏切り者め！」

「ふふふふふふっ……マジ殺すし!!」

「なんで……コッチ……ガンムシ？」

　駄目だ、仲間割れが起こってる。オークは崩れ落ちたが女の友情も崩れ落ちたようだ。

　犯人が副委員長Ｂさんなのは言うまでもないだろう。もうだいぶ暗いし、さっさと帰ろう。うん、なんだか空気が重くて怖いし!?

「全く誰かといい、さっきのオークといい、そんなに大きいのが好きならおっぱい星にでも転移すれば良いのよ！」

「ガンムシ……サレタヨ？　オークニマデ……ガン……ムシ……」

「あれ～？　どうして私？　無視されてるの～？　あれ～？」

「「「「へー、ソウデスカ、タイヘンデスネ」」」」

　やはり女の友情は脆もろいらしい。でも森の中とおっぱい星なら俺もそっちが良いな？

　夕食も終わり、順番にお風呂に入りながら会議だ、女子会20＋ぼっち、だ。

「明日は朝から川を下って、昼過ぎても森から出られないなら撤収で良いの？」

「うん、いきなり街が見つかるかわからないし、半日だけ捜索して街か道か見つかればそのまま移動かなっ」

「じゃー一応完全装備で、余分な荷物はアイテム袋に入れて行くから集めといて」

「「「「はーい」」」」

　まあ、女子20人纏まとめて村人Ａさんの魔力テントに放り込んで、俺は寝袋か普通のテントで野営は充分だ。お魚さんの干物は充分作った。茸きのこも充分だ。21人で長期間遭難しても茸だけは充分だ。もうアイテム袋の限界要領ＶＳ茸って感じだ。

　何日間も森を離れると茸だらけになっていそうだ……あと、ゴブも。





　15日目　夜中　洞窟前　テント






　夜中に外に出て森に向かう。深夜に洞窟に向かって中に入ると通報されるだろう。

　森に向かう、深夜のお散歩だ。

「やっほー、おひさー？」

「遥はるかーっ、気付いてんだから立ち止まれよ、もう真っ暗じゃん。帰り怖いじゃん」

「いやなんで隠れて付いて来んの？　莫ば迦かなの？　あー莫迦だったわ、うん」

「うんじゃねーよ。なんで莫迦が確定してんの？」

　あー煩うるさい、声でかい、暑苦しい、むさくるしい。

「お前、女子の後ろ付けて夜中に現れるとか、疑わしいにも程があるだろう？　もう莫迦確定だろ？　疑いに余地が無いっていうか疑ったことが無いんだよ？」

「別に女子を付けてないからな！　遥に付いて来たんだよ」

「……ホモ？」

「違ちげーよ！　ホモ言うな、せめてＢＬ……それも嫌だーっ！」

　あー煩い、声でかい、顔が暑苦しい、存在がむさくるしい。

「いや、どうして女子の前に姿現さないの？」

「……信用できない」

「お前らオタたちを見殺しにしたんだって？　女子たちが襲われても無視してたって？　どっちが信用できないの？」

「……確かにその通りだ。……でも、どうしても信用できなかった」

　珍しく考え込んでいやがる、莫迦なのに。どうせ莫迦な考えで休むより酷ひどいのに。

「どんな莫迦な理由で疑ってんの？　莫迦的に莫迦なりに？」

「莫迦なりって……お前も屑かつやまたちの傀かい儡らいと魅了の騒ぎは聞いたんだろう？」

「聞いた聞いた、逃げてきたオタたちにも会った」

　顔を歪ゆがめ思案してる――莫迦なのに？　キャラ変わったのか？

「あの件で完全に信用できなくなったんだよ」

「意味わからん、それでなんで屑くずじゃなく女子やオタたち疑ってんの？」

「お前ならわかってんだろう？」

「あー、考えてる。無駄なのに考えてる。お前らに考えてわかるならゴブだってわかるよ？　もうゴブに相談に行けよ。気が合うと思うよ？　馬鹿だから？」

「ひでー、っていつも通りなのがムカつく！」

　驚くべきことだが、脳筋体育会男子の脳の中にほんの一ひと欠片かけらの知能が有った。

「強奪だろ？」

「ああ。なんで傀儡と魅了で大騒ぎして警戒するほど頭良い奴やつらが、俺たちでもやばいってわかる強奪のことだけなんにも言わないんだ？　むしろオタたちと委員長がスキルは隠しておいたほうが良いって全員に隠蔽の仕方教えたんだ、絶対おかしいだろう！」

「莫迦だなー。そこまで言って警戒しまくって、俺が持ってたらどうすんの？　隠れてた意味がなくない？」

「お前が持ってんならそれで良いよ、他の奴もなにも言わない。遥が持ってんの？」

「ないけど『使役』なら覚えたぞ？　お前らなら、そっちのがやばくない？」

　こいつらには絶対に傀儡より使役だ。どう見てもゴブやビッチと同じ魔物系列だ。

「あれ、なんでだろう。そっちのがやばい気がする!?」

　本能で危険を感じたらしい、やはりゴブと同レベル。同類だな。

「まー、あれだ。強奪でも傀儡でも魅了でも使役でも……お前が、お前だけが持ってんなら良いんだよ。合流して頭下げる。けど……他の奴は信用できない」

　話が長くなりそうだし、テントに入れて飯を食わす。

　しかしよく食うなー。まあ、茸だから良いけど。

「なんで俺だけ信用してんのか知らないけど、信用するんなら言っとく。大丈夫だ」

「……ああー、わかった」

「え、そんだけで良いの？　理由とか説明とか良いのか？」

「聞いても多分わかんないし、遥が大丈夫って言うなら大丈夫なんじゃねえの？」

　大丈夫らしい。なにが大丈夫かわかってないのに大丈夫って頭は大丈夫じゃないようだ。

「ご馳ち走そうさん。ふー、そんじゃ帰ってみんなに大丈夫って言っとくわ、小お田だたちと委員長たちに謝っといてくれ。改めてみんなで頭下げに来るから」

　リュックに目一杯の茸を詰め込んで帰って行った。良いの？　それで……？
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　16日目　洞窟前






　早めに朝食を摂とり、荷物の確認、最後に戸締まり。土魔法で岩戸を造る。表で宴会したら岩窟王が出てくるんだろうか？

「じゃあ、まー、川下に出発？　街に出発？　オタ狩りに出発？」

「なんで！　そんなに！　小田君たちを！　狩っちゃうの!?　なんでなの!!」

　そんなこんなで行進する。河原にはやっぱり魔物がいない。

「遥君、ちょっと良いかな？」

「ん？　話ならついでだから俺と委員長で先行偵察する？」

　そしてまた偵察と迎撃係だ。今日は串刺しにしてないから怒られないだろう。

「…………あのね？」

「脳筋な莫迦たちのこと？」

「う、うん……脳筋って……会ったんだよね？」

「ああー、言うの忘れてた。委員長たちに謝っといてくれってさ」

「えっ？　えーと……そのー……ごめんなさい」

　委員長が凄すごい勢いで頭を下げる。もう少し近かったら頭突きで倒されていたな。

「遥君にはちゃんと言おうと思ってたのに……言い出せなくって。私のスキルは……」

「えっ、良いよ？　知ってたし？」

　びっくり顔だっ、えっ？　だって普通わかるじゃん？　なんで？

「そ、そ、それって……いつから？って、なな、な、なんで知ってたの？」

「いや普通わかるよ？　あ、莫迦たちとゴブたちは莫迦だからわかってなかったよ？」

　いや、正確にはゴブには聞いてないけど？　実は秘密だったらしい。

「秘密なら秘密って先に言ってよ、困られてもコッチも困るよ？　だって秘密って知らなかったし？　いや、莫迦たちにも言ってないけどさー」

「だって、なんで知ってるの!?　オタ君たちだって誰にも言わないし、誰にも絶対に言っちゃ駄目だって言ってたのよっ！」

　強奪――スキルを奪う能力。おそらく最も強力で凶悪で脅威の能力、持っていれば最強のチートだが自分以外が持っていれば最悪の脅威。側そばにいられると命綱であるスキルが無くなるかもしれない、触られれば奪われるかもしれない。奪った人間は更に強くなりもっと危険になる。それでもまだマシなほうで強奪の最も多い発動条件は殺して奪うことだ。

　自分のスキルが狙われると言うことは殺されると言うこと。警戒どころじゃない、奪われる前に殺すしかないと殺し合いデスゲームが始まるレベルだ。

　言えば誰も近寄らない、近付くことも許されない、むしろ強奪の所持者を殺さないと安心できない。故にタブーだ、誰にも言えないし言えば殺されるかもしれない禁忌タブー。

「それに……知ってたんなら、どうして私を助けてくれたの？　怖くないの？　近寄るなって言われてもしょうがないよ？　嫌われても、置いてけぼりにされてもしょうがないよ？　だって、私は、人のスキルを奪うんだから……」

「なんで？　オタたち怖がってた？　ないよね、ましてなんで俺が怖がると思うの？」

「だって、いつ私にスキルを奪われるか……」

「だから俺はなんの問題もないよね？」

「えっ？　だって私は……強奪……を……」

「なにか欲しい？　俺の能力？　いる？」

「えっ、あぁぁー！……って、ごめんなさい」

　どこの世界に『ぼっち』だの『にーと』だの『ひきこもり』だの『木で偶くの坊』だの『器用貧乏』だの『報連相』だの欲しがる奴がいるの？　いたらあげるよ！

　うん、強奪は全く困らない。寧むしろ強奪が困るだろう。強奪にも困ったものだ？

「えーと、なんかごめんなさい……でもね……でも他の人は、他の人たちには……」

「だ・か・ら、オタたちも怖がって無かったろ？　そう言うことだよ？」

　なにが問題なのか意味がわからないし、なにを悩んでるかもわからない。

「えーと、どういうこと？……なのかな？」

「どういうことって、みんな委員長が持ってて安心したんだよ」

「えっ!?」

「みんな傀儡や魅了や強奪を誰が持ってるか疑心暗鬼だったんだよ、そんで傀儡と魅了を封印して安心した。ほら、誰も強奪を封印しようとしてないじゃん？」

「ええっ？」

「莫迦たちですら危険に気付いてるのに、他のみんなが気付かないわけなくない？　もう、みんな解決したって思ってるならなんの問題もないってことだよ、俺もオタたちがなんにも言わないから『あー委員長かー』って思ってただけだよ。なにが問題なの？」

　まず、オタたちが持っていないことはわかっていた。あいつらはゴブに囲まれて死に掛けていた、つまり気配察知を持っていなかった。コボから奪えるのに、強奪が有ったら奪わないわけがない。ならば強奪を持っていない。

　あのスキルに無駄に詳しいオタたちが強奪を気にしないわけがない、真っ先に探すだろうし警告するはずだ。でも、なにもしなかったしなにも言わなかった。

　ならば安心安全だ。学校で異世界でいつも不条理に理不尽に酷い目に遭い、それでもあいつらが信じられるならばそれは絶対に大丈夫だ！

　安心確実の合格マーク。Ｊ○ＳだとかＩＳ○だとかそんなちゃちなもんじゃない、安心のＯＴＡオタマークだ、あれより惨むごい検査基準なんてどこにも無いのだから。

「なんか委員長って最近いっつも泣いてるねー？」

「それはね、遥君のせいだよ。きっと」

「冤えん罪ざいだ！　俺はやってない！」

「んーん、いっぱいしてくれたよ。ありがとう……」

　会話が嚙かみ合っていない？　俺が泣かせたからありがとう？って言うか俺なにしたの？　少なくともエロいことではない！　そんなことができるなら称号に勇者があるはずだ、そんな度胸はない。ましてや敵は20人……戦う前に負けてる!?

「でも、教えないでどうやって説得できたのかなー？」

「ん、莫迦？　大丈夫だって言ったら『そっかー』って帰って言ったよ、莫迦だから？」

「それ、ナニが大丈夫なの!?」

「いや、説明とかしても……ほら、莫迦だから？」

「どうして納得しちゃったのー!?　完全に莫迦扱いだよっ！　何気に酷いよねっ、何気じゃないし！」

　やはり、委員長はてんぱってて気付いてないようだ。

「委員長だって酷いとか言いながら、さっき『オタ君たちも誰にも言わないって……』って、オタ君になってたよ？」

「……マジで？　ごめん小田君、いつの間にか洗脳されたみたい？」

　洗脳って俺のせいにしないでね、そんなスキル貰もらったら殺し合いデスゲームが始まるよ！

「私の強奪は殺して奪うほうなんだ……だから絶対言っちゃ駄目だって……小田君が！」

「そっかー、奪っちゃったのかー……ゴブリンのアレと……オークのアレ」

　結論。

「委員長さんは実は『性豪』と『絶倫』持ちだった件？」

「きゃああぁっぁぁああぁぁあぁぁぁー！　いやああぁぁあぁっあぁ―――――!!」

　異世界の森林で哀を叫ぶ委員長。コワレタノ？　後ろから走ってきた女子さんたちにめっさ怒られました、ガチで？　なんにもしてないよ？　ホントダヨー？

　お昼御飯だ、お魚と茸きのこのＢＢＱ再び！　串にお魚と茸を刺して焼いていく。委員長はジト目で睨にらんでる。

　焼けた串をひっくり返し火を通す。委員長はジト目で睨んでる。

　ほど良く両面焼けたら塩を振りお皿に取る。委員長はジト目で睨んでる。

　そっと委員長の前に置いてみる。委員長はジト目で睨んでる。

　仲間になりたそうにこちらを見ている……わけではないようだ？

「委員長ぉー、帰っておいでー、ご飯と会議だよーっ」

　委員長はジト目で睨んでる。やはりなにか良いことを言わなければならないようだ。

「えーと委員長。大丈夫だよ？　まだ称号に痴女とか……ゲフッ！」

　くっ、委員長は縮地も使えるらしい……チートだな（ガクッ）

　さて、どうしよう？　いや委員長のことは措おいといて、まだ森を抜け切れない。進んでもあと２～３時間でタイムリミットだろう。千里眼でもまだ森しか見えない、草原にでも出れば街なり道なりあるんだろうが困った。困りながらチラ見すると委員長はジト目で睨んでいる。あれだけ壮絶に強奪の話し合いをして心からわかり合えたというのに、性豪と絶倫の話し合いは暴力で仕留められた。やはり話し合えばわかると言うのはお花畑の綺き麗れい事ごとなのだろう、あの縮地からの一いつ閃せん……絶対１人でオーク倒せたよねっ！　俺は倒された。

「副Ａ、もう少し進んでみようか？」

「誰が副Ａよ、Ａじゃないしっ！」

「……じゃあ、副Ｂどうしよう？」

「あれ～、私は副Ｂなの～？　でも～Ｂじゃないよ～♥」

　うん、確かに！　これはＢどころでは無いなぁ……あ、委員長は殺さつ戮りく者の目で睨んでる。

　ナ、ナ、ナニモミテナイ……ミテナイ、ヨ？

　１時間ほど進んでみたが森の終わりは見えない、このままだと森で野営になりそうだ。

　結局、森を抜けるのには確実に丸一日以上必要だ。明日また行ってもこのまま行って野営しても大差ないだろう、多数決だな民主主義デモクラシーだ。会議が不可能な以上それしかないだろう。会議が不可能な理由は委員長がジト目で睨んでるからだ。民主主義の前に俺に人権が欲しいなー、基本的なのだけで良いからさー？

　結果は洞窟に帰還が多数。帰宅します。

　来た道をテクテクと帰る、森を通ってＬｖ上げと言う手もあるが帰りが夜中になりそうだ。明日に響くと意味がないしさっさと帰ろう。やはり覚悟して野営するのと成り行きで野営するのとでは気持ち的にも違うだろう。

　ジト目で睨んでる人もきっとそうだと思う……怖いな？

　せっかく塞いだ岩戸を開ける、晩御飯はなににしよう？　せっかく家で作るのなら焼き魚薬草包みにしよう。ついでにお風呂も入れておく、明日からは水浴びだろうし。

　スキルの『地図MAP』で確認すると川下はかなり蛇行して大きく右に曲がっていた、ショートカットしたほうが早そうだが森に入り魔物と戦闘になれば時間が掛かる。

　会議ができないのが問題だ、議会が招集できないのが問題だ、何な故ぜなら怖くて招集できないのが問題だ、問題が議長なのが大問題だった！

　テントに脱出し森の中をお散歩だ、今日は莫ば迦かはいないようだがゴブはいる。疲れた、気疲れだ。なんだか疲れたよゴブラッシュ～（ボクッ！）（ボカッ！）（ボコッ！）

　俺のストレスと大量のゴブラッシュの魂が天に召されたのでテントに帰……る？

「この気配は莫迦じゃなくてジト？」

「委員長からジトになってる……今日はごめんなさい。恥ずかしくて……つい？」

　委員長改めジトさんが頭を下げる。卑ひ怯きようだ、赦ゆるさざるを得ない！　うん、胸元的に！

「え～と。まあ、がむばれ？」

　励ましてみた。

「励まし方が投げ遣やりだよ～っ、怒ってるのかな？」

「冗談だけど？　明日の話し合い終わったの？」

「うん、とりあえず３日くらいは進んでみようって」

「まあ、オタたち見つけないといけないしなー」

「オ……小お田だ君たち？」

　さすが委員長。ギリギリで踏み止とどまったようだ。

「うん、ビッチたちを押し付けないと？」

　だいぶマシになったが未いまだ無理をしてる。オタたちに会うまで終わらないんだろう。

　やたらに前に出ようとする、自分たちが盾になろうとしている、いつも誰かを庇かばおうとしている、いつも最前線で身を挺ていしている。もうとっくに赦されてるのに、もう仲間と認められているのにだ。それでも自分たちのことが許せないんだろう、自分自身を認められないから。確かに強くなった、だが危うい。

　だからオタたちに会わせる、会って赦されるにしろ赦されないにしろ、それが済むまで終わらない。そこから先へ進めない心の行き止まりなんだろう。

「うん、そうだね。って押し付けちゃ駄目だけど、私たちも島しま崎ざきさんたちと一緒に謝らないといけないから、あと、私もありがとうを言いたいから」

　島崎って誰？　街の人だろうか？　あれ、やっぱりジト目だ。ジトさんだった。
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　17日目　朝　洞窟前






　朝御飯も食べたし、出発だ。

「じゃー、ショートカットで森に入るから、ちゃんと武装してね？」

「「「お―――っ！」」」

　朝からみんなテンション高い。やばい茸が混じっていたんだろうか？　だからあれほどお魚にしておけと……

　森の中は殆ほとんどゴブ、あとはコボでオークは出ない。これならさくさく進める、全員Ｌｖが上がって戦いながらでも進み具合は良い、体力付いたのかなー？

　そう言えば洞窟の中でも「痩せたの、括くびれたの、引き締まった」とお腹なかの見せ合いっこをしていた、もうちょっと難しいお年頃の男子高校生に気を遣って欲しいです。

　お昼前には昨日引き返したポイントを越えたし夜までに結構距離が稼げそうだ。お昼も携帯食の乾燥茸で歩きながら食事、味気ないが先は長い。オタたちはちゃんと辿たどり着けたんだろうか？　途中の森とかに住んでたら、つい狩ってしまいそうだ？

　鑑定で食べ物チェックもしているが薬草しかない、毒消しばかりなんだけどフラグ？　一応回収しておこう。毒消しがあるのに毒が出ないとおかしいだろう、これでフラグじゃなかったらただの除草作業だよね？

　千里眼で見回しても森ばかり、気配はコボだらけ。採れるのは毒消しばかりで朝のテンションも尽きてしまう。あー、休憩だ！

「休ー憩っ。ジュースあるよー、安いヨ安いヨー」

「お兄さん、ジュース１本、身体からだで支払いねっ！」

「タダデイイヨ？」

「ジュース……イッポンブン……ノ……カチモ……ナイラシイ……ヨ……」

　裸族っ娘こがのの字を書いてる、俺もやりたい。ついに地下室造る暇がなかった……

「遥はるか君、これ以上福ふく貫ぬきさんを追い詰めないでね？　色々失いかかってるから」

　あれ、なんでいつも最終的に俺が怒られるんだろう？　そして福貫さんって誰!?　俺はジュース配ってるだけなんだよ？　これは心理的虐待なのか精神的虐待なのか？

「結構進んでるけど野営になるのは確定だね、結構遠いけど中州もあるよ？」

　千里眼でかろうじてだからかなり遠い、しかし魔物が本当に水を避けているなら安全ポイントだ。偵察に行ってみようか？　試したいこともあるし。

「森の中も大丈夫そうだし、ちょっと偵察してくる？　みたいな？」

「疑問形じゃなかったら素直に信じられるんだけど……私も行こうか？」

「いや、委員長はコッチをお願い、見てくるだけだから１人で良いよ」

　そう言って先行集団から離れる、軽く駆けながら魔力纏てんで身体を強化し疾走する。ここまではいつも通り。そこから斤量魔法で身体を軽くして行く……おおぉー……これは結構効く……自じ重じゆうの無い身体を更に軽く……更に速く……もっと更に……

　河原を下流に疾走する、森の中を高速で駆け抜けていたが無理！　この速さだと凄すごい速さで木が突撃してくる感じだ、しかも弾幕系だった！　無理です。

　河原は障害物が少なく足場は悪いが身体が軽くなっているので跳ねるように進める。このまま空を飛べないかな？　軽くて速いのだ、助走を付けて跳ねれば結構いける気もするが、直線に出ないと加速が足りないか？……おっ、真っ直すぐの直線だ！

「きっと飛べるはずー、アイ……キャン……フー……ラー……イー…………うをおおおおぉぉぉぉ―――――――っ！」

　飛べた。と言うか超高速で長距離超高度の空中歩行エアウオーク？　弾道軌道の実体験をする日が来るとは人生とはわからないものだ、きっと異世界召喚より珍しい体験だろう。

　河原と森が眼下で縮んで行く……出口見えた！　森が切れてる……森の向こうを見ようと千里眼で見渡したのがいけなかったのだろう。超高速で空高く打ち上げられている状態で空気抵抗も凄い中で余よ所そ見みしてバランスを崩すと……墜落します、以上オーバー？

「ぎゃ嗚あ呼ああああぁっぁっぁっぁっぁああー」（ボクッ！　バキッ！　愚者っ！）

　落ちました、ＨＰが半分以下だ！　魔物よりも空は危険らしい、余所見はもっと危険らしい。あと最後の音でなんだか俺、地面に馬鹿にされなかった？

　弾道軌道で上昇し錐きり揉もみ状態で森に突っ込んだ、かなり痛いが楽しい！　しかし魔力纏で身体強化してて良かったよ、斤量で軽くなってて衝撃が緩和されたのかも？

　上から見下ろすと地形がよくわかった。川は延々と右に湾曲している、もっと右寄りに短縮シヨートカツトしたほうが良い。よし、報告しに行こう。

「ただいまー、夜中まで頑張れば森抜けられそうだよ？」

「え、そんな所まで見に行ってたの？」

「いや、天高く打ち上げられて上から見下ろしたら落ちた？　みたいな？」

「遥君のスキルの『報連相』って絶対機能してないよね！　偵察に行ってなんで打ち上げられてるの!?　偵察衛星のスキルがあるの!?　なんで偵察だけでボロボロなの!?」

　いや、ぼっちだから報告する相手も連絡する相手も相談する相手もいないし？

「ほら、男子高校生的に空を飛べるかなーとか思ったら、飛ぶって言うより打ち上げられたら……落ちた？っていうか墜落？　痛いな？」

　ジトられた。それでも破れない『マント？』と『布の服？』は、もう布ってなにって言うくらい丈夫で、前にコボに爪研ぎされても破れなかった。どんなに汚れて返り血浴びても水で洗うと元通りだ。村人Ａさんは一体村でなにをして居たんだろう？

　森の中で進行コースを思いっきり右にきって進む、けっこう森の奥を通るようになる、近道だが警戒しないと未見の魔物だっているかもしれない。

　５人パーテイーが先行し魔物を狩る、追い付くと次の５人パーテイーが交代し先行する、結果速度が落ちない。やはり委員長の策案能力も指揮能力も分析能力も高い、これは性豪能力も絶倫能力も……いえ、なにも考えてません……天気は大丈夫かなって……ホントウダヨ？　怖いな？

　もう夜だ、そろそろ夜中だ。森もだいぶ開けてきたしもうじき森から出られる。だが出てしまえばなにも遮蔽物がない……この辺で野営かな？　川も近いし。

「ここでお泊まりしようか？　みたいな？」

「「「「はあぁぁ―――っ、賛成ーっ」」」」

　結構お疲れのようだ、テントを張ろう。――よし張れた。

　なんか睨にらまれてる！　いきなりテントと言うかエアードームが出て来たのが納得いかないようだ……なにかするたびに睨まれるのも納得いかないんだけど？

「いや『開け』って言って開くだけだし？　ほら、20人でも広々だよっ？」

　川辺に簡易露天風呂を作り、衝つい立たてを巡らせる、お湯を沸かしたら即逃げる！　何故なら裸族っ娘が勝手に脱いでも怒られるのはきっと俺だ。称号に「嫌われ者」とか付いてしまったんだろうか？　今日採れたのは毒消しばかりで食材にはならないから、茸きのこサラダのバイキング（但し全部塩味）で我慢して貰もらおう。

　女子たちは順番に湯ゆ浴あみしたり食事したりテントで転がったりしている。変に働くと委員長たちが気兼ねするので座って休んでいるような顔をしながら地面に手を突きコッソリと魔力を流し柵と堀を造っていく、そー言えばオタたちも拠点でやってたらしい。あとなんだったっけ？　そーだ、落とし穴。掘っとこう！　魔法トラップとかできないかなー？

　実は夜警はいらない、テントも魔ま除よけ付きだし寝ながら索敵も気配察知もできる。

　だが女子さんたちの練習だ、きっとこれからは必要になる。女子４グループと俺で５グループのローテーションだと思ったら、何故か４交代で俺も女子グループに入れられた？

　天気も良いし寝袋で良い。ひきこもりの効果で守られてるっぽいし？

　そう言えば夜中に小雨が２、３度降っただけで雨らしい雨がない？　乾期かな？

　夜警もあるし寝よう……しかし、みんなどうやって時間がわかるんだろう？

「遥君、起きて下さい、夜よる番ばんですよー」

　気配察知で起きてたが、緊張感を持たせるためにも内緒のほうが良いだろう。

「うん、起きたよ……あと、後ご生しよう」

「どんだけ寝る気なんですか！　今こん生じようだけじゃ足らないんですか!?」

　阿あ呆ほうなことを言いながら新体操部っ娘の後ろを付いてテントから出ると脳筋女子体育会系四天王が揃そろい踏みだ、誰が最弱なんだろう!?　多分裸族っ娘だろう。

「おはよー、じゃあ夜警頑張ろうーっ」

「ふぁ～っ、起きてるだけで見回りとかいいのかなー？」

「寝ちゃ駄目だよ、添い寝しちゃうよ？」

「いや、添い寝したらそいつも寝てるから！って言うか寝るなっ！」

　体育会系女子は有名人だったりする。ＴＶや新聞に載るくらい知名度が高い。知名度が高いのだからもしかしたら名前とかあるのかもしれない。俺は知らないんだけど？

　よく考えれば元の世界でも困っているだろう、女子だけでも水泳の五輪強化選手の裸族っ娘。なぜか寝る気満々の新体操っ娘もそうだったはず、２人とも国際大会とか出てるらしい。あとの２人もＴＶの有名人１年生でインターハイで活躍して準優勝した人気者だ。

「えーと？　確かー……あー！　なんとか高校のツイン電柱!?」

　以前、学校で垂れ幕が出てた。確か見た覚えがある、俺の灰色の脳細胞に掛かれば……

「「誰がツイン電柱よ!?　脚太いって言いたいの!?　それになんとか高校って自分の通ってた学校の名前忘れてるよ!?」」

「あれっ？　なんかそんな垂れ幕が前に下がってなかったっけ？」

「ツインタワーだから！　普通どこにも一言一句も電柱は出て来ないの！」

「学校がツイン電柱って垂れ幕下ろしたら焼くわよ、絶対に焼く！」

　違ったらしい？　俺の灰色の脳細胞に掛かればどうでも良かったみたいだ。

「いやー、有名人に囲まれて夜警かー、緊張するなー？」

「「「有名人どころか名前覚えてないでしょう！　同級生なのに！」」」

「私なんか……裸族……ラゾクッコッテ……ラゾク……」

　裸族っ娘の心の傷は深いらしい。男子が襲ってきたトラウマだろうか？

「いや、ほらっ！　裸族っ娘もＴＶで見たよ……ほらっ……あれだ……女子水泳界の……マァ、マンマミーア・プリン？」

「……マンマミーア・プリン？　オイシソウダネ……プリン……」

　あれ、心傷が深まっている、日々魔物と戦うトラウマだろうか？

「マーメイド・プリンセスがなんでマンマミーア・プリンになっちゃうの!?」

　あー、聞き間違いかー？　空耳イヤーとか言う奴やつだな。

「うわー、私のも絶対間違ってそうだわ」

「大丈夫、新体操っ娘のは学校にビラ貼ってあったよ。廊下の上の……ファ○リーズ？　うん、朝見たよ？」

「「どこの誰が廊下の上にファ○リーズのビラ貼ったのよー!?」」

「床フロアのフェアリーダンスって書いてあったよね！　誰が廊下でファ○リーズしたの？」

　困った奴らだ「夜警なんだから静かにしないと迷惑だよ」って注意したらなぜか俺が怒られた？　これがＪＫの逆切れと言うものかー、怖いな。

　焚たき火びしながら周囲のチェック、気配察知にも索敵にも近付くものはない。だが女子体育会系四天王はまだご立腹だ。しかし脳筋に女子も男子も知能もないはずだ。

「ジュース飲むかーいっ？」

「「「「わ～い！　飲むー！」」」」

　所しよ詮せんは莫ば迦かやゴブたちと同じ種族、ちょろいな？

「木の実のジュースは木の実があんまりないって言ってたのに大丈夫なの？」

「ああっ、なんか木の実を水に漬けてたら漬けてただけ、どんどん味が濃くなってるんだよ？　薄めても薄めてもまた濃くなる謎飲み物なんだよ？」

「おおー、飲み放題！　異世界ドリンクサービス始まる！」

「別れるときにみんなに分けるから１グループに１袋は貰えるよ？」

「遥君はほんとに戻っちゃうの？」

　論理的に正しいとわかっても感情的に納得できないと言うことがある。女子の何人かが納得していないのは俺も気付いていた。

　だが、体育会系はわかるだろう。それがどういうことか誰よりよく知っているのだから。

「みんなが世界選手権の団体戦に出ようって言うときに、一緒にやって来たからって下手な奴をチームに入れる？　それってどちらにとっても凄く不幸じゃない？」

　感情的にどうであれ、スポーツ競技の頂点を争う人間なら嫌と言うほど理解している。元の世界でＬｖの差を本当に理解できるのは、多分こいつらだけだから。

　ようやく夜番も終わり正副委員長軍団と交代だ。本当の副委員長って誰なんだろう？





　17日目　深夜　野営　テント内　女子会






　夜警の交代をして、体育会組の報告を聞く。余り話す機会が無かったのでお礼を言いたいと言うので、夜警の組分けで遥はるか君と一緒にしたんだけど。

「ごめん、駄目だったよ、逆に説得された」

「ああ言われると……言い返せない」

「結局、遥君のペースに持って行かれちゃった」

「なにも言えなかった……言いたいこと一杯あったのに……」

　やっぱり無理だった。遥君は真剣に感謝されそうになると話を混ぜっ返す。それは遠心分離機を超える混ぜっ返しで、なんの話をしているのかもわからなくなるほどの超高速回転で大混乱にされて、気が付くと感謝してたはずが怒っていたりするの!?

「やっぱり、街で小お田だ君たちを見つけて相談するしかないかなー？」

　説得は難しいようだ、ありがとうすら言わせて貰えないんだから。みんなが遥君にちゃんとありがとうを言いたくて順番待ちしてるのに……あれは究極の照れ屋さんだ。
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　18日目　朝　野営　テント前






　残念ながらスキルに『飛行』はなかった、『打ち上げ』もなかったが『錐揉み』も『墜落』も無かったから良しとしよう。

　みんな、ごそごそと起き出して川で顔を洗っている。朝御飯はお魚だ、川から離れると茸になってしまう。今のうちにお魚だったら魚だ。

「「「やっと森から出られたー！」」」

　草原、丘陸だから平原ではないだろう。見通しは森よりずっと良いが遠くは無理だ、千里眼も丘が邪魔で使えない。

　ここはやはり飛ぶしかないのか？　結構楽しかったし？　まあ、打ち上げて落ちたのだから飛んでないのだが。そう、飛び上がった後は落ちるだけと言うのが問題なのだ。昨日もバランスを崩して錐揉み落下していなくても、やはり墜落したのだ。うん、着地のことなにも考えて無かったよ？　よく飛んだよねー？　俺。

　人類はこれから千年経たっても飛ぶことはできないだろう、但し異世界は除く！

　着陸をどうしよう？　飛行魔法の代わりになるものが有れば良いが、とりあえず着地に役立つもの。う～ん、ステータスを眺めながら考える。

　歩行と移動と斤量は離陸用だ、梱こん包ぽうと魔力纏てんは墜落用だ、うーん、飛行だって移動なんだから補助効果くらいはあるかもしれない、離陸後も必要かも？　風魔法で墜落の衝撃を弱めて、墜落を水平方向に逸そらすこともできるんじゃないのか？

　というより空中で使えば、飛行できないかなー？　うんうん、そうだよ……

「おぉーい、遥君ーっ、聞いてるー？」

　あれ、空中歩行エアウオークで駆け上がった？　空を？　それってもしかして？

「私の話を、聞け―――っ！」

　をおぉー、吃驚びつくりしたっ！　なんだなんだ!?　銀河の歌姫ではなく委員長のようだ。

「ちょっと向こうのほうで変な気配がするんだけど、千里眼で見えないかなーって、ずーっと、ずーっと聞いてるんだけど？」

「んー、あっ！　魔物に誰か襲われてる？　おっさんとおっさんと……鎧よろいと……弓使いと魔法使い？　え～と？　もう１人で６人かな？」

「えっ、それって助けなくて大丈夫なの？　勝てそうなの？」

　委員長は遠くのおっさんたちを心配している。俺はおっさんたちを警戒している。

　魔物に襲われているから、人間だからと言って良い奴なんて保証はどこにもない。

　魔物に襲われている盗賊を助けて、その盗賊に襲われる。むしろ委員長たちが危ないのはそっちだ。危険だと知りながらなんちゃって不良たちを全員一致で追放した。つまり誰一人として殺そうとしなかった。その結果、復ふく讐しゆうされオタたちは逃げた、悪意を持った人間に対して余りにも甘すぎる。

　街まで付いてきた最大の理由は、魔物よりも人間のほうが危険だからだ。

「遥君助けに行こう。足の速いメンバーで！」

「この距離で走って行っても間に合わないし、盗賊だったらどうすんの？」

　見た限り剣のおっさんに槍やりのおっさんと全身鎧、倒れた馬車の陰に髪の長い弓使いとフードを被かぶった魔法使いともう１人。身なりは悪くないが人間性なんてわからない、身なりが良いからって信用はできない。助ける理由がない。

　対して魔物は狼おおかみか犬、犬顔じゃなくて獣。30ちょっとの群れで、動きから見て『連携』持ち。一度崩れれば一気にやられるだろう。足の速い数人で駆け付けても、数の差で返り討ちに遭うかもしれない。

「遥君。その人たちが悪人で仲間を傷付けるなら私が殺します。でも悪人かどうかわからないなら助けたい。私たちに無理なのならお願いします、助けて下さい！」

　まあ、そう言うんだろうなー。わからないからと言って全ての人を疑うなら街なんて行かないほうがいい、それなら人に会う意味がないからだ。

　それでも甘いなりに覚悟してるんだろう、どうなるかはわからないが後悔せずに反省できるようにしてやれば良い。そのために付いて来たんだし。

「じゃあ行ってくるよ？　警戒はしておいて。どんなときでも」

「うん、こっちは絶対守るから！　お願いします」

　この距離を走っても間に合わない。昨日の移動と歩行と魔力纏に斤量の四重魔法カルテツトで駆けても間に合うかはわからない。ならば賭けだ。

　駆けながら魔力纏で身体からだを強化、斤量魔法で重さを消し去る。移動魔法を掛けたまま風魔法を纏まとい空を駆ける、昨日は打ち上がったと思い込んでいたが駆け上がっていた。じゃなきゃ空中歩行エアウオークなんてするはずがないんだから。

　本当に一瞬だ。移動と風を纏い空を蹴り加速する。速度はどこまでも上がり千里眼で見ていたはずの光景が瞬く間に目の前に現れる。って言うか止まれないんだよ？　10頭以上の狼を巻き込んで超低空で弾道墜落する、衝突する。絡まり、転がり、吹き飛び、爆散する。そう言えば止まる方法考えて無かったよ？

「えーと、大丈夫？」

「「「「いや……そっちが大丈夫か!?」」」」

　大丈夫そうだ。狼たちは大丈夫じゃなさそうで大半が動かない。

　うん、不幸な集団狼ろう身しん事故だった。

　目に見えない距離を数秒で駆け抜けたんだから時速４桁は確実だろう。10キロを10秒だったとしても時速３６００キロ、ほぼ音速。マッハ超えちゃってるなら衝撃波ソニツクブーム付きだったんだろうか？　軽く10キロ以上は離れてたけど10秒も掛かってない気がする。

　うん、ぶつかったら死ぬよね狼さんも？　破片になって吹き飛んだ狼さんの破片にぶつかった狼さんも破片になって死んでいる、ただ吹き飛んで行った狼さんも虫の息だ。衝撃波ソニツクブームが発生しちゃった？　土煙がもうもうと上がっている。

　風刃エアカツターで生き残りをしとめ、おっさんたちに近付く。

「怪け我がはない？　ポーションいる？……茸きのこ味だけど？」

　怪我はなかったようだ、俺が一番の大怪我だったようだ……衝突事故の張本人だった!?　茸ポーションはとっても不ま味ずかった。

「あらためて礼を言わせて貰もらう、助かった。あのままだと確実に全滅だった。俺はこのパーティーのリーダーでオフタと言う。仲間も助けて貰った、ありがとう」

「兄ちゃん、感謝するぜ。もう駄目だと思った、オムイの街に行くんだろう？　絶対礼をするからな。俺はガテク、酒もおごるぞ」

　おっさんたちは、頭を下げ礼を言ってくる。全身鎧や後衛３人は馬車の後ろで治療しているようだ、おっさん２人も様子を見に行った。

　やはり街があるようだ、オム……ミの街？　まあ、おっさんたちもその街から来たようだ、ただ俺には情報を聞き出す話術がない、委員長たちの女子おしやべり力に任せよう。

　女子たちも走ってこちらに向かって来ている、まだ遠いのに……千里眼使ってないのに……この距離で揺れているのがわかるだと!?　この距離で睨にらまれました。

「緑狼グリーンウルフが群れで商人を襲っててな、冒険者ギルドに依頼が出たんだよ。数は６～８って情報だったんだが……30以上いたな、間違いなく死んでたわ」

「36頭に１頭緑巨ビツググリ狼ーンウルフって言うのが居た。ほら、最初に破片になったでかい奴？」

「マジか、緑巨ビツググリ狼ーンウルフだと１頭でやばい。ギルドの馬鹿はなんて依頼出しやがった！」

　槍のおっさんがオコだ、激オコだ。まあ、ギルドの情報を信じて全滅しかかったんだ、ぷんぷん丸も致し方無いんだろう。

　馬車も駄目そうだ、馬も死んでるし、車輪も捥もげてる。一応倒れてるのを起こしたが、置いて行くしかない。

「馬車を楯たてに戦う予定だったが緑巨ビツググリ狼ーンウルフまでいたんなら無理だな、くそっ！」

「あ～、大損害だな。飲み屋のツケどうしよう？」

　結局、荷物は６人で手分けして持ち帰るらしい。

　知らない人間にアイテム袋を見せるわけにはいかないので、黙って見てる。

　暇なので串に体力茸を刺して炙あぶって塩をして渡す、大怪我は無くてもダメージも疲労もあるだろう。「そんな貴方あなたに茸ドーピング！」って、怪しい通販を始められそうだ!?

「美お味いしいー、こんな茸初めてかも。なんか元気になってきた？」

「美う味まい、これ体力茸だろっ！　こんな貴重なもんを……ありがとうな」

「えっ!?　本当に回復してる？　ＨＰ茸って言う奴やつなの？」

「体力茸!?　本当だ、痛みが無くなってる。ありがとう少年。命まで救って貰い、感謝の言葉もない。本当にありがとう」

　みなさん茸に大満足だ。実は貴重な物らしい、あんだけ生えてるのに。

　おっさん２人以外は、みんな若い女の子だった。全身鎧までモデルさんですかっ？って言う位の西洋美女だった。後ろで弓矢撃ってた美女なんてエルフさんだっ。

　よし、おっさんは敵みたいだ、倒しても問題ないだろう。

「ちょっと！　遥君！　なんでかな？　今攻撃モードに入ろうとしなかった？　どうしてオフタさんとガテクさんをジト目で見てるの!!」

　怒られた？　流石さすがは本家ジトさん、一発で攻撃モードを見抜いてきた。委員長のジト目は伊だ達てじゃない！

「おー、やっと追いついた？　お疲れ？」

「いや、私はさっきから居たよ？　一応警戒してたから？」

　うん、ちゃんと俺の後ろでおっさんたちを警戒していた。全身鎧さんがお礼を言いながら手を握って来たときには殺気まで飛ばして俺の警護をしていてくれた……何な故ぜだか殺気が俺のほうに来たような気がしたのだが気のせいだろう。

　街は川沿いあるようだ、ちゃんと有った。オタ理論は正しかったようだ。

　オムイの街――なんて覚えにくそうな名前だ、きっと街に着くまでに絶対忘れるよ。

　おっさんたちの名前も覚えにくそうな名前だったと思うが覚えてないから良いだろう。

　全身鎧の西洋モデル系美女はアーケミーさんだそうでケミーでもアミーでも良いらしい。アケミさんだと酒場スナツクで働いていそうだ、通おう！　高校生は入れるかな？

「きゃああぁ、凄すごい美人さんだ！　まじエルフさんだ！　動く美術品だー！」と、何故かＪＫに大人気のエルフさんはキリキルさん。古文の三段活用のような名前だ。

　全身鎧アーケミーさんも「キャアー、カッコイイ！　握手して下さい」とＪＫにモテモテだ、宝塚のノリなのだろうか？

　あとの２人は魔法使いと聖術師のイェブギィークさんとゲヴェンティエさん。

　どちらも可愛かわいい系だが無理、絶対無理。覚えるどころか発音で無理。実際パーティーメンバーもイブとティーと呼んでるから、みんな無理だったのだろう。

　正副委員長たちと話しながら歩いている、俺にはおっさん２人？　女子が24人もいるのにおっさん２人？　マジで!?

「うん、やっぱこっちの固有名詞って聞き馴な染じみがないせいか覚えにくいよな？」

　なぜだろう？　背中に40の睨みを感じる、振り向くと視線だけで殺やられそうだ。





　18日目　昼過ぎ　オムイの街






　日本から出たことないのでヨーロッパ風なのかはわからない。

　中世に生まれてなかったから中世風なのかもわからない。

　異世界にだって初めて来たから異世界風なのかもわからない。

　なんていうか石造りっていうか石積んだっていう感じの建物、こういう風に造ろうとしたわけじゃなく、造ったらこうなったみたいな建物だ。

　景観条例で石造りにしたわけでもない感じの、なんか全部石って感じの街。

　自然派ナチユラル志向なわけでもなくただ材料が石と木。それだけの理由の灰色の街。

　街の人の顔付きはほぼみんな西洋人系？　西洋の彫刻みたいに彫りが深い。イケメン多いな。そんなに彫りが深いのが良いなら彫り込んで抉えぐり込んでやろうか？

　美人さんも多い、可愛い系は子供くらいで大人は美人さん。とても良いことだ。

　おっちゃんたちに連れられて街の中に入るときにお金がいるみたいだったが、魔石でも良いようだったので21人分払っておいた。１個で足りて小銭でおつりも貰った。

　なにに使うかわからない魔石がごろごろごろごろアイテム袋に入ってる、１個減ってもなんにも変わらない位入ってる、まあ、茸ほどじゃないけど。

　委員長の計画は冒険者ギルドに行って、換金、登録、その後宿。その時々でオタたちの情報を集める。オタたちが見付かれば情報収集もすぐに終わるだろう。

　と言うわけでぞろぞろと冒険者ギルドへ向かう、道案内のおっちゃんたちはギルドに怒鳴り込む気満々だ、異世界っ娘こたちは女子の群れに飲み込まれ同化している。

　黄色い看板、あれかっ？　「おおぉー、リアル冒険者ギルドっ！」ってただの石造りの建物だ、みんな石造りだし？

　おっちゃんたちは我慢できずに駆け込んで行った、いい年をして落ち着きがない。

　中に入ると一斉に視線が集まる、俺に？　モテモテ？

　いや、殆ほとんど野郎だ、ＢＬお断りです！　なんか感じの悪い視線も多いなぁー、舌打ちも聞こえた？　空気悪いやら感じ悪いやら顔も悪いやらうざい奴らだ。

　なんか一番ごつくてガラと顔と頭が悪そうな、と言うか間違いなく悪い男たちが立ち上がりコッチを睨みながら歩いて来る。うわーお約束テンプレだ、めんどくせーっ！

　あー、あれか？　男が１人で女子を何人も連れているのが気に喰くわないとか？　うん、俺もそんな奴いたら気に喰わない、なにそいつ、まじムカつく！　ラノベでも新人が可愛い娘連れて冒険者ギルドへ入れば絡まれる。定番にして鉄板でお約束テンプレの展開だ。

　１人か２人でも絡まれる。３人、４人いたら絶対だ！

　５、６人とか言ったら入ってきた瞬間総攻撃でも良い位だ。

　７、８、９人ならもう、ギルドの職員も襲い掛かることだろう。

　10人とか２桁って街中で総攻撃の説教だ！　赦ゆるすまじ！

　24人です。国が動くな……もう人族の敵だよ、滅ぼそう！　うん、納得だ!?

「おいっ！　そこの目付きの悪いガキッ！」

「……今なんて言ったの？　そこのゴブより顔と頭と人格と性格と根性が悪過ぎて酷ひどくて惨むごい顔の生物さん？　その顔で誰の目付きに文句つけてんのかなー!?」

　いかに温和で品行方正な俺でもゲキオコプンプン丸だよ、この人相の悪さ最優秀賞グランプリ受賞みたいな顔面した奴に、なんで目付きが悪いとか言われてんの？

「もう一回言って……あれっ？」

　顔と頭と将来性と人格と性格と根性の悪い酷くて惨くて悲しい顔の野郎たちが床に座り込んで震えて土下座してる？　なんなの？　人に絡んどいて、なんなの？

「遥はるかくーん！　もう駄目！　後ろの人たちまで泣いてるよー、ギルドのお姉さんまで震えてるよー。もう、睨んじゃ駄目ー！」

　あれっ？　だってちょっとくらい睨むよねー？　なにこの惨状？　なんで舌打ちしてた奴とかテーブルの下に潜ってんの、防災訓練？　俺の目付き災害指定なのかよ!?

　なんなんだよ、アイテムのコンタクトもちゃんと入れてるよ「瞳が良くなる」って書いてあったよ？　なにこの扱い？　あの酷い顔で睨み付けてきたのに、ちょっと睨んだら俺が悪い扱いなの？　なんなの？　これって？

　何故か委員長から隔離処置を受けた。異世界虐いじめ問題勃発だ。

　冒険者ギルドの隅っこで、ぼっちだ。冒険者たちも一切コッチ見ない。

　全員がばらばらに丸いテーブルを囲んで座ってるんだから各テーブルに１人は絶対コッチに向くはずなのに意地でも目が合わない。なんかもう首は大丈夫って言うくらい無理矢理に顔を背けてる。

　いや、お前らが睨んで来たんじゃん？　なんで俺が悪者扱いなの？

　なんて酷い街だろう、きっとオタたちも苛いじめられて追い出されてるかもしれない。

　綺き麗れいな受付のお姉さんも、怖い顔の冒険者さんも、美人な剣士さんもコッチ見ない。強そうな鎧よろいの騎士っぽい人も、怪しいフードを被かぶった魔術師さんもコッチ見ない。暇だ！　あっ、おっちゃんたちが戻ってきた。

　槍やりのおっちゃんが周りを見回して、訝いぶかしむ。

「お待たせって、この異様な雰囲気はなにがあったんだ？　手前らまさか俺たちの恩人に絡んだんじゃないだろーなー？」

　槍のおっちゃんが、周りを睨むが誰もコッチを見ない。

「……なにかあったのか？　これ？」

「あー、入ってきたら絡まれて？　文句言われて？　今苛められてるところ？」

　なぜか、ギルド中の人が一斉に首を横にぶんぶんと振る。いや苛めじゃん、これ。

　剣のおっちゃんもこっち来た。

「すまないが、少し時間を貰もらって良いか、緑狼グリーンウルフのことで聞きたいことがあるらしいんだ……なんで皆遠くを見ているんだ？」

「あー、新人いびり？　とか余よ所そ者もの苛め？　的な？」

　またも、ギルド中の人が一斉に首を横にぶんぶんと振る。え～苛めだよ、絶対！

「聞きたいことって、緑狼グリーンウルフのこと聞かれてもいきなり爆散したからよく見てないよ？」

「いきなり爆散って犯人で当事者だったよね！　いや、別に緑狼グリーンウルフについて聞きたいわけじゃないんだ」

「なにかわからないけど暇だから良いよ」

　お話は２階らしい、バーの真ん中を通ったのに誰とも目が合わないって……

「連れて来た、入るぞ」

「ああー、入ってくれ」

　中に入るとおっさん。もう嫌だ、なにこのおっさん率の高さ。女の子24人連れて絡まれたのに、周りは皆おっさん。

「オムイの冒険者ギルドのギルド長のハキエスと言う。呼びつけてすまない」

「いや、良いけど？　聞きたいことがあるって聞いて来たんだけど？」

　ギルド長のおっさんが頭を下げてきた、なんで謝ってんの？

「オフタたちを助けて貰ったことに礼を言わせてくれ、ありがとう。今回の依頼は完全にギルドのミスだ。Ｂクラスパーティーでは全滅する内容だ。冒険者パーティーが通りかかっても救助なんて不可能だっただろう。本当に助かった」

「いや、だから……救助されたっていうか緑巨ビツググリ狼ーンウルフもこの兄ちゃんが壊滅した」

「緑巨ビツググリ狼ーンウルフだと？　すぐに封鎖をかけよう……「だから壊滅したんだって」……えっ？　いや、お前たちが助かったのに誰が壊滅されたんだ？」

「どこの誰じゃない。緑巨ビツググリ狼ーンウルフも緑狼グリーンウルフの群れも壊滅だ」

　話が嚙かみ合ってない、全く最近の異世界人は報連相もできないとは……

「おっちゃんたちの情報で間違いないよ？　緑巨ビツググリ狼ーンウルフと緑狼グリーンウルフ36頭に襲われてた。で、みんな死んだ？　みたいな？」

「いや、みんな助かったと聞いたぞ？　だ、誰が死んだんだ!?」

　駄目だ、全く通じていない。

「ビッグなのと緑狼グリーンウルフ36頭の合計37頭は不幸にもお亡くなりになりました？」

「お亡くなりになりましたって……なぜ？」

「なぜって？　なんていうか、おっちゃんたち助けに行ったらぶつかった？」

「はあ？　ぶつかったと言うとオフタたちに？」

「いや、おっちゃんたちは弾はじけ飛んでないから！　ここにいるじゃん！」

　なぜだろう？　全くわかり合えない、異世界語は難解なようだ。

「本当に？　真面目に？　話してる？」

　あっ、エルフさんだ。やっとおっさん成分が薄まった。

「キリキルか、無事で良かった。今回の件は本当にすまなかった」

「そっちは措おいておいて、緑巨ビツググリ狼ーンウルフ１頭と緑狼グリーンウルフ36頭は討伐されました、そこの遥君に。だから緑狼グリーンウルフの依頼は解決済み。以上」

「……？　えー遥君？……討伐したのかい？」

「いや、だから、ぶつかったら弾け飛んだ？　的な？」

「もう嫌だよ、こいつら!?」

　エルフさんが涙目で困ってる。エルフさんを困らせるなんてなんておっさんたちだ。

　何故か呼ばれて来た委員長から摘み出された。

　冒険者ギルドの隅でぼっちだ。呼ばれたから行って聞かれたから答えたのに？





　18日目　夕方　オムイのギルド　ギルド長室






　最後に、遥君を呼び戻して確認を取る。

「つまり遥君が倒したということで良いのかい？」

　信じられない話だが、全員の話は一致しているし、オフタはこんな重大な話のときに冗談や噓うそは絶対に言わないだろう。

「倒したと言われても……どうやって倒したんだ？　たった１人で」

　不可能だ。１人で倒すなんてことができるのはＳランク以上、Ｌｖ１００超えの化け物位だろう。そして遥君はＬｖ９。冒険者になるための最低条件であるＬｖの壁すら超えていない。最弱の魔物に辛うじて勝てるかもしれない程度だ。

「倒したって言うか事故的な？　衝突したら弾け飛んだ？　なんて言うかよくある集団狼ろう身しん事故？　うん、危ないな？」

　駄目だ、全く意味がわからない。だが誰も否定しないならばそれが事実。

　集団狼身事故？　よくあることなのか？

　わかったことは緑巨ビツググリ狼ーンウルフが率いた群れは討伐された。オフタたちは全員無事だった。遥君が助けてくれた。それだけで良いだろう。それだけで充分だ。

　集団狼身事故については本部に問い合わせてみよう。この支部にはない情報だ。





　18日目　夕方　オムイのギルド　買い取りカウンター






「Ｆ級？　の魔石の買取をお願いします？」

　何な故ぜ疑問形？　あ、さっきの人だ、丁寧に丁寧に。

「Ｆ級の魔石ですね。大きさや純度で値段が違うのでこちらで鑑定して金額を提示させて頂きますが、よろしいですか？」

「えっと、どこに出したらいいの？」

「え？　このカウンターにお願いします」

　他のどこに出そうと思っているんだろう？　買い取りカウンターなのに……

「えっ、落ちないの？」

「えーと？　落ちないように真ん中に置いて下さい？」

「？……真ん中……あー、魔法的ななにかか！　なるほどー」

　その人は、カウンターの上に袋を引っくり返し……た……あっ？

　――その日、カウンターの上の魔石の山と零こぼれ落ちた大量の魔石を拾い集めて鑑定するのに20人の職員が徹夜した。もう嫌だ、あの人。





　18日目　夕方　オムイのギルド






　無事、委員長たちは冒険者登録も済み、魔石も換金できたようだ。

　Ｌｖ30以上のチート持ちが20名も登録に来て窓口のお姉さんたちも大騒ぎだったそうだ。俺はおっさんたちに囲まれてたのに。

　冒険者はＬｖ10で見習い、パーティーに入れて貰い修業する。Ｌｖ20で正式に冒険者になりパーティーに入れて新人扱いだ。そしてＬｖ30で初めて冒険者として個人で動けるようになり、一人前。

　つまり現在Ｌｖ９の俺は登録できないし、Ｌｖ10になってもパーティーに入れないので登録できない。Ｌｖ20で登録はできて魔石は売れるがパーティーを組まないと仕事が貰えない。つまり俺の場合はＬｖ30になるまで冒険者にはなれない。

　そして現状は冒険者ではないから魔石も売れない。ギルド来た意味無かったよ、絡まれ損で苛められ損でおっさんに囲まれ損だった。

　でも今日は特別に魔石を買い取ってくれそうだ、おっちゃんたちを助けたご褒美だ。

　買い取りカウンターに行き受付のお姉さんの言う通りにして……怒られた？　なんなのいったい？　確認までしたのに？　怒られたよ？

　受け取りは明日にしてくれって泣きながら言われた。えっ俺、俺が悪いの？





　18日目　夜　宿屋　白い変人






　冒険者ギルドに宿屋を紹介して貰い、宿に皆で来た。

　宿屋　白い恋人？　ラブホなの？　お土産屋なのか？

　女子20名を連れて宿屋ラブホとかそいつなに？　冒険者ギルドはなにを思って宿屋ラブホを紹介してんの？　まさか委員長のスキルを見て、委員長ハーレムグループと思われた？……いえ、なんでもありません。違うよ、北のお菓子のこと考えてたよっ？　多分？　ジトさんの鋭さはなんて言うスキルなんだろう？

　そんなことを悩んでいたら悩む必要は無くなった。『宿屋　白い変人』だったよ!?

　お巡りさん召喚だ！　変人だ！　しかも白いよ！　しかも宿屋だ！　通報だな！

「いらっしゃいませー、冒険者ギルドから聞いてます」

「さようならー。冒険者ギルドを焼いてきます？」

　看板娘だ、可愛かわいい看板娘だ。問題は看板だ、問題ありすぎだよ！

「待ってー、お兄さーん。大丈夫です。変なのは名前だけです。冒険者ギルドさんは焼いちゃ駄目です！」

「いや、大丈夫じゃないから。白い変人は絶対大丈夫な人じゃないから。変だと思ってるのになんで名前変えないの？」

　看板娘が半泣きで引き止める。確かに冒険者ギルドを焼きに戻るのは面倒くさい。ここから直接撃ち込めば……

「遥はるか君、どうして杖つえをライフルみたいに構えてるの？　なんで照準が冒険者ギルドを向いてるの？　なんで目がゴルゴの人になってるの？　女の子泣かしちゃ駄目！」

「えっ？　撃たないよ？　撃たないんだけどさー、ほら？　あれじゃん、ちょっとなんて言うの、魔を指すみたいな？」

「魔が差しちゃうのなら聞いたことあるけど、魔を指すって完全に自分の意思で指してるから、それただの撃つ気満々な確信犯だから！」

「えー、だって委員長『昨日は白い変人の所に泊まったんだ、朝まで白い変人の所に居たんだー』って言える？」

「……撃っちゃおうか？」

　依頼が舞い込んだ、依頼料はプライスレスだ。

「だから撃っちゃ駄目ですよー！　冒険者ギルドのお姉さんたちが良い店だって紹介してくれるから、いっぱいお客さんが来てくれて、それで、それで……」

　なんか、看板娘が泣きながら必死に止めてくる。

「わかったよ、大丈夫、撃たないから」

　そう言って頭を撫なでてやると、顔を真っ赤にして、「おとうさーん、お客さんだよー」と、言いながら宿に戻っていった。

　そう大丈夫。明日、冒険者ギルドに行くのだ。ここから撃つ必要はない。

　なぜか女子たちがゴルゴの目でこっち見てる？　あれっ？

　確かにご飯は美お味いしかった、久し振りのまともな食事だ。料理だよ料理。別料金だがお風呂もあって、部屋も小綺麗だった。うん、名前なんとかしろよ。

　白い変人とは、この宿の家族が住んでいた街の英雄の名前なんだそうだ、誰だよ英雄に変な渾あだ名な付けた奴やつ。

　魔物の大量発生で街が魔物の大群に飲み込まれたとき、たった１人で魔物に立ち向かい街の人を逃がし、皆が逃げきるまで１人戦い続け、その街と魔物の大群と共に滅びた英雄。誰も名前を知らない。ただ白い変人と呼ばれていた男。

　その男への感謝と英雄への賞賛のためにこの名前を付けたそうだ。本人はめっちゃ嫌がっているだろうな。むしろその名前を忘れてやれよ。白い変人って……

「私も小さい頃からずっと、お父さんからもお母さんからも、お爺じいちゃんからもお婆ばあちゃんからも、白い変人さんの話をいっぱい聞かされて育って、最近変な名前って気付いたけど……それでも感謝してるし尊敬してるし、私の憧れなんです」

　うーん、名前の変更は無理そうだ、これはもう幼少期から洗脳されている。

「白い変人さんはみんなを逃がしながら『この街は俺の家だから、俺はここを動かない。俺は自分の家を最後まで守るから、皆は新しい家を造ってくれ、幸せな家をな』って言いながら魔物たちとたった１人で戦い続けたんだそうです。だから私たちの新しい家を、幸せな家にしようって、だから名前は『白い変人』って……」

　ああ、最後のが無かったら良い話だ。その名前じゃなかったら伝説だ。

　名前の変更は諦めた、諦めたら宿屋は終了だよって言われても変えないんだろう。

　１人部屋でのんびりだ。Ｌｖが９に上がっていたな、今のうちに『ステータス』。





NAME：遥　種族：人族　Lv：09　Job：--

HP：120　MP：122

ViT：118　PoW：117　SpE：118　DeX：116　MiN：130　InT：134

LuK：MaX（限界突破）

SP：177

武技：「杖じよう術じゆつ Lv6」「回避 Lv5」「見切り Lv5」「魔力纏てん Lv6」

魔法：「温度 Lv4」「移動 Lv6」「斤量 Lv5」「梱こん包ぽう Lv5」「四大魔法 Lv5」「木魔法 Lv4」

「雷魔法 Lv3」「氷魔法 Lv2」

スキル：「健康 Lv3」「敏感 Lv3」「体操 Lv4」「歩行 Lv6」「使役 Lv3」「鑑定 Lv5」

「千里眼 Lv5」「気配察知 Lv6」「索敵 Lv6」「魔力操作 Lv6」「気配遮断 Lv5」「隠おん密みつ Lv5」

「隠蔽 Lv4」「地図 Lv5」「集中 Lv6」「物理耐性 Lv4」「魔力回復 Lv5」「体力回復 Lv5」

「並列思考 Lv3」「直列思考 Lv3」「疾駆 Lv1」「空歩 Lv1」

称号：「ひきこもり Lv4」「にーと Lv3」「ぼっち Lv4」「魔導師 Lv5」

Unknown：「報連相 Lv3」「器用貧乏 Lv3」「木で偶くの坊 Lv3」

装備：「樹きの杖？」「布の服？」「皮のグローブ？」「皮のブーツ？」「マント？」

「コンタクト？」「窮魂の指輪」「アイテム袋」「魔物の腕輪　PoW+1%　SpE+1%」






　やはり、飛行はないが『疾駆 Lv1』が有った。これって、速く動いたほうの意味なのか？　突撃的なほうの意味なのか？　どっちだろう？　使ったのはどっちもだ。

　そして、『空歩 Lv1』、エアウォークだ、ＮＢＡの神様だ！　空中戦ができるなら今度から焼き鳥が食べられる。

　ステータス的には魔法職になりつつある、ＩｎＴとＭｉＮが１３０を超えてる。

　この世界の魔法職は魔物に突撃戦をしているものなのだろうか？　だが突撃戦をして魔法職が上がって行くのだからそう言うものなのだろうか？　後衛からの突撃魔法使いかー、怖いな異世界！
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　18日目　夜　宿屋　白い変人　女子部屋






　宿屋では４人部屋を五つと、１人部屋を一つで部屋分けした。１人部屋は遥君だけ。

　女子が４人部屋なのは節約もあるけれど護身のため。馴なれたら２人部屋にしても良いんだけどなにかあったときのことを考えると４人は必要だと思う。全員が気配察知と索敵を習得することを目標にしているけど未いまだどちらかが半分、どっちも取れたのは４人だけ。

　いや、充分なんだからね！　練習を始めて１週間。前から持っていた人も殆ほとんど使いこなせてなかったのが、今では交代で警戒できるんだから。

　あの「あっ、取れた？」とか言って、効果スキルがポンポン取れる誰かさんがおかしいだけだ。しかも、お魚が獲とれたときのほうが嬉うれしそうだった……「飛べるかと思って？」とか「飛行、取れなかった」とか言う人がおかしいの、みんなちゃんと頑張ってるんだから。

　そして今日半日だけだったがみんなで手分けして情報収集できた。女子のおしゃべり能力でかなりの情報が集まった。

　いきなりギルド中を恐怖に陥れ、誰も口を利けなくした犯人を隔離したり。途中、おしゃべり能力が破壊力の誰かのせいで呼ばれて、摘み出して、そこで説明をし直したり。特例で魔石の買取をお願いしたのに買い取りカウンターをパニックに陥れた人を正座させたり……色んなトラブルもあったけど、トラブルの原因は反省してないけど……聞き出す内容を事前にまとめ、20人で手分けしたから知りたかった情報はだいぶ集まったと思う。良い情報も、悪い情報も。

　良い情報は、この街は比較的安全なようだ。なぜなら定期的に小お田だ君たちが現れているみたいだから。小田君たちは危険や不穏を感じたらそこに近付かない本能を持ってる。

　定期的と言うことは他の街と行き来しているのか、近くに拠点を作っているのかのどっちかだと思う。これで島しま崎ざきさんたちもようやく会える、島崎さんたちは本当に変わった、みんなが吃驚びつくりするくらいに。

　でも、ちゃんとお話ししてわかった。今の島崎さんたちが本当の島崎さんたちだって。

　きっと沢山嫌なことや辛つらいことが有ったんだと思う、それでいつも攻撃的に排他的に強気でいた。そうやって虚勢を張って自分たちを守っていた、怯おびえていた。でも異世界で虚勢を張っても誰も助けてくれない、それでも弱みを見せられなかった。

　そうして味方がいなくなった。森の中で、魔物がいて、男子はおかしくなり、私たちは……島崎さんたちを遠ざけた、それは見捨てたということだ。

　死ぬ。自分たちはもう直すぐ死ぬって……そう思って、そんな自分たちを助けてくれていたのに自分たちが酷ひどいことをしてしまった小田君たちに。死ぬのならせめてその前に謝って……ありがとうを言いたい。

　私たちは……それを信じなかった、信じてあげられなかった。

　そんな島崎さんたちの言葉を。それでも私たちに謝罪をし、森の中へ、小田君たちが向かった森の中へ……消えていった。

　本当は、本当ならそのまま森の中で消えていた……戦ったこともないＬｖも１のままの女の子が５人消えていた。誰も救われなかった。誰もが心を閉ざしてしまったから。

　そして、私たちも森の中で消えていたはずだった。

　でも誰も救われなかったはずの未来は虐殺された、魔物の形をした死は残虐に皆殺しにされた。島崎さんたちも私たちも……助けられた？　救われた？　それは蹂じゆう躙りん。

　私たちの最期が、私たちの絶望が、私たちの死も蹂躙された。私たちの目の前で皆殺しにされた「こんなとこで、なにしてんの？」って。

　死まものなんか蹂躙すれば良いし絶望なんて撲殺すればいいって、最期なんて引き延ばせば永遠だって……そんなことができるわけがない、誰だって思う。そう思っていた。でも目の前で当たり前のように、それが普通だとやって見せられた。見せつけられた。

　できるわけがないなんて言い訳だと。私たちの諦めは遥君に虐殺されてしまった。

　そして私たちはいつの間にか笑えるようになっていた。明日のことを話せるようになっていた。楽しいことを考えられるようになれていた。

　だって、どうせ悲劇なんて皆殺しにされるんだから。だって殺やればできるらしい。みんな固まってた。私もだ。でも殺っちゃうの、それが遥君だった。

　やっと島崎さんたちは、小田君に会える。でも遥君がいなくなってしまう。

　最期を引き延ばしたら永遠になるんなら、遥君とのお別れなんて私たちが破壊すればいい。今まで散々自分がしてきたんだから。文句は言わせないんだから。

　そして、悪い情報は……最悪だった。
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　19日目　朝　宿屋　白い変人






　よし「知らない天井だ」。よし、やっと言えた……もう駄目かと思ってたよ！　このままお約束テンプレすらできずに暮らすのかと思ったよ。まじで知らない天井だ。間違いない！

　今までの知らない洞窟だの、知らない森の中だの、知らない女子高生だのじゃない。たとえ宿の名前が白い変人でも、白い変態でも、宿の天井は知らない天井だ。今度こそ知らない天井なのだ！　寝る前にも見たけど知らないったら知らないんだ！

　異世界転移してこの台詞せりふ言うまでに20日近く掛かるとかおかしくない？

「まあ、とにかく異世界に来て街に着いた。――やり遂げたな（Ｆｉｎ？）」

「おはよー、朝から勝手に終わらないで欲しいんだけど？　しかも遥はるか君は街まで付いて来てくれただけで最初から街を目指して無かったよね？　全くさっぱり何一つやり遂げてないんだけどなんで終わっちゃってるの？　そしてなんでＦｉｎまで疑問形なの!?」

　この宿ではモーニングコールの代わりに、モーニング突っ込みのサービスがあるんだろうか？　今ならなんとジト目付きだ。宜よろしくお願いします。

「おはよー、委員長。今日も委員長だね（ドヤッ！）」

「なんで褒め言葉みたいに使われてるの？　どうして良いこと言ったぜみたいな顔してるの？　そんなに毎日委員長交代しないからずっと委員長って言うか学級もないのにいつまで学級委員長なのって感じなんだけど？」

　残念なことに委員長は我が校では委員長に委員長と言うのが最高の褒め言葉だということを知らないらしい。いや、俺が決めたんだよ？

「で、朝からどうしたの？　お腹なか空すいたの？　朝御飯待てないの？　茸きのこ食べる？」

「どうして遥君の中で私はひもじい子なの？　いつもお腹を空かしてるの？　違うよっ、お話ししに来たの！」

　違うらしい、暴食のスキルは無いようだ。代わりに……いえっ、なんでもないです！

「昨日ギルドで情報を集めたから……遥君にも、ちゃんと伝えておこうって……」

　伝えにくそうに言いにくそうに、俺のことなのに我が身を切られるように辛そうに話を始めた。

「あー、Ｌｖの壁？」

「えっ、なんで知って……誰に聞いたの？　全部……知ってる……ん……だね」

　やはり、Ｌｖの壁の話を聞いて俺にどう伝えようか迷っていたのだろう。悪い情報を伝えなければならないと。どう伝えようと、こう伝えようと、どうしようもない話なのに。Ｌｖの壁、それはこの世界のルール。

　武器効果スキルと武技ウエポンスキルとか剣だと最低のものでも要ようＬｖ20でそれ以下だと効果スキルは発動しない、そして武技ウエポンスキルもＬｖ20で基本技の「スラッシュ」や「スラスト」が使えるようになる。斬ったり突いたりするだけの技だが武技ウエポンスキルだと威力が違う。そしてＬｖ20の武技ウエポンスキルは、Ｌｖ20以上ないと受けきれない威力になる。

　これがＬｖの壁。この世界でＬｖが絶対的と言われる理由。Ｌｖに差があるだけで武技ウエポンスキルにやられる。防御の武技ウエポンスキルを使われると攻撃が通らない。どれほど強くステータスが高くてもＬｖの低い俺は負ける。

　そして魔物まで武技ウエポンスキルを持っている、そしてこの世界は人が普通に人を殺す、武技ウエポンスキルが取れない俺はいずれ殺されるだろう。――死亡ゲーム宣告オーバー。

　もう詰んでるよと告げに来た。朝早くにたった１人で……だから今日も委員長だ。

　誰だって言いたくないが伝えないと危険だ、知らなければ命に係かかわる。こんな残酷なことを伝えれば憎まれるかもしれなくても伝えに来た。

「あ～、おっちゃんたちに聞いた。えーと？　おっちゃん３人衆？」

「あー、冒険者ギルドのギルド長のハキエスさんもその３人衆に入れられちゃってるんだね？　ギルド長すら覚える気ないんだね？」

「ありがとう。委員長。目の下に熊ができてるぞ」

　きっと、どう伝えれば良いのか一晩中考えていたのかもしれない、俺がどうなってしまうのか心配してくれたんだろう。目の下に熊ができてるし？

「熊はできないから！　どんな目なの下が熊って！　なんで隈くまが熊作っちゃうの！」

　熊じゃなかったらしい、くまモンは元気だろうか？　会ったことないけど？　多分クラスにはいなかったと思う？

　それから朝御飯！　パンダヨパン！　ぼさぼさパン！　チョー硬いけどパン！

「パン有んのかー。小麦粉を買って帰ろう！　食材を集めるのだ、この世界の食材の全てを我が手に！　フハハハハッ！」

「なんでパン食べると世界を手にしちゃうの？　異世界迷惑ですよっ！」

　ギョギョっ娘こに叱られた、お魚さんを褒めなかったからだろうか？　そう言えば、お父さんとお母さんはお魚だとか言っていたし思い入れがあるんだろう。

「ホームシックかー、仕方ないよな。大丈夫だよ、お父さんとお母さんもきっと元気に泳いでるから？」

「私のお父さんとお母さんをお魚さんにしないでーっ！」

　叱られた、お魚さんって言ってたよねー？　聞き間違い？　まさかさかなクン!?　お母さんも!?　元の世界は異世界より驚きに満ち溢あふれていたようだ。

「今日はどうするの？　朝から出かけるの？　朝ギル？　朝ギルしちゃうの？」

　まー、買い物とか行くにしても先まずはギルドだろう。俺まだお金持ってないし。

「なんで朝マックみたいに朝ギルしちゃうんですか？」

「なんかみんなテーブルでドリンクしながらだべってたし？　壁にも『今なら１００エレ！』とか書いてあったし？」

　１杯が１００エレなのだから１エレ＝１円位なのだろうか？　１００エレショップとか有りそうだ。本屋はないそうだ……

　先ずはお金だ、数はあったがＦ級の魔石だし大した額にはならないだろう。

　だが俺はお金が掛からない。Ｌｖ９では武器も防具も装備できない、使えるのは木の棒位らしいけど持ってる。皮の鎧よろいも無理らしいからお金が全く要らない。まあ冒険者にならないから最初から装備だって要らない、無職だし？

　やはり必要なのは食材と調理器具、特に調味料！　塩はある、何な故ぜか全く減らない！　村人Ａさんはいったいどんだけ塩買ってたの!?
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　19日目　昼前　オムイのギルド






　誰にも絡まれないし誰も目を合わせない。そして自動的に道が開く……便利で良いんだけどさー。とりあえず受付カウンターに行ってみると、

「すいません。これで有り金全部です勘弁してください。残りは必ず、必ず後日お払いしますから！　今日はこれだけで……お願いします！」

「「「「お願いします！」」」」

　いや、強盗とかじゃないんですけど？　冒険者でもないけど？　無職だし？　それに住所不定って言うか洞窟住まい？　めっちゃ怪しい人だった！

「遥君すまない。魔石の換金が量が多すぎてまだ終わってないんだ。終わった分だけでもギルドの現金が足りない、すまないが分割にして貰もらえないだろうか？」

「「「「お願いします！」」」」

　とりあえず強盗と間違われているわけではないらしい。怪しい人とは思われてるかも？　うん、俺なら思うな。

「本来なら買い取れなかった魔石は返却なのだが……遥君は冒険者ではないので本来は買取できない。だがこの量を他よ所そに流されるのも困るし惜しいと言うか……」

　ギルド長のおっさんの説明によると、魔石の買取でギルドは１割の手数料を受け取る。本部の決まり事なので取扱量の１割は引かないといけないらしい。

　これは冒険者ギルドと冒険者のために使われるので冒険者は他所に売ることは禁止、売ったらギルドから除名らしい。ところが俺は冒険者じゃないからギルドのお世話になれない。

　どうやらおっさんは冒険者でもないのに特例だ御お礼れいだと言っておきながら１割徴収することに罪悪感を覚えていたそうだ。

　商店に売りに行っても問題はないし文句も言えない。買い叩たたかれないように親切で買取をしようとしてくれたわけだが大量で買い切れない。そして大量に安く売られると価格破壊でギルドの運営に係わる問題になってしまう。

「当然、命令もできるわけがないし、お願いできる立場ではないのはわかっているんだ……すまない」

　気にしているけど別に良いんだけど、頼んでるくせに遠慮して話が進まない。

　が、目に隈を作った受付のお姉さんの一言が決め手になった。その小さな声は、

「これだけ売買できればボーナスが……新しい洋服買えるよー……」

「別に良いよ？　徹夜させたみたいだし、ボーナスあげてね？　みたいな？」

　別に良い。本屋がないんだしお金持ってても本がないんだよ。

「俺がなれなくても委員長たちも冒険者登録したし、多分知り合いも４人入ってると思うし？　24人も面倒見て貰うんだから別に良いよ気にしなくて、マジで？」

　ほっとした雰囲気が流れる、受付のお姉さんははしゃいでる。あ、怒られた。うん、気持ちはわかる、俺もいつもいつも……

　とりあえずとして８００万エレ貰った？　アホなの？　そりゃあ現金なくなるよ。ちょっとは買い叩けよ！

「８００万ってＦ級の魔石が殆ほとんどだったはずだけど？　一番下の等級だよね？」

　怒られていた受付のお姉さんが前に出て来てドヤ顔で説明を始めた。うん、説教から逃げてきたな……

「あっ、それはですね、Ｓは伝説、Ａは災害級で倒せないんで逃げます。Ｂも国を挙げて倒せる……かもしれない？　Ｃはギルドで結集したらもしかして？　Ｄでやっと一流冒険者が集まってればなんとか？　Ｅが一流トツプクラスが頑張ってなんとか？　それ以外全部Ｆです。Ｆだけです。Ｆしかないです。Ｄとかあったら王様が飾ってます」

　駄目じゃん！　等級意味ないじゃん！　どうりでＦ級しかないと思ったよ、それじゃ価値全然わかんないよ。

「Ｆで１～10に分けて、更に＋－で全30等級です」

「なんでＦで止めちゃったのー!?　なんでＺまで使い切らないの？　滅め茶ちやわかりにくいよ！」

「それは歴史の謎です。今回一番上が『Ｆ10＋』で初めて見ました。他も殆どＦ８～５、Ｆ10＋だけで現在なら１０００万エレ超えます。ギルド破産します！」

　受付のお姉さんはそう言えば買い取りカウンターで泣いてた人だ、最後は睨にらんでた。鑑定士なのか？　かなり詳しいみたいだ。

「本当に良いのかい？　かなり、と言うより凄すごく虫の良い話で遥君にだけなんのメリットもない。正直とてもお願いできる内容じゃないんだが……」

「いいよ、どーせ魔石集まったら委員長たち通してこっそりギルドに売り捌さばくつもりだったし？　ギルドの情報も内緒で横流しして貰うつもりだったし？」

「それ、お願いだからギルド長とギルドの全職員の前でぶっちゃけないでくれるかなー？　全然こっそり内緒にしてないよね？　まあ、できればそうして欲しかったんだけど……気付かずいたかったんだがね……」

　結果、長期返済にした。長期なら俺と繫つながる委員長たちになにかあれば全額回収や商店へ投げ売りすると言えば無下にはできないし融通も利くだろう、情報の集まるギルドが味方なら安全性が高まる。って言って脅しといたので死ぬ気で頑張るだろう。

「じゃあ買い物行こうかな？　お勧めの店とかあったら教えて欲しいんだけど？」

　現在魔石が不足していて大高騰中らしく滅茶儲もうかった。予想を超える軍資金は得た。

　商店の場所もあらかた聞いたし出かけよう？

「遥君……ちょっといいかなー？」

　お金持ちになった途端に委員長が現れた？　恐るべしＪＫ！

「強ゆ請すり？　集たかり？　カツアゲ？　それとも熊？」

「熊はもう良いから！　それに強請ったり集ったりしないから。むしろ逆なの！」

　思いのほか金額が大きかったので焦ってるようだ、心配性のおかーさんだ。

「あー、預けた分？　いや良いんじゃない？　なにかあるかもしれないし？」

「だって袋一杯の魔石って凄い金額になりそうだよ？　持ってるのも怖いし？」

　委員長にはなにかあったときやお金が厳しいとき用に魔石を１袋預けている。

　実際怪け我がしたり武器が壊れたりでお金の余裕がないと危険だ。非常用と融資用として渡してあるが予想より高額で困ったのだろう。

「余ったり要らなかったりしたら返せば良いんじゃない？　多分？」

「その多分はどうでも良いっていう多分だね？　お金は大事だよ？」

　だって洞窟だと家賃無料で茸きのこも永久無料で採り放題、服も傷まない永久保障付きで……俺って「お金ってなに、美お味いしいの？」って言う生活なんだよ？

　更に今ならぼっちだから交際費も永久無料ー！って、そこはホットケー！

「持っててよ。なにかがあったときのために？　なかったらラッキーで良いじゃん？」

「うん、ありがとう。みんなのために大事に使うから」

　やっと、委員長を説得し終わりお出かけ？

「兄ちゃん。お礼をするって言ったよな、良い店があるんだ紹介するぜっ」

　おー、槍やりのおっちゃんだ。良いお店を御紹介されちゃうらしい！　異世界の美人さんたちとキャッキャウフフできるお店だろうか、森にはギャッギャウグググって鳴くゴブたちしかいなかったんだよ。

「まだ、昼前だよ？」

　一応ほら、なんていうの？　建前とかいるじゃん……索敵に20の敵エネミーが見えるし？

「いや、そっちの店じゃなくて武器屋だよ。ちょっと変わってるが穴場の良い店なんだ」

　なんて使えないおっちゃんだ！　緑狼グリーンウルフさんに返品してこよう、そうしよう。

　Ｌｖ９ではなにもいらないがお金はある、良い店で出物でもあれば委員長たちに教えても良いし行くだけ行ってみようか？　お礼らしいし。まあ、異世界の武器屋とか行ってみたいじゃん？

　……キャッキャウフフは男子高校生としてもっと行ってみたいんだけど。マジで。
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　19日目　昼　武器屋？






　武器屋って言うか屋台？　行商って言う奴やつなのだろうが……しょぼくない？

「ここは訳有り品や特殊な迷宮の出物ばかり集めてくる、兄ちゃん向けの店だな」

　普通の武器屋の普通の武器は普通に装備できない、なら怪しい店って、おいっ！

　鑑定はあるが武器に詳しくないんだけど？　まあ、見てみるか……

『宿木ヤドリギの蔦つた：【木の棒、杖つえの強化】？　？　？　？』

　うーん、いきなり「？不明」さんだ。もう「？不明」装備で揃そろえろって言うこと？　そして『棘とげ付け肩パッド：【凶暴さＵＰ】』。うん、これは駄目だ、絶対駄目だ。これを着けたらもう引き返せないだろう……「ひゃっはー」から。

『七の首飾り（３割）：【七つ入る】』

　アイテム袋の首飾り版なのかと思ったがなにも入らない、不良品？　【七つ入る】って『鑑定』がＬｖ５に上がってから村人Ａさんの装備に同じ説明が出ていたがアイテム袋では無かったし意味不明なままだ。『マント？』と『皮のグローブ？』に『皮のブーツ？』と『布の服？』それに『木の杖？』の５点が【七つ入る】らしいが同じシリーズ？

「店員さん、この七の首飾りってなに？　なにが七つ入るの？」

　めちゃ怪しいフードの店員さんに聞いてみる。買わずとも情報を聞くのはタダだ。

「それは装備を複合させるものですね。７種類の首飾りを入れられて７個分の効果が出ます、ただし能力は３割になります」

　あー、これは便利アイテムだ。装備で毒耐性とか睡眠耐性とか揃えだすと付け切れないだろう、これなら７個分の耐性が付く、ただし３割のみ。

　欲しいが３割か……毒耐性１００％のものがあっても効果は30％になるから微妙だ。だが無いよりは良い、でも他にネックレスを持ってない。なまじお金があると「買っといても良いかな」位でも買いそうになる。

　いや、それより「？不明」シリーズの『宿木ヤドリギの蔦』だ、武器は『樹きの杖？』だけだから強化されるなら欲しい。程度も効果もわからないが強くなれるなら有りだ。

　買いだな。他の武器は持てないのだし……とりあえず第一候補だ。

『魔法反射のマント：【魔法を反射する】魔法反射（小）』

　これは良い。今まで魔法攻撃を受けた経験はないが、Ｌｖの壁で魔法攻撃をレジストできないならこれは良いものだ。そしてマントだから恐らく『マント？』に複合できる、まだ６個余裕がある。完全に反射できるわけじゃないだろうがＬｖやスキルと併せれば対魔法の切り札になる、これは買いだ、高くても買おう！

　そう考えると杖かマント、服にグローブとブーツが買いだろう、探そう！

「おーい、まだ見るのかー？　全部見る気かー？　１日かかるぞー」

　おっちゃんが飽きたらしい、お礼だろ、我慢しろ。全部見るに決まってるじゃん、全部見ないでどうやって決めるの、全く。

　欲しい物は沢山ある、お金は結構ある。まさかの異世界で初めての大人買いだ。

　服だと『防刃の服：【切れない服】』も良いけど、今の服は切れないし破れないし燃えないし汚れもすぐ落ちる。それならこっちの『力のグローブ＋７　ＰｏＷ＋７』も……いや７は微妙だ。それなら『火の杖　火魔法＋10％』のほうが効果的だ、でも10％だとすぐに20％とか30％とか出てきて無駄遣いになりそうだ。

『防刃の帽子：【切れない帽子】』って、頭切れなくても叩かれてる時点で駄目じゃん!?

　えっ『魔力刀：【魔力で切れ味が上がる刀　要Ｌｖ50】』、うわっ、刀だよ！　欲しい。

　けど要Ｌｖ50だと使えない……でも持てないわけじゃないし振り回すだけでも……

　えっ、なに？　なんなの？　『空間の杖：【空間魔法が使える人には効果大】』って空間魔法は自力でなんとかしろってこと？　おまっ、空間の杖なんて名前で期待させといて自力でってなんなんだよ、杖つえ杖つえ詐欺だよ！　お年寄りなら引っ掛かっちゃうよ！　俺も引っ掛かりそうだったよ！　引っ掛かりたかった……欲しいな？

　持ってればいつか使えるかな……駄目だ、完全に駄目な人の考え方だ。必要なものと有用なものを探すんだ、異世界で夢なんか持っちゃ駄目だ。

　全くなんておっちゃんだ、お礼とか言っといて自分だけ晩御飯食べに行っちゃったよ！　俺だってお腹なか空すかして頑張ってるのにお店の怪しい人だって涙目で頑張ってるよ？　全く最近の異世界のおっちゃんときたら我慢もできないとは。

　指輪は『窮魂の指輪』がある、怖いのであまり見てなかったのだが鑑定するとこれも【七つ入る】らしい！　よし指輪だ、指輪も見せろ！　え、なに？　どんなのって全部だよ！　全部見せろ、すぐ見せろ、早く見せろ！　ハリー、ハリー、ハリー！

「お願いします、もう値引きでも割引きでも投げ売りでもしますから決めちゃって下さい。お腹空いたんです。眠たいんです。もう無理です！」

「おーい、兄ちゃーん……かわいそうだから早く買ってやれよ？　俺もかわいそうだよ？　もう夜だよ？　商品見えないって？」

　商人の癖に泣き言なんて嘆かわしい、そこは少しでも沢山買わせようと頑張れよ！

「大丈夫、暗視もできるし鑑定もあるよ？　魔力ランタン出そうか？」

「「……お家に帰りたい」」

　迷子かよ！　結局、深夜の夜回り委員長に補導された。

　まだ全部見てようやく候補を集めてやっと比較検討が始まり絞り込みの途中だったのに、ここからが本番だったのに……もう絞りに絞り込んだ分だけで良いか？

　必要最小限だが、それ故に無駄遣いはないだろう。

「これでいくら？」

「えっ、これ全部ですか？　格安店ですしガテクさんの恩人ですから元値でいいですが、これってかなりお高いものばかりで１千万エレを軽く超えちゃいますよ？」

「８００万エレで残りは値切る？　粘る？　朝まで頑張る？　みたいな？」

「「「……こらっ！」」」

　結局、委員長判断で『輝きのマント：【かっこよく輝く】』と『幸運の壺つぼ：【家に置くと幸せになれると言われて買わされた壺】』そして『フェロモンの指輪：【異性の好感度が上がるかも？】』を外されて８００万になった。『フェロモンの指輪』が外されたよ？　「異性に好感度が上がるかも？」だよ？……いえなんでも無いです。

　ちなみに『フェロモンの指輪』が２６０万で一番高かったらしい。素敵アイテムばかり10点が外された……俺の好感度……外されて行ったよ？
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　19日目　夜更け　宿屋　白い変人






　お腹空いたのに、晩御飯まだ食べてないのに、宿代と晩御飯代がないって言っただけなのに……怒られてる。また今日も怒られてる？

「なんでお金は大事だよって言ってた端から無一文になって帰ってくるの!?　禁治産者なの？　ボードレールなの？　風紀紊ぶん乱らんの咎とがで禁断詩し篇へんになっちゃうの？」

　お買い物して来ただけなのに怒られてる？　女子全員からだ、お土産がないからだろうか？　禁治産者扱いだよ、憂鬱メランコリツクだな？

　魔石売買の没収分から支払いして貰もらいました。コソコソと部屋に戻り荷物を広げる。そしてこれこそがお買い物の醍醐味メインイベントだ。種類別に分けて取り出す、こっちはグローブ……えーとマントは嵩かさ張ばるから床で良いか、指輪はテーブルっと。

「えっと、これは……回避のマントだっけ確か？　回避力ＵＰ（小）だっけ？」

　なんか量が多すぎて頭の中が整理できない……って言うか、眠い！　でもまだこんなに……って、寝る場所がない……

「やばい、もう朝になる……眠いし……頭が寝てる？」

　もういい、七つ入るんだからとりあえず一つにまとめよう……ああぁなんか、普通に……一つになるって……吸い込まれる？　複合らしいがとにかく片付いた。寝よう……お金どうしよう？　俺の好感度が……外された……外されたよ？　好感度が……
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　20日目　朝　武器屋






　お金がない。貸しは一杯あるが現金がない。

　これが資金不足シヨートと言うものか？　異世界の金融融資制度はどうなっているんだ？　優良にーとだぞ、働き者のひきこもりで頑張ってるぼっちだぞ。お金欲しいです。

　なにか売れるものと言っても魔石は分割払いだ。昨日ギルドの有り金を巻き上げたばかりなので無理だろう。あとはなにかアイテム袋の中に……山ほどあった？

　普通に剣とか槍とか売ってる街の武器屋さん。装備できないし買うお金もないけど。

「おっちゃん、ゴブリンの棍こん棒ぼうって買い取ってくれるの？」

　禿はげたおっさんに聞いてみる、どうせ要らないし大量にある。安くても現金だ！

「あー、買うけど安いぞ。１本が５００エレからだ」

　ぼったくりだ。店売りの棍棒は１０００～２０００エレ、買取は５００～だ、半分は儲もうけかよ。まあ店の維持費も禿げの給料も要るんだろうけど50％って……いや元の世界の武器ぶつきオフとかだったら１００エレも出さないだろう？　優良店なのかもしれない。

「何個くらいなら買って貰えんの？」

　10本買って貰えれば５０００エレにはなる、生活費になる。

「何個って？　武器屋なんだから売るって言うなら何個でも買うに決まってるだろうよ。こちとら看板上げて商売してんだぞ？」

　流石さすがは店舗販売、買取拒否はないらしい。おっちゃんもいい禿げに違いない。

「よっと（ドサドサドサッドゴッドサドサッドサドゴトンガタンドタンボテッ）」

「……」

「……？」

「……すいません、生意気言いました。50本で勘弁してください！」

　たいした禿げではなかったらしい。いや50本も買ってもらえただけで助かる、現金だ、ゲンナマだ、委員長に怒られながらお金を借りなくてすむ。

「当分次は買えんぞ、それだけの量はどこでも無理だ。当分は50本でも過剰で他よ所そに持っていかないと捌さばききれんからな？」

「いや、街の人に１人１本とか装備させたら軽く捌けるんじゃない？」

「住人が全員棍棒持った街とか怖えぇよ！　旅人逃げるよ、夫婦喧げん嘩かで街が滅びるぞ！」

　うん、俺も嫌だそんな街。結果ゴブの棍棒51本と木の棒１本が売れた、ゴブリンリーダーの棍棒とコボルトリーダーの木の棒が追加された。

　って言うか滅め茶ちや頼まれた、凄すごい貴重らしい？　見分けつかないけど？　ゴブリンリーダーの棍棒は店に飾るんだとか……他にもＬｖの高いゴブの棍棒は貴重だとか言って選び悩んでた。男の癖に買い物が長いおっさんだ、全く。

「これで店の有り金全部だ、直すぐには無理だがまた持ってきてくれ、これだけの棍棒の品しな揃ぞろえならこの国で一番だぜ！　頼んだぞっ」

　えらく棍棒の好きなおっちゃんだ……ちなみに鍛冶師だった。

　次に来たときには棍棒専門店とかなってそうだ。マニアックだな。





　20日目　朝　宿屋　白い変人






　現金があるうちに今日の宿代を払っておく。

「ほーら、受け取るがいい看板庶民娘よ」

「うぅぅぅぅー、まいどありですぅー」

　ふふふお大臣様だ。億万長者だ。２万５千エレの予定が１６０万エレの大おお儲もうけだ。

　一泊食事つきで４５００エレ連日だと４２００エレ、食事も普通の物は５００～１５００エレで食べられるし、お風呂も１０００エレだ。

　常客で連泊できるな、宿屋住まいだ。白い変人の常客とか嫌だけど。

「遥はるか君？　その袋一杯のお金はどうしたのかな？　昨日の夜まで無一文だったよねーっ、なんでお願いしてツケでご飯食べさせて貰って泊めて貰ったのに支払いがそんなに偉そうなの!?　なんでお財布の中身が激動で波乱万丈なの!?」

「なんでって８００万エレから０になって次の朝には１６０万エレだから黒字？」

　没収された。悪逆だ非道だ暴君だ、お母さんだ……お小遣いは５万エレって……

　武器はいらないし薬もあるが調味料と食材は絶対必要だ！　あとは日用品？　雑貨店かな？　場所はギルドで聞いたし、５万エレしかないし。

「あれ～、遥君も没収されたの～？　酷ひどいよね～せっかくのお買い物なのに～？」

　副委員長たちのお帰りのようだ、Ｂさんは今日も揺れている！　揺れすぎて没収されたんだろうか？　いや、充分に残ってますよ、充分過ぎます。うん、けしからん。

「遥君。私たちみんなのお金を心配して貰ってありがたいのだけど、自分のお金の心配をすべきだよ。一番心配なのは遥君だからね」

　副委員長Ａさんは相変わらずＡのようだがＡからは没収できなかったようだ。

「私も没収された！　ドレスなんか要らないって……買えた服も子供服だった……」

　Ｃさんも……つまり副委員長ＡとＡＡとＥいや、まさかＦ……Ｇフンゲフン。

　索敵に敵が２人？　いや、３人いたっ！　フリーランスのスナイパーさんに狙われているんだろうか？　異世界は怖いようだ。





　20日目　朝　雑貨屋






　名もない雑貨屋、って言うか看板掠かすれて読めないけどここが一番の品揃えらしい。

「調味料と日持ちする食材が有ったら欲しいんですけど？　あと、日用品？」

　うん惜しい、あと５歳若かったら毎日通っただろうって言う感じの美人顔のお姉さんだ。

「旅人さんかい？　調味料は塩、胡こ椒しよう、ハーブは今は４種類しかないよ、あと高くていいなら砂糖が入荷してるよっ」

　うん、ソースは近代だし、醬しよう油ゆは東洋だろう、ハーブ、香草は有っても良いな。

「干し肉以外で、保存食とかある？」

「長期なら、小麦粉に大麦粉、干し芋に干し柿、高いのなら干し茸きのこ、あとは日持ちする芋か干しパンだねー、野菜は色々あるよ」

　芋あるのかー、森にないから期待していなかった。茸は高価らしいが要らない！

　日用品をあれこれと見て回るが帽子？　『黒帽子：【隠おん密みつＵＰ】防御＋30　気配遮断』あれ、装備じゃん？　雑貨屋だからなんでもあるのか？　結構物が良い。

「これは？」

「あー、それは前に来た泥棒から身み包ぐるみ毟むしり取ったんだよ、そのときの売れ残りだから１０００エレでいいよ」

　良し、買いだ。ニット帽みたいだが防御力もある。そしてこのおば……お姉さんはどうやらお強いようだ。

　あとは生活必需品の石せつ鹼けんはお高いが必要品だ。タオルと言うか布や手ぬぐいも買い足しておこう。歯ブラシは持ってきていたが歯磨き粉が心もとない。だが歯磨き粉の代用品は無さそうだ。歯ブラシも枝みたいだし大事に使おう。

　こうして見ると中世位かと思っていたけど文化レベルはやや高い、木製だけどスプーンも普通に売っている。たしかリアル中世初期とかナイフと手て摑づかみだ。

　あることはあるがガラスはお高いようで茶色いし曇ってるし歪いびつだ、ポーションの瓶は取っておこう。そしてこっちもお高いが紙もある、ざらざらで厚ぼったいが紙だろう、パピルスならぺらぺらのはずだし。鉄の材質も差が凄い。雑貨屋が文明の証あかしだったとは思わなかったが、この感じだとミッドセンチュリーまでは遠そうだ。

「助けて委員長、お小遣いが無くなったよー？」

「なんで朝あげたのにお昼にないの？　日本円で10万円位だよ、なんでなくなっちゃうの？　それになんで私が青くて耳のない猫型ロボットみたいな扱いなの？」

　委員長のジト目だ。おジト目さまだ、ありがたやありがたや。

　１エレ＝１円くらいと思っていたら２円なの？　よくわからん。

　とりあえず雑貨屋さんで見つけた品物をそっと差し出す。

「これはお土産のドライフルーツでございます、皆さんでどうぞ？」

　よしっ、お代官様のジト目はドライフルーツに釘くぎ付づけだ。

　やはり昨日怒られたのもお土産が無かったからだった、常に気遣いワイロは大切だ。

「もう、あんまり無駄遣いしちゃ駄目だよっ、今回だけだからねっ」

　怒りながらも先ほどまでの迫力はない。心はドライフルーツだ。

「本当に、もう駄目だからね！」

　そう言いながらそっと銀貨を５枚握らせてくれた、５万エレだ。そして足早に部屋に帰って行った、女子会が開かれるようだ。怒られたときのためにまた買っておこう！
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　20日目　昼過ぎ　オムイのギルド






　なんかさー、なんて言うかさー、異世界じゃん。異世界の冒険者ギルドって命懸けの仕事じゃん？　なんでこんなに依頼が地味なの？　めちゃ堅実なお仕事なの？　夢と希望とお小遣いはないの？　ハロワなの？　にーとの敵だった！

　土木作業。嫌いじゃないが、安いよ、日当。

　運搬作業。右に同じ。

　護衛任務。日にち長いし、安いし？

　害獣駆除。ゴブ、ウルフって単価安いな、数こなせば良いのか？

　普通～あるじゃん？　こう「ええぇっ!?　この世界にはドラゴンがいるの!!」とか、「くっ、こんな化け物が……」って一いつ攫かく千せん金きんな凄い依頼がさー？　夢がないんだよ夢が、勤務時間とか書いてあるし？

「遥さん？　どうして依頼書を眺めているんですか？」

　あ、受付のお姉さんの中でもまともな受付のお姉さんだ、怒られるほうではなく怒るほうのお姉さんだ。さては受付委員長なんだろうか？

「お金がないしこっそり依頼の魔物を倒してこそっと売り捌いて貰もらおうかと思って？」

　なっ、なんだと！　この受付のお姉さんもジト目使い！　やはり受付委員長！

　朝は委員長のジト目、昼は受付のお姉さんのジト目、夜はどこだろう？　夜はどこに行けば……怪しい夜のお店なのか？　そこには男子高校生的な意味の大人のジト目があるんだろうか？　とっても行きたいです。

「お願いしますから、口だけじゃなくコッソリして下さい。人目も気にせずに堂々と掲示板見てますよね」

「いや？　だってこのギルドって、誰一人こっち見ないから人目ないよね？」

　うん、見回しても誰もこっち見ないし人目もなにも目が合わない。結論、問題ない。

「それに昨日８００万エレお受け取りになったはずですが？　ないんですか？」

「あー、あれ？　あの後に槍やりのおっちゃんが良い店があるから行こうって連れて行かれて夜中までその怪しい店に居たら……８００万全部無くなった？　みたいな？」

　あれ？　ちょうどギルドに入って来た槍のおっちゃんが受付のお姉さんに捕まり２階に連行されて行った？　なにをしでかしたんだろう、全く困ったおっちゃんだよ？




　さて街の外に出るには身分証明書が必要だ、ないとまた入場料を取られる。でも冒険者になれなかったからギルドカードがない、住んでもないから住民カードもない。もちろん商売もしてないから商業ギルドにも入れない、にーとにどうしろと？

　身分証明書がないから入るときにお金がいる、お金がないから狩りに行きたいのにお金を取られる。そのお金がないから狩りに行けない、狩りに行けないからお金がない、にーとスパイラルだ！　なんて言うことだ、やはり街での生活は厳しいらしい。

　よし、こっそり出てこっそり戻ろう。街は２メートルちょいの壁で囲まれている、空くう歩ほで飛べば越えられる。問題は見つかると怒られる、門番に怒られた後に委員長に怒られる、もう手元にドライフルーツワイロがない！

　今着ている『マント？　（七つ入る）』にはこのあいだ買った『隠形のマント【姿を認識しにくくする】』が入ってる。って言うか複合されてる、未いまだ６個余裕まで有る。

　効果はよくわからない。見えなくなるわけじゃないが目に付かないし意識し辛づらくなるようだ、影が薄くなるんだろうか？　コッソリなら気付かれない、ひっそりならばれない。ちょっと出てすぐ戻ってくるんだから大丈夫、３秒ルールの超ロングバージョンだ。気配遮断と隠密を発動し、フードも被かぶり『黒帽子：【隠密ＵＰ】防御＋30　気配遮断』も被ってる、あとは……

「不審者なの？　通報したほうが良い？　なんで街に忍び込まずに忍び出て行くの？」

「うをおぉ！って、ファブ○ーズの人じゃん。吃びつ驚くりさせるなよ」

　誰かと思えば新体操っ娘ことバレー部Ａ、Ｂだっ。水泳部の裸族っ娘がいない？　脳筋四天王なのに？　最弱だったの？　序盤でやられちゃった？

「ファ○リーズのことは忘れ去って！　あと電柱っていったら焼かれるからね？」

　バレー部Ａ、Ｂがめちゃ睨にらんでいる、どうもＴＶでツイン電柱と呼ばれたことが不満だったようだ。多感な時期の女子高生に変な渾あだ名な付けるなんて可か哀わい想そうに……

　あれ？　俺が睨まれている？

「今日は裸族っ娘は？　遂ついに公然裸族猥わい褻せつ罪ざいで捕まったの？」

「いや、私たちも探しているんだけど……あと、街の中で脱いだりしないから捕まってはないと思うわよ？」

　気配察知のＬｖアップで女子さんの気配なら他と識別できるが、誰かまではわからない。近いのは……あれか？

「脱いではないんだけど、脱ぐ気はあるみたい？　ヤバイな？」

　服屋さんで服を摑つかんで走り回っている、バーゲン？　一応、店の前で着替えないだけの良識は有ったようだが多感な時期の男子高校生の前でも良識が欲しいものだ。

「裸族っ娘ーっ、脱ぐのに服買うの？　裸族なのに？　脱ぐ用に必要なの？」

「人聞きの悪いこと言わないでー、裸族じゃないよ！……キテルヨ……オヨウフク……キテルンダヨー」

　あーなにかトラウマがあるんだった、公然裸族猥褻罪で捕まったとかなんとか？

「おーっ、その服可愛かわいいなあ。似合うよ、きっと？」

　目が死んでるので話を摩すり替える、いや、まじでこの世界の服にしてはかなり可愛い、洋服を２枚持って右往左往してるがどっちも可愛い。

「そ、そ、そ、そうかなー？　本当に？　に、似合うかなー？」

　なるほど可愛い服を見つけて、寄り道してたが試着室が空かなくて焦ってたのか。危ない危ない見付けなかったら道端で脱ぎだす直前だったのだろう。

「どっちも、似合うと思うけどなんで悩んでるの？」

「２枚は予算オーバーなの、どっちも捨てがたいしサイズもいいし。もうどうして良いかわかんないから着てみようと思ったら試着室が全然空かないのー！」

　サイズを確かめるんじゃなくどっちが似合うかを悩んでいたのだ、流石さすが女子。

「どっちも買えば良いじゃん、お金貸すよ？　毎日10倍返しだ？」

「それって十日一割トイチどころじゃないよね？　絶対借りたらいけない奴やつだよね？　ま、まさか返せなかったら身体からだで払えと!?　やっぱ私の身体が目当てだったんだね！」

「ムリシデイイヨ？」

「ソウダヨネ……ソウナンダヨネ……リソクブンモカチ……ナイラシイ」

　なぜか死にかかっているのでとりあえず銀貨１枚貸して服を買わせる。あとの３人もバーゲン会場に突撃して行った、お金も貸した。
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「じゃあ、借金返済に働いて貰おうかー」

「「「「やっぱり！　私たちの身体を！　怪しいお店に売られるの？」」」」

「大丈夫だよ。怪しいお店に売られなくても裸族っ娘って言うだけで充分に裸族っ娘は怪しいよっ？　うん、大丈夫？」

「前から思ってたけど、遥はるか君の大丈夫はいっつも全然大丈夫じゃないよね？　あと、裸族じゃないよー、服も買ったもん！」

　その言い方だと裸族が裸で服を買いに来たみたいなんだけど？　捕まりそうだ！

　その後４人は街から出る、もちろんギルドカードを持っているので問題ない。その後ろをコソコソ付いて出る、もちろんコソコソしてるので問題ない。

「「「「なんで気付かれないの？」」」」

「それはねっ、気付かれないようにコッソリ出たからだよ？」

「「「「普通に歩いてたよね？　何事もないような顔して……」」」」

　そうして街から離れお小遣いまものを探す、できればお小遣いまものの群れがいい、大量のお小遣いだ。お小遣い大量殺戮ジエノサイド殺さつ戮りくだ。

　いた。『ゴブリン Lv2』しょぼっ！

　だめだ、こいつだと５００エレがいいところだ。しかも１匹とか（ボクッ！）

　もっと高額なお小遣いかお小遣いの群れじゃないとなー（ボクッ！　ドカッ！）

　新しい武器の効果も見たかったが相手がな（ドカッ！　グシャッ！　ベキッ！）

　これでは脳筋四天王も借金が減らないで困ってるだろう（ドガガガガガガアッッ！）

　街の周りにはＬｖ１～３程度のウルフだけだ（ベギャ！　ガガゴッ！）

　５人で分けるとお小遣いにもならない（グギャ！　ゲグッ！　ギィ！　ガア！）

　それは、昨日の夜のこと（ギィイ！　グバッ！　ギャッ！　グゥウ！　ガァ!）

『樹きの杖つえ？』も七つ入るから買った杖を複合しようと（ガゴッ！　ギィ！）

　杖をアイテム袋から取り出していると（ベギャ！　ギィ！　グゥウ！　ゲェエ）

　使えないのに格好良いから買ってしまった『魔力刀』を（ドガアッガガガッ！）

　手に持ったら刀が『樹の杖？』と複合されたのだ（グバッ！　ギィギャッ！）

　要Ｌｖ50だったけど使えるんだろうか？　（ギャァ！　ゲグッ！　グガゴッ！）

　うん、使えるみたいだ。魔力を込めただけで切れてる？　（グギャ！　ゲグッ！）

『樹の杖？』なのにスパスパ切れる（ガァア！　ゲグッ！　ギィ！　ガァア！）

『樹の杖？』は要Ｌｖがないからそれに複合された魔力刀の要Ｌｖ50は解除されたんだろうか？　一緒に入れた『空間の杖』はどうせ……（ドガガガッガッガッガガガ！）

　人が考え事してるのに煩うるさいなー、もっとこう静かに虐殺されてくれないかなー？

「うーん、ちゃんと試したいんだが、相手がなー……もうちょっと、こう？　手応えって言うかさー、なんて言うの？　こう、もっと思考実験の検証を確定……」

「ぶつぶつ言いながら魔物を皆殺しにしないで、魔石取るの追いつかないでしょ！」

　怒られた。やはり異性に対する好感度が問題なのだろう。やはり購入しなければならない、だが『フェロモンの指輪』は２６０万……値切るしかないかな？

　結局１人頭２万エレにもならなかった……２万まで値切れるだろうか？

　雑魚ばかりでＬｖも当然上がらない。脳筋四天王の借金は即日返済されて怪しいお店には売りに行けないらしい。いや、売らないけどさー？　行きたいな？
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　20日目　夜　宿屋　白い変人　女子会






「やっぱり、遥君は１人で出て行こうとしてるねー」

「うん、なんか帰る準備済ませちゃってるっぽいよっ」

「もーっ、街でなんの問題も無く暮せてるのにねー？」

「うーん、問題は有りまくりだけど街の人も諦めてるみたいな……ギルドとか？」

「多分遥君は小お田だ君たち待ってるんだと思うの、私たちと島しま崎ざきさんたちのために」

「なんでよ！　あいつ使役者なんでしょ!!　なんで帰っちゃうの!!　なんで置いて行くのよっ!!　私たちまだなんにも……なんにも返せてないのよ!!……まだなんにも」

「そ～だね～？　なにかこ～遥君が離れられない～みたいななにかないかな～？」

「身体じゃ駄目だったよ……ダメダッタヨ……」

「あのー、離れられないような物はあるんですけど、ここにはないんです」

「「「「「えっ!?　なに!?」」」」

「図書館です」

「「「あーあ、無いね？」」」

　さすが図書委員ちゃん……って駄目そうだ。引き止める方法が図書館建設とか……いや、建物だけなら本人が造っちゃいそうだけど……すっごく豪華なのを!?

　大量の本が読めると聞けば一晩で造るかもしれない……造るだろうなー、絶対に。図書館のためならば元の世界より先に聖家族教会サグラダフアミリアだって異世界に完成されるだろう。

　そうすれば図書館が在ればきっと絶対間違い無く街に残る、離れない。

　それはもう図書館から追い出そうとすれば街を乗っ取っちゃうだろう。

　だって私の知ってる遥君は11年間ずっと本を読んでいた。

　ずっと、ずっと、いつも、いつも、きっとそれが一番欲しい物だ。

　私たちは沢山貰った。なにもかもが遥君に貰った物だ。なぜなら今生きている命もそうだから。なのになにもあげられない。私たちにはなにもできない。

　今日も、みんな話し続けるんだろう、どうしようって、どうしたらいいって……

　また今日も誰かが我慢できなくなって泣き出すまでずっと……ずっと……考える。

　みんなに理由を話したから、みんなに話してしまったから。

「たぶん遥君が洞窟に戻ろうとしているのは、男子たちをここに来させないため。

　私たちや小田君たちが危ないから、あそこで止める気なんだと思う。殺されないように、殺さなくていいように……１人でそれをやろうとしている……

　でもどんなに強くても遥君にはＬｖの壁がある。

　誰より強くても殺されるかもしれない。どんなに強くても死ぬかもしれない。それなのに自分１人でやろうとしている。誰よりも強くてどんなに強くても、誰よりも弱い……誰よりも脆もろいのに……誰よりも危ういのに……」

　とりあえずお金は没収したから、まだまだ準備は終わらないだろう。

　それまでに……その日までに……
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　21日目　朝　宿屋　白い変人






　今日は久し振りのぼっち朝御飯。

　べ、べつにはぶられてるわけじゃないよ！　ただ誰もいないだけだよ！　置いて行かれただけだよ！　苛いじめられている……可能性は否定できないものがあるな？

　女子さんたちは冒険者だから朝からお仕事だ。俺はにーとだから１人で朝御飯。

　ほら、問題ないじゃん！　正しい職業別の行動と言えるだろう。いや言っとこうよ、そこはさー、ほら空気読めよ？　うん、１人でご飯の俺に？

　女子さんたちは冒険者だからパーティーで行動、俺はぼっちだから１人朝御飯。

　ほら、ちゃんと各自の適性に鑑みた最適な行動形態と言えるだろう、言えって！

　女子さんたちは冒険者だから依頼を受ける。俺はひきこもりだから１人で朝御飯。

　うん、なんら問題はないことがここに証明された。俺の称号が問題なのも再認識された、ただ朝御飯食べてるだけなのに称号のせいで世間体めちゃ悪くなってるよ！

　きっと近所の異世界人にもひそひそされてることだろう。

　来たー！　朝御飯、卵だよ卵！　目玉焼きだー！

　貴重らしく結構高かった。鶏とり捕まえるか。洞窟養鶏場建設かー、鶏肉もゲットだ。

　委員長たちは早朝からお仕事だ。今日はおっちゃんたちの所の美人４人とパーティーを組んで指導を受けるらしい。

　５人＋指導者１人の６人フルパーティーで４組に分かれて本格的に遠征してくるみたいだ。パーティー編成は６人までで、パーティーが増えるとレギオン？　だとか？

　俺より委員長たちのほうが強いが経験が足りないので無駄が多く力技とチート頼みだ。今日は身体能力ステータスやチートで押し切るのではない普通の戦い方を教えて貰もらえるだろう。これからの冒険者活動に必要になる技術や知識を習える、俺も個人指導して欲しかった！　良いなー、美人さんだし？

　そう遂に委員長たちの冒険者活動が始まる。週５で仕事を請け１ヶ月に25万エレが目標らしい。日本円で50万円くらい？

　多いようにも聞こえるが、宿代、食事代、お風呂代で月に15万エレ位は必要だ。残る10万エレで武器、装備の維持費、武装の強化、怪け我がすればその間の分の貯金、薬や携帯食等の消耗品。それに日用品や服だって欲しいだろう。結構厳しい、月に50万エレくらい稼げれば余裕もできる。だが、この街の周りは雑魚しかいない。街は案外儲もうからない？　だが頑張ろうとしてる。だから稼いで来ようとしてる。だからこそお金をなんとかしようとしている。

　どうしても俺の称号に「ひも」を付けたいみたいだ……やはり苛められている可能性は否定できないものがあるようだ？　本当は気付いているはずだ、稼ぐなら森、ゴブり放題！

　森を抜け洞窟まで直線移動すれば戦いながらでも２日で行ける。と言うか来られた。

　街から洞窟、狩りをして、また街で売る。そしてまた洞窟へ……このローテーションで行けば、拠点で野営と洞窟宿泊で宿代も要らない。

　現在女子たちは４チーム。２チームずつのローテーションで回せば月50万エレの収入は軽いし、街に居ない分支出も半分にできるだろう。

　そのためにも誰かが洞窟に常駐する必要がある。そして森の中で暮らすなんて女子のすることではない。森ガールならともかく森の人だ。野人だ、ひきこもりでしかもにーと……そこはホットケ！　そして、ぼっちの俺なら１人に慣れてる、慣れちゃってる……週２回は交代で誰か来るのだし買い物も頼める、たまに一緒に街に来ればいい。

　そもそも俺はギルドに入れないのだから街にいる必要がない。

　一番効率的で一番能率的だ。茸きのこ回収率的にも、なにより生存の確率的にも。

　なのに……おそらく、引き止められている理由、それはＬｖの壁の話だ。

　だから……いつか森の中で俺が１人で死んでいるかもしれないのが理由だろう。

　街にいたって人間に殺されるかもしれないんだから一緒だと思うのだが……

　誰もいないときに、誰も知らないときに、誰も助けられないまま１人で俺が死ぬ。

　それが怖いんだろう。それが心配なんだろう。そして不安なのだろう。

　きっとそれで…………お金没収されてるんだろうなー？
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　21日目　昼前　オムイのギルド






　よく考えたら冒険者になれなかったんだけど、なぜか毎日毎日ちゃんと冒険者ギルドに出勤している働き者のにーとさんだ。ついでにひきこもりなのにお家に帰れなくて毎日毎日20人の女子高生に怒られるぼっちだ……称号の変更って無いの!?

「なんか……一いつ攫かく千せん金きんでお金の心配が無くなるような、ぐっとくるような依頼とか出ないのかな？　全く？」

「８００万エレ貰った次の日にお金が心配になるような人がお金の心配が無くなるような一攫千金って一体おいくら位掛かるんでしょうねー？　ありません！」

　うん、今日は委員長たちが朝早かったせいで朝のジト目が無かった、ここにジト目成分を補給しに来たのは間違いではなかったようだ、流石さすがは受付委員長さんだ。

　今現在異世界で確認される上で最高のジト目使いだ！　他に知らないし？

　って言うか本当にないんだよっ？　絡んでるわけでも絡まってるわけでもなく、本当にない。不景気？　魔物不足なのって心配になるくらいに良い仕事が全くない。

「って言うか昨日と一緒じゃん。変わってないじゃん？　見に来た意味ないじゃん？　掲示板係仕事してないじゃん？　もう、ジャンバルジャンじゃん！　パン盗んじゃうじゃん！　銀の燭しよく台だいは貰えるのかなー？」

「どうして仕事がないと銀の燭台が貰えると思ってるのかは知りませんが、一体全体いつになったらコソコソして頂けるんでしょうか？」

　よし、今日１日分のジト目成分は補給できただろう、やはりジト目はたそがれの微光だ、ジト目こそ最後の闇、最後のあけぼの。余談、怒られた！

　今日は女子組は夕方まで帰ってこないだろう、アーケミーさんたちに指導を受けながらの狩りだから夜まで掛かるかもしれない。アケミさんなら夜も働いてそうだ、お店どこだろう？　男子高校生的にはやはりお金を稼がねば！

　茸が高く売れるのはわかっている、かなりの高額商品だ。市場に出ない目玉商品だ、過剰在庫商品だったのに大出世だよ茸さん。

　だから売れない。持っていればいざと言うときは薬にもなる、食料にだってなる、そしてお金になる。これは女子たちに持たせておくべきだ、街で暮らす冒険者にとってはお金よりも便利だ、持ってるだけで安全安心。

　実際、雑貨屋さんで体力茸も魔力茸も５万エレで売れた。茸にも等級が有り最低が５万エレ。買取予算が足りないので簡易版のアイテム袋と物々交換した。簡易版のアイテム袋はお高い割にあんまり物が入らない、しかも大きな物も駄目。だけど有れば凄すごく便利だ、特に冒険者には必需品だ。１個が１００万エレの高額商品でレア物だから女子さんたちだって簡単には手に入れられない、滅多に出回らないらしく偶然入荷していたから８個全部を買い占めた。大人買いだ！　まあ、茸払いだったけど。

　これに茸を大量に詰め込んで、ついでに無限増量な天然果汁な木の実のジュースを入れて渡しておけば安心だ、委員長には魔石も預けてあるし？

　こうなるとやはり洞窟に戻るべきなのだがオタたちが戻ってこない、全く、いったい、あのオタは、どこでオタオタしているのだろう？　街で待ってますとか言いながら居ないじゃん！　全くあのオタどもは……

　もう、行くしかないのだろうか？　オタ狩りに！　待ってるの面倒くさいし？

　狩って来たほうが早くない？　どうせ、どっかでオタオタしているのだ。

　うん、宿には伝言を残してきたし、この街から続く道は２本だけ。どっちに行ったかがわからないが、どっちかでオタオタしているはずだ。ならば狩ろう、なぜならそこでオタがオタオタしてるからだ！　とりあえず川下に続く道に行ってみよう。

　とにかく先まずは商人の後ろに付いてコソコソ門を出る。あとは飛んで行って途中にオタっぽいのが居たら狩る。それで良いだろう、良いに違いない、良きに計らおう？

　走っていると言うか駆けていると言うか跳ねていると言うか……順調に進んでる。最初は空を飛んでみたんだが速過ぎてなにも見えなかった、見えないと狩れない。そして毎回墜落が地味に痛い！　服が破れなくても痛いものは痛い。

　そんなわけで駆けている、って言うかこの速度で移動できるんなら洞窟まで１日かからないな、飛べば日帰りできるかも。痛いんだけど我慢すればできそうだ。

　今回の墜落はゴブが30匹くらい巻き込まれて被害にあっていた、全く間の悪いゴブだ。わざわざ人が墜落する所に集団でいるなよ！　本当にゴブは空気が読めないよなー、元の世界だったらオタたちと一緒に苛められていただろうって言うくらいに空気読めない。

　途中に村があったりしたが、オタたちの気配がないのでスルーする。

　馬車もいたが、オタたちの気配がないのでスルーする。

　盗賊もいたが、オタたちの気配がないのでスルーする。

　馬車が盗賊に襲われたが、オタたちの気配がないのでするするスルーする。

「その目付きが悪いガキも殺やれっ、目撃者は残すなっ！」

「はっ？　フゥァイアァアバゥワレットォ――――ッ！　焼けろ、焼けろ、焼けろ、焼けろ、焼けろ、焼けろ、焼けろ、焼けろ、焼けろ、焼けろ、焼けろ、焼けろ焼けろ、けろ、けろ、けろ、けろ、けろ、けろ、けろけろって軍曹かよっ！」

　よし、気分も爽快になった。やはり常々思っていたがストレスを感じたときはストレスを感じさせたものをストレスが無くなるまでストレスするに限るよねっ、ストレス発散でストレス爆散だ。目付きがなんとか言ったストレス物質も爆散で気分上々。

「「「……ぐぅっ！」」」

「あれぇ、爆散してない？　焼きが足りなかったの？　火の通しが甘いとか？」

「このガキッ、魔法使いか？　くそっ、こっちは魔法防御の装備してるのに……なんなんだあ！　なんでなんだあぁーっ！」

　あれっ？　他の盗賊も立ち上がってくる、やはり焼きが足りなかったのだろうか？　こんがりはしているんだけど……手を抜き過ぎた？

　ボロボロでヨタヨタな盗賊たちが囲んでくる、俺が探してたのオタオタだよ？　はあーっ、またおっさんたちに囲まれてる。なんでおっさんばっかり集まってくるの？

「馬鹿なの？　『なんでだー』って装備買った店で聞けよ！　作った奴やつに聞けよ！　なんで俺に聞くの、知らないよ知るわけないじゃん？　俺が魔法防御装備の販売員に見えるの、今から説明とか始まると思ってんの、実演販売なの？　『今なら魔法防御の装備をもう１つお付けします』とか期待してる？　付けないよ、って言うか売ってないよ!?」

「うるせー、黙れくそガキっ！」

　なんだかなー「なんでだー」とか聞いといて答えたら「うるせー」とか、なにそれ？　会話の受け答えキヤツチーボールとか知らないの？　自慢じゃないが俺はこの前も委員長に会話の暴投王だねって言われた……よ。自慢じゃなかった！　心に死球デツドボールが……

「魔法職だ、囲め！　杖つえしか持ってねえ、接近戦だ！」

　囲むらしい。接近戦らしい。なんで教えてくれるんだろう？

「うらあぁぁぁっ」（ボクッ）

「…………？」

「どりゃあぁぁぁ」（ボキッ）

「…………??」

「魔法職？」

「え？　無職？」

「はあぁっ……？」

「えぇっ？……？」

　って「はあぁっ？」とか言うんなら聞くなよ！　答えちゃったじゃん！　なんで戦闘中心にダメージ与えんだよ、かなり効いたよ！　心が痛いよ！

　心に大ダメージを受けた……痛恨の一撃だった。

「このガキ、Ｌｖ９だとっ……？　武技ウエポンスキルを使え！」

「Ｌｖ９っ！　雑魚が舐なめやがって、くそっ！」

　ちっ、隠蔽してたのに見られたか。『看破』持ちがいやがったかー……武技ウエポンスキルかー、俺は受けると死ぬらしいし？

「スラッシュ」「ダブル」「スラッシュ」「バッシュ」「スイング」「スラッシュ」「リップ」「クラッシュ」「ファスト」「アタック」「スラスト」「バッシュ」「ダブル」「スイング」「バッシュ」「スラッシュ」「ローリング……」（以下ループ）ああ煩うるさい。

「「「「ぜー、ぜー、ぜー、ぜー」」」」

　いや、戦闘中にあれだけ騒いだら、そりゃー息切れるよね？　馬鹿すぎるよねー。

「「「「ぜー、ぜー、ぜー、ぜー、ぜー、ぜー」」」」

　運動不足じゃないの？　盗賊は身体からだが資本だよ？　頭はどうしようもないけど……。

『回避のマント　ＳｐＥ＋20％：回避力ＵＰ（小）』は結構効果が有ったのかな？　どうなんだろう？　こいつらは技はあるんだけど遅い。コボたちより全然遅い。ＳｐＥがＬｖ５のコボ程度もない。頭はゴブだろう。顔はオークなのに？

　あっ、倒れた？　顔が悪い、チアノーゼか？　不細工か？　やっぱオークなの？

「お礼申し上げます。このたびは盗賊たちを倒して？　倒れて？　倒れた……助けて頂き？　あれっ、一度通り過ぎた……ありがとうございました？　最上の感謝を」

　うん、確かに倒したって言うより倒れたって言うか倒れてる？　呼吸困難？

「姫様。武器に毒が塗ってありました。装備から見て隣……」

　兵隊さんたちがなにか騒いでいる。しかし毒刃なら掠かすればあの大量の毒消しが使えたのに、全く出番がない。ただの雑草じゃん！　草むしりしただけじゃん！

　しかしＬｖの壁はやっぱヤバイ、大した攻撃でもないのに、鋭く、速く、重い。

　本人たちの動きは遅いのに手と言うか剣が急に鋭く、速く、重くなる。

　あれが武技ウエポンスキル。うん、叫び続けながら激しい運動ってダイエット？　わんもあせっと？　隊長なの!?　帰ったら委員長たちに教えてあげよう、あの大量のドライフルーツが一晩で無くなったらしいし……。高かったのに、俺は無駄遣いって怒られたのに。計画性がないって……自分たちだって一晩で……怖いから言わないけどさー？

「……あのー？　おおーい？　やっほー？　聞いてますかー？」

　あっ、お嬢様がなにか語っていたらしい。

「お怪け我がはありませんか。今なら怪しい茸味の液体が、しかも今ならもう１本？」

「……？」

　いらないらしい。だよねー？　うん、茸臭いし？

　兵隊さんが盗賊たちを縛り付けている、毒にやられていたようだが無事回復したみたいだ。良かった、本当に良かった……大量の毒消しの薬草が役に立った、無意味な草むしりにならずにすんだ！　「毒消しの薬草？　これはフラグか？」とかドヤ顔で言っちゃったもんなー。ただの草じゃなかった、雑草なんかじゃなかったよ。毒消しと茸で回復はしたが兵隊さんがみんな茸臭い。まあ、良かった？

「……お願いしまーす、聞いて下さーい！　聞いて貰もらえないと凄く虚むなしいんですよー？」

　おやっ、お嬢様がなにか語っていたらしい。

「私はオムイの街の領主の娘で、メリエール・シム・オムイと言います。聞いてます？　本当に？　もう５回くらい名乗ってますよ？　そろそろ泣きますよ？」

「聞いてます聞いてます半端なく聞いてます。俺は遥はるかです……メリメーリさん？」

　全くちゃんと聞いてるのに俺の記憶力を舐めているようだ、どうやら彼女はオムイと言う街から来たらしい。そこの領主の娘、お嬢様だ。貴族令嬢だ、異世界に来て貴族の令嬢に会うのに３週間かかってるよ！　これもう王女様とか絶対無理だよ、50年はかかるな。それもう王女様も行き遅れてお婆ばあちゃんになってるよ！

「……もー、本当に泣いちゃいますよ？　号泣ですよ？　涙の海に溺れても知りませんよ？　なんで話聞いてくれないのーっ、メリメーリって誰なのーっ！」

　あら、お嬢様がなにか語っていたらしい。

「遥様。私たちはオムイに戻るのですが宜よろしければ同道して頂けませんでしょうか？　お礼も改めてしたいですし、そのー、護衛の者が是非お願いしたいと」

「ん～、別に良いけど近い？　遠いと拙まずいんだよ、夜までには街に戻りたいし？」

「遥様はどちらの街からいらしたんですか？」

「あ～、この川の上流の街？　名前は……あったっけ？」

「……すいません、たぶんその名も無き無名な街のしょぼい領主のしょぼい娘です。名も無き家柄でお嬢様ぶってすいません、もう名前もメリメーリにします……」

　帰りながら兵隊さんに怒られた。そして街では門番さんにも怒られた。そー言えば抜け出してたのに普通に馬車に乗って入ってきちゃったよ。

「そーそーオムイ、超有名、もーみんなオムイ、オモイ、言って大人気で超有名？　ゴブたちもオムイ、オムイ言ってた、言ってた気がしたり？」

　めちゃフォロー中です。馬車の中でずっとフォロー中です、フォローの途中で２回くらい名前忘れたのが拙かったのだろうか？　ずっとフォロー中です。

「ゴブリンに有名でどーするんですか？　街襲われちゃうじゃないですか、それに時々オモイになってます。オムイなんですー。無名だけどオムイなんです（泣）」

　街中で領主の娘を泣かせてるところを見つかって委員長に怒られた。

　門から抜け出して門番に怒られたのがばれて委員長に怒られた。

　宿の置手紙に「オタたちを狩って来ます」って書いてて委員長に怒られた。

「オタたちは狩れなかったよ？」ってフォローしたら委員長に怒られた。

　そしてＬｖの高い盗賊と戦って武技ウエポンスキルを使われた話を兵隊さんから聞いた委員長に怒られた。泣きながら怒られた。ずっと泣きながら怒ってた…………
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　21日目　夜　宿屋　白い変人






　結局、メリメ……リ？　お嬢様は領館まで送り、後日使いの人が来るらしい。

　委員長はずっと怒っていたがなんとか泣き止やんでくれた。

「ほらあれだよ、当らなければ１等ということはない？　だから大丈夫？　みたいな？」

「ううぅっ、当たりじゃない１等ってなに？　特賞以外は全部外れなの？　１等がティッシュなの？　使い捨てなの？　なんでそんな危ないことするの!?」

「いや、まじで武技ウエポンスキルの弱点わかったから。もう大丈夫だから」

　延々と委員長に武技ウエポンスキルの弱点を説明する。その致命的な欠陥を、そしてその副作用を。

「武技ウエポンスキルって叫び続けながら激しい運動するから息切れする？　その代わりダイエット効果抜群？って隊長が言ってたからわんもあせっと？」

「なんで隊長さんが召喚されてるのよー!?　元の世界のブートキャンプはどうするの？　なんでわんもあせっと？　毎日運動してるから大丈夫だよーっ！」

　大丈夫らしい？……いえ、なんでもありません。隊長サー！

　やはりＬｖは上がらない、委員長たちを見ててもＬｖ９からＬｖ10とか、19から20、29から30とかの間でなかなか上がらない壁が有った。５刻みも怪しかったな？　成長チートな人たちがなかなか上がらないなら普通の人は相当上がらない、となるとＬｖの上がりが遅くて悪い人はもう上がる気がしない！　寧むしろ上がる気が無いのかもしれない、どうやらスキルが俺をＳａｇｅているようだ。





NAME：遥　種族：人族　Lv：09　Job：--

HP：120　MP：122

ViT：118　PoW：117　SpE：118　DeX：116　MiN：130　InT：134

LuK：MaX（限界突破）

SP：177

武技：「杖じよう術じゆつ Lv7」「回避 Lv6」「見切り Lv6」「魔力纏てん Lv6」

魔法：「温度 Lv4」「移動 Lv6」「斤量 Lv6」「梱こん包ぽう Lv6」「四大魔法 Lv5」「木魔法 Lv4」

「雷魔法 Lv3」「氷魔法 Lv3」

スキル：「健康 Lv4」「敏感 Lv4」「体操 Lv5」「歩行 Lv6」「使役 Lv4」「鑑定 Lv6」

「千里眼 Lv6」「気配察知 Lv7」「索敵 Lv7」「魔力操作 Lv6」「気配遮断 Lv5」「隠おん密みつ Lv6」

「隠蔽 Lv6」「地図 Lv5」「集中 Lv6」「物理耐性 Lv6」「魔力回復 Lv6」「体力回復 Lv6」

「並列思考 Lv4」「直列思考 Lv4」「疾駆 Lv2」「空歩 Lv2」「瞬速 Lv1」「高速思考 Lv1」

称号：「ひきこもり Lv4」「にーと Lv4」「ぼっち Lv4」「魔導師 Lv5」

Unknown：「報連相 Lv3」「器用貧乏 Lv4」「木で偶くの坊 Lv4」

装備：「樹きの杖？」「布の服？」「皮のグローブ？」「皮のブーツ？」「マント？」

「コンタクト？」「窮魂の指輪」「アイテム袋」「魔物の腕輪　PoW+1%　SpE+1%」

「黒帽子」






　毎日毎日冒険者ギルドに出勤したのに『にーと』が上がってる……『にーと Lv4』になってる……無職だから冒険者ギルドに行っても駄目なんだろうか？

　って言うか無職だから上がり続けるの？　それってどうしようもないじゃん！

　あとは新しいのが増えてる『高速思考 Lv1』、『瞬速 Lv1』だ。速そうだ。

　速くなっているのだろう、男子高校生的に早くなってると困る。密ひそかに『敏感』も上がってるし！　しかし検証は不可能だ、なぜなら男子高校生的に試したことがないのでわからない。男子高校生的に試せる予定もないからわからない。男子高校生的に試す相手がいないからわからない。男子高校生的に試せる希望も無くなりそうだ……きっとこの世界のどこかにあるアケミさんのお店を探さないと……男子高校生は入店できるかな？





　21日目　夜　宿屋　白い変人　女子会






　今日の演習の勉強会と反省会、みんなで話し合い、みんなで意見を出し、みんなで考え、みんなで決定する。でもやっぱり、しかしそれでも結局遥君の話になる。

　今日は……ついに遥君がやってしまった。Ｌｖの高い盗賊と戦って武技ウエポンスキルを使われたらしい。「らしい」と言うのは全然無事で全く怪我してなかったから。

　でも、遥君に当たっていれば只ただではすまなかったはずだ。

　死んでいたかも……死んじゃってたかもしれないのに、当たらなければ１等ということはないらしいけど、当たれば１等で大丈夫らしい？　意味がわからない？

　とにかく、帰って来てくれた。とにかく、生きててくれた。

　とにかく、死なないでくれた。とにかく、大丈夫だって言ってくれた。でも……

　でも、いつまで大丈夫なんだろう？　いつまで死なないでくれるだろう？

　いつまで生きててくれるだろう？　いつまで帰って来てくれるんだろう？

　明日は、もう帰って来ないかもしれないじゃない……

　今日だって通り過ぎようとしたのに絡まれた被害者だって言ってたけど絶対噓うそだ。

　本気で駆け抜けてる遥君に絡めるわけが無いんだから、どれだけ超高速で追いかけて絡めって言うの？　どんな高速移動中な盗賊だったって言うの？

　通り過ぎるような顔をしながら、迷惑そうな顔をしながら、不満そうな顔をしながら、関係ないような顔をしていつものように助けたんだ。

　そう、いつものように。小お田だ君たちのときのように。島しま崎ざきさんたちのときのように。そして私たちのときのように。偶然みたいな顔をしながら助ける。

「どうしよう？　見張りを付ける？」

「どうしよう？　括くくり付ける？」

「どうしよう？　縛り付ける？」

「どうしよう？　糊のり付づけする？」

　みんな心配してどうしようと考えてる……糊付けの人……いや考えてる、きっと。

　でも、そんなことはできないのもわかってる。ずっと私たちが見張って、付き纏まとって、囲んで、警戒して、警護して、護衛して、側そばにいて、守って、束縛して、糊付け……はしない。そんなことはできないし、して良いわけがない、でも不安だ。

　きっと、私たちがお願いしても遥君は変わらないだろう。

　そしてきっと、私たちは遥君に変わって欲しくないと思ってる。
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　22日目　朝　宿屋　白い変人






　嗚あ呼あ、なんと言うこと。考えもしなかった、考えが甘かった、異世界を侮っていた。異世界なんてそんなもんだと、所詮は異世界だと、この異世界如ごときがと侮っていたんだろう。だから考えることすらしなかった、愚の骨頂と罵られるべきことだ。

「さあ！　隠してるのはわかってる、出せ、さあ出せ、すぐ出せ、ここに出せ、隠してももうわかっているんだ！　正直に出せば赦ゆるす！　噓だけど！」

「なになに、何事？　なにがあったの？って、この前の少年？　キャラ変わってない？　一体どうしたの？」

　どうやら雑貨屋のお姉さんは、この期に及んでまだしらばっくれる気らしい。

「お醬しよう油ゆだよ、醬油に決まってるだろう！　醬油どこ？　醬油！　はやく醬油！　早く醬油！　速く醬油！　すぐ醬油！　醬油プリーズ！　カモン醬油！って言うか醬油っ！」

「……醬油？」

「隠しても無駄、白い変人が昨日ここで仕入れたって泣きながら自白したよ！」

「ソイ？　黒い塩辛いでしょっぱく……ってなんで看板娘ちゃん泣かしてるのー！」

　怒られた。えー、だってみんな俺に隠してたんだよ、この世界に醬油があることを、この世界の真理を、この世界の摂理を、この世界の真実をだ！　そう、醬油だ！

「この前、調味料見せてって言っても隠してたじゃん、無かったじゃん？　秘匿され、隠匿され、販売拒否されたじゃん！」

「ソイは昨日入荷したの！　隠してない。それに滅多に入って来ないし、珍しくて、そんなに売れるもんでもないんだよっ、なにを大騒ぎしてるの!?」

　そんなに売れない？　お醬油が？　お醬油だよ？　はんっ所しよ詮せんは異世界。お醬油の素晴らしさをわからないとは、全く異世界だ。たかが異世界如きにお醬油の偉大さはわかるまい。この田舎異世界の鮒ふな異世界が、異世界なんてそんなもんだ、異世界なんてこんなもんだろう。全くお醬油が人気ないなんて赦しがたい……

　だがそれならば売れてないはず、売れ残っているはず、故にまだあるはずだ！

「全部くれ。全部よこせ。さあ売れ。すぐ売れ。速く売れ！」

「どーどーどー、落ち着いてよ、完全にキャラ変わってるよ、この前は礼儀正しい普通の少年キャラだったよね？」

「だってお醬油だよ、お醬油！　お醬油ったらお醬油なんだよ！　まあお醬油？」

　全くなにを言っているんだ？

「いや、売るのは良いんだけど、むしろ買ってくれたら嬉うれしいんだけど、全部って樽たるだよ？　でかい奴やつ、２樽がほぼ満タンだよ？　そんなにいるのかい？」

「全部買う！　茸きのこ払いだ！」

　茸はまだある、女子たちの簡易アイテム袋に入り切らなくて山ほど残ってる。

「茸どこ？　茸！　早く茸！　早く出して、なにしてるの？　茸よ茸！　まだなの茸！　茸はどこなの！　茸！　茸！　茸！　茸！　茸！　茸！　茸！　茸ーっ！」

　完全にキャラが変わっている、茸の禁断症状だろうか？　茸物依存症だろうか？　ヤバイ茸が混じってた？

　雑貨屋のおば……お姉さんはこの前お店の有り金をはたいて茸を購入し、徹夜で分別や加工を済ませて翌日販売を始めたところ、その日の内に完売し１日で半年分の利益が出たらしい。全くお金に目が眩くらむとは……それからも毎日次の入荷の問い合わせがあるそうだ、商人たる者は質素堅実にして簡素清貧の志を持ち、開源節流に商い、勤倹質素に努めねばならないというのに困ったものだ。

　お醬油と茸のトレードも済み全部買い占めた、茸を１本『温度魔法』で乾燥させながらお醬油を何度も塗っては『火魔法』で炙あぶる。

　く～っ、この醬油の焦げる匂いが堪たまらない！って言うわけで「喰くってみ？」と１本お姉さんにあげた……滅め茶ちや美お味いしそうに食べてる、異世界って味が単調なんだよ。

「お醬油売って下さい！」

　この街にもお醬油信者が、って異世界で１人目だがお醬油に目覚めたようだ。小さい瓶に１瓶ほど小分けし、買った値段の倍で売ってあげた。うん、涙目だった。

　お姉さんにお米の情報を与え見付けて来たら茸で買うと伝えたら目がマジだった。
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　22日目　朝　オムイのギルド






　今日も今日とていつものギルド、ずっと通ってるのに誰とも目が合わないとか凄すごいよね、噂うわさによると首を寝違える冒険者が多いと聞いたがその影響なのだろうか？

「どうして毎日同じ依頼しか出てないのかなー？　毎日通ってるのに」

「どうして毎日いるんでしょうねー、冒険者でもないのに。はあーっ」

　溜ため息いき交じりのジト目だ、さすが受付委員長のお姉さんバリエーションが豊富だ。

　今日もオタたちを探しに行こうと思ってたんだが、どうも昨日の事件に思いのほか女子さんたちはオコだったようで自粛中。怪け我がもなにもなく盗賊は勝手に息切れを起こして顔を不細工に紫色にして倒れただけなのに？　いつも俺はなにも悪いことをしていないのにとばっちりで怒られる。異世界とは不可思議だ。

　かといってお金を稼ごうと思っても良い仕事がない。いつもないし見たことない。

　お小遣い１日５万エレは非道だ、酷ひどすぎる。これでは俺の異性の好感度が……

「なんかこう、依頼じゃなくていいから、お金が儲もうかるような話ないかなー？」

「それもう冒険者ギルド全く関係ないですよね？　そもそも冒険者じゃないですよね？　それに私が聞き及んだだけでも冒険者ギルドに続き武器屋や雑貨屋が有り金を奪われたそうですが、そのお金はどこに行ったんですか？　なんで毎日無くなってるんですか？　毎日１軒ずつ有り金を奪わないと気が済まないんですか？」

　やはり異世界は現金が不足シヨートしているようだ、貨幣が足りていない、だから循環できずにお店の資金が不足シヨートして俺のせいにされる。これはデフレスパイラルも異世界に召喚されて来たということだろうか？　同級生には居なかったと思ったのだが？

　街を出ても仕事がない、街に居てもお金がない。街を出ると心配される、街にいるとお金が欲しくなる、でも仕事がなくて振り出しに戻る。あっちの店を覗のぞいて、こっちの店を冷やかし、お金が全部なくなり……やっぱりゴブでも狩ろうかな？

　何な故ぜか街中を兵隊さんが巡回していて俺を見ると追いかけてくる、なぜだろう？

「なんで逃げちゃうんですか？　昨日、使いの者を送るって言ったじゃないですか、なんで宿にいないし探させたら逃げちゃうんですか？」

　兵隊さんたちから逃げ回っていたら若くて可愛かわいいメイドさんに声を掛けられたので逆ナンかと喜んだら、領館に連れて来られてお嬢様に怒られてる？

「いや、知らない人に追われたら逃げるよね？　使いの者って兵隊さんだったし？　後日って何日か聞いてなかったし？」

「それで、なんで知らない若くて可愛いメイドに捕まるんですか？　絶対忘れてましたよね？　私を見たとき誰って顔しましたよね？　記憶無くなってますよね？」

　怒られてる？

「いやー久し振り？　元気だった、大きくなってるから……わからなかったよ？」

「昨日会いましたよね？　半日経たってないのになんで大きくなっちゃってるんですか？　１日で太っちゃいました？って言うか、それって誰かわからないから適当に話し合わせてる会話ですよね？　完璧に忘れてますよね！　無名すぎて覚えてられないんですよね？　もう、ぜーえったい私の名前も街の名前も忘れてますよね？」

　昨日会ったらしい、灰色の脳細胞の記憶の糸を繫つなぎ合わせる。よし！

「大丈夫ですよ。そんな貴女あなたのことを忘れるわけないじゃないですか、春夏秋冬一ひと時ときたりとも忘れたことなんかありませんよ……メリメーリさん？」

「なんでそっちだけ覚えてるんですかー!?　めちゃカッコ良く言っても最後が疑問形になっちゃってるじゃないですか！　春夏秋冬どころか一いつ時ときですら覚えてないですよね！　だいたい会ったのは昨日です！　昨日初めて会いましたー！」

　怒られてるようだ？　領館の中に通され食事を用意して貰もらった、おもてなし？

「今日は改めて昨日のお礼と昼食を、それとささやかですが褒賞をと思ってお招きしたのですが……なんで私は叫びながら怒ってるんでしょうねー？」

「えーと？　不思議だね？」

　昨日の旅装とは違い簡素だが仕立ての良い美しいドレスを身に纏った令嬢が……地団駄踏んでる？　貴族の間で流は行やっているのだろうか？　舞踏会で「お嬢さん、良かったら私と地団駄を踏みませんか？」みたいな？　貴族というのも存外大変そうだ。

「んんっ！　えー、これは些さ少しようですが褒賞となりますお納めください。また、昨日の一件で身分証がないとお伺いしましたのでこちらで用意させました、宜よろしければお使いください、この街の通行書にも成りますので今後街に入るのに入場料はかかりません。通行書にはオムイの名を刻んでありますので名前覚えてください、オムイです。街の名も私の家名もオムイです！　名前ちゃんと有ります。これに書いておきました、お願いだから覚えてください。メリエール・シム・オムイです、フルネームで書いときました！　メリメーリさんを綺き麗れいさっぱりと忘れてください!」

　ご飯は美味しかった。話は……なにか話してた。うん、大丈夫だ。

「本来ならば領主である父がお礼をしたいとのことでしたが、あいにく今日の朝から母を伴い隣の街に出向かなければならず無礼を謝罪しておいて欲しいとのことです。オムイの街の入り口の看板も大きくするそうです、遠くからでもオムイって読めるように思いっきり大きくするとのことです。街中にも『ようこそオムイの街へ』って、垂幕をあっちこっちに掛けてアピるそうです。街の外にもオムイ行きの標識を１００本作らせています。もういっそのことオムイのテーマソングを作って大音量で流そうか官僚たちが会議しています！」

　全くどこの世界でも官僚と言う者は無駄遣いが好きなようだ、全く以もつて非常識極まりない。俺だって異世界転移なんてしてなかったら公立の図書館勤務を狙っていたのに、自分たちだけ無駄遣いしやがって。俺だって公金で好きな本を買いたかったんだよ！　読み放題だよ！　もう図書館を自分の本棚だと言い切っちゃうよ、垂幕作る金があったら図書館だろう！　これだから全く官僚や役人と言う者は……

「……おーい、なんでいっつも私の話聞いてくれないんですか？　無視ですか？　しかとですか？　耳の聞こえない作曲家ですか？　それって本当は聞こえてますよね？　聞いてますか？　あと、なんで名前覚えてくれないんですかー？」

　あっ、お嬢様がなにか語っていたらしい。

「前回と扱いが変わってない、ドレス着てきたのに。おめかししてみたのに……」

　執事さんに怒られた。メイドさんが良かったんだけどなー……
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　22日目　昼過ぎ　路上






　通行許可書だ、身分証明だ、遥はるかとネーム入りだ、保証人にメリメーリさんのフルネームも書いてある。これで出入り自由だ、通行無料だ、思わず８回くらい出たり入ったりしたら門番さんに怒られた。

　そんなわけで街に入り辛づらいし恒例のオタ狩りだ、今日はもう一本の道、川から離れて行くほうの道だ、お魚さんとも離れてしまうなー。夜には戻るけど。

　こっちには街があるらしい、メリ……メリさんも、メリお父さんがこっちの街に行ったとか言ってた。お父さんが行ったのなら、オタさんだっているかもしれない。だから今日はこっちだ。

　駆ける。うーん、速くなってるんだろうか『皮のブーツ？』に入れた『加速のブーツ　加速30％ＵＰ　瞬身』の効果もあるだろうから余計にわからない。

　結構な距離を進んだような気がするが、街を出たばかりだったりする。官僚さんたち悪く言ってごめんよ、標識は必要だよ、あとなんキロとか。自分の時速がわからない、だが交通安全の標語は要らない。「注意一瞬怪我一生」？　注意してもぶつかるんだよ！　なぜならゴブはそこにいるからだよ、怪我どころかゴブたちは一生が終わってるよ、そんな標語書く暇あったらゴブたちの安全誘導でもしろよ、毎回毎回ぶつかって痛いんだって、本当にもう！　棍こん棒ぼう振りかざして飛び出して来るんだから注意どころか索敵も気配察知もしてるよ、もう交通安全どころか激突戦争だよ！

　そんなこんなで駆ける。ゴブたちを撥はね飛ばして駆ける。ついでにコボたちも撥ねる。もう、目的はなんだっけ？　オタたちを撥ねれば良いんだったっけ？

　また今日も昨日と同じく馬車が襲われている、流行ってるのかな？　流行に乗ったほうが良い？　馬車襲っちゃう？　この大流行ビツグウエイブに乗っちゃうの？

　近付いて見ると、馬車の車体にでっかくオムイと書いてある、社名？　ま、まさか宅配便？　飛脚の仲間なら本の配送を頼まねば！

　――駆けつける。相手は武装した兵士、守るのも武装した兵士、異世界の宅配便事情は危険に満ち満ちているらしい。うん、遅配とか起きそうだ。

　とりあえず邪魔な宅配しないほうの兵士を吹き飛ばす、吹き飛ばすって言うか止まれないから突っ込むと大体はゴブでもコボでも兵士でも吹き飛ぶ、道路交通事情が悪いんだよ異世界って？

「……君は、もしかして遥君かい？」

　あれっ、異世界の宅配屋さんに知り合いはいない、しかもまたおっさん。異世界っておっさん率高すぎない？　異世界って普通もっと美少女がキャッキャ取り囲んでくるよね。なんでおっさんに取り囲まれてるの？　武装おっさんたちに包囲される。なんで敵も味方もおっさんなの！　異世界はおっさんの加齢臭で俺を倒す気なの!?

「えーと、そうだけど？　誰？って言うか、宅配屋さんじゃないの？」

　えっ、じゃあ、誰が俺に本配送してくれるの？　誰が密林Am○zonさんまで行って、本を届けてくれるの？　て言うか偽飛脚？

「名前はでっかく車体に書いてあると思うんだけど？　超高速で駆けながら衝突する黒髪黒目の少年と聞いていたが……今日うちの娘に招かれなかったかい？」

「娘？　あーっ、メリメリさんのお父さん、名も無き街の領主のオトウさん？」

　なにかウザいおっさんたちが押し寄せてくるので足と地面を『温度』で下げ『氷魔法』で凍りつかせ地面に縫い付ける。

　動けなくして武器と手と髪を焼く、禿はげてろ！　加齢臭で俺を殺そうとした罰だ。

　って言うか一応さー、黒歴史とは言え中二病を嗜たしなんだ者としてはさー、やっぱ氷炎地獄インフエルノくらい１回はやらないといけないかなーとか思ってたんだよ？

　それが……実際は、頭と手を大おお火傷やけどして、足が凍って動けない、無残な禿げのおっさんの群れ……氷炎地獄インフエルノって、もっとこう絵え面づら的にカッコイイんじゃないの？

　なにこれ？　見苦しくて、むさくるしいだけの火傷禿げのおっさんたちって、氷炎地獄インフエルノって言うより禿火傷地獄インフエルノ？　嫌だよそんな技、違うんだよ！　これは間違いなんだよ！　こんなの氷炎地獄インフエルノとは……氷炎地獄インフエルノはもっと――

「……おーい、聞いてるかーい？　話し聞かないとは聞いてたけど、せめて戦うか、聞くかしておくれー？　なんでこの状況で独り言？　向こうの燃やされた兵士かわいそうだよ、ちゃんと相手してから倒してあげておくれ。あと無名の街って言わないで、名も無きってでっかく車体に書いてあるから！　それとお父さんだけどオトウさんじゃないからね、まだ名乗ってもいないから、っていうか名乗りたいから話を聞いておくれー。ついでにメリメリさんとか言ったら娘まじ泣くから止やめてー！」

　禿げのおっさん共は全員捕縛された。可か哀わい想そうだから茸きのこポーションをかけてやったが、怪我は治っても禿げは治らないらしい。怖いな毛根虐殺インフエルノ、危険すぎる技だった！

　しかし、どうしてオタたちを探すと大量のゴブとおっさんに遭遇するのだろう？　まさか気配察知がオタとゴブとおっさんの見分けが付かないの？

「貴方あなたが遥君、親子で助けて頂いて本当にありがとう、私はメリメールの母でムリムールと申します。今日も隣街との条約とかどうでも良いことよりも遥君にお礼を言いたかったの、会えて良かったとは言い難い状況ですが娘を助けてくれて感謝します。そして私たちまで助けて頂いてなんと感謝すれば良いか、本当にありがとう」

　おー、おっさん率が下がった、馬車の中から綺麗系のドレスのおばさん、それと、若くないメイドさん……確かにおっさん率は下がったが、俺のテンションも下がったままだ。平均年齢高すぎだよ、平均年齢が30オーバーって誰得だよ？

「いや、隣街との条約はめっちゃ大事だから、どうでも良くないから。それと遥君、改めてオムイの領主メロトーサム・シム・オムイだ、恩人に感謝を、ありがとう」

　それから、貴族やら他の街やらこの国の名前やら王様の名前やらが出てくるややこしい話があったが聞き流した、もう一度言おう、聞き流した。決して名前が全部覚えられなくて話の意味がわからなくなったわけじゃ無い！　うん、聞き流したのだ。

　貴族の揉もめ事みたいで昨日の盗賊も敵対貴族が精鋭に最強の装備をさせ、盗賊に見せかけメリメリさんを攫さらい脅迫しようとしたらしい。ところが取って置きの兵士も装備も帰って来なくて数を集めて今度はメリ父さんを襲撃したらしい。

　結果、オタたちの情報も宅配便の情報もなにも無かった。俺、全然関係ないじゃん!?　そりゃあ、聞き流すよ。また馬車に乗って街に帰る。馬車の中でも延々と感謝の言葉を聞かされた。街の名前も延々と聞かされた。

　今日は門番さんに怒られない、でも委員長さんには怒られた？　あー、今日は街から出ないとか言ってた気が……お醬しよう油ゆ買いに出ただけなのに？　なんでだろう？
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　22日目　夕方　宿屋　白い変人






　めっちゃ怒られてる？　20人掛かりで怒られてる？　もう１時間以上は怒られ続けている？　なんで街の外で貴族の戦争に参加していたのか？　それは俺が知りたい。ただこういうときは感情的になってはいけない、しかし、ただ論理的でもいけない。きちんと最初から、なにがあったのか？　何なに故ゆえにそうなったのか？　順番にわかりやすく要点だけをまとめて端的に話す。

　それが最もわかりやすい、最も納得のいく説得になる。

「いや、だから、街の外に出たんじゃなくて、お醬油を買いに行ったら兵士に追われて、メイドさんに騙だまされて、通行書を貰ったから出たり入ったりしてたら門番さんに怒られて、中に入れなくなったから宅配屋さんに本を注文しようとしたら襲われた？　だから焼いて禿げになったら宅配屋は領主だったよ？　みたいな？　感じ？　で、俺はお醬油買いに行っただけなんだよ？　だから俺悪くなくない？　的な？」

　あれ？　何な故ぜか１人たりとも納得してくれない？　説得に応じてくれない？　こんなに嚙かみ砕いて事細かに説明をしているというのに？

「だってお醬油だよ？　買いに行くじゃん？　行くに決まってるじゃん？　なんで俺が悪いの、なんで怒られてるの？　貴族の戦争ってそれは俺にじゃなくて貴族たちを怒ってよ、俺関係ないよ。外にいたのだって門番さんが怒るんだよ、入れないじゃん？　門番さんに怒るべきだよ、ほら俺被害者じゃん！　だいたい道の真ん中で戦争してるとか思わないよ、宅配屋さんと思ったんだよ？　本を注文したかっただけなのに俺騙されたんだよ？　でもちゃんとお醬油は買えたよ？　ほら、大丈夫じゃん？」

　どうして人と人はこんなにわかり合えないのだろう？　千の言葉を費やし万の言葉で語っても人と人はわかり合えないのだろうか？　俺悪くないのに……

　最後は正座だった！

　まあ、女子たちもだいぶ慣れたみたいで、昨日みたいに泣き出す娘こはいなかった。やはり、日々俺が行動で示すことで信用を得られてきたのだろう、正に行動を実行することこそが信頼を得るのだ。でも、好感度は得られないらしい……

　正座させられながらこっそりとお魚さんの干物を炙あぶり、お醬油をたらしてみせるとお説教は終わった。解決した、やはり俺に問題は無かった、冤えん罪ざいだったのだ、俺は無罪だ。お醬油の勝利だった。

　みんな泣きながら食べている、郷愁を感じているのだろう。味や匂いは記憶の一番深い所に根ざしていると言う、この味、この香りが……ギョギョっ娘も喜んで食べているが家系的に問題はないのだろうか？　異世界の親戚とかだったらどうするんだろう？　異世界間親族問題に発展する恐れもあるが喜んでるみたいだから良いだろう、お魚さんが怒鳴り込んできたら焼けば良いだけの話だ。干しても良いし。

　無罪も確定し、お魚も食べた。よし、お風呂だ！

「あ～、オタがいない、どこにも落ちてない？」

　湯船でぼやく、ぼやきまくる、貸しきり状態なんで湯船の中心でオタをぼやく。

「そろそろ、マジでやばいんだけどなー……」

　お風呂から上がり部屋に戻る。もう５泊目。と言うことはこの……なんとかの街に５日も滞在してることになる。当然、洞窟はほったらかしだ。莫ば迦かたちに頼もうかとも思ったが他人に頼めることではない。

　なのに脳筋莫迦たちも街に現れない、５日も経って未いまだにだ。

　オタたちは良い、あいつらは今ごろ最高効率でＬｖやスキルを上げているだろう、なにせその筋の専門家、異世界転移の攻略本みたいな奴やつらだ。

　では、どうして莫迦５人は街に来ないのか？　街に来ないと言うことは森に残っていると言うことだ、なぜ？　あいつらが森に残らなきゃいけなくなった？

　街を出るにせよ、オタたちを待つにせよ、とにかく一度戻らないとなー。

　それに探さなくてもオタたちはこの街に戻るし必ず「白い変人」に来る。間違いない、鉄板だ、街の宿は全部調べたから絶対だ、あいつらはここにしか来ない。なぜって可愛かわいい看板娘がいるのはこの街でここだけだからだ！
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　22日目　夜　森






　なぜか森に入ってすぐにオークに出くわす、おひさー？　（ボクッ！）

　普通は森の中でも上流の奥地にしかいないのになんでこんなとこにいるんだろう？　まさか魔物の間でもなんとかの街は大人気とか言っちゃったから、その気になったオークが出て来たんだろうか？　まあ、この間の偽盗賊もオークみたいな顔をしていたのだから、オークが行っても問題ないのかもしれない、まあ、既に撲殺されているので街には行けないだろう。可か哀わい想そうに。

　いや、行けなくて幸せだったのかもしれない、街の暮らしは厳しい。お金がないとなにもできない、だがお金になるような仕事はない、なんとか石に嚙かぶり付くようにしてお金を貯ためても没収される、過酷なのだ、残酷なのだ、街というものは。俺も酷ひどい目に遭った。そして毎日怒られた。

　相変わらず森の中はゴブゴブコボコボしているが、ちょいちょいオークがいる、物見遊山？　やっぱりあの街って魔物さんに大人気なの？

　しかし、Ｌｖも上がっていないのにオークが弱く感じる？

　怪しい行商で買った装備は思っていたより効果が有ったみたいだ、まあ８００万エレ無くなったけどそれだけの価値が有ったのだろう。だったら『フェロモンの指輪』だって効果が有ったかもしれないのにー！

　これ正面から普通に戦って問題ないな。油断は禁物だが速度を落としてまで隠れる必要はない。だいたい魔物にもＬｖの壁はあるが今までだってＬｖ10以上と普通に戦っていた。だが特に問題なんて感じなかった。

　確かに後ろからこっそりと撲殺が多かったし、打ち合ったりはあまりしていない。武技ウエポンスキルを受けていないだけかもしれないが、あいつら「グオォォ」とか「グアァァ」とかしか言わないじゃん、武技ウエポンスキルかどうかわからないんだよ！

　でも思い返せばゴブでもＬｖ10以上のゴブとは打ち合い負けていた、だから強襲していたのだが俺のほうがＰｏＷは高いのに打ち合いに負けていた。あれは武技ウエポンスキルだったのかもしれない？　だとしたらそこまでＬｖの壁は決定的ではない？　偽盗賊の武技ウエポンスキルも殆ほとんど躱かわしてたが『樹きの杖つえ？』で受けるのは問題なかった。

　ただあれは怪しい行商で買った『宿木ヤドリギの蔦つた』の効果だろう、『樹の杖？』と併せると勝手に巻きつき『宿木ヤドリギの蔦：【木の棒、杖の強化】？　？　？　魔技吸収』になっていた。おそらく魔技吸収で武技ウエポンスキルが吸収された。普通、死ぬとまで言われるほどの問題なのだ、あんなにちょろいはずがない気もするが確認するのに死ぬのも嫌だ。

『宿木ヤドリギの蔦』と『樹の杖？』と、どっちの能力かはわからないが直撃を受けずに『樹の杖？』で受けることができれば凌しのぎ切るだけならば可能かもしれない。

　あの面倒くさいなんちゃって不良たちも、誰が敵なのかもわからない一般男子も、Ｌｖ10は超えているだろう。Ｌｖ20以上あるかもしれないし最悪Ｌｖ30超えも有り得る。

　ステータスの成長も委員長たちと同じ位とすれば異世界人よりかなり強い、そしてチートを持っているのだ。Ｌｖの壁どころかステータスやスキルも負けている。

　森の中で生き延びられているのならばそう言うことだ。死んでいるなら問題ない。

　だが、森の外に出せばやばい。あいつらを森から出すとオタたちと女子さんたちだけではなく異世界人にも危険だ。そしてあいつらがなにかやらかせばこっちもヤバイ、異世界の街には黒髪も黒目もいなかった、あいつらがなにかすれば仲間か関係者と看み做なされるかもしれない。そして断言しても良いがあいつらは絶対に碌ろくなことをしない。

　オタたちと莫迦たちで女子のサポートをして欲しかったがどちらもいない。

　洞窟の前を通らずにあの街に行くのなら10日以上はかかるだろう。なら洞窟前を通さなければ少なくとも時間は稼げる、その間に委員長たちもＬｖを上げられる。冒険者ギルドもバックに付いているし、街の領主にも顔かお繫つなぎして恩も売ったから無下にはしないだろう。その間にオタたちも帰ってくれば充分な強化だ。

　おそらくオタたちはこの世界最強、オタオタしていたが強くなっているだろう。委員長の他も強い娘ばかりだし時間が稼げれば良い、後のことは後のことだ。

　それでも卑ひ怯きようさとか卑劣さや残虐さがあいつらの強みだ、委員長たちがどれほど強くなっても、オタたちが世界最強になっても危険だ。優しさこそが弱さになる。

　卑怯さとか卑劣さで勝負できるのは俺だけだろう、なにせ名前も知らない相手だ。同じ教室にいた名も知らぬ誰かだ。

　Ｌｖでも、スキルでも、ステータスでも、装備でも負けている。だが装備は街で買えるだけ買って強化した、チート武器相手にどこまでやれるかわからないが強くはなっている。あとのＬｖもスキルもステータスもどうしようもないが、ならば他で対抗するしかない。運だけは絶対勝ってる、無駄に圧倒的に勝っている、発揮されている気はしないのだが数字上は異世界最高のＬｕＫのはずだ？

　結局、勝ち目は技とか判断力とかを鍛えるしかない、ならば森に居たほうが良い。

　殺せば問題は解決で勝てずとも引き分けで全然良い、時間はこっちの味方だ。

　そして、もし万が一になにかの間違いで有り得ないんだけど俺が負ければ俺は死ぬ。

　俺が死ねばオタたちも委員長たちも躊躇ためらいは無くなる。

　それならば勝てる、殺せる。

　そうなって欲しくないんだが、生きるほうが大切だ。たぶんきっと……

　ならば勝ちの目は俺が戦う以外ない、最初からの予定通りで予想通りだ。

　まあ、あいつらが森から出てこないか、どっか他よ所そに行けば一番楽だしお互い平穏なのだが、そんなことを期待できないし期待して街に居たら莫ば迦かたちがヤバイ。

　莫迦も屑くずも森から出て来ない。

　ならば莫迦があいつらを止めている。どうせオタたちや委員長たちを信用できずに見捨てたから、どうせ莫迦だからその借りを返すとか言って森に止とどまり森に留とどめている。

　そんな莫迦な理由だろう、だから莫迦なのだ。ヤバイんだよ。

　俺なら卑怯さとか卑劣さや残虐さと勝負できる。だが莫迦たちには無理だ。

　莫迦たちは強い、異世界とかスキルとか関係なく強い。だが相性が悪い、最悪だ。

　少しでも強くなって１匹でも多く狩る、運が良ければＬｖ10になるかもしれない。

　もう『樹の杖？』はなんだかわけがわからない武器になってしまっているが、一応杖と見做されてちゃんと杖じよう術じゆつで扱えている。

　振れば届く、距離は関係ない。敵の数が多くても、それより速ければ問題ない。

　10匹の敵の一激は１００の手数で押し返す、１００匹の敵の突撃は１０００の魔法で凌ぐ、対人戦なら盗賊な兵隊さんたちと散々にやった。できるはずだ。

　ただ速く進み、ただ速く撃ち、ただ速く躱し、ただ全ての敵たちよりも速く……




　洞窟に着いたのは、夜中になってしまった。ここまで、森の中にいた魔物は全滅だ、茸きのこも沢山育つだろう。しかしこんだけ殺やってＬｖ上がらないとか、無理ゲー過ぎる！

　試したいことは試せたし確かめたいことも確かめた。だからこれが俺の全部だ。

「おひさー、ぼろぼろだなー、莫迦莫迦な上にボロボロとかもう良い所一つもないよなー。本当に……生きてるか？」

　洞窟の前にもたれ掛かっているぼろぼろの莫迦に浴びせるようにポーションを掛ける、掛けまくる、お墨付きの最上級品だ。雑貨屋のお姉さんが腕が捥もげたって生えるレベルの最上級品だと太鼓判を押してくれた文句なしの最高級品だ、回復どころか再生しちゃうレベルの超特上品だ。ならば本当に生えるんだろう、斬られた腕も、潰された目も、捥がれた足も、抉えぐられた身体からだも、ボロボロの傷だらけの身体全部。盗賊な兵隊で実験したから間違いないはずだ、禿はげてはいないから元通りの身体に戻るだろう。本当に莫迦過ぎる。

「「「「「おー、遥はるかー、元気かー？」」」」」

　本当に莫迦だった！

「人の元気を心配してる場合かよ？　莫迦なのか？　うん、莫迦だったね。無理せずに街まで引けって言ったよなー？　なんでそんなに莫迦なの？」

「いやー、１回見捨ててるのに、自分の身も捨てずに撤退とかさー」

「だって遥がここに戻ってくるなら、ここに居たほうが良いんじゃね？」

「いやー、茸サンキューな、あれ無かったらマジ死んでたわ」

「まあ、なんとかなるかと思ってたら、なんとかなったんだし？」

　果てしなく莫迦だ。

「なんとかならなかったら死んでねー？　あんだけの回復薬で回復しきれないまでやるか、普通？　ここに居なくても街に来て知らせれば良いだろ、常識的に？　だいたい身も捨てたら死んじまうだろがーっ！　この莫迦共！」

　どこまでも莫迦だ。

「「「「「え～っ？」」」」」

「え～じゃねーよ！　なんで腕捥げるまで戦ってんだよ？　なんで足が捥がれるまで粘るんだよ？　なんで目潰されるまで逃げないんだよ？　なんで腕斬られてんのに槍やり括くくり付けてんの？　なんで身体に穴空いてんのに戦おうとしてんだよ？　どんだけ莫迦なの？」

　限り無く莫迦だった。

「もう、お前らが無限に莫迦なのはわかったから黙ってろ。んで、少し寝ろ」

　そして無限に馬鹿だった。

　こうなる前に戻らなかったなんて。誰も森から出て来ない時点でわかるべきだったのに、こいつらがこういう奴だとわかっていたのに。

　どうやら俺は莫迦たちより馬鹿だった。
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　22日目　深夜　洞窟






　莫迦たちもようやく目を覚ました、体調もだいぶ回復したようだが死にかかっていたのだから万全には程遠いだろう。そして死に掛かっても莫迦が治ってないということは永遠に莫迦なんだろう……どうやら未来過去現在を通して永遠に莫迦のようだ。

「……ってわけでまだオタたちが見つかってないんだよ、だから先に街に帰って委員長たちと合流しといて？　あと会ったら『莫迦でごめん』って言っとけよ……」

　おそらく身体が完全に戻るまで３日はかかる、なにせ治ったというか生えてきたというか生えたてほやほやなのだ。

　そして、こいつらから聞いた話――莫迦だからなにを言ってるかわけわからん話も文脈を無視して単語だけを並び替えればなんと無くなにがあったか推測できる。そして、こいつらが生きていた理由は偶たま々たまで偶然で果てしなく運が良かっただけなのだとわかる。

　日本でも天才と称されるアスリート５人、身体を操り敵と争い、的確に弱点を突き、自らを防御し状況を見極め瞬間で判断し、天才的な閃ひらめきと天分の才を持ち勝利することだけに特化し、連携も戦術も布陣も一瞬で理解できる人間が５人が揃そろって奇跡的に生き延びた。勝つ方法が見つけられず引き分けることすら無理だった、生きているのが奇跡だった。

　ならば無理だ。なのに無理し過ぎだ、だからやっぱり莫迦だ。

「いや、もう怪け我が治ったし？」

「俺たちだけ街って……」

「なら、残るよ……お前。やるんだろ？」

「１人とか無茶苦茶だって……あいつは……」

「それが駄目なら一緒に街にさー……」

　一斉に文句を言い出すがこいつらは喋しやべると莫迦だ、考えることも莫迦だ、当然やることも莫迦だ、いつでもどこでも大莫迦だ。

　瞬間的に全てを理解し判断し実行に移せる天才アスリートらしいが頭で考えてない、感じたときは閃きで動いてる、つまり普段は莫迦だし喋るともっと莫迦だ。紙一重の紙が破れててずっと莫迦のままだ。考えずに感じてるから考えない……もう脊髄反射で生きてるな。だから面倒だ、莫迦にわかるように説明するのが面倒だ。

「おまえらは莫迦だから説明とかわかんないだろ？　だからお前らは街に行かなければいけないし、俺はここに居なければならない。それが解答、わかった？」

「「「「「……わかったよ」」」」」

　面倒だ。もう答えなんてとっくに出ているのに、いちいち途中の解を書かなきゃいけないのが面倒だ。

　１＋１＝２の解の補足くらいに面倒だ。１＝１以外に解なんかない、成立しなければ算数も数学も成立しない絶対条件おやくそくだ。その説明とか、余計に面倒だ。

　普通の男子？　豹ひよう変へんして女子に襲い掛かっても簡単に委員長たちに撃退される。なのに、それなのに、誰かわかっていない。だから分裂した。

　ならば、分裂させたのだ。クラスは、分裂させられた。それが解だ。

　普通の男子？　最初から豹変なんてしていない。普通の男子の振りをしていたわけですらない。普通に振る舞っていただけだ。普通と言われる行動を取っていただけ。

　いつでも、どこでも、どんなときでも、異世界に来てまでも、普通？

　異世界に来ても空気。魔物が出ても空気。仲間割れが起こっても空気。

　そんな奴やつが普通なわけがない。とびっきりの異常だ。

　最初からずっと普通？　そんな見事なまでの異常な人間がどこにいるだろう。

　それほど見事なまでに異常な人間がいたから委員長ですらまとめられなかった。

　だから、分裂させられた。この莫迦たちが疑って行動できなくなるなんて有り得ない。あのオタたちをあの状況で誰も助けないなんて有り得ない。あの委員長が周りをまとめるのを諦めるなんて有り得ない。あのビッチたちが孤立してまで意地を張るなんて有り得ない。そもそも俺が来たときに誰もいないなんてことが有り得なかった。これだけ異常なのに誰一人異常だと気付かないなんて有り得ない。最初からずっと異常なままだった、ずっと異常にされていた。

　ここに来たときから全てが異常だったのだ。分裂させられた。なら、あいつだ。

　だから、俺が残る。これは、きっとそう言うことなのだろう？

「うをーっ、久し振りのぼっちだー」

　久し振りの帰宅だ、ひきこもりだ。

　莫迦たちに茸を山ほど持たせ街に向かわせた、街に着く頃には回復してるだろう。

　懐かしいなー、まだ異世界に来て１ヶ月も経たってないのに帰ってきたーって感じだ。これが住すみ処かって奴なのだろうか……

　こうして一人で洞窟にいるとこの最近の大騒ぎが噓うそのようだ、この洞窟の中で女子たちが大騒ぎしていたなんて噓みたいに静かだなー……
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　23日目　朝　洞窟






　うん、やっぱり朝はお魚です。しかし今までの俺とは違う。違うのだよ、人は日々成長する、そして俺は進化した、今までの洞窟暮らしとは違うのだ、何な故ぜならお醬しよう油ゆを持っているからだ！　くーっ、焼き魚にお醬油、これだよねこれっ、街に行って良かったよ、本当に良かったよ、うん美う味まい！

　恒例の茸きのこ狩がりは控えめに、ゴブのお掃除だ。やっぱり留守にするとめちゃ増えてる、逆に茸は減ってる、大掃除が必要なようだ。お風呂のカビのような奴らだ、実際にカビに近いというか、菌なのは茸のほうだが気にしたら負けだ。

　魔法は無しでただ身体を操作する。走り、叩たたき、払い、飛び、突き、屈かがみ、打つ。

　奥へ奥へと向かうとゴブのＬｖもどんどん上がっていく。俺のＬｖだけ相変わらず上がらない。まあ兵隊さんたちは止めを刺してないから経験値になってないだろうが街の周りで雑魚を大量虐殺事件って言うくらい狩ってもＬｖはずっと９のまま。

「おー、ここまで奥に来たことは無かったよなー、ゴブの巣コロリとか置いといたら勝手に滅びそうだけど雑貨屋さんに入ってないかなー？」

　さっきのゴブなんてＬｖ19だ、弱いオークより強いよ、ゴブなのに。

　ウエポンスキルのせいでＬｖの壁は10刻みかと思ったが、Ｌｖ５刻みみたいだ。Ｌｖ15からが強い、魔法無しだと打ち合えない。ならば躱かわして流し転じて撃つ。呼吸を整え、呼吸を乱さず、動き続ける、駆け続ける。

　もう今日一日だけで魔石で大おお儲もうけって感じだ、おそらくＥ級の魔石ばかりだろう。

　これギルドに持って行ったらギルドは破産だな、また長期ローンだと大騒ぎだな。

　おやおや、なんか格が違うよ、でかいし。

「鑑定」





ゴブリンキングＡ　種族：ゴブリン　Lv：23

HP：110　MP：31

ViT：155　PoW：156　SpE：49　DeX：22　MiN：11　InT：4　LuK：25

武技：「槌つい術じゆつ Lv7」「豪打 Lv6」「体当たり Lv4」「鉄壁 Lv1」「剛力 Lv7」「金剛化 Lv2」

スキル：「威嚇 Lv3」「性豪 Lv8」「硬化 Lv4」「威圧 Lv3」「恐怖 Lv2」

装備：「棍こん棒ぼう」






　うん、キングになってる。リーダーより上だな、ビッチリーダーもいつかビッチクイーンに進化するんだろうか？　めっちゃ狂暴そうだ！

　キングが棍棒で殴りかかる。おー、振り被かぶらないゴブは初めてだよ。莫迦たちもこのくらい賢く進化しないのだろうか？　あいつらならＬｖが上がるたびに退化しそうだ、スキルに脳筋が付くな。

　速さで回避はできるが、これは打ち合ったら死ぬ、なんかもう別物だよ！

　ゆっくりと『樹きの杖つえ？』を振り被り静かに間を詰め、ほんの一瞬だけ魔力を纏まとい振り切る、速さはいらない、綺き麗れいに、ただ綺麗に斬る。

　――これで精一杯だな、一撃とは言えギリギリだ。虚実、緩やかに一瞬で斬る。全部のスキルを混ぜて魔力を纏まとい、強制的に最速最強で剣を振るう。１歩踏み出すと同時に発動する一瞬だけの、１歩分だけの限界の一振り。

　なにが起こったかわからないままにゴブリンキングは倒れ、死んだ。

　これで駄目なら駄目だろう。これができればできるだろう。うん、練習だ。

　森を、奥へ奥へと進む。おー、久し振りのポテン茸だ！　初めて喰くったときの美味さは忘れられない、早速炙あぶりながら歩く、奥へ、奥へと。

「くはあーっ、ポテン茸に醬油は禁断の組み合わせ、至高の一品だ。美味いぞーう！」

　しかし奥に行くとちょいちょいゴブリンキングが出て来るんだが、キングそんな扱いでいいの？　キングだよ、キング。ちょいちょい出て来て良いものなの？

　ＭＰは全く減ってない、ＨＰだって満タンだ。だけどかなりギリギリ、相当ギリギリだが勝てる。一瞬で、一撃で……でもギリギリだ。




　結構奥まで来たと思うがまだ奥がある。さっきからＬｖ25超えのキングなんだけどボスじゃないの？　キングってなに？　王様がごろごろ居て更に上の王様が出て来るとかおかしいだろう？　お前ら一体王様をなんだと思ってるんだ？　王様ゲームなのか？　ゴブたちで？　絶対参加しない！　だってそれ全部罰ゲームじゃん、って言うかみんなゴブキングで「王様だーれだ？」って全員だよ！　王様しかいないよ!?

　ゴブリンキングでこの強さかー、Ｌｖ25から一挙に強さが跳ね上がる。

　これコボルトキングだったら死ぬな、絶対無理、なぜならコボは頭に嚙かみ付くからだ！　あれ本当に怖いから、マジだから。デカい口でいきなり頭嚙み付かれそうになるとかマジでやばい、リアル恐怖体験だよ、あれは。

　しかし強すぎて練習にならない。打ち合えないし１匹ずつじゃないと無理過ぎる、一瞬だけ速く間合いに入り、一瞬だけ先に斬っているだけだ。一拍ずれたら死ぬ。

　なんて言うか隙間商法じゃなくて隙間戦法って感じだ、ちょっとの隙間に入って、勢いのままにちょんって斬っちゃう、みたいな？　コッソリ突撃戦超短距離版だ、実はやってることはあんまり変わって無かったりもする。

　もう奥もそんなにないだろうし、昼からはコボにしようかなー？　でもコボキングは嫌だなー、だって、絶対あいつ頭嚙むから。そんなことを考えながら歩いているとゴブキングが３匹、しかもＬｖ29？

　うん、囲まれたらアウトだ。１歩でとりあえず１匹殺したが、後の２匹が無理だ、挟まれる。１匹は殺やれるが、その後死ぬ、これ練習とかできる状態じゃなくね？

　そう思いつつも、１歩出て斬る。そして――半歩だけ詰めて首を貫く。

　やばかった、やばかった、マジやばかった。もう１回やったら絶対死ぬ、無理、無理、絶対無理、マジやばだ、マジでマジでやばい、やば過ぎる……半歩の虚実か。

　全身鳥肌だよ、服も冷や汗でびっしゃだ。これ超無理ゲー過ぎでちょっとずれたら詰つみだ、距離も、タイミングも、ギリギリ以下。０以上だがほぼ０だな。

　来た道は魔物全滅だから帰りは早いだろう、お昼までに帰り着くならそろそろかな？　この辺で最奥なら今のが森のボス？　だったら宝箱とか持っとけよ、なんにも無しかよ！　まあ、宝箱抱えてくれてたら動けないからちょろそうだ？
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　23日目　朝　宿屋　白い変人






　朝、起こしにいくと遥はるか君がいない、いなくなっていた。荷物もない、あるのは置手紙が１枚だけ。なんの言葉も無くいなくなった。

「やっぱりいないよ……多分、昨日の夜からだと思う……なんで……なんにも言ってくれないのよー……」

　書き置きには「莫ば迦かたちを見て来る、Ｌｖ上げして待ってて」つまり森に戻ってる……そして「待ってて」。それは帰って来るっていうこと？　だったらここに「帰る」って書く。戻って来るのは？　じゃあ戻って来ないのは？　こんなに短い手紙じゃわからない、ちゃんと言ってくれないとわからない、きっと言ってくれてもわからない。わかりたくない！

「森に……洞窟に行こう！」

「だって……でも……遥君は待ってろって」

「行かないと駄目よ。また、私たちは見捨てることになる！」

「私たちが行って戦えるの？　人と？　同級生と？」

「戦えます……相手が……男子でも怖くても戦うから……遥君を助けないと……」

「戦えなくてもいいから行こうよ……遥君にだけ……そんなの……」

「駄目！　絶対に駄目よ！　待ってろって書いてあるでしょ。せっかく助けて貰もらったのに死ぬの？　そんなの私が赦ゆるさないわよ!!」

　泣き叫ぶのを耐え、涙がこぼれ落ちるのも忘れ、遥君の想おもいに応えようと……

「だって……島しま崎ざきちゃんたちは行く気でしょ！　自分だけ……自分たちだけで!?」

「私は、私たちはいいの！　使役されてるんだから!!　使役されたんだから!!　だから私たちはいいのよ!!　付いて行くって、付いて行くって言ったんだからー!!」

「駄目だよ～っ、島崎ちゃんもみんなも～？　どうして～待ってろって言われたのかわかってるよね～？　行って良いのは人を殺せる人だけなんだよ～」

「でも！　だって！　遥君が……１人で……独りで」

「犠牲を増やしたくないからと言っても、その本人が犠牲になりかねない……」

「「「ただいま看板娘ちゃん、お土産あるよーっ……あれっ？　委員長だ？」」」

　小お田だ君たちが帰ってきた……

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの大騒ぎ、大騒動だ、大事だ、みんなの話が支離滅裂、内容も滅め茶ちや苦く茶ちやで、順番も不統一で無秩序、狂きよう瀾らん怒ど濤とうの話し合い、天地無用の七転八倒の千せん荊けい万ばん棘きよく、これだ、これが遥君の言っていた小田君たちの空気読まない才能なんだ……

　即座に島崎さんたちが泣きながら謝罪し、感謝を伝え、頭を下げると、そのまま森に向かおうとするのを慌てて取り押さえ。いつの間にか完全武装で出発しようとしている体育会系女子たちも取り押さえ。何な故ぜかいつの間にか門を出ようとしている副委員長Ｂさんを引き摺ずり戻す。と素知らぬ顔で走って行こうとする小田君たちを足止めして。とにかく方針と計画だけでも決めようと全員を座らせる、頭は大混乱だが、とにかく仕切る。

「あれ～っ？」

「『あれ～っ？』じゃないの！　なんで１人で行こうとしてるのよっ？」

「え～だって『行って良いのは人を殺せる人だけなんだよ』って言ったよ～っ？」

「「「……言ってたねー！」」」

　どうして、この娘こが学校の「良い人」ランキングで１位なんだろう？　胸なの？　胸で選んだの？　それってなにが一番良いの!?

「島崎さんたちも落ち着いて、みんな仲間なんだよ！」

「お願い、私たちは行かなきゃいけないの!!　私たちが、生きて小田たちに会えて、謝ってありがとうって言えたの!!　だから……あいつに……今度はあいつに、お願い！　行かせて下さい。私たちは殺せるから!!　私たちなら殺せるから!!」

　島崎さんたちは既にＬｖが突出している、本当に強い。なぜなら使役者から経験値分配されているから。ならば遥君は１人で戦い続けている、独りで森の中で戦ってる。

　確かに島崎さんたちなら相手が強くても充分戦える、そして遥君のためなら遥君の命を守るためなら躊ちゆう躇ちよ無く同級生を殺せる……殺すだろう。

　以前、遥君が「狂信者みたいな目でこっち見てて怖かった」って言ってたけれど、みたいなじゃなくて島崎さんたちは遥君の信者なの、狂おしいほどの感謝を捧ささげているの、勝手に使役されるほどの感謝を……祈りも、願いも、救いも与えられなかった世界でそれを与えてくれた遥君だけを信じているの！

　そして、それは女子全員、いや小田君たちも一緒だろう。みんな遥君のためなら戦えるし殺せる覚悟もある。それは覚悟だけなのかもしれないけど、その覚悟が必要な時点で駄目なのかもしれないけれど、それでも殺す覚悟と殺される覚悟を持って遥君の所へ行こうとしている。

「それでも待っててって言うのは、どんな理由だと思う？」

　空気を読まず話し合いにも参加せずコソコソと森に向かおうとする小田君たちを押さえつけながら、話し合う。

「足あし手で纏まとい？」「邪魔？」「私たちに人殺しをさせたくない？」「私たちを殺させたくない？」「信用されてない？」「弱いから？」「いなくて良いと思われてる？」「お荷物？」「遥君が一番気にしているのは、人質に取られることでしょう」

「「「いや、僕らなら大丈夫だから、Ｌｖも70超えたし武装も充分だし」」」

　小田君たちは空気読まずにＬｖ70を超えてしまったらしい、空気も読まずずっとＬｖ上げしまくっていたのだろう。ギルド長がこの世界で最も強い化け物と呼ばれる人でＬｖ１００超えと言っていた。ステータス補正のある異世界人の私たちのＬｖ70なら互角以上、チートもあるので異世界最強。

　それでも化け物と呼ばれる人でやっと１人で緑巨ビツググリ狼ーンウルフを倒せるらしい、遥君が轢ひき殺してしまい、この世界に集団狼ろう身しん事故と言う謎の言葉を作ってしまったときの中の１頭でしかない緑巨ビツググリ狼ーンウルフをだ。

　その遥君が私たちを置いていくってことは……

「ここで身を守れ、って言うことなんだろうね？」

「でしょうね、敵が何組いるかわからないのだし」

　小田君の答えに、図書委員ちゃんが補足する、そう言うことなんだろう。

　だからギルドで買取できるはずもないような量の魔石を出してコネをつくり、偶然に領主様の娘を助け、次の日には領主様を助けた。街を出ないはずの遥君が偶然に助けた、そしてオムイの街全てにコネができた、コネクションが作り上げられた。今では私たち以外の黒髪黒目の人を見かけたらすぐに情報が届くようになっている、冒険者も兵士も皆が見張っているこの街の中こそが最も安全。

「「「で、みんなを止めておいて、なんで委員長だけ最初から完全武装なの!?」」」

　怒られた？　なんで私？　あれ？
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　23日目　朝　森の奥






　猛練習どころじゃ有りません。調子に乗ってすいませんでした。いや、そのお蔭かげでＭＰ満タンだから節約上手と言えるのかもしれない。それに虚実が使えるようになったのは充分な成果だ。今までのように長距離を加速して突っ込む力を短距離で、尚なお且かつぶつかるのではなく衝撃を斬るという動きに乗せて斬撃に置き換える。

　瞬間の加速を攻撃力に変える、そのためにはいかに爆発的な加速力を身体からだに留とどめ、その力をロスすることなく１歩進み斬ると言う動作に置き換えるか、完全に身体を操作するか、それをまとめ上げそして練り上げ、そうやって磨き上げた。

　Ｌｖも10だ、本当に『虚実 Lv1』も得た。ちゃんと意味は有ったのだ。結果も残したのだ。……結末が悪かっただけだ。

　しかし、自分で考え作って使えば武技やスキルになるのだろうか？　現実に『虚実 Lv1』は名前もそのままだ。今まではそんなことは無かったが偶たま々たまなのか、制約があるのか？　いや、今までにしてきたことを考えるなら、武技やスキルやましてや称号に成らなくて良かったと言える。今までの行いで考えると武技『人間大砲』とか『肉弾ミサイル』とかスキル『人身事故』とか嫌過ぎる！　無くて良かったよ、ただこれからは不用意に技は作らないほうが良い、本当にスキルになるかもしれない。「禿火傷地獄インフエルノ」は封印だな。嫌だ、嫌過ぎるよ、もう封印だったら封印だ。もしや超高速体当たり事故もなにか格好良い名前を付けておけば良いんじゃないだろうか？　どうせぶつかるし。その前に素敵な名前を……集団狼身事故は嫌だ、なんだろう……こんなこと考えてる場合でもないんだけど……

　やっと、やっとＬｖ10になった。おそらくその間に倒した魔物は４桁に近い。Ｌｖ10になるのに誰もが魔物１０００匹狩ってたら魔物って絶滅してるよね、絶対？

　おそらく数だけでなく質が関係する、ゴブリンキングだから上がったのか？　まあ、その両方なのだろうが長かったよ～。なのにステータスを見る暇がない！

　やっと、やっと上がったのにチラ見しただけだ、見る暇がないというか見てる場合じゃない！　出ちゃったんだよ、せっかくＬｖ上がって歓よろこんでたのに奥にまだいたんだよ、キングじゃないんだよ、ゴブリンエンペラーだ。そりゃあキングがごろごろ出てくるよ、王様ゲームしてたわけじゃ無かった、エンペラーだよエンペラー。人がＬｖ10になって大喜びしてるのにＬｖ50だよ、水差されたどころか水ぶっ掛けられたよ！　やっとＬｖの壁を一つ詰めたと思ったら、その四つ上。ハイパーインフレだ、Ｌｖ10の価値大暴落だよ、嬉うれしかったのに、歓んでたのに……空気読めよ！

　さっきからただひたすら避よけている。なんか掠かすったらもう弾はじけ飛びそうな威力だ。

　だからただひたすら躱かわしている。斬っても撃っても効いてる気がしない。

　棍こん棒ぼうを振り回しているのに速くて隙がない、縦横無尽に弾け飛ぶように俺の目の前で棍棒が跳ね回っている。逃げる暇もないし、距離を取ることすらできない。

　そんなわけで、さっきからただひたすら避けている。

　そんなことで、さっきからただひたすら躱している。

　いや、ずっと避けたり躱したりしている間に攻撃して見てるんだけど効いてない、勢いすら止められない。ついでにずっと凍らしたり、焼いたりしてるんだけど止まらない、止められない。頭は……最初から禿はげてる。





ゴブリンエンペラーＡ　種族：ゴブリン　Lv：50

HP：456　MP：97

ViT：517　PoW：553　SpE：94　DeX：38　MiN：19　InT：11　LuK：41

武技：「槌つい術じゆつ LvMaX」「豪打 LvMaX」「体当たり Lv9」「鉄壁 Lv8」「剛力 Lv9」

「金剛化 Lv7」「粉砕 Lv7」「連打 Lv7」

スキル：「性豪 MaX」「威圧 MaX」「恐怖 Lv7」「回復 Lv5」「魔法耐性 Lv5」

装備：「棍棒」






　ゴブの癖にＳｐＥが俺と変わらない、ズルじゃん？　反則じゃん？　しかも回復持ちとか……どうりで攻撃が効いてないと思った、せめてダメージを蓄積させてとか思ってたのに回復してるんじゃん！

　ジリ貧だ。これ絶対こっちが先に魔力が尽きる、魔力纏てんの燃費が良いと言っても魔力の自然回復分よりは使う。魔法攻撃も試しているのでジワジワ減ってる。

　せめて氷魔法で足止めできるか雷魔法で麻ま痺ひしてくれれば手の打ちようもあるのだが、効いてないっぽい、全然駄目だ。

　これはきっと怪しいお店で『回避のマント　ＳｐＥ＋20％：回避力ＵＰ（小）』を買ってなかったら死んでたな。きっとフェロモンを、好感度を諦めた価値は有ったんだ。有ったんだよ―――（泣き声）！

　って、うわあっ、髪に掠った、掠ったよ！　焦げ臭い、禿げたらどうすんだよ!?

　さっきからずっとずっと避け躱しながら見ている、ずっと視みている。

　隙はある、その隙に入れないだけだ。撃ち合わなければ決められない。

　そろそろお昼なのになー、避けながら乾燥茸きのこを取り出し躱しながらもしゃもしゃと食べる。だがお醬しよう油ゆをかける隙すらもない！

　――打ち終わりだな。

　打ってくる棍棒の一撃は、逸そらすことすらできない。迎え撃てない。

　だから避けた棍棒の一撃を迎え撃たず、追い撃つ。

　つまり、躱して通り過ぎた棍棒を撃つ。躱しながら追い撃ち、棍棒を弾く。

　何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、決まるまでだ。

　何度か決まりかけるが、体勢まで崩せない。

　ただ撃つのではなく、半歩踏み込んで撃つ、体勢を崩し一瞬の間ができる。

「虚実」

　一撃では決まらない、一撃では深手を負わない。だからいずれ回復される。





ゴブリンエンペラーＡ　HP：282/456　MP：56/97






　こっちも魔力は半分切ってる、連撃で決めないと倒せない。だからより小さく、速く動く、虚実を繫つなげ連続させる。威力よりも速さを、躱しながら踏み込み、斬り、また躱しながら踏み込み、斬る。延々と斬り続ける……

　もう運だけだ、きっと運だけで助かってる。百に一つもないだろう、千に一つでも死んでる。ごめんよＬｕＫさん、めちゃ仕事してるよ！　強運さん通り超して豪運さんだよ、ＬｕＫＭａＸ（限界突破）はお仕事してました。となるとなにも悪いことをしてないのにいつもみんなから怒られるのはなぜなんだろう？　謎が深まった。

　無意識。ただ自然に足が踏み出し一刀が振られる、ただそれだけ。やっとゴブリンエンペラーは動かなくなった、本当に今日だけで百回死んでても驚かないよ……

　もう、どれ位の時間が経たったのだろう？　全く時間の感覚がなくなっている、長かったのか短かったのか？　そのうちお昼を食べたのも忘れそうだ!?

　だがまだだ次はコボだ。千回死に掛かったとしても万回死んでもおかしくないとしてもまだだ、まだ俺の腕は捥もげていないし俺の脚は潰されていない、俺の眼めは抉えぐられてもいないし、俺の腹に穴も空いてないのだから、だがまだだ、まだまだだ……
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　23日目　昼　宿屋　白い変人






　結論は出なかったが、折衷案で森に偵察に出て来た、入り口付近までだ、魔物を狩りＬｖを上げながら様子を見る。言い訳だ、ただみんな、少しでも遥はるか君の近くに行こうと、近付こうとしているだけだ、５パーティーで分散させずに雁がん行こうで進む。

「魔物が１匹もいないよー、Ｌｖ上がらないよー？」

　本当に１匹もいない、誰も戦っていない。森の中なのに、撃滅された、殲せん滅めつされて、全滅した。思い当たる人も、心当たりも、犯人も１人しかいない。

「もう少しだけ奥に行ってみる？」

　みるもなにもみんな取り付かれたように奥に進む、何度止めても進んで行く。

「止めてる人が一番進んでたら、説得力無いと思うよ？」

　駄目だしされちゃった、駄目駄目だった、遥君が近付けさせないなら理由がある、だったら近付いてはいけない。

　でもみんな１歩でも先に行こうと１歩でも近付こうとしてる、そうすれば辿たどり着けるんじゃないかって、そうしないと居なくなってしまうんじゃないかって……

　せめてＬｖ上げと思っても、魔物はいない。ただ森の奥へ、奥へと。

　もう数時間、多分３時間は過ぎている、予定の時間はオーバーしている。

　でも誰も、誰一人として戻ろうと言わない、言ってくれない。だから私が言わなければならない、どんなに言いたくなくても言わなければならない、だって遥君はちゃんと委員長できてるって認めてくれた、認めて貰もらったから、だから私は言わなければならない。

　なのにまた１歩また１歩と、あの洞窟へ向かっている……こんな世界に連れてこられて、笑うことも、明日のことを考えることもできなくなって、なにをしていいのかわからなくなって、なんでって、どうしてって、そればかりで、そんな世界で、私たちが初めてほっとした場所、笑った場所、笑ってしまった場所、毎日毎日遥君を怒って、毎晩毎晩遥君に感謝して、明日は明日はってみんなではしゃいだ場所、そこに遥君は１人でいる、まだきっと、居てくれる。だから……

　いくら進んでも魔物は１匹もいない。

　帰りはみんな無言だった、足取りは重く魔物も出ないのに帰り着いたのは夜。こんなんじゃいけないのに、私たちはＬｖ上げしてるべきなのに、なにもできずに帰る。

　みんなに「帰ろう」と、言うと痛々しい表情で、痛ましい面持ちで、無惨な顔で、哀れな痛ましい顔で私の顔を見詰め、下を向き、頷うなずいた、頷いてくれた、苦しく、辛つらく喘あえぐように……きっと私もそんな顔してたのだろう。

　小お田だ君たちも同じ宿に部屋を取り、誰も抜け出さないように部屋分けを替え監視状態に置く。じゃないと行ってしまうから、みんなも、私も。

　いつ以来かの静かな食事、看板娘ちゃんもおろおろしていた。やっと小田君たちに合流できた、それが最初の目標だった。なのにみんな言葉少なに食事を済ませ、することも無く佇たたずんでる、たった１人遥君がいないだけでいつも賑にぎやか過ぎて、大騒ぎして怒られてる娘こたちが、空気読まない才能とまで言われた小田君たちでさえ、物思いにふける、悩み、苦悩し、苦患する、答えもなにも出ないままに……

　だって、こんなに夜が長いなんて知らなかったから。

　いつも大騒ぎしてる間に、

　大はしゃぎしてる間に、

　１日が終わってたから。

　あっと言う間に過ぎてしまって、

　時間が足りない、もっとって、

　誰も、こんなに夜が長いなんて知らなかった。




[image: ]


　23日目　夜　洞窟






「ぷうっはあああああああああああああっぁぁぁああぁぁぁぁぁーっ」

　やばい。最近おっさん率が高すぎておっさん化が始まってしまったのだろうか？　伝染するの？　滅ぼしたほうがいいな。

　しかし、せっかくジャグジーを造り風魔法でジェット泡まで出るようにしたのにやっと入れたよ。入るまでに10日以上かかっちゃったよ。だが後悔はない、悔いどころか悲哀も悲壮も自責も悵ちよう恨こんも悔悟も悔恨もない、なぜならばその間ずっと20人の女子高生が入っていたのだからだ！　むしろ昨日莫ば迦かたちを入れてしまったことに悔恨と痛恨の忸じく怩じたる思いだ、せめて先に入りたかった……

「今日は、来客無しかな？」

　ジャグジーを堪能し、お風呂上がりの木の実のジュース。

「ぷはあぁーっ」

　やはり、おっさんたちは駆逐しよう、あれは蔓まん延えんさせてはならないものだ、バイオハザードだ！　いつの間にか腰に手を当ててたじゃん、おっさんじゃん、やばい進行している!?　まだ16だよ？　なっちゃうの？　薬草を探そう、老化防止？

　コボのスピードにも『虚実』は使える、最短距離を棒が上下するだけの技、間合いは１歩、稀まれに半歩。ただ一いつ切さい合がつ切さいの力もスピードも、加速も、重力も、魔力も、スキルも、併せてまとめて化合して振り下ろすだけの最速最短の一発技、これをある程度繫げないと使いこなせない、一発技で終わってしまう。

　１歩と一振りを同じ動作にまとめ上げる。その形を癖付ける、ただ歩くように振れなければ。身体からだで覚え、頭で矯正する、魔力で身体を包み、その形に動作させる。

　さてさてさて今日はたっぷり死に掛かった、もう一番ギリギリのところを運任せに通りきった、豪運さんありがとう普通死んでます。

　途中、熱い人かただの莫迦なのかに憑りつかれていた気がしないでもない……

　よく考えたら、あの莫迦たちの莫迦が感染したの!?　腕捥げていないし脚は潰れていないし眼は抉れてないし腹に穴空いてないから大丈夫とか大丈夫なわけがない！　俺は当たるどころか、掠かすったら即死なんだから！

　ステータスに莫迦が付いてたらどうしよう……

「ステータス」





NAME：遥　種族：人族　Lv：11　Job：--

HP：164　MP：170

ViT：154　PoW：158　SpE：166　DeX：165　MiN：174　InT：181

LuK：MaX（限界突破）

SP：311

武技：「杖じよう術じゆつ Lv9」「回避 Lv8」「見切り Lv9」「魔力纏 Lv8」「虚実 Lv2」「瞬身 Lv1」

魔法：「温度 Lv4」「移動 Lv7」「斤量 Lv7」「梱こん包ぽう Lv7」「四大魔法 Lv6」「木魔法 Lv6」

「雷魔法 Lv4」「氷魔法 Lv4」

スキル：「健康 Lv5」「敏感 Lv5」「体操 Lv8」「歩行 Lv7」「使役 Lv5」「鑑定 Lv8」

「千里眼 Lv7」「気配察知 Lv8」「索敵 Lv8」「魔力操作 Lv8」「気配遮断 Lv6」「隠おん密みつ Lv8」

「隠蔽 Lv8」「地図 Lv5」「集中 Lv8」「物理耐性 Lv6」「魔力回復 Lv8」「体力回復 Lv7」

「並列思考 Lv6」「直列思考 Lv6」「高速思考 Lv7」「疾駆 Lv5」「空歩 Lv5」「瞬速 Lv5」

「神眼 Lv1」

称号：「ひきこもり Lv5」「にーと Lv5」「ぼっち Lv5」「魔導師 Lv8」

Unknown：「報連相 Lv4」「器用貧乏 Lv5」「木で偶くの坊 Lv7」

装備：「樹きの杖つえ？」「布の服？」「皮のグローブ？」「皮のブーツ？」「マント？」

「コンタクト？」「窮魂の指輪」「アイテム袋」「魔物の腕輪　PoW+31%　SpE+19%」

「黒帽子」






　やっと上がったと思ったら２アップ？　数より質？　誰か攻略本発行してくれー、わけわからん。なにより自分のスキルがわけわからない。

　やっぱりステータスの上がり幅が大きくなっている。心当たりはあった、街に行って確信した。そして今日、森で確認した。原因はポテン茸きのこ、奴やつが犯人だ。

　あれがステータスが異常に高くなる原因、俺もコブキングもコブエンペラーも食べたのだろう。お醬しよう油ゆ掛けたのは俺だけだ、エンペラーより贅ぜい沢たくな味わいだ。

　ＨＰ、ＭＰ茸で超高級品だ、そして街にはポテン茸なんて無かった。存在しない、少なくとも人間社会では誰にも知られてない。なぜなら極稀に生えてもゴブが食べてしまう、そしてキングやエンペラーになり群れを作る。そこに人は近付けない、だから雑貨屋のおねーさんもギルドの買取係も知らない。特別な豪運を持ってないと知ることも食べることも無かっただろう。そしてお醬油との相性抜群なのを知っているのは俺だけで、食べたのも俺だけだ！　ふっふっ良いだろう。

　ゴブリーダーは＋１％、ゴブキングは＋３％そしてゴブエンペラーは＋６％の魔物の腕輪を落とした。コボも同じパターンだ。なんか魔物の腕輪は合体するのか一緒にすると一つになる？　みたいな？　なってたよ？　重くはならないみたいだ？

　経験値で考えるなら雑魚を沢山倒したほうが良い、量が違うからだ。森の奥は強いが数が少ない、まあ多かったら死んでるけど。だが腕輪はおいしい、１個が＋１％でも１００個なら＋１００％だ、Ｌｖアップより確実に強化できる。

　そして『虚実 Lv2』できたばかりでＬｖ２なのは良いが、あそこまでやってもＬｖ２とも言える。微妙なのか？　まだ先があるのか？

　装備品の付属のスキルだった『瞬身 Lv1』は、高速移動と高速身体操作の繰り返しでスキルとして得たものだろう、虚実の一般版だと思う。なんせ『瞬速 Lv5』なんて４アップだ、かなり無理していたのだろう。

　そして『体操 Lv8』の３アップ、どうやら思い違いをしていたようだ。真面目に毎朝体操していたが身体操作のことらしい……言えよ！　説明くらい書いとけよ！

『虚実』の無理な動きで一気に上がったのであって体操が上う手まくなったわけではなさそうだ、ＬｖＭａＸになっても体操のお兄さんにはなれないらしい。

　まー確かに身体を外側から無理矢理動かしたりしていたのだ、それ故に無駄な動きも力も殺そがれるのだがら無理矢理には違いない。

　しかしわからないのが『神眼 Lv1』。神の目なの？　神が見えるの？　神が見えるなら、あの爺じじい見付けたら説教だっ！　絶対ボコる！

　もうできることなんて限られてるし、できないことはできない。やれることなんて限りがあるし、やってやれないこともある。さてさて……
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　24日目　朝　洞窟






　結局お客様はいらっしゃいませんでした。一生来なくて良いよ招いてないし？

　ただの通せんぼだ。案か山か子しみたいなもんだ。ここにいるだけで良い。

　こっちも嫌だが、あっちだって嫌だろう。あっちは最悪の嫌な奴だが、こっちは最上の嫌がらせの名人だ。これに関しては自信がある、委員長たちのお墨付きだ！

　向こうはただ存在が最悪なだけだが、こっちは確信犯だ。わざとやっている最悪にする専門家だ。これも委員長たちの保証付きだ、どっちが悪役か怪しいものだ。

　時間はこっちの味方だし、時間が経たつと拙まずいのはあっちだ。

　それでもまだ来ないのはどこかで視みている、情報を集めている、計算が終わらないのだろう。ならばその間に強くなる、意味はないかもしれないが意味ができるかもしれない。なにもしないよりお得で、最悪でも無意味。多分無意味で十中八九無意味だけどマイナス要素はない、微増でも有意義だ。どうせお互い全く嚙かみ合わない。

　朝のお魚さんも食べて出発だ、焼き魚にパンはどうかと思うが米がないんだよ。

　外国人はどうしているのだろう？

　雑貨屋のお姉さんがお米を見つけてくれたら、みんなきっと大喜びだろう。

　今日も今日とて、茸狩りだ、ゴブも、コボも、狩り放題だ。

　まあＬｖ20は無理だけど、Ｌｖ15も駄目だろう、そこまでは上げさせてくれないだろう、だから視てられるのはＬｖ14まで、そこまでいけば現れる。

　とは言え、やっとＬｖ11だ。そこまでの時間はないな。

　俺のＬｖアップが遅くても待てるだろうが、その間に委員長たちはどんどんＬｖを上げていく、オタたちなんかグングンと上げてるだろう。オタオタ上げてたらどうしよう？　莫迦たちだって委員長の元に行けばどうにかなる、俺の代わりに毎日毎日怒られるが良い。ほらほら、待ってたら詰んじゃうよ？

　おそらくオタたちは安全圏のＬｖまでいけたかな？　戦う相手のＬｖがわからない以上はとにかく差を付けるしかない。まあ勝手に空気読まずに最強になるだろう。

　ただし邪魔さえなければ。邪魔さえさせなければだ。なら邪魔を邪魔すればいい。今まさにやっているように。お互いに邪魔し合ってるうちに周りに置いて行かれる。

　捨石おれを取れば手が遅れ、取らねば刺される。邪魔だろーなーわざわざ分離したのに。

　陣地を置かれて通れば叩たたかれ、通らねば間に合わない。迷惑だろーなーせっかく、隔離したのに。

　運が悪かったね、俺があの洞窟に住み着くなんて。ＬｕＫさんが足りないんだよ。

　運が良かったよ、あの洞窟に辿たどり着いて。まじＬｕＫさんは最強です、豪運です。

　運が良いのか悪いのか、お互いここで出遭うしかない。確率は最悪で運だけ最強だ。

　最初から決まっていたように最後まで続くのだろう。

　予想通りに、予定通りに、最悪なのはお互い様だ。

　こっちは生命的に絶望的で、あっちは運命的に絶望的だ。

　せっかく、『精神操作』で分裂させたのだろうに。

　もう、委員長たちは集結を始めてる。

　だから視てるだろう、俺を殺すのにＬｖなんて必要ないんだろう？

　でも、他の同級生たちにＬｖの差を付けられる、焦ってるが決め手に欠ける。

　困ってるんだろう、歯がゆいだろう、邪魔だろう、とても楽しい素敵な気分だ。

　今日はうろうろと歩く、ただ歩く、出遭えば狩るが、あとは歩く。

　駆けるのはお昼からだ、今は歩く、確かめるように歩き、試すように歩く。

　上流側は雑魚だが数が多い、レベル上げには最適だ。これだとＬｖ30までいってるかもしれない。まあ、気にしてももうどうにもならない。歩いて、狩り、また歩く。歩きながらお食事だ、干し肉もおひさだが、相変わらず美お味いしくない。

　さてさて、そろそろ歩くのは良いかな？　駆けてみようか？

　森の中を縦横無尽に駆けながら狩る、結局そこに戻る、戦って勝てないから狩る。

　力が足りないから、速度で当たる、距離が遠いなら突撃すれば良い、距離があるなら襲撃すれば良い、距離がないときは虚実ができるようになった。まあ、やってることはみんな同じで最初から最後まで実はこれしかやってないんだから。

　虚実――虚イカサマの強さを実現させる一瞬だけの最強。ようは最高速で汎ゆるスキルを纏って一瞬で全力で殺す。刹那だけ、短距離だけの、噓うそっぱちの最強だ。

　そろそろゴブたちとも一月近い付き合いだが友情は芽生えないらしい。普通、最初に戦った敵は、こうライバルな味方的ポジションで助けに現れたりしないの？　まあ、現れたら現れたで除霊が必要だろう、今までずっと皆殺しだし？

　そーだよなー、物語的にはゴブやコボを使役しながら森で戦っていく話だよなー、普通展開的に言って。

　だが居ない！　なぜなら、まものぜんぶみなごろし!?　これではコボの「おまえのあたままるかじり」と同レベル？　挙句に何な故ぜかモフモフマスターどころかビッチマスターに成りかかっている？　どうしてこうなった!?

　とにかく狩ってしまえば良いだけだ、向こうはＬｖ上げできなくなるし、こっちは運良く上がるかもしれない。向こうは情報、こっちは経験値、向こうはＬｖ上げられても困らない、こっちは視られても構わない。

　脱力して前のめるように倒れ込むように膝を落とし全体重を乗せると同時に脱力しながら半歩だけ足を出す、出し終わったときは振りぬいたとき。重力も加速も魔力も呼吸も、一ひと纏まとめに一振りに乗せる。乗せられないと頭齧かじられる。絶対やだ！

　うん、コボキングも殺やれる、めっちゃ速いが殺れる、だって絶対最後には頭嚙みに来るからだ、絶対に頭は嚙ませない！　絶対だ！

　なんかもう残像見えるレベルで速いよ？　上下左右のコンビネーションまで巧みに使うが最後はアタママルカジリ……なんか身体は無傷でも心理的ダメージを受けた。

　うん、コボエンペラーとか居たら無理だ、これ以上洞窟から離れるのも良くない、大回りして帰ろう。

　しかし、まだ来ないの？　知らないよ？　手遅れになっても？　オタたちの空気読まなさと、莫ば迦かたちの真の頭の悪さと、女子たちの脅威の説教力を舐なめすぎだよ？　もう、きっと、今頃はせっかく分裂させたのにまとまり始めてるよ、この世界の勇者や英雄の予定者たちが。俺たち脇役モブが追い着いて行けないところまで……きっと。




　もしかして、勘違いしてる？
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　24日目　朝　ダンジョン






　戦う――兎とにも角かくにも戦い続ける、なにはなくとも戦い続ける、なにはともあれ戦い続ける、ともあれかくもあれＬｖを一つでも上げる。それが、それだけが、遥はるか君の望んだことだから。なにもしてあげられないのに、なにもしてあげていないのに、望まれたことまでしてないなんて言えるわけがないんだから。

「はあーっ、はあーっ。ふ――っ」

「……ラマーズ法？」

　誰の子よ!?

　小お田だ君たちがＬｖを上げた場所、最も効率的に美味しい場所、この世界にある謎、迷宮ダンジヨン。

　この世界でもなぜこんな物があるのかわかっていない、小田君たちはお約束だからとなぜか納得している。

　わかる必要なんてない、どうせ私たちにはなにもわからない。ただ強くならなきゃいけないことしかわからない、みんなわかりたくなんてないのに付いて来てくれた、ただそれが遥君の望みだから。

「なんでこの蛇急に出て来るのよー！　なにニョロニョロしてるのー！」

「こんな風に、気配察知に掛からない魔物もいるから、常に警戒してね」

　小田君たちの指導を受けながら、戦い、話し合い、また戦う。

「先頭交代、えーと、トライアングル＋１で、雷壁は禁止でっ」

「「「「え～っ」」」」

　休憩中はスキルの講義を受け、ステータスを調整する、自分の戦い方に最適化するようにＳＰをアクチベーションし、新しいスキルを習得する。まるで最初から知っていたかのように、至極当たり前のように、立て板に水の如ごとく小田君たちの指導が続く。この人たち、本当に日本に居たの？　なんでそんなに詳しいの？　遥君の言ってた、あいつらは「異世界行ったら本気出す」は、本気だったらしい。

　１Ｆはゴブリン、楽勝だ。

　２Ｆはコボルト、敵じゃない。

　３Ｆはブルーウルフ、面倒なだけだ。

　４Ｆは……４Ｆは、なんか虫！　でっかいタガメが立ち上がって迫って来る……

　普段なら大騒ぎだろう、悲鳴を上げて大混乱だろう……でも淡々と倒す。気持ち悪い……グロイし触りたくない、切ったら汁を噴出するし……でも、淡々と倒す。

　強くない、気持ち悪いだけ。こんな相手で私たちは死なない、死ぬような戦いじゃない。死の覚悟なんていらないこんな戦いに怯ひるむなんて赦ゆるされない。

　５Ｆは、オーク……に八つ当たりだ。本当にグロかったんだからー！

　今は６Ｆ、グリーンスネーク。気配察知を搔かい潜くぐって奇襲して来る。でも問題ない。もう、私たちはそんなに弱くない。襲って来れば倒すだけだ。

　７Ｆの階段まであと少し、今日の目標は20Ｆ。無理とか、無茶とか関係ない。ただ、目指す。私たちにはこんなことしかできないんだから。

　大丈夫、みんな平気な顔を振る舞ってる。




　そろそろ引き返す時間だ、17Ｆまでしか来られなかった、経験値的には10Ｆから25Ｆまで大差はないらしいのでＬｖ上げの目的としては問題ない。

　ただ、みんな魔物に、この世界に八つ当たりしているだけだから。

「この階の蟷螂かまきりも問題なさそーだねーっ」

　17Ｆも虫だった、汁も噴出する、でも４Ｆのアレよりましだ。アレは……Ｇにしか見えない！　走って来ないでよっ！　立ち上がらないでよっ！

「じゃあ、時間過ぎてるし引き返します。先頭を交代して２チームで掃討戦で」

「はーい」「了解」「ＯＫ！」「わかった」「私どっち？」「右グループはこっち」「あっち？」「そっち！」「あ～！」「右ってどっち？」「早く、早く」「うん」……

　大丈夫、みんな平気な顔で振る舞ってる。




　もうすぐ、Ｌｖは50になる、遥君から経験値の分配を受けている島しま崎ざきさんたちは60を超えた。きっと２、３日で小田君たちのレベルまでいけるはず。

　なんのために強くなるかなんて誰もわからないのに、ただひたすら強くなる、強くならなくちゃいけないから……これで、これで良いんだよね？

　大丈夫、みんな平気な顔に振る舞えてる。




　夜には、どの部屋からも泣き声しか聞こえなくても…………





　24日目　夕方　洞窟






　うん、ゴブもコボもお魚も茸きのこも大漁だった。

　やっぱり、歩くだな。これしか、これだけしか意味ないだろう。

　流石さすがにＬｖアップは無かったが新しいスキルも取れた、きっと無駄だが有意義だろう。スキルＬｖもいくつか上がった、なんの意味もないが脅威だろう。

　てっきり、なんちゃって不良たちを操って後ろからやって来ると思っていたが。

　莫迦たちが強すぎたのだろう、ならばお客様は１人だけ……仕組んでるのも仕掛けてたのも最初からたった１人、普通過ぎる偽物の普通の男子君。

　もう森にはなにも残ってない、ここを通るだけ。もう、嚙かみ合わない嚙み合わせの組み合わせの組み立てを始めているのだろう。だから組み立たないように組み合わせ、嚙み合わないように掛け合わせる。壊して台無しにする、緻密な計算で積まれた致命的な一ひと欠片かけらだけを引き抜く。そろそろだ。

　お出迎えが必要かな？　来たければ来れば良い、来たくなくても来るんだから。

　もう夜も遅い。食事も風呂も済み今日も良い１日だった。

　そして、今日が最悪の日だった。

「おひさー、田た中なか君。ずいぶん遅かったね～？　きっともう一切合財手遅れだと思うよ？　今さらなにしに来たの？」
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　24日目　夕方　オムイの街






　迷宮ダンジヨンから引き上げ街に入ろうと近付いていくと、街の入り口にボロボロの格好をした男が５人でこっちを見ていた。一瞬、警戒したが……

「柿かき崎ざき君？……なんでそんなにボロボロに……遥君は一緒じゃないん……だ……」

「あっ、委員長！　「「「「「莫迦でごめん！」」」」」

　ボロボロの５人は、柿崎君たち。遥君の言うところの脳筋体育会系莫迦５人組だ、遥君が見に行くと言っていた５人だ……

　黒髪黒目で身なりはぼろぼろ。なにを言ってるかわからずに門番さんに捕まってたらしい、動く体力もなさそうなほどぼろぼろになり消耗しきっている。

　洞窟からずっと走り続けてきたらしい、ぼろぼろの身体からだで一睡もせずに。ずっと体力茸を齧りながらひたすら休みなくここまで走り続けてきた。

　鎧よろいには片腕がなかった、お腹なかには大きな穴が空いてる、膝から下は無くなって、足や手や胴体も頭部のどこもかしこもまともに残っていない。

　身体は回復して貰もらったんだろう、でも装備は直らない。

　そういう目に遭っていた、そんなボロボロになってまで森で足止めをしてくれてた。私たちのために死に掛かって。だから遥君は戻りたがってたのに私たちが引き止めていた、だから殺されかかっていた、死にかかってたんだ、だから遥君は行ってしまった。そして柿崎君たちはぼろぼろの身体で私たちに伝えに来てくれた、殺されかかり、死に掛かり、殆ほとんど死ぬような目にあって……そして、そこに遥君はいる。

　それは最悪の話だった。聞いているだけで泣き出す娘こまでいる、私たちが考えもしなかった展開、それならば遥君は私たちを置いていくのも当然なのかもしれない。

　付いて行ってもすぐに死んでしまうから。レベルを上げた今でも無意味だ。

　敵なのはなんちゃって不良と呼ばれていた勝かつ山やま君のグループだと思ってた。

　あとの男子たちはおかしくなっただけ、信用はできないけど和解はできると。

　問題なのは殺し合いをすることだと思っていた。だから疑問だった。遥君が危険を冒す必要はないんじゃないかって？　私たちでもなんとかできるんじゃないかって？

　殺す覚悟があれば、躊躇ためらいさえしなければ、私たちにもできるんじゃないかって？

　甘かった、そんな気でいたらすぐ殺されていた。

　だってそんなの全然関係のない話だった、戦うこともできない最悪の状況だった。

　なぜ遥君が行ったのかもわからない。もうどうしようもない、そんな話。

「あれは化け物だ、剣も槍やりも使いこなし魔法も無尽蔵だった」

「勝山だっけか？　あの屑くず？　あいつと戦ってたら、あいつが後ろから殺られたんだ。勝山たち６人全員が不意打ちで仲間のはずのアイツに殺られて全滅だったよ……」

「そうそう、んで勝山が使ってた幻影を使い出したんだよ。あれは化け物だ」

　それができるのは『強奪』、殺して奪う私のスキル。なのになんで？

「攻撃が全く当らないんだよ、なにしても。５人掛かりでも駄目だった」

「魔法も効かないしどうしたら良いんだ、あれ？　どんだけスキルが有んだよ？」

「それに麻ま痺ひするわ目は見えなくなるわ毒状態喰くらうわで、茸無かったら死んでた」

「生産型の魔法職のはずだったんだが、なんでか槍まで使えてやがったしなー？」

「勝山を殺やってからは刀も使えてたよな……しかも勝山のスキル付きで」

「攻撃のスキルが毎回違うから読めないんだよっ、ったく！」

「こっちは避よけても躱かわしても当てられるんだよ、意味わからねーよ」

　そんな相手と戦えない、柿崎君たちはＬｖ43。元々の能力が人間離れしてる上に、異常なまでの直感がある。超加速や限界突破、一撃必殺、十七連斬……とチートも最強レベル。

　近接戦になれば無敵のはずだ、なのに一方的にやられた。なにもできず撤退した、他の男子12人は全滅、全員がチート持ちだったのに一方的に、たった１人の仲間に。

　いくら聞いても意味がわからない、内容が理解できない。わかったのは強奪が使える、異常状態にされ直接戦闘も当たらない、魔法も駄目。そして避けられない。

　そんな能力があるはずがない。でも能力のない遥君は同じようなことをしていた、当たったら死ぬとか言いながら１度も攻撃を受けるところを見たことがない、そして攻撃力がないのに一撃で倒していた。

　どちらも意味がわからない、戦いようがない、全く別のなにか――だから私たちは置いて行かれた。きっとそれは全く別の戦いだから。




　そして、遥はるか君の最後の言葉は「莫迦でごめん」って伝えることだった……それは。
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　24日目　夕方　洞窟






　延々と放たれる剣けん戟げきを躱し、終わりなく続く連撃を払う。だが尽きることのない技スキル。

　世の中には天才がいる。性格や人格は問われない、能力的天才だ。努力も経験も関係ないただの生まれついての天才だ。この田中君はおそらく数学的天才という奴やつだ、計算能力と演算能力、学校でも隠して普通を装っていたが見え見えだった。

　きっと困っているだろう。演算通りに行かなくて、再演算して確率を重ね合わせてもまた外される。無駄だよ。だって運がＬｖがＭａＸで限界突破してるんだから？

　生き残る可能性が１％以下でも、それを１００万回繰り返したとしても、ずっとその１％以下で生き残る。ずっとその１％以下が在れば良い、０ゼロにはならない。だって俺の運ＬｕＫは確率論を限界突破しているのだから、可能性では俺は殺せないよ？

　既に戦闘中、と言うか向こうからすれば未いまだ戦闘中。既に計算上では俺を何度も殺しているはずなのに終わらない。だって終わってやる気なんかないし？

　そして縦横無尽に斬り裂く無限に続くスキルの斬線を滅多矢や鱈たらに打ち落とす。

　うん相当混乱している。納得ができない、完璧な計算をしてるのに俺が死なない。

　せっかく集めた技スキルが次々と失われて行き、計算のずれに焦り怒る……から煽あおる。

「ずいぶん沢山スキルが使えるみたいだね、ずいぶん殺して奪ったんだろーね？」

　ただの近接戦と中距離戦、こっちは魔法無しだ。どうせ効かないからとにかくスキル使わせれば良いだけ、使い切るまで死ななければいいだけだ。

「遥君？　なんで死なないの？」

「いや、自殺願望とかないし？　殺されるのも嫌いだし？　みたいな？」

　ずいぶんご不満でずいぶん不機嫌だ。カルシウム不足だよ、魚も食べろよ？

　きっともう何千回も倒し何百回も殺しているのだろう、計算上では？

「なにをしたんだ？　いったい？　くそっ！」

　無限の連撃の応酬。攻撃を防ぐたびに、攻撃を躱すたびに、天才の傲慢が表れる。

「なにについて聞きたいのかな？　田中君」

「どれほど強くてもたったのＬｖ11では無効化レジストなんてできないはずだっ！」

　成る程、確率的に計算していたのか。もう何百回も殺したと。何千回も死んだと。数学的にも確率論的にも有り得ない、でも文学的には０じゃなければなんとかなる。

「さすが、数学的天才さん、戦いながら確率を読みきったの？」

　おっと、魔法は『樹きの杖つえ？』で払い飛ばして、剣戟は躱す、出し惜しみじゃ殺せないよ？　しかしなんで詰めに来ないんだ？　既にボロボロの俺に迂う遠えんに攻め続ける。

「だいたいなんで動ける、なんで攻撃できる、なんで視みえてるんだ？　おかしいだろ！」

　あんなにずっと普通に振る舞っていたのに、ずいぶん我を出すようになったものだ。

「なんでってなに？　ああ、『ちょっかい』と『まねっこ』のこと？」

「なんで知ってる!?　鑑定できないはずだ！　どうやって……」

　もちろん鑑定なんてしてない、見えないし？　絶対こいつが持っていると思っていただけだ、白い部屋で黒い板を見たときからずっと。

「まねっこの強奪はずいぶん性能が劣化するんだねー？　回数制限付きかな？」

「劣化したってＬｖ11なら『即死』が効いてるはずだろう！　なんでだよ！」

　うん、Ｌｖの壁の問題は異常状態が無効化レジストできないことだ。でもね確率は１００％にならないよ。なぜならば――

「あー、俺って『健康』だから効かないよ？　超健康的？」

　莫迦たちでも無理だった、麻痺や盲目に毒を浴び、強奪した幻覚を囮おとりに『ちょっかい』を掛けられていたのだ、精神に、神経に、だから当たらないし避けられない。

　身体が気付かない程度に干渉されている、勝手に僅かに動かされる、真っ直すぐに斬ったつもりでも気付くと避けて斬っている。だから当たらない。
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　もちろん俺の身体も『ちょっかい』かけられてる。無視しかとしてるだけ。ガン無視だ。

　いやー、身体操作系が簡単に取れるし、上がりが良いと思ったよ。

「木で偶くの坊の意味知ってるかい、天才君？」

「役立たずだろ！　お前にお似合いだよっ！」

　残念、０点だよ。数学的天才だが文学的には駄目駄目のようだ。

「他にも、操り人形って言う意味があるんだよ田中君、神経に『ちょっかい』掛けられるなら、神経信号を無視して無理矢理自分の身体を操れば良いんだよ？」

　だから攻撃は当たる、決められないが戦える。『木偶の坊』の外部操作で身体を操って歩く練習もした、そして１歩だけ歩けば一撃振れる――虚実。このためだけに作ったのだから。汎ゆるスキルを混ぜ合わせて無理矢理強制的に身体を破壊しながら最速最強の一撃を振るう技スキル。

　そして『宿木ヤドリギの蔦つた：【木の棒、杖の強化】魔技吸収　？　？　？』の魔技吸収で範囲魔法を吸収できるお蔭かげでジリ貧にならずにすんだ、これで最後までやれるはずだ。

　こいつは森の中でずっと同級生クラスメイトを殺し続け独りで森にいた、俺は無理矢理街に連れて行かれてみんなに引き止められていた、その差だ……ただそれだけの差だ。

　これで俺を殺しきるためには貯ため込んだスキルを全て使わないと詰められないはず。

　それまで粘ればいい。脚が潰れていようと魔法さえ視ればいい、幻覚は俺には効かない。

　本当にコンタクトさんには大感謝だ、『神眼』さんありがとう。

　お蔭でしのぐことはできる、千切れかかった腕でも無理矢理操作し最後まで……最期まで。

「いいのかい？　田中君。まねっこで奪った強奪では制限が付くんだろ？　回数制限があるのにここで使い切って良いのかい？　委員長たちは強いよー？」

「くっ！　なら奪えば良いだろっ！」

　おっ、ビンゴだ。制限は能力制限と回数制限か、つまりいつかは打ち止めになる。そして俺からは奪うものがない。使い物にならないものか使いこなせないものばかり。

　ここで俺に全部使わせれば勝ちだ、決まりだ。それでもう委員長たちは倒せない。みんなを倒せるだけのチート能力スキルは残らない……絶対に残させない。

　最初から、白い部屋に行ったときからずっと数学的確率論で計算し尽くしたのだろう。ありとあらゆる状況で自分が最強になる手順を、確率を、可能性を全部。

　もし最初から強奪を持っていれば良くて封印、悪くすれば殺される。どの道、全員から警戒される。だから計算した、数学的天才君は確率に確率を掛け併せて最も上う手まく行く手順を、高確率な方法を。絶対に成功する確率を演算し続けた。

　そして同級生クラスメイトを分裂させるほどに計算の精度が上がり、不確定要素は減って行く。

　そして『まねっこ』で強奪を真ま似ねた。後はバラバラの級友をバラバラに殺して奪い、求めていたのは『魔法無効』『状態異常付与』そして『幻覚』かな？

　これに『ちょっかい』があれば絶対に安全だ。安全なはずだった。

　まともに打ち合う危険がない。一方的――それがチート殺しだ。

　これで、準備は終り。

　あとは『まねっこ』で真似た強奪で本物の強奪を強奪する、要するに委員長を殺す。これでオリジナルと同程度の『強奪』になるのだろう。

　そして順番に全員を殺してチートを奪えば最強だ、無敵だ、無双だ、完璧だ。

　だから莫ば迦かたちは運良く死ななかった、戦う能力だけを丁寧に潰された、まだ完璧に強奪できないから後回し。あれは莫迦たちのスキルが惜しかったから。

　本当はオタたちを先に殺して『魅了』と『傀かい儡らい』を復活させたかった、だからなんちゃって不良たちを生かしておいたのに……あまりに莫迦たちが強過ぎた、だから慌ててなんちゃってたちまで殺して能力を『強奪』してやっと莫迦たちを無力化した。

　なんちゃってや他の男子たちの仲間の振りをして操り、スキルが足りなくなれば殺して奪う、だから残っているのはこいつ１人。誰か仲間がいれば俺を殺せたのにねー？

　そこまでして欲しかった能力スキルが全員で固まって逃げてしまった、無駄に殺すと強くなれないから追うタイミングは今が最後だ。だが俺が邪魔だ。

　普通に考えれば一番弱いのだから強行突破すれば良いだけだった。

　だが確信できない。だが確定できない。なぜなら確実な計算ができないから。

　そう、俺のスキルが意味不明だからだ。うん、意味不明なんだよ？

　だから不確定要素の俺を隔離し、観察し、最後の仲間だった２人の友達までも殺し『即死』を奪ってきた。これでＬｖの壁で確実に詰められる。

　なのに死なない。それどころか、ちょっかいや幻覚や状態異常が効かない。

　Ｌｖも力も勝ってるのに、騙だまし圧倒的にしか戦ったことがないから簡単に動揺する。

　こいつはやっぱり勘違いしている？　全くがっかりしたよ。

　この天才君の計算した確率論を搔かい潜くぐって、能力を使い切らせるまで足止めする。

　確率的には絶対不可能だがギリギリ可能なはずだ、そして俺以外には無理だ。

　俺を殺す計算プランが無効化された。あとはありったけのスキルを一気に使い俺を１００％殺しきる飽和攻撃しかない。しかし奪い続けて来た同級生たちのチートスキルを全て使い切ってしまえば、もう委員長たちには勝てない。俺は死ぬが、こいつは詰みだ。

　俺を殺し尽くせるだけの充分なチートを奪って持っているはずなのに、俺の豪運すら無視できるだけの１００％以上の確率で殺せるだけのチートの物量が有るのに。

　それを全てを使うまでは殺されない、全てを使い切らせるまで戦うだけだ。

　と、思っていたのに。がっかりしたよ…………確率計算の演算による確定的な死亡率を完璧な１００％にするよりも99％を５～６回繰り返すほうが計算上効率が良かったのだろう。それで疑似的な１００％の死……にはならないよ、なるわけないじゃん！　今まで死んで無いんだからそんなんで死ぬわけないじゃん？

　うん、だってズルしてるんだよ？

「え～と？　山やま中なか君だっけ？　もういいや、君にはがっかりしたし？」

「誰が山中だ！　さっきまで名前呼んでたろう！」

　あれっ？　違ったらしい。まあ、もう興味がないからどうでも良い。

「全く脇役モブ同士の潰し合いなのに欲を搔くから脇役モブにすらなれない。俺たちが主役なわけないんだよ？　最初から読めることなのに、これが山やま本もと君の最後の見せ場なのに出し惜しみするから脇役モブにすらなれない。名もない級友だれか君さようなら」

　技スキルを全部使い切らせようと準備し警戒していた……だから技スキルを全部受けてたのに？

　この勘違い君は最強チートクラスの武術や技スキルを無効ＯＦＦにしてるよ、出し惜しみだ。

　きっと『即死』と『状態異常』だけで良いと計算した。回数制限が勿もつ体たいないからねー『剣術 MaX』とか『槍そう術じゆつ　極み』とか『完全回避』とか減ると勿体ないよねー……

　勘違いしすぎだよ、自分のことを主役だと勘違いしていたの？　馬鹿過ぎる。

　確率ＬｕＫ的に殺す？　俺は確率ＬｕＫが限界ＭａＸで更に突破だよ？　うん、ズルだから？

　超常チート能力スキルはないけどイカサマチートはあるんだよ。そんなもの白い部屋には無かったから計算には入ってないだろうけどね？　だからズルなんだよ、運が良いだけなんだから。

「さよなら、山やま村むら君？」

　半歩だけ前に出て斬る――あー、俺は人殺しか。誰かはもう知らないけど。

　あっ！……うわああ～「莫迦でごめん」とか遺でん言ごんしちゃったよ。どうしよー？





　24日目　深夜　オムイの街






　みんな疲れ果てて眠りについた。泣きながら、喚わめきながら、どうして良いかわからずに、なにもできずに。もう、明日のことも考えられずに……

　もう無理なの、だから１人で行く。もう、委員長なんかじゃなくて良い。

　みんなは連れて行けない。勝ち目なんかないんだから。

　遥はるか君の所に行きたいだけ。ただ、側そばで死ぬだけで良いの。

　私のスキルが、強奪が狙いなんだ。だから、殺される前に死ぬ。

　自分で自分を殺す。そうしたら、もう奪えない。

　そうしたら、遥君は死ななくて良い。

　だから、教えてくれなかった。だから、連れて行ってくれなかった。

　もう、間に合わないかもしれない。

　だけど、其そ処こに行くね。遥君の側で。あの洞窟で。

　それだけでも良い。




　部屋をコッソリと出て、食堂を通る。

　いつもみんなで大騒ぎしてた。

　いつも遥君がお説教されてた。




　宿の扉をくぐる。

　名前を見たときは、遥君がギルドを燃やそうとしてみんなで止めた。

　毎日が大騒動だったなー……




　街の門をくぐる。

　いつも遥君が怒られてた。

　みんな笑いながら怒ってた。

　今も、遥君が怒られてる。

　全く、こんな夜中に街に入ろうとするから……えぇええええええええーっ!?

「ただいま？　みたいな？　感じ？……的な？」

　もう、どうして良いかわからない。なんて言って良いかわからない、なにが起こってるのかもわからない、でも遥君がいる、帰って来てくれた。うん……とりあえずお説教だ！




　やっぱりみんなで大騒ぎになった。

　やっぱり遥君がお説教された。

　やっぱり大騒動だった。

　やっぱり遥君が怒られた。

　やっぱりみんな笑いながら怒ってた。




　おかえりなさい。
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　25日目　朝　宿屋　白い変人






　一晩中と言うか深夜から早朝の現在まで現在進行形のお説教が続いている、総がかりのオールスターだ、包囲網の連環の計だ、焼いたら逃げられるのだろうか？　オタたちとか？　焼いて良いよね、こいつら全然助ける気ないし？　むしろ焼こう。

　延々と怒られた。だって、他に方法無かったじゃん？

　懇々と怒られた。だって、あれ、俺しか無理じゃん？

　切々と怒られた。それって、あの川かわ下した君？　が悪いんじゃん？

　お小遣い無しになった！　それは、あんまりだーっ!!

　頑張ったんだよっ？　頑張ってたんだよっ!?

　会議が始まる、オタたちは俺を助ける気はないようだ、空気読めよ！　後で狩ろう、その後焼こう。

　莫迦たちは莫迦だった、良いよ、お前たちにはなんの期待もしてないから……

「結局なんだったの？　なんでみんな、誰も、勝てなかったって？」

「あー、なんか精神とか神経にちょっかい掛ける？　みたいな？　感じ？」

　神経が操られ、幻覚と状態異常のおまけ付きだ。まともに戦うことすらできない。

「あの、強奪はなんだったの？」

「えー？　まねっこで？　まねした？　的な？　みたいな？」

　だから誰も注意しなかった、警戒されず敵視されず準備され、そして実行された。

「スキル一杯持ってたんでしょ？　13人分の……」

「ん～、魔法無効で？　即死で？　状態異常の幻覚付き？　とか？　なんとか？」

　チートを破るための構成だ、チートを殺すための構成だ、チートを殺し続けるために考えられた順番だ。そして順番を守ろうとして出し惜しみして死んだ。

「どうして～遥君じゃないと駄目だったのかな～？」

　お～っ、揺れてい……いえ、なんでもないです、見てません、本当です！

「あ～、あいつのって自動必殺技チートスキル殺しだから、俺はチートないし？　みたいな？」

「「「あああぁ～っ！」」」

　結局チートスキルは自動制御の失敗の無い技だ、だから反則級チート。だからこそ狂わされると修正が利かない、俺には自分セルフ・コ制御ントロールの売れ残りだけだった……

　手持ちのスキルを全部使って俺を殺しスキルを奪っても、俺のスキルでは委員長たちは殺せない。だって使いこなせない。だからどのみちあいつは詰んでいた。

「まー、洞窟の前だからだよ、『ひきこもり』の住すみ処かは守られているんだから。だから、弱いのに森で死ななかったんだし……みたいな？」

　だから洞窟に帰った、洞窟が住処でなければ成らなかった、あそこでしか戦えなかった、あそこだけが死なない場所だ。まあー、でも結局は……

「天才かと思ってたら馬鹿だった？　みたいな？　奪ったスキル全部出して、圧倒し続ければ勝てたんだよ？　でも、それやると他のチート持ちと戦えなくなるから出し惜しみした？　から死んだ？　みたいな？　感じ？」

　愚かだったのだ、莫迦たちに苦戦し手順を狂わされてスキルを浪費した。だから仲間を殺し、俺相手には勿体ないと出し惜しんで……死んだ。俺が殺した。

　莫迦たちを殺してスキルを奪っていれば負けなかった、そして俺に出し惜しみしなきゃ負けなかった。脇役モブの分際で勇者や英雄に成り代わろうとするから脇役モブもこなせず脇役モブに殺された、お互いに潰し合うはずの戦いで独り擦り切れてしまった。

　最初の１ページどころか、その前の登場人物の紹介を見ただけでわかることだ。俺たちはただの脇役モブ、今から始まる英雄譚たんの脇役モブ。同級生ＡとＢ、役どころは俺は弱くて森に残り、ゴブとかを使役しながらあの洞窟で暮らしている同級生のＡ、そこで森から出て来た同級生Ｂに殺されるが、同級生Ｂは力を失い森から出るまでに魔物たちに殺される。きっとそんなお話だった。それで終わる話だった。

　なのに、俺は脇役モブなのに主人公たちに翻弄され続けた、あいつは自分が主人公だと勘違いした。だからお話が壊れた。壊れてしまった。で……俺は生き残れた。




　異世界の物語の中で、剣と魔法の世界で、未いまだに計算を信じた、

　１＝１だと信じるほどの馬鹿だったのだ。







あとがき







　初めまして。そしてＷＥＢで読んで下さっている方は紙では初めまして、五ご示じ正しよう司じと申します。超ド素人の初書籍で、ＷＥＢで魔が差して三点リーダーも知らずに書いてみたら……大事（書籍化）となりました？　実は詐欺かと思っていたんですが……「ほら、本物なんですよ」と編集Ｙ田さんが電話でドヤ顔でした!?　そしてページが余ったから何か書いてとの事で、「それなら誰も知らない作者よりぶーた様のイラストメッセージの方が喜ばれますよー」と編集さんを唆したんですが……これ以上押し付けたらヤバイですと怖い返事が。小説なんて書いた事も無いド素人の本に超絶有名絵師のぶーた様に素敵に描いて頂き、数々の無理難題を（編集さんが）押し付け、本当にありがとうございました。そして50万を超える投稿の中で最も酷ひどいとまで言われるこのお話を校閲して下さった方にも感謝を（悪いのは編集さんですからね？）、そして「止やめたほうが良いと思いますよ」と言っても刊行して下さったＯＶＬ編集部の皆様に（ムチャシヤガッテ）心から深謝を。

　そしてＷＥＢで応援して下さった方々に甚謝を、誰も読まないだろうと言いながら書いてみたお話が皆様のお陰で本にまでなりました、本当にお付き合いありがとうございます。

　みたいな感じで細々と迷走しながら気付けばこの本になっていました、もし万が一何かの間違いで御気に入って頂けてお付き合い頂ければ本当に幸いです。
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